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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本書内に記載されている商品情報は底本発行時のものとなります。既に入手困難なものもございますがご了承下さい。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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まえがき――それでも続く死の行進について






　みなさんこんにちは、田中信二です。

　〝かわいそうな田中〟略りやくしてかわたな……という通り名のほうが馴な染じみ深ぶかいという方も多いかもしれません。

　自分ではもうフォローを入れるつもりもないですが、世の人の言うところによれば〝かわいそうな〟目に合うことが頻ひん発ぱつするのが、そのあだ名の由来だそうで（笑）。




　さて、本書はテーブルトークＲＰＧ『アリアンロッドＲＰＧ』のリプレイで、『アリアンロッド・サガ』のリプレイとしては四番目のシリーズの第三巻かんです。

　しかし、「ＴＲＰＧとかリプレイって言われたって分からん」という人もいるかもしれません。そんな方のために簡かん単たんな説明をさせていただきます。

　ＴＲＰＧとは〝テーブルトークＲＰＧ〟の略りやく称しようで、ゲームマスター（以下、ＧＭ）と呼よばれる進行役ひとりと、複ふく数すう人のプレイヤーで行なう遊びです。プレイヤーは各自ひとりのキャラクターを担たん当とうし、ＧＭの管理のもとに冒ぼう険けんへと旅立ちます。コンピューターゲームのＲＰＧを、人間同士が会話しつつルールブックを参照しながら進めるようなゲーム、というとイメージできますでしょうか？

　リプレイとは、ＴＲＰＧを遊んでいる様子を読み物として書き起こしたものです。




　本書で使用しているのは『アリアンロッドＲＰＧ』というゲームのルールです。

　いわゆる剣けんと魔ま法ほうの世界を舞ぶ台たいにした、ファンタジーと呼ばれるジャンルのゲームなのですが、この本で舞台になっている〝アルディオン大陸〟という土地では、現げん在ざい大陸全土におよぶ戦せん乱らんが巻まき起おこっています。

　その激げき動どうの時代を生き抜ぬく人々が、このリプレイの主人公たちです。




　前ぜん述じゆつのとおり『アリアンロッド・サガ』は『デスマーチ』以外にもいくつものシリーズが展てん開かいされています。それらのサガシリーズについて興きよう味みのある方は富ふ士じ見み書しよ房ぼうのウェブサイトなどでご確かく認にんください。

　次じ項こうの「前ぜん巻かんのあらすじ」は『デスマーチ』二巻かんから三巻にかけて、変動したアルディオン大陸の世界情じよう勢せいを解かい説せつする記事です。また第六話冒ぼう頭とうの「早わかり『アリアンロッド・サガ』」は今回の物語と関連の深い、『アリアンロッド・サガ・リプレイ⑤』および『アリアンロッド・サガ・リプレイ・ブレイク③』で起こった事じ件けんについて解説しています。

　そのあたりの知ち識しきは大だい丈じよう夫ぶ、という方はそのまま本ほん編ぺんに進んでください。











前巻のあらすじ






　帝てい紀き八一二年一一月。誕たん生じようしたばかりの新しん興こう国こくフェリタニアは、ピアニィ女王の名のもとに、国内外から広くの人材を募つのった。その呼よびかけに応こたえ、多くの勇者たちがはせ参じる。そのなかには、フェリタニア第一の騎き士しアル・イーズデイルの妹で、騎士を目指す少女アキナ・ブルックスの姿すがたがあった。彼かの女じよは〝裏うら目め軍ぐん師し〟マルセル、隻せき眼がんの盗とう賊ぞくギィ、謎なぞのエクスマキナドランらとギルド〝エンジェルファイヤー〟を結成、フェリタニア軍に参加したのだ。

　八一三年を迎むかえて早々、〝エンジェルファイヤー〟に重大な任にん務むが課せられる。この年初頭に成立したフェリタニア・メルトランド連合王国は、戦乱の連続で疲ひ弊へいしきっていた。予想される食しよく糧りよう危き機きを回かい避ひするためのミッションがアキナたちの任務であった。

　秘ひ密みつ結社バルムンクとの攻こう防ぼうの果て、彼かれらの破は壊かい工作を一同はどうにか防ふせぎきる。

　しかし、その最中に出会った商人ゴルドレイこそが、この事件の黒くろ幕まくであった。ゴルドレイの次なる陰いん謀ぼうは、戦後再さい開かいされることになった連合王国への食料輸ゆ入にゆうの取引をぶち壊こわしにすること。ヘクスフォードの街の港こう湾わん労働者たちを操あやつりストライキを引き起こしたゴルドレイ。その最終的な目的は港を破壊し、備び蓄ちくされた食料を全ぜん滅めつさせることだった。

　決死の戦いのすえ、アキナたちはヘクスフォードの街と人々を救うのであった。
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◆Preplay 01◆始まりは密ひそやかに




　さて、みなさん。お待ちかね。死の行進デスマーチの始まりだ。

　ところで、この第三巻まで読んでいただけた読者のみなさんのなかには、このシリーズ恒こう例れいの〝無む茶ちや振ぶり〟ネタを楽しみにしておられるのではないかと思う。

　ご期待に応こたえるべく、本書においても素す敵てきな無茶振りがちゃんとなされている（とほほ）。

　しかし、ひとつ困ったことが起きてしまった。

　実は、いつもと同じように、本の冒頭部でそのネタを明かしてしまうと、第五話のネタバレになってしまうのである！

　そんな理由でさんざん悩なやみに悩んだすえに、今回は無茶振りの掲載場所を変更。

　第五話と第六話の間に書くことにした。

　楽しみに待ってくださった方がいたら申しわけない。

　もうちょっとだけ我が慢まんして、この先を読み進めていただきたい。







◆Preplay 02◆人は変わっていくのね……




　その日は『デスマーチ』第五話のセッション収録日。

『無印』『ブレイク』両シリーズの展開がもたらした変転、そして激動……。それらに対応すべく用意したシナリオを手に、Ｆ[image: ]Ｅ[image: ]Ａ[image: ]Ｒ[image: ]の事務所で、ＧＭは待機していた。

　やがてヒロインのアキナを演ずる酒さか井いさんが部屋に到着。開口一番こう言ったのである。




酒井：おはようございます！　今日は、天狗仮面様に会いにきました!!（笑）

ＧＭ：うっ!?




　天狗仮面とは『デスマーチ』第二巻に登場し、アキナに剣技を授けた謎の人物である。




酒井：あの素敵な天狗仮面様に新しい技を教えてもらおうって考えてきたんです！（笑）

ＧＭ：……あの……実はですねぇ……。

きくたけ：（重々しい口調で）酒井さん……哀しいことに、彼はもういないんです。

酒井：えぇっ!?　そんなぁっ！　天狗仮面様はどうしちゃったんですかっ!?

一同：…………。




　これもまた、〝サガ〟シリーズに生じた変転の形であった……。




　では、この場に集まったプレイヤー四名の紹しよう介かいをしていこう。




酒井香奈子

　株かぶ式しき会社尾お木ぎプロ THE NEXTに所しよ属ぞくする女じよ性せい声せい優ゆうさん。菊きく池ちたけしにとある飲み会で見いだされた。『デスマーチ』ではアキナ・ブルックスを演えんじ、その旺おう盛せいなサービス精せい神しんで読者の支し持じを得る。

　声優としての活動は『ミラクル☆トレイン』におけるあかり役、『地じ獄ごく少女 三みつ鼎がなえ』におけるきくり役など。

　なお、ファーストアルバム「Number」が好こう評ひよう発売中だ。




菊池たけし

　通つう称しようきくたけ。ご存じ『アリアンロッドＲＰＧ』のゲームデザイナーである。これまで数々の名作リプレイを上じよう梓ししてきた。『アリアンロッド・サガ』シリーズを立ち上げ、『無印』シリーズをみずからの手で執しつ筆ぴつしている。




鈴吹太郎

　Ｆ[image: ]Ｅ[image: ]Ａ[image: ]Ｒ[image: ]の代表取とり締しまり役やく。『トーキョーＮ◎ＶＡThe Detonation』のゲームデザイナーでもある。『アリアンロッド・サガ』では『ブレイク』シリーズの著ちよ者しやを務つとめている。




たのあきら

　Ｆ[image: ]Ｅ[image: ]Ａ[image: ]Ｒ[image: ]の製せい作さく部長兼けん営えい業ぎよう部長であり、かわたなの直ちよく属ぞくの上司。

『アリアンロッド・サガ』ではかわたなと分ぶん担たんして、『アリアンロッド・サガ・リプレイ・アクロス』（以下、『アクロス』）シリーズのプロジェクトリーダーを務つとめる。




酒井：……天狗仮面はアル兄様ですよね？　何か事件でもあったんですか？（←心配そう）

ＧＭ：『無印』第五巻のセッションの結果、アルは天狗仮面を辞めたんですよ。

鈴吹：そして、新たな姿になってアキナの前に現あらわれるんですよ（笑）。

酒井：ガーン!?（笑）どうしてそんなことに!?（笑）

ＧＭ：そのあたりは改めて説明しましょう。ともあれ、このように『デスマーチ』第三巻のお話は『無印』第五巻、『ブレイク』第三巻で起きた事件の影響を強く受けます。説明しながら進めますんで、よろしくお願いしますね。

酒井：なるほど、了解です。




●今回予告とハンドアウト




ＧＭ：では、今回予告とハンドアウトを読み上げます。




▼今回予告

　帝紀八一三年六月。

　フェリタニア王国軍師ナヴァールは、エンジェルファイヤーに新たなる指令を下す。




[image: ]




　今回の行く先はグラスウェルズ。一時期はフェリタニア、メルトランドと、戦争状じよう態たいにあったアルディオン大陸東部の大国だ。




酒井：六月ですか。また時間がたちましたね。

ＧＭ：前回の第四話が三月ですから。酒井さんから見れば時間が経過した印象でしょうね。

鈴吹：八一三年九月の事件を扱った『ブレイク』第三巻、『無印』第五巻をプレイしたオレや菊池さんから見ると、過去にさかのぼった印象だ（笑）。

ＧＭ：その二冊を読んだ読者さんも、過去にさかのぼったお話を読むことになるわけです。

きくたけ：クロスオーバーならではの現象ってことで（笑）。

酒井：なるほど！

ＧＭ：基本的に『デスマーチ』のＰＣは将来何が起こるかは知りませんので、そのつもりで。

たのあきら：了解。




　その首都ベルクシーレに向かい、フェリタニアと縁えんのある騎士、アンソン・マンソンに書しよ状じようを渡わたす――それが今回のミッションだ。




[image: ]




　つつがなく任務が進むように見えたなか、ある異い変へんがドランの体に起きる。




きくたけ：異変…？　もしや自じ爆ばく装そう置ちが起動するのか？

ＧＭ：違ちがいますって!!（笑）

たのあきら：どんだけ自爆好きなんですか？（笑）




　そして、エンジェルファイヤーはとある陰謀に巻まき込こまれる。




『アリアンロッド・サガ・リプレイ・デスマーチ』

　第五話「秘ひ宝ほうの守しゆ護ご者しや」




　すべては竜りゆうの石の導みちびきのもとに――。




酒井：ドランさんに異変が起きて、あたしたちが陰謀に巻き込まれる……。

きくたけ：おそらくドランが秘宝を握にぎっているに違いない。

たのあきら：まだそうだと決まったわけじゃないのでは？

鈴吹：案外、中に美少女が入ってたりして（笑）。

きくたけ：そう、そして美少女と共に……ドランが自爆っ！




　哀あわれすぎる美少女である。




ＧＭ：と……とにかく（笑）。指令によりグラスウェルズへ向かうと、ドランの身に不調が起こり、陰謀に巻き込まれる――ということで（笑）。

酒井：そう言えば、ドランさんって、昔は騎士だったんですよね。その時のことが関連しているのかもしれませんね！

きくたけ：むう、ドランの過か去この秘密が明らかになるのか？　それは面白そうだが!?

鈴吹：いろんな意味で、アンタが言うなって話だな（笑）。

ＧＭ：続いて、アキナのハンドアウトを読み上げますね。

酒井：はーい！




▼アキナ・ブルックス用ハンドアウト

コネクション：アンソン・マンソン　　　関係：興味

　帝紀八一三年六月、エンジェルファイヤーにナヴァールから指令がくだる。

　バルムンクとの戦いの結果、手にした情じよう報ほう。これをグラスウェルズの騎士アンソンの元に届とどけるという任務だ。

　アンソン卿はグラスウェルズの名門騎士の家いえ柄がらの出身とのこと。

　あなたの兄、アルのマブダチでもあるらしい。




[image: ]




酒井（以下、アキナ）：アル兄様の親友登場ですか!?（笑）　あ……アンソンさんって……確か？

きくたけ：はい。『ブレイク』シリーズで私わたしが担当しているキャラですね。マブダチというのは、アンソンが言い張ってるだけですが！（笑）仲はいいはずです。




アンソン・マンソン

『ブレイク』シリーズのＰＣのひとりで、グラスウェルズの名門騎士の血を引く青年。幻げん竜りゆう騎き士し団だんの特とく殊しゆ部隊ファントムレイダーズに所属し、数々の修しゆ羅ら場ばをくぐってきた。将しよう来らいの国を背せ負おって立つ人物として期待され、のちに、王国軍師になる。




たのあきら：あと、彼には不自然に男性にモテるという疑惑がある。

きくたけ：疑惑ってなんだよっ!?（笑）

アキナ：なるほど！　疑惑じゃないんですね！

きくたけ：そういう意味じゃねぇ――――っ!!（笑）

ＧＭ：イケメンの先せん輩ぱいや、かわいい美少年に囲まれている。そんなキャラです。

きくたけ：マズい、間ま違ちがったアンソン像ぞうがアキナにすり込こまれている！（笑）

鈴吹：ま、アンソンについては、ハンドアウトにあるとおり、グラスウェルズの名家出身の騎士という部分が分かっていれば、それでいいさ。

アキナ：わかりました！




▼マルセル・ベルトラン用ハンドアウト

コネクション：アンソン・マンソン　　　関係：任務

　グラスウェルズのアンソン卿のもとに向かい、バルムンクがグラスウェルズに工作を施ほどこしている事実を伝える密みつ書しよを届けること。それがナヴァールから課された任務だった。彼は信しん頼らいのおける人物で、ピアニィたちと共にバルムンクと戦ったこともあるという。いずれはグラスウェルズでも重要な地位に就つくとも目されている。




[image: ]




　あなたにアンソンと交流を深めるようにと、ナヴァールは、暗に言っているようだった。




たのあきら（以下、マルセル）：私のコネクションの相手もアンソンか……。

ＧＭ：何かご不満でも？

マルセル：（真面目な顔で）人の趣味に口出しはしない主義だ。が、私に彼と関係を深めることを期待されても……困る。

きくたけ：しつこいよっ!?（笑）

マルセル：さておいて。前回のエンディングで私とギィが摑つかんだ情報を、アンソンに渡すのか……。言い出しておいてなんだが、実はプレイヤーはどんな情報か知らないのだ（笑）。

鈴吹：あ、そのネタはオレ『ブレイク』で拾っているから。

ＧＭ：そのあたりも含ふくめ、詳しよう細さいはオープニングで説明しますね。




▼ギィ用ハンドアウト

コネクション：オーレリー・カルマン　　　関係：師し匠しよう

　何の因いん果がか任務の結果、あなたは再ふたたびグラスウェルズの土を踏ふむことになった。

　久ひさ々びさに戻った故こ郷きよう。そこで師匠のオーレリーと再さい会かいを果たす。

　盗賊と戦いの技わざを厳きびしく仕し込こんだ彼女の言葉は、今もなお変わらぬ重みをもって響ひびいた。




アキナ：オーレリーさんってどんなお師匠さんなんですか？

ＧＭ：種族はフィルボルで、四二歳さいの女性です。種族的な特徴もあり、見た目は一〇代のヒューリンの少女。そのうえで、実は犯はん罪ざい結社の首しゆ領りようという、とてもスゴイ人です。




[image: ]




『アリアンロッド・サガ　タクティクスガイド』Ｐ31を参照である。




鈴吹（以下、ギィ）：やっべぇ。師匠かよ！……オレ、今回の任務、激はげしくパスしたくなってきたっ!!

マルセル：それほどなのか。確かに以前聞いたギィの修しゆ行ぎようの話はすさまじかったが。

アキナ：（『タクティクスガイド』を見て）確かに「跪ひざまずいて命いのち乞ごいをしろ」とか、怖こわそう。

きくたけ：もしや、ギィがグラスウェルズを出た原因は、この師匠？（笑）

ギィ：さぁてねぇ～♪（笑）




▼ドラン・ベレレン用ハンドアウト

コネクション：シュヴァンクマイエル　　　関係：謎の錬金術師

　エンジェルファイヤーの一員として、かつての主の娘むすめの国を支ささえる。あなたはこの第二の人生を受け入れ、充じゆう実じつした日々を過すごしていた。

　だが、今回の任務で訪おとずれたグラスウェルズ国内で、これまでにない不調に見み舞まわれることになった。体のどこかが、明らかに重い。

　メンテナンスを怠おこたったわけでもなく、原因が思い当たらない。何はともあれ、現げん地ちの錬れん金きん術じゆつ師しシュヴァンクマイエルに治ち療りようを頼たのむことになったのだが……。
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きくたけ（以下、ドラン）：ちょっと風か邪ぜをひいたナリ。あるいは、寄よる年波のせいで腰こしが凝こる……って感じナリ？

ギィ：風邪とかひく設定だったの!?（笑）

マルセル：ドランの腰が凝っても、指圧とかきかなそうだな（笑）。

アキナ：ドランさん。もしやヘクスフォードで潮しお風かぜを浴びすぎて、錆さびでも出たんですか？

ドラン：それはありそうナリ。では、シュヴァンクマイエルさんとやらに、錆落としのスプレーでもかけてもらうナリ。

ギィ：お前……錬金術師をナメてるだろ（笑）。

ＧＭ：なお、シュヴァンクマイエルのイラストはこんな感じです（絵を見せながら）。顔の傷きず跡あとがチャームポイントですね。

ドラン：この傷跡の入り方は……無む免めん許きよの名医っぽい（笑）。

ギィ：医者じゃないから！（笑）




　　　　＊　　　＊　　　＊




ＧＭ：さて、今回予告とハンドアウト配はい布ふが終わったので、おさらいというか、アルディオン大陸や連合王国の情勢の確認をしておきましょうか。

アキナ：はい！　お願いします！

ＧＭ：現在、帝紀八一三年六月です。

マルセル：フェリタニア・メルトランド連合王国のノルウィッチへ遷せん都とは完かん了りようしているな。

ＧＭ：はい。




　八一二年のメルトランド戦役の結果、フェリタニアとメルトランドはピアニィ女王のもとフェリタニア・メルトランド連合王国という、ひとつの国となっていた。




アキナ：ナヴァールさんの指令で、アンソンさんに書状を届けるため、今回はグラスウェルズへ行くんですよね。

ＧＭ：はい。グラスウェルズは連合王国の東北に位置する国です。
















アキナ：確か、あたしたちの国と戦争をしてたんでしたっけ？

マルセル：そうなるな。侵攻されたメルトランドはフェリタニアと協力してグラスウェルズを追い返した、という経緯だな。

アキナ：四話のヘクスフォードみたいに、あたしたちを敵てき視しする人もいるんですか？

ギィ：確かに、フェリタニア・メルトランド連合王国の人間に敵てき意いを向ける者はいるかもな。前回攻せめ込んだのはグラスウェルズとは言え、長年色々あった国同士だから。

ＧＭ：その一方、みなさんの第二巻の活かつ躍やくのおかげで、レイウォールとの交こう易えきが再開されました。それに追随する形で、グラスウェルズとも取引が行われるようになったんですよ。

マルセル：商人が安全に交流できるほどには、平穏が戻っているということだな。

ギィ：雪解けってやつだな。

アキナ：なるほど……あとアンソンさんはどうなんですか？

ドラン：アンソンは立りつ派ぱな人物なので、アキナとはわだかまりなく接せつするはずナリ。

ＧＭ：プレイヤーが同じだからって好きなこと言ってますね？（笑）

マルセル：とは言いつつ、アンソンたちのギルド、ファントムレイダーズは一時はピアニィ陛へい下かを暗殺に来たこともあるからな。

ギィ：その時は陛下とアルたちが返かえり討うちにしているが。

ドラン：その時に腹はらを割わって話し合って、友ゆう情じようも芽生えたナリよ。

アキナ：なるほど！　そんな体験が、アル兄様とアンソンさんを親友にしたんですね。

ギィ：「やるな……」「お前もな！」という、少年漫まん画がの王道の展開（笑）。

マルセル：だからこそ、ナヴァールから我われ々われへ「アンソンのところへ行ってこい」という指令がきたのだろう。

ＧＭ：ま、アンソンと連合王国の首脳たちはそんな複ふく雑ざつな縁で結ばれた関係です。

アキナ：わかりました（笑）。あたしはグラスウェルズの人だから嫌いっ、てことはないし、特に問題ないです。ギィさんみたいにいい人がいるのもわかってるから。

ギィ：そいつは、ありがてぇ（笑）。

アキナ：それにアキナは好こう奇き心しん旺盛なタイプなので。今回は旅行みたいで楽しみです（笑）。

ドラン：まさか……その楽しい旅行があんな結末になるなんて！

アキナ：えぇっ!?（笑）

マルセル：いらんナレーションでアキナを怖こわがらせるな（笑）。

ＧＭ：まあ、この時期は大きな戦乱は起きてませんから、道中も安全なはずです。

アキナ：この時期は……って気になる言い方ですね。

ＧＭ：実は他のシリーズでの展開で、先々大きな戦いが起きるのは決まってるんです。

ギィ：はっはっは（←『ブレイク』著者）。

ドラン：はっはっは（←『無印』著者）。

ＧＭ：そのうえで。このシナリオではそのあたりは気にせずプレイしてください。

アキナ：了りよう解かいしました！







◆Preplay 03◆上級クラス、始めました！




　では、新たな任務に挑むエンジェルファイヤーの姿を紹介しよう。




▼アキナ・ブルックス（11レベル）の場合

ＧＭ：キャラクターの成長報ほう告こくをお願いします。まずはリーダーのアキナから。

アキナ：了解です。【ＨＰ】【ＭＰ】などが順調に伸のびてますが、それよりも大事なことが！

ＧＭ：何でしょう？

アキナ：メインクラスがウォーリアから、ウォーロードになりました！




ウォーロード

　ウォーリアの上級クラス。攻撃に特化し、前衛で積極的に敵を倒すためのスキルが多い。




ドラン：アルと同じになったナリ。

ギィ：一刀と二刀の差はあるけどな。

アキナ：これも天てん狗ぐ仮か面めん様のおかげ……なんですけど。とにかくひと目、天狗仮面様に「特訓のおかげで、クラスチェンジできました！」って報告しに行きたいです。

ＧＭ：ＯＫです。軽くやってみましょう（笑）。

アキナ：どんなことになってるんでしょうか？（笑）では、ウォーロードに転てん職しよくできた報告をするため、いつもの場所へ行きます。

ＧＭ：すると、鼻の長いライオンの仮面をかぶった剣士がたたずんでいるわけです。

一同：…………。

アキナ：きょ……。

ＧＭ：きょ？

アキナ：今日の天狗仮面様はひと味違う？

マルセル：ひと味!?（笑）

ギィ：違いすぎてもう別の生き物だろ!?（笑）

ドラン：仮面つけてればいいナリか？（笑）

ＧＭ：その仮面の男は重々しく語りかけてきます。「この日より私をライオン天狗と呼よぶがいい」（一同爆笑）

アキナ：はい！（笑）でも、天狗仮面様は、なんでそんな姿に？

ドラン：『無印』第五巻でアルの装備がライオンマスクになったので、「これじゃ天狗仮面というより、ライオン天狗だよな」といことで改名したのです（笑）。

ギィ：畑でもらったキュウリを鼻につけて、天狗っぽさを無理矢理表現しているぞ（笑）。

アキナ：きゅ、きゅうり!?（爆笑）
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ＧＭ：ライオン天狗はクールに言います。「お前も雰ふん囲い気きが変わった。何か摑んだな？」

アキナ：違いが分かるなんて、さすが天狗仮面……。

ＧＭ：「ライオン天狗」

アキナ：……ライオン天狗様！　あたし、とうとうウォーロードに転職しました！

ＧＭ：「ならばウォーロードになったお前にふさわしい技を教えよう」と彼は新たな技を授けるのです（笑）。

アキナ：それで教えてもらったのが《ストラグルクラッシュ》と《アームズロジック：両手剣》なんですね。二回攻こう撃げきができるようになったうえ、命めい中ちゆ率うりつも上がりました！

ドラン：なんつーバカバカしい兄妹だ（笑）。……だが、ちょっと『無印』第五巻のアルのオープニングと時じ系けい列れつが前後するかな。そのシーンをきっかけにアキナは《ストラグルクラッシュ》を覚えたということになったからな。

ＧＭ：ま、こっちのセッションの前に収しゆう録ろくしてますからね。では、アルのオープニングは回想だったってことにすればよいのでは？

ドラン：ではそういうことで（笑）。

アキナ：了解です（笑）。その他、補ほ助じよ防ぼう具ぐが俊しゆん足そくのブーツから太陽の腕うで輪わに変わりました。これで【器用】が上がります。

マルセル：攻撃を当てることを意い識しきした成長だな。

アキナ：これからは確かく実じつに命中させられるようにがんばります！




▼マルセル・ベルトラン（11レベル）の場合

マルセル：私はメインクラスがアコライトから、プリーストになった。

ＧＭ：こちらも上級クラスになったんですね。




プリースト

　アコライトの上級クラス。支援、回復を極めようという者がこのクラスを目指す。




マルセル：ああ。スキルについてだが、まず《チェックメイト》のレベルが上がって、追加ダメージが増ぞう加かした。

ギィ：アキナの《レイジ》に合わせれば、かなりのダメージが期待できるな。

アキナ：頼りにしてます！

マルセル：それから《ハイプロテクション》を新しん規き取得したので、プロテクションの効こう果かが＋８されるようになった。

ＧＭ：＋８はかなり大きいですね。プリーストになって、ギルド全体を強化する傾向がはっきりしてきましたね。

マルセル：ふん、軍師とはそういうものだろう？（笑）　他は、頭部防具をビレッタから月光のサークレットに変へん更こうしたぐらいだな。




▼ギィ（11レベル）の場合

ギィ：オレはシーフからスカウトに転職したぜ！




スカウト

　シーフの上級クラス。射撃攻撃、隠密行動、毒の扱いなどを得意としている。




ドラン：ベネットとおそろいナリ（笑）。

ギィ：ああ、フェリタニアの重鎮のベネットさんに色々アドバイスをもらったのさ！（笑）
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マルセル：ほう、謙虚な姿勢だな。

ギィ：あの人、時々、クラン＝ベルの四英雄とかほらを吹くのが玉にきずだな（笑）。

ドラン：そこはベネットのお約束（笑）。

マルセル：というか、ギィが言うな！（笑）

アキナ：ギィさんもほら吹きですもんね。

ギィ：気にすんなって（笑）。で、スキルをふたつ取得したぜ。ひとつ目は、判はん定ていに成功すれば相手の攻撃を失敗にできる《インターフィアレンス》。

ＧＭ：これはＧＭに取ってイヤらしい選択ですねぇ（笑）。

ギィ：ふたつ目は《マークスマン》。射しや撃げき攻撃のダメージが上がるパッシヴスキル。まだ１レベルなんで、＋３にしかならないけど。

ドラン：ここから先は《マークスマン》を地道に上げていくといいナリ。

ギィ：おう、そのつもりだ。それから弓をラシールの魔ま弓きゆうから、乾けん坤こん一いつ擲てきに買かい換かえたぞ。




▼ドラン・ベレレン（11レベル）の場合

ドラン：ドランナリ。メインクラスがメイジからウィザードになったナリ！　これで、小型浮ふ遊ゆう魔ま導どう砲ほう台だいがつけられるナリ～♪

ＧＭ：なんと!?　またドランに新しん機き能のうが？

ドラン：そう。新規取得した《インクリーズデバイス》に、魔ま術じゆつを補助する球体を四つ創つくり出だせるとある。その演出として、それらを自分そっくりのシルエットの小型浮遊魔導砲台と言いい張はる！（笑）

マルセル：ドラム缶の周りを、茶ちや筒づつが飛んでるのか？

ドラン：（頷うなずいて）そんなイメージナリ。
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ＧＭ：シューティングゲームのオプション!?（笑）。

アキナ：か、かわいいかもっ!?（笑）

ギィ：ま、まさか増殖!?（笑）

ドラン：アメーバじゃあるまいし（笑）。実は、前回海中に没ぼつした兄弟の亡なき骸がらを改かい造ぞうし、可か能のうな範はん囲いで再さい生せいしてみたナリ。

アキナ：ドランさん……優やさしいんですね。いい話です！

マルセル：いい話……なのか？（笑）

ギィ：ていうか、兄弟を改造すんな！（笑）

ドラン：（聞いてない）さらに、ボディから冷れい凍とうビームが放てるようになったナリ！　あ、これは、《コキュートス》の演出ね（笑）。

ギィ：《コキュートス》だと、初期のピアニィとおそろいだな。

ドラン：装備は、胴どう部ぶ防具がイレイションローブからヴァニッシュローブに買かい換かえ。さらにサファイア七個こと高級サファイア三個購入。今回は宝石を食べまくってがんばるナリ！




▼ギルドスキル

ＧＭ：今回、ギルドレベルが７に上じよう昇しようしますので、新規取得するスキルを決定してください。

ドラン：現げん状じよう持っているのは、《蘇そ生せい》《陣じん形けい》《祝福》《目利き》《限げん界かい突とつ破ぱ》《高機動部隊》《値ね引びき》ナリ。

ギィ：高機動部隊エンジェルファイヤーって名乗っているんだから、部隊系けいのギルドスキルを取ると面白いかなぁ？

ドラン：それなら、《精せい鋭えい部隊》《突とつ撃げき部隊》《防ぼう衛えい部隊》……。

アキナ：《突撃部隊》という名前に惹ひかれます（笑）。

ドラン：合わせて高機動突撃部隊？　必要以上に前のめりな部隊ナリ（笑）。

アキナ：あたしたちらしくていいじゃないですか！

マルセル：武ぶ器き攻撃、魔術、呪歌、錬金術のダメージに＋３か。

ギィ：二回攻撃キャラがふたりいるんで、《突撃部隊》は効こう果か的てきな選せん択たくと言えるかな。

アキナ：では、《突撃部隊》を持って行く、ということで。

ＧＭ：では、ギルドスキルが決まったところで、プリプレイを終しゆう了りようします。
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◆Opening 01◆傷しよう心しん者ものに新たなる任務を




　帝紀八一三年六月。

　フェリタニア・メルトランド連合王国の首都ノルウィッチ。

　マルセル・ベルトランは連合王国の軍師ナヴァールに呼よび出だされた。新たな任務の予感に気を引ひき締しめ、執しつ務む室しつに入った彼の視し界かいに飛とび込こんできたのは……。




ＧＭ：オープニングフェイズに参ります。最初のシーンのシーンプレイヤーはマルセル。途と中ちゆうから、みなさんも登場可か能のうとなります。

一同：はい。

ＧＭ：時期は帝紀八一三年六月。舞台は、フェリタニア・メルトランド連合王国の首都ノルウィッチ。上司のナヴァールにマルセルが呼び出されたところからスタートです。

マルセル：ふむ。新たな任務か。ナヴァールの執務室へと入って行こう。

ＧＭ：大きな執しつ務む机づくえについていたナヴァール。「よく来てくれた、マルセル」と手にした白びやく羽う扇せんで軽く自分を扇あおいでいます。傍かたわらには彼によりそい、満面の笑顔を見せるステラ。
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マルセル：…………。

ギィ：何っ!?　ステラに憧あこがれる男マルセルの前で、彼女から贈り物の白羽扇を誇示するだと!?（笑）

ドラン：むう!?　まるで人目をはばからぬ親密ぶり……見事な精神攻撃ナリ（笑）。

アキナ：マルセルさん、かわいそうです！（笑）

マルセル：…………待て。

ドラン：はい？

マルセル：むしろお前らの発言のほうが、精神的にキツイんだよっ!?（笑）
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ギィ・ドラン・アキナ：す、すみません（笑）。

ＧＭ：気まずそうな咳せき払ばらいで場を取とり繕つくろい――「ああ、マルセル。ナヴァールからよくやっていると聞いているぞ。さすがだな」ステラは微笑ほほえみかけます。

マルセル：「は、もったいないお言葉」ステラに褒ほめられるのは素直に嬉うれしい。

ＧＭ：「では、今日はこの辺で。またな、ナヴァール」と言って、ステラはさわやかな香かおりを残し、部屋から出て行きます。

マルセル：軽く一礼して見送ろう。

ＧＭ：では、ナヴァールが改めてマルセルへと向き直ります。「マルセル、前回の任務でヘクスフォードにて入手した書類は、大変興きよう味み深ぶかい物だった」

マルセル：こいつさえいなければ……と思いつつ「はい」仏頂面になって言う（笑）。で、さっきも言ったように、マルセルは書類の内ない容ようを知っているのだが、プレイヤーは知らないままだ。結局どういう内容だったのだ？

ＧＭ：書類の内容は「レイウォールの大商人ゴルドレイが、グラスウェルズ国内に大量の食料や物資を運び込む計画を立てていた」というものでした。

ギィ：その入手した書類のネタは『ブレイク』第三巻で使わせてもらったぞ。ナヴァールからの情報ということで、アンソンがグラスウェルズの治安維持のために活用している。

ＧＭ：で、その書類をエンジェルファイヤーにアンソンの元に届けてもらうおう、というのが今回のシナリオで提示される任務。

ドラン：順序が前後するけど、『デスマーチ』第五話と、そのあとで起きる『ブレイク』第五話を繫げる任務ナリね。

アキナ：そうやってシリーズ同士で連係をとるんですね。

ＧＭ：そういうことです。グラスウェルズを混こん乱らんに陥おとしいれるために、ゴルドレイの資し金きんが投じられたわけです。

マルセル：なるほど。バルムンクのゴルドレイが工作をしている以上、グラスウェルズが次の紛争の発火点となりかねんな。
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アキナ：つまり、ゴルドレイがグラスウェルズへ食料や物資を送ったのは……。

ドラン：送った先のグラスウェルズで戦争を引き起こすためと見ていいナリ。戦いは兵士を食べさせられないと続けられないからね。

アキナ：せっかく平和なのにぃ～。

ＧＭ：そのような背景があったうえで、ナヴァールは言うわけです。「エンジェルファイヤーに、グラスウェルズへ赴おもむいてもらいたい。そして首都ベルクシーレのアンソン・マンソンに接触してほしい」と。

マルセル：アンソン卿……ああ、あの男性に妙に人気のある。

ドラン：もうそれはいーんだよっ!?（一同爆ばく笑しよう）

ＧＭ：「彼の趣味はさておいて……」

ドラン：あんたもフォローしろよ！（笑）

ＧＭ：（無む視しして）「任務の内容は、彼に例の書類の内容を伝えること」

マルセル：マルセルは生真面目なので、一応突っ込んでおこう。……他国の騎士をそれほど信頼していいのか？

ＧＭ：「先年、バルムンクを相手どってアンソンたちとピアニィ陛下が共闘したこともある。将来有望な人物でもあるし、ここで援助し、さらに恩を売っておくのも悪くない。」

マルセル：グラスウェルズとの繫つながりも深めておけ、ということか。とにかく主な任務として、その書状を届とどければよいのだな。

ＧＭ：「引き受けてくれるか？」

マルセル：命令ならば、行くしかあるまい。それに………しばしの間、ノルウィッチから離はなれるのも悪くない。

ドラン：マルセルが傷しよう心しん状態ナリ（笑）。

ギィ：そこで、任務優先の思考もマルセルらしいだろ（笑）。

ＧＭ：野次馬と化してるみなさんも、登場可能です。依い頼らいの具体的な内容を再さい確かく認にんします。

アキナ：はーい（笑）。登場します！

ドラン：そろそろ、聞き耳立てなくてもいいナリね（笑）。

ギィ：聞き耳!?　オレたち、ドアの外で様子をうかがってたんかい!?（笑）

ＧＭ：じゃ、そういうことで、みなさん執務室に入ってきました。




　エンジェルファイヤー勢せいぞろいである。

　室内には仏ぶつ頂ちよう面づらのマルセルと、涼すずしい顔のナヴァールがいた。




ドラン：マルセル、何のお話してたナリ？（笑）

ギィ：こら、ドラン！　見てみぬふりをしてやれ。それが、大人ってもんだろう？（笑）

マルセル：…………。

ＧＭ：「まぁ、悲しいことがあったようだが、それは一いつ旦たん忘わすれて」

アキナ：ナヴァールさんは言える立場じゃないと思います！（笑）

ＧＭ：確かに（笑）。……さて。ナヴァールはみなさんに、任務の内容を改めて説明します。

アキナ：さっき聞いてたので、だいたいわかります。

ギィ：グラスウェルズ方面でもバルムンク対たい策さくをしてもらいつつ、将来有望そうなアンソンに恩おんを売ろうって話だな。

アキナ：そういえば、ギィはアンソンさんと知り合いって設せつ定ていだったような……。

ギィ：そのとおりだが。アイツ口うるさいから、あんま会いたくねぇんだよな。ギィはアンソンからいつも説教されていた、というのがオレの設定（笑）。

マルセル：アンソンはナンパな感じだが、ギィから見れば堅かた苦くるしく見えるかもな（笑）。ともかく、ギィが知り合いならば話が早い。彼との接せつ触しよくは任まかせたぞ。

ギィ：あ～……いや、オレは今回はパス！　う～ん、急に頭痛と熱と腹痛が!?




[image: ]




ＧＭ：なんですか、そのあからさまな仮病は!?（笑）

ドラン：命令から逃にげちゃ駄目ナリ（笑）。

ギィ：いやぁ、そもそもオレはグラスウェルズからこの国へと逃げてきたわけでさぁ～……。

マルセル：ここまでヘタレるのも珍しいな（笑）。

アキナ：そんなに悪いことしたんですか？

ギィ：めちゃくちゃヤバイんだよ!!　……オレの設定ではな!?（一同爆笑）今回はそんな過去に直面する必要がありそうで、ヤなんだよな～。

ドラン：どんだけヤバイ過去があるナリ（笑）。

アキナ：ねぇ、ギィさん。バルムンクの動きを放っておくわけにはいかないでしょ？　ここは、ちょっと我が慢まんして一緒に来てもらえないかな？

ギィ：……ちっ。ガラじゃねぇけど、アキナがそう言うんじゃしょうがねぇ。一緒に行くぜ。

マルセル：ふむ。アキナもリーダーらしくなってきた……かな？

ドラン：体内に書状をしまっておくナリ。カパッ、カチャ（胴どう体たいを開けて、中に書状を収納）。

ＧＭ：「では、エンジェルファイヤーよ、早速任務に取りかかってくれ」

アキナ：はい！　あ、ギィさん、道案内は任まかせました！

ギィ：わかったよ！（笑）さっさと行って、さっさと帰ってこようぜ。

ＧＭ：では、シーンを終了します。







◆Opening 02◆機き能のう不全のドラン・ベレレン




　グラスウェルズ王国の首都ベルクシーレ。

　山の斜しや面めんを利用し高こう層そう化かされた円えん柱ちゆう状じようの王都は、大陸でも比ひ類るい無き偉い容ようを誇ほこっていた。

　繁はん栄えいを謳おう歌かするその城じよう塞さい都市で、ドランはかつてない困こん惑わくを覚える。

　自分の体の動作に明めい確かくな不具合を感じていたからだ。




ＧＭ：では、次のシーン。シーンプレイヤーはドラン。舞台はグラスウェルズ王国の首都ベルクシーレです（詳細は後述のコラム参照）。
















一同：はやっ!?（笑）

ドラン：ベルクシーレについたナリ～♪

ＧＭ：旅の道中は特に異変もなく。ナヴァールが手形を発行してくれていたこともあり、ノルウィッチからシャールズベリを経けい由ゆ、ベルクシーレへと順調に旅りよ程ていをこなしました。

ギィ：まあ、事件や演出するべきイベントがないなら、飛ばしたほうが展開は早くなるよね。

ＧＭ：というわけで、みなさんはベルクシーレの宿に投宿。アンソンとの会見までに、思い思いの時間を過すごすわけですが、ドランが突如不調に襲われます。

ドラン：調子がおかしいナリ。カリカリカリカリ……（ハードディスクが誤ご作さ動どうを起こしている音）。ピー（エラー音）。再さい起き動どう、再起動。ピボッ、カタカタカタ（再起動している）。

ギィ：すっごい壊こわれたパソコンっぽいぞ、その音！（笑）

ＧＭ：ははは（笑）。独特な演出ありがとうございます。そんな感じでいいんですが、具体的に悪い箇か所しよは、手足の関節の具合です。ギシギシいってますね。

ギィ：それって、やっぱり錆びてるんじゃね？

アキナ：大丈夫なんでしょうか？

ＧＭ：症状としては、歩行に違和感を抱きます。戦闘データに影響があるほどではまだないです。ただ、放置しておくとどうなるかは保証できません。

ドラン：ガーン！（笑）問題は早期発見が重要ナリ。

ギィ：（腕うで組ぐみをしながら）しかし、修しゆう理りといってもなぁ……。

マルセル：ドランのボディを作ったのはバルムンクのユウナだし。第二巻で倒してしまった以上、もはや頼むに頼たのめんな。前に出てきたドランシリーズの部品が残っていれば、それでも代用が利きそうだ。
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ドラン：うぅ……兄弟たちの亡骸は魔導砲台の作成のためにある程度回収してはあるナリが……。

ＧＭ：ま、それはいいとしましょう（笑）。……しかしここはグラスウェルズ。スペアパーツは存そん在ざいしません。

アキナ：まぁ、外国だしね。

ＧＭ：とそんな時、ベルクシーレでも有名な腕うで利き錬金術師の情報が、ドランの元に飛び込んできます。

ギィ：渡りに船だな。

ＧＭ：難なん儀ぎをしているドランを見て、入国手続きの際に知り合ったこの国の外交官が紹介してくれました。グラスウェルズの要人とも面識があるという、高名な錬金術師だそうで。

ドラン：なるほど。その相手がコネクションの、シュヴァンクマイエル……か。

アキナ：（ぐっと拳こぶしを握って）じゃあ、すぐに行かないと！　ドランさんが不調だと、エンジェルファイヤーも調子が出ないし！

ドラン：おお、さすがリーダー！　立派ナリ。

ＧＭ：実は、付つき添そいの人を誰だれか、と考えてまして。ではアキナさん、同行しますか？

アキナ：はーい、付き添いをしまーす！

ドラン：アキナ、すまないナリ。ワタシひとりでは、再起動時に不安があるナリ（笑）。




　こうして錬金術師シュヴァンクマイエルのもとへ向かうことになったドランとアキナ。

　教えられた場所に向かってみれば、彼の館は奇き矯きようそのものと言った外観をしていた。

　どうやら、一ひと筋すじ縄なわではいかない相手のようである。




ＧＭ：では、紹介されたシュヴァンクマイエルという錬金術師の館に到とう着ちやくしました。昔は貴き族ぞくの屋や敷しきだったらしく豪ごう壮そうな館ですが、魔改造が非ひ道どく、お化け屋敷みたいな外観です。

ドラン：なんだよ魔改造って!?（笑）

ＧＭ：複数の排はい気き口こうから、色とりどりの煙けむりが出てたり、巨きよ大だいな歯車が壁へき面めんでぐるぐる回っていたり、意味不明な増ぞう築ちくがなされているようでして。

アキナ：お化け屋敷みたいで、楽しそうですね。

ドラン：そういう問題ナリか!?　というか、まともな治療は期き待たい薄うすな感じナリ。

ＧＭ：「御ご用ようの方はこちら」という看かん板ばんが立っていまして、矢印が裏うら手てへと向かっています。

ドラン：では、指示されたとおりに進むナリ。

ＧＭ：そうすると、がらくたが散さん乱らんする屋敷の裏うら手に出ます。館の裏うら口ぐちらしい扉とびらの傍らにシュヴァンクマイエルの研究所。開店時間は10：00～17：00までという看板が見えますね。

ドラン：ま、せっかくだから「たのも～」とドアを叩たたくナリ。

ＧＭ：では、室内から「あひゃひゃひゃひゃ～！」という笑い声が聞こえます。

ドラン：…………アキナ、さぁ帰るナリ。くるりと踵かかとを返す……っ。

アキナ：（不安そうに）き……きっと大だい丈じよう夫ぶ。有名な腕うで利きき錬金術師だって話だし！

ドラン：アキナの心は、言葉じゃなく顔に出てるナリ（笑）。

ＧＭ：ふたりが玄げん関かん先さきで揉もめていると、ドアが開きます。キラリと光る眼め鏡がねに白衣の青年、シュヴァンクマイエルが現われます。「あひゃひゃひゃ。おやおや、体調不良のエクスマキナが、ボクに体を診みてもらおうと来たのかなぁ。さぁ、どうぞどうぞ～！」
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アキナ：ひと目見て体調不良を言い当てた!?　やっぱり腕利きってこと？　せっかくだから中に入りましょう、ドランさん！

ＧＭ：「あひゃひゃ。こう見えて、天才ですからぁ～」と、混こん沌とんとした機材でいっぱいの研究所内で胸むねをはるシュヴァンクマイエル。

ドラン：いやいや……これは紙一重の部類だと思うナリ～!?（笑）

アキナ：とにかく症しよう状じようや事じ情じようを説明します。

ＧＭ：「ほうほう。きみはドラン君というんだねぇ～。ほうほう連合王国から使節……と」事情を聞きながらシュヴァンクマイエルはドランをてきぱきと診しん察さつ台だいに固定していきます。

ドラン：はっ！　動けない。拘こう束そくしないと診しん察さつできないと言うナリか!?

ＧＭ：シュヴァンクマイエルは眼鏡をキラリと光らせ、「うひゃひゃ、これはまた美しいボディだねぇ！」とドランの姿を褒ほめそやします。

ドラン：（気をよくして）あなた見所があるナリ！（笑）

ＧＭ：「うひゃひゃひゃ！　さぁ、診察を始めるよ～？」

アキナ：あ、診察の前に、大事な書状はあたしが受け取っておくね？

ドラン：お願いするナリ。

ＧＭ：「では、早速！」と彼はワクワクしながら、ドランの頭部の蓋ふたをパカっと開けます。




　と、ひとしきりドランの状態を診察するシュヴァンクマイエルだったのだが……。




ＧＭ：「…………うむ！」難むずかしい顔で診察の手を止めます。

アキナ：ドランさん、どうでした!?

ＧＭ：「…………」彼の顔から表ひよう情じようが消えます。

ドラン：……黙だまるなよっ!?　不安になるナリ！

ＧＭ：「…………いやあっ！　さっぱりわかりませんでしたぁっ！」

ドラン：待ていっ!?　これだけ大おお仰ぎように診察してそれかぁっ!?（爆笑）

アキナ：どこが天才なんですかぁ――っ!?（笑）

ＧＭ：「うひゃひゃひゃ！　不調の原因は不明だけど、キミのボディは世界の神しん秘ぴだよ～！　呆あきれるほど単たん純じゆんなくせに、高度な機能が満まん載さいだなんて～！　ぜひ入院をお勧めするよ」

アキナ：どうする、ドランさん？

ドラン：うーん。なんかうさんくさいし、今のところは一いち応おう任務もできそうだし。入院は謹つつしんで辞退するナリ（笑）。

ＧＭ：「それは残念～。付き添いのお嬢じようさん、ちょっと見てくださいよ～」と言って、シュヴァンクマイエルはドランの頭部をパカっと開けます。

ドラン：何をするナリ！

ＧＭ：シュヴァンクマイエルは近くにある物を次々ドランの中に放ほうり込こんでいくわけですが、ブラックホールのようにどんどんなかへ入っていきます。

アキナ：洗濯ものとか？

マルセル：生き物は平気なのか？　野良猫とか？

ギィ：冷蔵庫とか入れてみよーぜ（笑）。

ドラン：キミたちっ!?　さすがに無理あるだろ!?

ＧＭ：だが、シュヴァンクマイエルが入れたそれらは綺麗に、吸い込まれていきます。

ドラン：なにぃ――っ!?　四次元収しゆう納のう!?　自分のことながら、始めて知ったナリ！（笑）

ＧＭ：そして、蓋を閉とじ、再び開けると、中から鳩はとがバサバサと出てきます。
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ギィ：なんでだよっ!?（笑）

マルセル：野良猫はどうした？（笑）

アキナ：すご～い！　ドランさん、マジシャンみたい！（笑）
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ドラン：し、知らなかった。我ながら謎すぎる……（笑）。

ＧＭ：「気になりますねぇ、見てみましょ～か」と言って、シュヴァンクマイエルは上半身をドランの頭部の不思議空間に突つっ込こもうとします。

ドラン：ちょっと待てぇいっ！　だ……だが、動けん。

アキナ：じゃああたしが、拘束を外しますね。えいっ!?




　ぶちん。…………アキナの手によって、あっさり拘束具は解除された。




ドラン：助かったぁ～！　アキナさん、相変わらず力持ちナリ（笑）。

ＧＭ：「これは残念～!?　というか、アキナさん……かい？　キミも研究してみたい素材だねぇ～」

アキナ：遠慮しておきます！　警戒して、ちょっと剣に手をやったりしつつ（笑）。けっきょく、ドランさんの体調不良の理由は解かい明めいできなかったんですか？

ＧＭ：「うん。あまりに神しん秘ぴ的てきすぎて、ボクには分からなかったよ～」

アキナ：打つ手なしかぁ。困こまったなぁ。

ドラン：ここじゃ埒らちがあかないナリ。さっさと引き上げるナリ！

アキナ：そうですね。……指令を早く終わらせて、連合王国で治してもらうしかないか！

ドラン：うんうん。

ＧＭ：「申もうしわけない～。でも、ボクには、有ゆう意い義ぎな時間だったよ。あひゃひゃひゃひゃ」

アキナ：なんで、この人こんなに嬉うれしそうなんだろう……。とにかく一旦引き上げますね。
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ギィ：なんだよ、直らないのか。いったいこのシーンの意味はなんだったんだ!?

ＧＭ：ふっふっふ。

アキナ：あやしーいっ!?（笑）




　謎の錬金術師シュヴァンクマイエルの不気味な笑い声をあとに、アキナとドランは研究所を辞したのであった。

　みずからの診しん療りようが失敗したにも関わらず喜びを隠かくさない錬金術師に、アキナはどこか違い和わ感かんを覚えていた。







◆Opening 03◆白はく竜りゆう王おう国こくの若わかき騎士




　マンソン家はけして華か美びではないが、趣おもむきのある〝いい雰囲気の〟家だった。

　好青年といった容よう貌ぼうのアンソンは、アキナたちを笑顔で歓迎するのであった。




ＧＭ：ではアキナのオープニングシーンです。舞台はベルクシーレ内にあるマンソン邸てい。

アキナ：はーい。ついにアル兄様の親友のアンソンさんに会えるんですね！

ＧＭ：はい（笑）。ナヴァールから預あずかった書状を渡す場でもあります。ですから、マルセルも登場してください。他の方も希望があれば、登場可能です。

マルセル：了解。

ギィ：アンソンに会うと、説教されそうなオレは酒場にこっそり逃げている（笑）。

ドラン：ワタシはせっかくなので登場しておくナリ。

ＧＭ：分かりました。

アキナ：じゃあ、三人でアンソンさんの家へ出発！

ＧＭ：では、さくっと到着。彼の館を見てみれば、騎士の家らしく質しつ実じつ剛ごう健けんな造つくりをしています。母屋自体も広く立りつ派ぱですが、鍛たん錬れんのための道場なども併へい設せつされています。

ドラン：うんうん。

アキナ：じゃあ、玄げん関かんから声をかけます。連合王国の者です。ナヴァールの使いで、アンソンさんにお会いしたくてやってきました！

ＧＭ：すると、メイドのマリーさんが出で迎むかえてくれます。（しわがれた声まねで）「ようこそおいでくださいました～」ちなみに、このマリーさんはご高こう齢れいの女性でして。

ドラン：『ブレイク』でセッションしてるうちに、いつの間にかアンソン家には三人のばあさんメイドがいることに！（笑）

アキナ：普通メイドさんっていうと、かわいい女の子になるのが定番ですよね！（笑）

ＧＭ：「アンソン様ぁ～、お客様をお連れしました」と、案内されたのは大きな応おう接せつ室しつです。

アキナ：「失礼します！」と中に入ります。

ＧＭ：では、アンソンが「連合王国軍師ナヴァールからの使者の方々ですね。ようこそ我わがグラスウェルズへ」と迎えてくれます。なお、うしろにカテナとゼパも控ひかえています（ファントムレイダーズのイラストを見せながら）。
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ギィ：『ブレイク』第三巻では個人的な連絡、ということでナヴァールから情報が届いたとしたのだが……。

ＧＭ：じゃあ、実はこの場にふたりが居合わせたということにしましょう。

ギィ：じゃあそれで（笑）。

アキナ：わぁ！　ナーシアさん以外のファントムレイダーズのみなさんと会うのって、初めてかもしれない！　みなさんベテランって感じですね。

ギィ：この時期、ナーシアはロッシュの看かん病びようのためにノルウィッチにいて不ふ在ざいってことか。

ドラン：「（アンソンになって）まぁ、楽にして」ソファーに座すわるように促うながし「マリー、お客様にお茶を。確かいい茶葉があったはずだ」

ＧＭ：「（しわがれた声まねで）はい、とっておきの玉ぎよく露ろでございます」

ギィ：玉露かよ！（笑）

ドラン：なぬ!?（笑）　「（アンソンになって）これは東方の逸いつ品ぴんで……」

ＧＭ：「東方で冒険した際、手にしたドロップ品でございます」

ドラン：「（アンソンになって）マリーさん!?　そこまでやれって言ってないから!?」

アキナ：メ、メイドさん。実は冒険者!?（笑）

ギィ：ま、まあ冗談……だよな？（笑）

マルセル：ではメイドに弄られてるアンソンを見て。……ふむ。この男がアンソン卿か、とてもじゃないが、切れ者には見えないな。と心のなかで思う。

ドラン：……ほほう。「（アンソンになって）確かマルセル君、だよね？　きみはとても素す敵てきな勘かんを持っているねぇ？」

マルセル：は？

ドラン：「（アンソンになって）ナヴァール殿から優ゆう秀しゆうな軍師と聞いているよ。だが、立てた予想が、正反対の結末を迎むかえることが多い……とも」意味ありげに言って笑う。

マルセル：…………なに？

ギィ：はっ！　マルセルにはアンソンが切れ者に見えない。だが、マルセルの特徴である裏目を考えると、逆にアンソンは切れ者ってことになるな（笑）。

アキナ：高度な切り返しですね！（笑）

マルセル：ぐっ……。というか、私の内心の感想にリアクションしてくれるな！（笑）
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アキナ：きっと顔に出てたんですよ、マルセルさん（笑）。でも、この相手の思いを察する力がただ者じゃないところなのかも……。

ドラン：「（アンソンになって）ま、これくらいの強したたかさがないと、上流社会ではやってけないんだよね」

アキナ：さすが、アル兄様の親友。尊そん敬けいの目で見つめます。……あっと。早くナヴァールさんの書状を渡わたさなきゃ。本日の要よう件けんはこれでして……。




　と、アキナはナヴァールからの書状をアンソンに渡す。

　それを受け取ったアンソンは早速それに目を通し、ややあって、笑顔を見せて語り始めた。




ＧＭ：「なるほど、バルムンクが物資を回して、各地の不穏分子を煽っていたのか……。これはボクたちの信頼できる上官の耳に入れておこう。有ゆう益えきな情報をありがとう」

アキナ：いえ、とんでもない！

ギィ：じゃあ、ここはカテナになって。「信用できる情報なのか？」と質ただします。

ＧＭ：アンソンは彼女に答えます。「少なくとも我わが国くににダメージを与あたえるような要よう素そはない。各地での不穏な動きはこちらでも摑んでいる。この情報はきっと有益なものだ」

アキナ：お役に立てそうで何よりです！

ＧＭ：さて、アンソンはアキナの方を見て「きみがアル・イーズデイルの妹さんか」

アキナ：は、はい！　ちょっと緊きん張ちようしつつ聞きます。……アル兄様と仲良しなんですか？

ドラン：では、真剣に答えよう。「（アンソンになって）僕ぼくたちはかつてアルと剣を交えた」

アキナ：…………。

ドラン：「（アンソンになって）幻竜騎士団の一員として、数々の強きよう敵てきと刃やいばを交えてきたが、彼ほど恐おそろしい剣けん士しはいなかった」

アキナ：命がけで戦った相手だし、どうしても〝敵てき〟として見てしまうんでしょうか？

ドラン：「（アンソンになって）ただ、命をかけた戦いを通じて、なぜか彼やピアニィ陛下の考えをより深く理解できるようになっていった……。今思い返しても不思議な体験だった……」

アキナ：敵同士だから、わかりあえる……。あたしには少し難むずかしくてよくわからない……。
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ドラン：穏おだやかな笑顔に戻って言おう。「（アンソンになって）今はそれでいいんじゃないかな。ともかく、我々もアルやピアニィ陛下に助けられた借りもある」

アキナ：ロッシュさんを救出した時のことですね。難しいけど、アル兄様とアンソンさんの友情の形がなんとなく見えてきました。

ドラン：「（アンソンになって）なによりも、僕とアルをマブダチとして結びつけたのはナーシアと言う女なんだよ！　ふたりともあの女の恐おそろしさは肌はだ身みにしみているからね！」（←力説）

一同：…………。

ＧＭ：せっかくのいい話にオチをつけるなぁ―――っ!?（一同爆笑）

ギィ：マブダチってナーシアにひどい目にあった繫つながりの友情かよ？（笑）

マルセル：これが、我が国第一の騎士とグラスウェルズの将来を担になう男の関係か……。少々頭ず痛つうがしてきた。

アキナ：はっ!?　ナーシアさんって、アル兄様と親しいんでしたよね……（険けわしい顔になって）ふたりの過去にいったい何が……？（笑）

ＧＭ：うわ、久々にアキナが小姑モードになりそうな気配（笑）。ともかくそんな風に和わ気き藹あい々あい会談は進んでいく中、突如ドランから異い音おんが発生します。

ドラン：そうだったぁ――っ!?（笑）カリカリカリ……（異い常じよう動作音）。動作もぎこちなくなるナリ。

マルセル：大丈夫かドラン？

アキナ：せっかくだから、アンソンさんに事情を説明します。知り合いにいい錬金術師がいないか聞いてみます。

ＧＭ：心配そうなアキナの顔にアンソンは考かんがえ込こむ。「……なるほど。ベルクシーレから少し離はなれた場所に、カサニアという街がある。そこに、腕のよい技ぎ師しがいる」

アキナ：で、その技師さんを紹介してもらえるんですか？

ＧＭ：「ああ。マルド……いや、ルドルフという名前で、カサニアという村に小さな工こう房ぼうを構かまえている。彼に相談してみるといい」

アキナ：？　今、名前を言い間ま違ちがえました？

ドラン：分かった。マルドールのことだな！（笑）

ギィ：グラスウェルズに流れてきてたのか……。




マルドール

『アリアンロッド・サガ・リプレイ・ブレイク二巻　フレイムレギオン』に出てきたＮＰＣで腕のよい錬金術師。バルムンクと関わってしまい、危き険けんな研究に手を出していた。

　ファントムレイダーズによって考えを改め、今では素す性じようを隠かくして暮くらしている。
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ギィ：色々わけありだしな。今はそんな名前で過ごしてるんだろう。

ドラン：『ブレイク』第二巻参照ナリ。

アキナ：誰に向かって言ってるんです？（笑）

マルセル：ふむ。せっかくだから帰り道に寄よってドランを診てもらおう。「アンソン卿、紹しよう介かい状じようをいただけないか？」

ドラン：お、マルセルが優しいナリ♪

マルセル：……む。メンバーがひとりでも不調では、任務に支し障しようが出る。それだけだ！
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アキナ：マルセルさん、無理に優やさしさを隠さなくてもいいのに！（笑）
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ＧＭ：では、アンソンは紹介状をみなさんに渡わたしました。

ドラン：ありがとうナリ。頭部をカパっと開けて、なかに収納するナリ～♪

ＧＭ：「いや、お安い御用さ。ドラン君が元気になることを祈っているよ」

アキナ：ありがとうございます！　……って、あれ？　任務終わってますよね？　これでシナリオ終了？

マルセル：そんなことはないだろう（笑）。

ＧＭ：任務は終わりましたが、ノルウィッチ城じように帰るまでが今回のシナリオということでお願いします（笑）。




　幻竜騎士団に所属するアンソン・マンソンとの邂かい逅こう。

　アキナは兄のアルと死し闘とうを繰くり広ひろげたという彼の、見た目では図れない大きさに触ふれた。

　そして、自分と兄とのまだまだ遠い差を改めて感じるのであった。







◆Opening 04◆王おう蛇じや会の首領




　アキナたちとは別行動をとり、ギィはひとりベルクシーレの裏路地を歩いていた。

　なるべく目立たぬようにと、道を急ぐギィの背に、ふいに固い物が押おし当あてられた。




ＧＭ：では、次。ギィのオープニングシーンになります。

ギィ：アンソンにも会わず、オレはベルクシーレの裏うら通どおりをぶらついている。表通りだと、アンソンたちに見つかりかねないからな！（笑）

アキナ：もう、ギィさんったら！（笑）

ＧＭ：さて、ひとり薄うす暗ぐらい路地を歩くギィ。すると「よぅ、ギィ。お袋さんが会いたがってるぜ？」と、声がかけられます。

ギィ：ああ、そうだろそうだろ。で、ここでオレの背せ中なかになにか固い物が当たるんだ。で、「お袋さんにはお前がずらかるようなら、この場でバラせって聞いてるぜ」と来る……と。

ＧＭ：…………。

ギィ：…………。

ＧＭ：……そこまでするつもりはなかったんですが？

ギィ：なんだよっ!?　犯罪組織のボスからの使いなんだから、そこまでやれよっ！　わかってねぇなぁ!?（笑）

ＧＭ：（シナリオの想定以上に、王蛇会を危険に演出したいのかな？）……では、「お前はお袋さんを怒らせてるんだぜ？」とあなたの師匠の部下らしき男はそう呟きます。

ドラン：考えてみれば恐ろしいナリ。こいつら、簡単にギィの背後をとってる。

ギィ：じゃあ、相手を刺激しねぇよう、ゆっくり答える。分かってるさ。もちろんこっちから顔を出しに行くつもりだったさ。

ＧＭ：「なら、おとなしくついてこい」と言われ、ギィが連れてこられたのは、地下の酒場です。薄暗い階かい段だんを下り、頑がん丈じような扉が軋きしみながら開きます。

ギィ：客は当然いねぇよな。

ＧＭ：…………。では、いません（笑）。

ギィ：オレの知らないアジトだな。だがきっと、ヤバそうな連中がたむろしている（笑）。

ＧＭ：（念のため聞いておこう）確認しますけど、とにかく王蛇会を危険な組織にしたいんですね？

ギィ：そうそう。こういう状況を切り抜けてこそ、アンダーグラウンドで生きてきたキャラって感じじゃん！（笑）なんか……自分の首を絞めてる気もするけどなーっ！（笑）

ドラン：しゃ……社長!?（爆笑）

アキナ：自分からピンチになってる!?（笑）




　まあ、ゲーマーは面白そうと思ったら、ついやっちゃいたくなるものである。




ＧＭ：では。その部屋には、がたいのいいドゥアンや、筋きん肉にく質しつのドワーフ、切れ者風のエルダナーンなどが立っています。そして、ただひとり椅子に座すわっているのは、オーレリー・カルマン。かわいい顔立ちのフィルボルの女性です。

ギィ：王蛇会のリーダーと幹かん部ぶ連中が、オレなんかのためにおそろいたぁ……大げさなこって。師匠の前に引き出されたオレはあえて、おどけたように言うぜ。

ＧＭ：「フ……」と笑った彼女が合図をすると、側に控えていた護ご衛えいが、さっとギィの退路を断つように移動します。その仕草があまりにも自然で、貫かん禄ろくすら感じさせます。

ギィ：そうだ、マムは隙のないボスだからな。

ＧＭ：マム？

ギィ：ああ、師匠のことだ。〝お袋さん〟より〝マム〟って呼んだほうがそれっぽくて好みなんだよ（笑）。

ＧＭ：では、そうしましょう！（笑）

アキナ：それにしても、オーレリーさんは見た目は少女なのに、スゴイ統とう率そつ力りよくなんですね。

ギィ：フィルボルなんで見た目はああだが、実じつ際さいは経けい験けん豊ほう富ふな古ふる狸だぬきだからなぁ。

ＧＭ：オーレリーは、四〇歳をすぎてますからね。「久ひさしいなぁ、ギィ。この街に帰ってきた以上、いの一番にアタシに挨あい拶さつにくるのがスジってもんじゃないかい？」

ギィ：（わざとらしく両手を拡ひろげ）いやあ、ちゃ～んと挨拶に来るつもりだったさ、マム。

ＧＭ：「そうかい。何ごとにも礼れい儀ぎは大事だからね。アタシが教おしえ込こんだとおりに育ってくれて嬉しいよ？」と、ニヤリと笑います。

ギィ：ほっ。すぐに殺す殺さないの話にはならねぇか？（笑）

ＧＭ：「…………ところで。アタシに挨拶なしでこの国を出たのは、どういうことだい？　アンタは、組織の掟おきてを忘れちゃいないだろう？」

ギィ：もちろん分かってるさ。仲間の女に手を出さない、仲間の秘密を口にしない、それから……けして、仲間を裏うら切ぎらない。

ＧＭ：「よく覚えてたねぇ。なら、お前がどう処しよ分ぶんされるか、分かってるだろうね？」

ギィ：…………。やっぱり命がけの話になった――っ!?
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ＧＭ：あんたが望んだことでしょーが!?（笑）

ギィ：で、マムの側にいた幹部たちが「鮫さめの餌えさがいいか？」「火口に沈しずめるか？」とか言い出すんだよ！

ドラン：も、もうギィがとまらないナリ！（笑）

アキナ：な……なんで、ここまでギィさんはピンチになってるの？　あの……好みとかはおいといて、ギィの過去としての意味で（笑）。

ドラン：さしずめ、マムの顔を潰つぶすような形で国を出たに違ちがいないナリ。

ギィ：ま、今はとにかくこの場を凌しのぐしかねぇ。オープニングからヤバイことになってきたぜぇ（笑）。




　繰り返して言うが、ギィが望んだことである。




ＧＭ：そこで、オーレリーはギィに近づきます。「だけどねぇ、アンタはアタシのかわいーい息子のひとりだ。アタシの力になってくれるんだろう？　なぁ？」

ギィ：当然だ！　マムのためならなんだってやって見せるさ。オレは組織を裏うら切ぎったわけじゃないからな！　と手を叩たたきます。

ＧＭ：「なら、何な故ぜ国を出た？」

ギィ：新しん興こう国に行って、ちったぁ芽が出てから連れん絡らくを取ろうと思ってたのさ。

ＧＭ：「ほぉう。それでしがない宮仕えってわけかい。泣かせる話だねぇ」

ギィ：何を言ってるんだい。役人に金を渡して甘あまい汁しるを吸わせといて、それなりの見返りをもらう……そりゃあマムのやり方じゃねぇか。

ＧＭ：「アタシのやり方、よく見てたじゃないか……」ぞっとするような笑顔で言います。

ギィ：まぁ、弓の弦げんの張はり方かたから手取り足取り教わったからな。身に染しみついてるさ。

ＧＭ：「つまり、いずれきっちりウチの組織にアガリを入れる。……そういうことかい？」
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ギィ：まぁ、そんなところさ。
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ＧＭ：「分かった。そいつを信じようじゃないか。これは〝貸し〟だよ？　もちろん、噓うそだった場合は……分かってるな？」

ギィ：当然だ。マムの手の長さはよ～く知ってるさ。

ＧＭ：では、最後に杯さかずきを交わして終了しましょうか。




　驚くほど高級な酒が、男たちの手に配られる。

「王蛇会の未来を祝して」

「マムの未来に幸せあれ！」

　オーレリーを囲み、幹部たちが音おん頭どを取った。

「乾かん杯ぱい！」




ＧＭ：……てな感じでその夜、王蛇会のアジトでささやかな酒しゆ宴えんが行なわれます。

アキナ：ちょっと、待って待って！

ギィ：どうした？

アキナ：ギィさんはグラスウェルズに戻っちゃうの!?　あたしたちと一緒に帰らないの!?

ギィ：真に受けるなって。こんなの、その場凌しのぎの口から出で任まかせだ！（笑）　そもそも組織の構こう成せい員いんなんて、息がつまるしな。いずれ手て柄がらを立てるまでの辛しん抱ぼうさ！

アキナ：えー？　ギィさん、噓うそつきなの？

ドラン：まぁ、この師匠なら逃げ出したくなるナリ。

マルセル：……なるほど。王蛇会はいずれ、我々と関係してくるかもしれんな。

アキナ：え!?

マルセル：ギィもオーレリーに〝貸し〟を作られたようだし。このまま何もナシというのもなさそうだ。

ＧＭ：さて、どうでしょうか？

ギィ：実のところ……どっちでもいいじゃねえか。オレは危険が多い方が楽しめる性分だしな（笑）。

ドラン：なんてどうしようもないヤツ（笑）。











ＭＩＤＤＬＥ　ＰＨＡＳＥ









◆Middle 01◆隠かくされし秘ひ宝ほう




　グラスウェルズ王国首都ベルクシーレからほど近い街、カサニア。

　アンソンに書いてもらった紹しょう介かい状じょうを手に、アキナたちはこの街の錬れん金きん術じゆつ師しのもとを訪おとずれた。
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ＧＭ：では、ミドルフェイズに入ります。ベルクシーレでの任にん務むが完かん了りようしましたので、フェリタニア・メルトランド連合王国への帰り道になります。

マルセル：道中に技ぎ師しの元へ寄よってドランを見てもらおう。

ドラン：最さい後こう尾びでガリガリと音を立てて歩いているナリ。

アキナ：あ、あたしがドランさんをおぶって行きます！

ドラン：ありがとう、アキナさん。人の情けが目にしみるナリ！（笑）

マルセル：〝目にしみる〟のかよ！（笑）

ギィ：絵面を考えると、アキナが巨大乾電池をしょってるみたいだな（笑）。

ＧＭ：では、アンソンに紹しよう介かいされたルドルフがいる街、カサニアに向かうということで。

ギィ：うん。どれぐらい離はなれてるんだ？

ＧＭ：ベルクシーレから、徒歩移動で二日もあればたどり着けます。

マルセル：どんな街？

ＧＭ：いたって普ふ通つうの街です。織おり物もの産業が発達していて、羊が飼かわれていたりします。

アキナ：のどかな街だねぇ！

ギィ：のどかすぎてつまんねぇ。さっさと連合王国に帰ろうぜ！（笑）

ドラン：…………。

ギィ：どうした？

ドラン：我われ々われノ目的ヲ忘レナイデクダサイなり（棒ぼう読よみ）。

ギィ：ヤバい！　さらに音声機き能のうまで!?（笑）

ＧＭ：それほどではないはずですが（笑）。さて、街に到とう着ちやくしました。ルドルフの家の前まで行くと、楽しげに遊ぶ小さな子こ供どもたちの姿すがたが見えます。「あれ？　何かドラム缶かんがきたよ～？」と言いながら、家の中に入っていってしまいます。

ドラン：失礼な子供たちだ。どう見ればドラム缶に見えるナリ！

ギィ：お前……それ本気で言ってるの？

ＧＭ：そうこうしていると、眼め鏡がねをかけたやせぎすの青年が出てきます。
















ギィ：マルドール……じゃなくてルドルフだな？

ＧＭ：はい。みなさんを見て「何の御ご用ようでしょうか？」と柔やわらかい口調で尋たずねます。

アキナ：紹しよう介かい状じようを見せて言います。アンソンさんの紹介で来ました。あたしたちの仲間、エクスマキナのドランが不調なので、診てもらえませんか？

ＧＭ：「ああ、アンソンさんからのご紹介なら断ことわるわけにはいきません。分かりました。できるだけのことはいたしましょう」

ドラン：アキナさんの背中から降りよう。ヨロシクタノムナリ～！

ＧＭ：では、小さな子供たちが再ふたたび集まってきて、「この人を運べばいいんだね？」「手伝う～！」と言って、ドランを転がして屋内に入っていきます。

ドラン：転がすなぁ――っ!?（一同爆笑）……あ～！（ゴロゴロゴロと運ばれていく）

ＧＭ：というわけで、みなさんはルドルフの家の診しん察さつ室しつに入りました。




　ルドルフは、早速ドランの容よう態だいを診しん察さつ。診しん療りようを開始する。

　そのてきぱきとした動作は、彼かれの技ぎ術じゆつ者しやとしての高い実力をうかがわせるものだった。




ＧＭ：彼はドランの内部を確かく認にん。シュヴァンクマイエルが入れた異い物ぶつを放り出したりします。

ドラン：あれ、入れっぱなしだったナリか！

アキナ：どうりで重たいと思った～！（笑）

マルセル：の、野良猫も無事だったか！（←気になっていたらしい）

ＧＭ：そして、「これは……」と戸と惑まどいを見せます。

マルセル：何か深しん刻こくな問題でも起きているのか？

ＧＭ：「ああ……いえ。不調の原げん因いんはわかりました。部品の摩ま耗もうです。交こう換かんで直ります」

マルセル：その部分の修しゆう理りは、ここでできるのか？

ＧＭ：「はい、大だい丈じよう夫ぶです」と、ルドルフはさくっとドランを修理しました。

ドラン：かたじけないナリ！

アキナ：こんなに簡単に直るの!?　シュヴァンクマイエルの館での騒さわぎは何だったの？

マルセル：…………ふむ。

ＧＭ：「……それにしても、ドランさんはとても変わった動どう力りよく源げんを使ってますね」

ドラン：動力源？　そういえば、自分の構造は、自分でもよく分かってないナリ。

マルセル：何が動力源になっているんだ？　と聞いてみようか。

ＧＭ：「正体は分かりませんが、とてつもない魔ま力りよくを秘ひめた〝石いし〟が中に入っています」

ギィ：外して取り出してみれば解かい析せきできるんじゃねぇ？

アキナ：でも、それがあるから、ドランさんが動けているんですよね？

ドラン：……動力源ってことは、心しん臓ぞうも同然。外したら死んでも不思議じゃないナリ！

ＧＭ：「そうですね。たぶん、お亡なくなりになってしまうと思います」

ドラン：外すことは断だん固こ拒きょ否ひするナリ！

ギィ：悪かった悪かった、外さねぇから！（笑）

マルセル：にしても……エクスマキナの心臓になれる〝石〟……マジックアイテムか？

一同：…………。

アキナ：…………石？

ドラン：アルディオン大陸で、とてつもない力を秘めた〝石〟といって思おもい浮うかぶ物は、ひとつ……しかない気がするナリ。

一同：…………。

マルセル：……竜りゆう輝き石せき？

一同：……。

ドラン：いやいやいやいや！

ギィ：……考えるの、やめようぜ！（笑）

マルセル：しかし、もうひとつ気になることがある。こんな簡かん単たんに直せるというのに、何な故ぜシュヴァンクマイエルは自分の手で直そうとしなかったんだ？

一同：……。

ドラン：ワタシの不調な部分を交換する部品がなかったとか？

ＧＭ：「私わたしが交換したものは、さほど希少な部品ではありません」

アキナ：そもそも、シュヴァンクマイエルは、部品以前に原因不明と言ってたし……。

ドラン：よくよく考えれば……いやよく考えなくてもアイツは怪あやしいナリ！

ギィ：ま、そうだな。そしてドランの中の〝石〟も怪しいなぁ～（笑）。

マルセル：さて、どうしたものかな。

アキナ：よくわからないことはあるけど。この国での任務は完了してるし、ドランさんも回かい復ふくしたし、旅を続けてもいいんじゃないですか？

ドラン：確たしかに。ルドルフさん、感かん謝しや感かん激げきナリ。

ＧＭ：「いえいえ。これで、アンソンさんに受けた恩おんを、少しでも返せればいいのですが」

アキナ：ルドルフさん、昔色々あったみたいだし……聞いてみようかな。あの……アンソンさんとは、どんなご関係なんですか？

ＧＭ：ルドルフは軽く微笑ほほえんで語ります。「私は錬れん金きん術じゆつの研究に目がくらみ、多くの人を危き険けんに晒さらしてしまった男です。そんな私を助けてくれたのがアンソンさんたちでした」

ドラン：うんうん。あの男はできる男だと思っていたナリ！

ギィ：ほほう、できる男には次の『ブレイク』で超強敵をぶつけてあげよう。

ドラン：やめて――っ!?　んなことしなくても今のアンソンはとっくに大ピンチよ？（笑）

ＧＭ：ですよね～（笑）。さて、ルドルフは続けます。「その罪つみ滅ほろぼしというわけでもないのですが、戦争で身み寄よりのなくなった子供たちを引き取って、育てているんです」

アキナ：なるほど……だから子供たちがいっぱいいたんですね！　実は私も……戦争で両親を無くしていたところをアル兄様に助けられ、エルゼリエお母様に育てられたんです。




エルゼリエ・ブルックス

　アキナの母、エルゼリエはブルックス交こう易えき商会の一部の利り益えきを使い、寡か婦ふや戦せん災さいで親を失った少女たちを援えん助じよし、家族としている。そのメンバーはブルックス娘じよう子し軍ぐんという互ご助じよ組そ織しきに属ぞくし、女手や乳う母ばあるいは護ご衛えいの戦士として活動している。




ＧＭ：「そうでしたか……私の場合は、姉がやっていたことをまねしただけでして……」

ギィ：くわしくは『ブレイク』二巻かんに載のっているので、ぜひ読んでね！（宣せん伝でん）

ドラン：（ルドルフの肩かたを叩たたきつつ）うむ、がんばるナリよ！

アキナ：じゃあ、そろそろ出発しようか？

ＧＭ：とアキナが言いかけたところで、街の鐘かねがガランガランと鳴り始めます。

一同：？

ＧＭ：子供たちが入ってきて「ハウル兄ちゃんとリリィ姉ちゃんの結けつ婚こん式しきが始まるよ～」と言います。ルドルフは「たまたま村で人気あるふたりの結けつ婚こん式がありまして。ちょっとしたパーティーになるので、よかったらご一いつ緒しよしませんか？」とみなさんを誘さそいます。

マルセル：結婚式？　しかし、我々は任務完了の報ほう告こくがあるので、早く帰らないと……。

アキナ：（目を輝かがやかせ）素す敵てき！　花はな嫁よめさん、見たい～！

マルセル：……。

ドラン：（マルセルの肩を叩たたいて）と、リーダーは申しているナリ。

アキナ：ね、ちょっとだけでもいいから見たいんだけど、ダメかな？（マルセルを見る）

マルセル：……ちょっとだけだぞ（そっぽを向きつつ）。
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アキナ：ありがとう！　マルセルさんっ！（笑）
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ギィ：なんだかんだ、マルセルはアキナに甘いよな！

マルセル：そ……そんなことはないぞ。

ＧＭ：はっはっは。では、このシーンを終しゆう了りようして、次のシーンに移うつりたいと思います。







◆Middle 02◆それは、どこにでもある幸せ




　カサニアの街は祝福ムードに染そまっていた。

　実直そうな新しん郎ろうに、たおやかな花嫁。その様子を、アキナは眩まぶしく見つめるのだった。




ＧＭ：では、次のシーン。この街で偶ぐう然ぜん出くわした結婚式を見学するシーンになります。

ギィ：なんか『デスマーチ』らしからぬほのぼのイベントだな。

ＧＭ：そんなこと言わずに（笑）。結婚するふたりを祝福しようと、街の外縁にある神しん殿でんには人々がつめかけています。ルドルフの家の子供たちは楽しげに式の手伝いをしていたり。

アキナ：へぇ～、みんな偉えらいんだね！

ドラン：よし！　ここはワタシの内ない蔵ぞう音楽団だんを使う時ナリ！

ギィ：何だそれは。

マルセル：アキナがピアニィ陛へい下かの影かげ武む者しやをしたとき、そんな機能を使ってたかな？

ドラン：蓋ふたが少し開いて、中から結婚行進曲が流れてくるナリ。音の正体は、体内に設せつ置ちされている機械仕掛けの楽器ナリ（笑）。

ＧＭ：そんなこんなで、結婚式。老年の司祭が婚こん姻いんの儀ぎを取り仕切っているのですが……。

アキナ：ですが？

ＧＭ：「うっ、こ、腰が！」と言って倒たおれて、あっという間に担たん架かで運ばれていきます。

一同：……。

ＧＭ：参列者は「司祭さんも歳だべなぁ～」「どうする？　代わりの司祭とかいねぇべさ」

ドラン：（参列者になって）このなかに、アコライトかプリーストの方はいらっしゃいませんか～？　パラディンでもかまいません～！（一同笑）

アキナ・ギィ：（マルセルを見て）いま～す！（笑）

マルセル：何だこの茶番は！（笑）

ＧＭ：ははは。こういうのはある意味マルセルの見せ場ですから。で、アキナたちの声を聞き、新郎新しん婦ぷが頼たのみ込こみます。「神官の方ですね。よろしければ、婚姻の儀を取り仕切ってはくださいませんか？」

マルセル：仕方ない……引き受けるがあまりにこやかな顔はできないぞ。苦手だからな。

ギィ：ヤな神官だな（笑）。

マルセル：こういうのは威い厳げんも必要なんだ！（笑）

ドラン：マルセルのうしろで、ワタシは祝福の音楽を演えん奏そうしているナリ～♪
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アキナ：賑にぎやか～♪




　アキナの祖そ国こくメルトランドに戦火をもたらした国、グラスウェルズ。

　だが、普通の人々の暮くらしは、メルトランドのそれと大差ない。




ＧＭ：かつては、あなたの故国メルトランドを侵攻したグラスウェルズの人々。ですが、目の前には穏やかな日々の暮らしを楽しんでいる姿しか映りません。

アキナ：グラスウェルズには、メルトランドが攻せめられたってこともあって、荒あら々あらしい性せい質しつの人たちが住んでるのかなって印象がありました。でも、そうでもないんですね。

ギィ：一いつ般ぱん国民は、どこも変わらねぇもんさ。

アキナ：う～ん……こういう風景を見てるとなんで戦争が起きるのかなって考えちゃう。

ドラン：それぞれの国に事じ情じようや正せい義ぎ、生活があるナリ。

アキナ：うん……。

ＧＭ：さて、そうこうしているうちに、結婚式はクライマックスに突とつ入にゆうします。新郎新婦が誓ちかいの言葉を述のべ、参列者が祝福の言葉を投げかけます。

アキナ：いいなぁ。いずれはあたしもライオン天てん狗ぐ様とあんな風に……。想そう像ぞうしてひとりで赤くなってます（笑）。

一同：…………。

ドラン：そこでライオン天狗かいっ!?（一同爆ばく笑しよう）

マルセル：……まあ、人の趣しゆ味みをとやかく言うまい（笑）。

アキナ：もうっ、何がおかしいんですかっ!?（笑）

ＧＭ：さて、みなさんの目の前では参列者はライスシャワーを浴びせたりしているのですが。花嫁さんの手に鮮あざやかなブーケが渡わたされます。

ドラン：お。これはもしかして……。

ＧＭ：はい。ブーケトスが行なわれます。この地方ではそういう風習があるということで。

ドラン：キャッチは任まかせるナリ！　バッチコーイ！（笑）

ギィ：お前が取っちゃ駄目だろ――っ！（笑）

マルセル：さすがにここは空気読め――っ！（一同爆笑）

ＧＭ：ま、ここはお約束で行きましょう。花嫁が笑顔で投じたブーケは、風のイタズラか、アキナの手の中にスポッと収おさまりました！

アキナ：わーい！
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ＧＭ：「ブーケは旅のお嬢じようさんが手に入れたぞ～」「おめでとう」と参列者から次々と声がかかります。

ギィ：そのブーケ、罠わなが仕掛けられたりしてないよな？

ＧＭ：ねーよっ！（笑）いや何を警けい戒かいしてるか、わからんでもないですが（笑）。

ドラン：（白々しく）この国に来てからというもの、ギィの様子がおかしいナリ!?

マルセル：（白々しく）何か不ふ穏おんな情じよう報ほうでも摑つかんだのか？

ギィ：（焦あせったような口調で）お、おかしくなんかないし、何もないぞっ！　お前らはこの平和な光景をみて和まないのか!?（笑）

ドラン：ブーケ見て爆弾警戒してたのアンタだろ！（笑）

マルセル：ま、のんきに結婚式を行なえるんだ。この国は十分に平和と言えるかな。

ドラン：だが、どう考えても、これから何か起きるに違いないナリ！（笑）

アキナ：むしろ、この平穏さが怖い!?（笑）

ＧＭ：はっはっは。では、このシーンは終了です。次のマスターシーン以い降こう、お話は新たな展てん開かいを見せますよ。

アキナ：了りよう解かいです！







◆Middle 03◆狂きよう気きの哄こう笑しよう




　どことも知れぬ闇やみの中。怪しい影かげひとりたたずむ。

「くふっ、あひっ、あ――っひゃっひゃっひゃ～！」

　丸い眼鏡を光らせ、白衣をまとった謎なぞの人物は、楽しく仕方がないという風に笑っていた。




ＧＭ：マスターシーンになります。これからみなさんを襲おそう苦く難なんの予兆、という趣おもむきで。闇のなかで、「あ――っひゃひゃひゃっ」と笑う謎の影がありまして……。




[image: ]




ギィ：待て待て待て――――っ！（笑）

アキナ：どこが「謎の影」ですか――っ！（一同爆笑）

マルセル：どう考えても〝シュ〟のつくヤツだろう。

ＧＭ：これはマスターシーンなので、ＰＣたちは知りようもないことですから、そのおつもりで。「あの秘宝を手にして好き放題いぢくり回すのは、このボクしかありえないんだよ～」

ドラン：秘宝？　ワタシでなく、ワタシのなかの〝石〟のことナリか？

アキナ：どうして、その場で取らなかったのかなぁ？

ドラン：ルドルフの言うとおりなら、取られてたらワタシが死んでたとこナリ。

アキナ：さすがにそれは、付つき添そいのあたしも力ずくで止めるかな～。

ギィ：まあ、拘束具をぶちやぶる怪力を見れば、普通狼藉は自重するだろ？（笑）

マルセル：加えて、ドランは外国の使し節せつ団だんの一員で、かつ、国の偉い人に会いに来た人間だ。自分の屋や敷しきのなかで殺してしまったら、立場が危あやうくなるんだろう。

ギィ：それに、シュヴァンクマイエルがバルムンクだったとしたら、殺害したことによって正体がバレてしまう。オレたちにはもちろん、アンソンたちにも。

マルセル：そう。だから、ヤツが仕掛けてくるなら、私たちの移動中だろう。

ＧＭ：さて、どうなることやら。謎の男はさらに続けます――。




「連中を捕ほ縛ばくするための準じゆん備びは万ばん端たん、……すでに、ヤツらはボクの手のなか。あ～っひゃっひゃっひゃ！」

　謎の人物の笑い声が、闇の中に木こ霊だました。




アキナ：これって、次のシーンで来ますよね。

マルセル：……だろうな。

ＧＭ：この謎の人物が、今後どう関わってくるかは秘密です（きっぱり）。

ドラン：繰くり返かえして言うが、謎でも何でもないナリ（笑）。







◆Middle 04◆強きよう襲しゆう、ボリボス軍ぐん団だん




　アキナたちは、フェリタニア・メルトランド連合王国への帰き途とにあった。

　林道は夕陽に赤く染そまり、鬱うつ蒼そうとした林は徐じよ々じよにその影かげを濃こくしている。

　自然と足早に進んでいたアキナたちだったが、ふいにその歩みが止まった。




ＧＭ：では、次のシーン。全員登場になります。フェリタニア・メルトランド連合王国への帰途。みなさんは夕ゆう暮ぐれの中、街道を歩いています。

アキナ：周囲はどんな感じか？

ＧＭ：林道になっています。道の両側に木が生おい茂しげり、視し界かいが制せい限げんされています。

マルセル：なるほど。もうすぐ日も落ちる……急ぐか。

ドラン：（うんうん）夜の森は危き険けんナリ。

ＧＭ：みなさんがそんな話をしていると、殺気を感じる……かもしれない。

ギィ：待て！　その中ちゆう途と半はん端ぱな物言いは何なんだ!?（笑）

アキナ：殺気は感じるの？　感じないの？（笑）

ＧＭ：【感知】判はん定ていで対決して、誰だれかが勝利すれば殺気に気づくことができます。そうすると、みなさん不意打ちを免まぬがれることができるという……。

アキナ：とっても重要な判定じゃないですか!?（笑）

ドラン：マルセルの出番だな。

マルセル：《スタンドバイ》のおかげで、【感知】判定は＋10のボーナスがあるしな。

ＧＭ：（ダイスを振ふる）こちらの達成値ちは13です。

マルセル：（ダイスを振る）……18で、こちらの勝ちだ。みんなに声をかけよう。この道の先に伏ふく兵へいの気配がする。我われ々われは待まち伏ぶせされたようだな。

アキナ：本当!?　足をとめて、様子をうかがいます。

ＧＭ：すると、前方の茂しげみや木の陰かげから、一いち団だんの男たちが姿すがたを現あらわします。「さすがは、我われらが同どう志したちを屠ほふってきたエンジェルファイヤー。簡かん単たんに奇き襲しゆうはできぬか……」

ドラン：同志？　バルムンクってことナリ？

ＧＭ：向こうもそのことを隠かくすつもりはないようですね。さて、彼かれらは全員顔を仮か面めんに隠かくし、巨きよ大だいなかぎ爪づめを装そう備びしているという黒衣の集しゆう団だん。そいつらがにじり寄よってきます。

ギィ：モブか……何グループだ？

ＧＭ：３グループのモブですね。

アキナ：身み構がまえながら聞いてみます。――あなたたち、誰だれっ!?

ＧＭ：「我々はバルムンクの将しよう、ボリボス様の配下。貴き様さまら、エンジェルファイヤーを倒たおすという命を受けてやってきた！　一〇数えるまで待つ。降こう伏ふくするなら武ぶ器きを捨すてよ！」

ギィ：誰が降伏なんぞ……って、バルムンクがみずから名乗りやがった～!?（笑）

ドラン：秘ひ密みつ結社なんだし、自分たちの出自を隠かくせよっ!?

アキナ：こっちがバルムンクのことを知ってるのは承しよう知ちのうえってことなんでしょうか？

マルセル：必ず勝てると思っているのかもしれん。

ＧＭ：「やはり、降伏はせぬか……。ならば、覚悟！」では、戦せん闘とうに移うつります。




●第一ラウンド

行動値

　ギィ：　　　　　　　　　18

　ドラン：　　　　　　　　15

　マルセル：　　　　　　　14

　アキナ：　　　　　　　　13

　ボリボス軍団ＡＢＣ：　　11
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マルセル：ＧＭ、相手がどんな形けい状じようの武器を装備しているか確かく認にんしたいのだが？

ＧＭ：先ほども言ったとおり、巨大なかぎ爪つめの手しゆ甲こうと、腰こしに下げた手しゆ榴りゆう弾だんです。

ドラン：アルケミスト的な攻こう撃げきもしてくるナリね。

ギィ：みんなバラけた方がいいな。手榴弾で範はん囲い攻撃をされると、めんどくさい。

ＧＭ：第一ラウンドのセットアッププロセスの宣せん言げんを。行動値順で、まずはギィから。

ギィ：《ランナップ》で移い動どう。10メートルくらいバックダッシュ。

ドラン：次はワタシナリ。本ほん邦ぽう初公開！　自律型浮ふ遊ゆう魔ま導どう砲ほう台だいを展てん開かいする！《インクリーズデバイス》を使用、魔ま術じゆつ判定に対するリアクションのダイスをマイナス１個こナリ。

ＧＭ：では、ドランの回りを円柱がふわふわと飛び回ります。次はマルセル。

マルセル：アキナへ《アンパッサン》。ボリボス軍団Ｂと接敵させる。

アキナ：エンジェルファイヤー、突とつ撃げき！　叫さけんで飛び出します！

ギィ：相手が前口上述のべ終わる前に、ぶん殴なぐってしまうといい。

ＧＭ：では、アキナがエンゲージしたところで、起動する能のう力りよくがあるので、説明します。

アキナ：？

ＧＭ：ボリボス軍団は《妨ぼう害がい》というスキルを持ってまして、エンゲージしている他の任にん意いのキャラクターの判定のダイスにマイナス１個このペナルティを与あたえます。

ドラン：これはウザいナリ！

アキナ：せっかく命中の判定を強化してきたのにぃ!?（笑）

ＧＭ：ではイニシアチブプロセス。割わり込こみがなければ、ギィのメインプロセスから。

ギィ：ボリボス軍団Ａに《トルネードブラスト》。連中が11レベル以下のモブなら瞬殺だぜ。
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　敵てき陣じん中央めがけて突つっ込こむアキナを横目に見ながら、

　ギィは敵陣右みぎ端はしに位置するバルムンクの集団めがけ、無数の矢を解き放つ。

「無数の矢がすべて急所を狙ねらって来やがる」

「駄目だ！　防ふせぎようがねぇ――っ!?」

　降ふり注そそぐ矢の雨は、戦士たちに恐怖を呼び起こし、戦意を奪い去ってしまう。




ＧＭ：というわけで、ボリボス軍団Ａは戦闘不能です。

ギィ：自信ありげなワリには口ほどにもねぇ。

ＧＭ：では、次はドラン。

ドラン：マイナーアクションでエンゲージ離り脱だつし５メートル後方に下がる。メジャーアクションはボリボス軍団Ｃに対して、《コキュートス》。胴どう体たいから砲ほう身しんが出て、冷れい凍とうビームを放つナリ！　サファイア１個を使用して……（ダイスを振る）命中は26ナリ。

ＧＭ：（ダイスを振る）ファンブルで回かい避ひ失敗！（笑）




　変形し、内蔵された砲ほう身しんを伸のばすドラン。そして白亜の光線が放たれる。

　異様な展開を目の当たりにし、あっけにとられた敵兵たちは、その光線をまともにあびてしまう。そして――次々と氷ついていくボリボス軍団！




ドラン：今がチャンスナリ――（ダイスを振る）……おおっ目が走ったぁっ！　88点の〈水〉属ぞく性せい魔ま法ほうダメージ。バッドステータスの［放心］も合わせて進しん呈ていナリ。

ＧＭ：83点ダメージを受けました。手て痛いたいダメージでしたが、まだ攻撃の意い志しを保たもっています。しかし、［放心］を喰くらってダイスペナルティ。――厳きびしい。

ギィ：【ＨＰ】[image: 100]近いのか！　自信があるのも分からなくはねぇな。だがオレの《トルネードブラスト》なら関係ねぇ。運がなかったな。

マルセル：私わたしの番だな。アキナへ《ブレッシング》。アキナへ祝福の言葉を捧ささげよう。

アキナ：ありがとう！

マルセル：（ダイスを振る）発動成功なので、このラウンド終しゆう了りようまで、アキナの判定にダイス＋１個のボーナスだ。

ＧＭ：次はアキナの番です。

アキナ：はい！　ボリボス軍団Ｂへ攻撃。マイナーアクションは《スマッシュ》、メジャーアクションは《ストラグルクラッシュ》！　二連撃をぶち込こみます！　やあーっ!!

ドラン：おお、新しん技わざを使うナリね。

アキナ：（ダイスを振る）……命中は23です。

ＧＭ：こっちの回避は……失敗です。

アキナ：（ダイスを振る）……一いち撃げき目のダメージは、45点の物理ダメージです。

ＧＭ：……それなりの人数が吹ふっ飛とびましたが、まだまだ元気なヤツもいます。

アキナ：ライオン天狗様に教えてもらった技は、ここからが本番！　二撃目行きます！（ダイスを振る）……命中は30です。

ＧＭ：「馬鹿な、この大剣で二連撃だとぉ!?」出目が８……回避失敗です。

アキナ：（ダイスを振る）二撃目は出目がいい！　60点の物理ダメージです。
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　突とつ風ぷうのようなアキナの二連撃に、敵集団は目を見張る。弾けるような少女の剣が二条の軌跡を描き終わったあと、ボリボス軍団Ｂはことごとく打ち倒されていた。




ＧＭ：うおっ、ボリボス軍団Ｂも戦闘不能です。

アキナ：やったーっ！

ドラン：さすが！　上級クラスは強いナリ！

ＧＭ：あっという間に地に叩たたき伏ふせられ、ボリボス軍団はほぼ壊かい滅めつ状じよう態たいです。辛かろうじて、ボリボス軍団Ｃが残っていますが、こちらも満まん身しん創そう痍い。

ギィ：ちぇ、完かん封ぷうとはいかなかったか。

ＧＭ：く、せめてひと太刀。ボリボス軍団Ｃのメインプロセスになります。マイナーアクションは《ダイレクトグレネード》でダメージを上じよう昇しようさせ、メジャーアクションは《ハンドグレネード》で攻撃をしかけます。対象は、ドラン。

ドラン：この磨みがき上あげられた丸いフォルムが、お前の攻撃を受け止めてくれよう、ナリ！

ギィ：ドランが撃うち漏もらした責せき任にんは、ドランが受け止めるってことだな（笑）。

ドラン：本当だ～!?（笑）

ＧＭ：攻撃、行きますよ？　手榴弾全力投球！（ダイスを振る）命中は17です。

ドラン：クリティカル以外は避けられないナリ。（ダイスを振る）うむ、回避失敗ナリ。

ＧＭ：ズズーンッ！　響く爆発音……（ダイスを振る）37点、物理ダメージです。

マルセル：《プロテクション》を……

ドラン：いや、いらないナリ。次のラウンドの最初でギィが《トルネードブラスト》を使えば、戦闘終了ナリ。そのあとに《ヒール》で回かい復ふくしてもらう方が効こう率りつがいいナリ。

ＧＭ：「我々の手榴弾を食らってもビクともしない、だと!?」これは、勝負あったかな……。




　と、ドランの言うとおり第二ラウンドの冒ぼう頭とうでギィの《トルネードブラスト》が炸さく裂れつ……。




ギィ：人を襲おそう時には、名乗る前に武器を突つきつけろ。いい勉強になったな？

アキナ：し、渋しぶいですギィさん！（笑）




　ギィの呟きと共に、戦闘は終了したのであった。




ＧＭ：というわけで、戦闘終了になります。

マルセル：では、戦闘不能で呻うめいている連中を尋じん問もんしてみるか。……何な故ぜ、私たちを襲おそう？

ＧＭ：「ボリボス様の命令を受けてのことだ。いずれにせよ、お前らは生きてこの国を出ることはできまい！　街道のいたる所にお前らを捕とらえるよう手配が回っているのだからな」

ギィ：何だと!?

ドラン：バルムンクがグラスウェルズの中ちゆう枢すうに巣くっているのは知っていたが……。

ＧＭ：そう。バルムンクがグラスウェルズ中枢に巣くっているのは、『ブレイク』シリーズ関係者である、ドランとギィのプレイヤーにはお分かりいただけるかと。

ドラン：……グラスウェルズ中枢に入はいり込こんでいるバルムンクが、指名手配をかけたナリね。

ギィ：とりあえず、命令されたってんなら、首しゆ謀ぼう者しやの名前を吐はいてもらおうじゃねぇか。

ドラン：お前らに命令を下したのは誰ナリ？

ＧＭ：「名前のままさ。名はボリボス……〝ハウイッツァー〟のボリボス様だ！」

一同：…………。

マルセル：聞いたことがない名前だな（笑）。

アキナ：そもそも、ハウイッツァーって何だろう？

ＧＭ：実は読者投とう稿こうのキャラでして。漢字で書くと曲射砲ハウイツツアー、特とく殊しゆな大たい砲ほうの武器名です。




ハウイッツァーのボリボス（64歳／男／ドゥアン　投稿者：東京都　きゅれいさん）

　バルムンクの幹かん部ぶで、新たに一二人衆しゆうの座ざを占しめた人物。巨大なハンマーを振ふるう強力無む双そうの戦士であり、ボリボス軍団という子こ飼がいの軍団を持っている。破壊活動を得意とし、ボリボス軍団との連動戦せん術じゆつは、バルムンクの最高幹部のひとりアザゼルを瞠どう目もくさせるほどの破は壊かい力りよくがある。
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ＧＭ：一二人衆を目指しているというキャラでしたが、消しよう耗もう著いちじるしい一二人衆の穴あなを埋うめる立場として採さい用ようしました。

ギィ：ちょっと待て。一二人衆といやゴルドレイクラスってことだが、〝始祖の四人Four Deadly Swords〟のアザゼルが驚おどろくほど強いのかよ!?




アザゼル

　バルムンク最高幹部〝始祖の四人〟のひとり、〝報復者フラガラツハ〟のアザゼル。グラスウェルズ王国に干渉していた。なお、始祖の四人とはアルディオン大陸の歴史上最初期に登場した魔族の生き残りである。歴戦の強者で、その力は計り知れない。くわしくは『ブレイク』第三巻を参照。




[image: ]




ドラン：帰り道に暗雲漂ただよう感じナリ……。

ＧＭ：ま、そのあたりはおいおい。ボリボス軍団はそれ以上のことは知りません。

マルセル：さて、このボリボス軍団とやら、どうしてくれようか。

ギィ：適てき当とうに縛しばって放置しておけばいいだろう？　というかこの場に長い間とどまっても、状じよう況きようは悪くなる一方だろう。

ドラン：そうナリね。あ、ヒールやＭＰポーションの使って回復しておきたいナリ。

ＧＭ：あ、それはご随ずい意いに。では、ボリボス軍団を縛しばり上あげたあと、その場に残してみなさんは旅路を急ぐのであった――というところでシーンを終了します。







◆Middle 05◆逃とう亡ぼうのエンジェルファイヤー




　バルムンクの襲しゆう撃げきを受け、次の宿場街への到とう着ちやくがずいぶん遅おくれてしまった。

　日はすっかり落ち、もう街は夜のとばりに包まれている。

　だが、むしろそれは幸いと言えるだろう。

　なぜなら、その街にはアキナたちの顔が載のった指名手配書が張はり出だされていたからだ。




ＧＭ：次のシーンになります。さて街道を急ぐみなさんは、次の宿場街にたどり着きます。あたりはもう夜。その宿場街の入り口で、みなさんはとある張はり紙がみに目を奪うばわれます。

アキナ：さっき、指名手配とか言ってましたね。確認します。ぺりっ（張り紙を剝はがした）。

ＧＭ：アキナを始めたとした、エンジェルファイヤー全員の指名手配書です。

アキナ：あああああぁぁぁぁぁっ!?　やっぱり――っ!?（笑）

ドラン：本当に指名手配にされていたナリ！

マルセル：とにかく人目のないところ……路ろ地じ裏うらにでも入り込んでしまおう。

ＧＭ：張り紙によると、みなさんは「フェリタニア・メルトランド連合王国の使者を騙かたっている」ということになっています。

アキナ：すごいなぁ。あたしたち、ちゃんと指名手配されてるよ～。

ギィ：感心してる場合じゃねぇだろ！（笑）手配書の発行元はどこになってる？

ＧＭ：グラスウェルズ公式のものです。

ドラン：アンソンが裏うら切ぎった!?　くっそ～！　オレのＰＣのクセに勝手なことを!?（爆ばく笑しよう）

ＧＭ：んなワケないでしょ！（笑）

マルセル：アンソンの仕事内ない容ようからも、権けん限げんから見ても、その裁さい量りようからは逸いつ脱だつする範囲のことだぞ、これは（笑）。

ＧＭ：そうですね。マルセルの言うとおり、彼の知らぬところで発行されてしまったと考えていただいてけっこうです。先に言いますけど、これは裏うら目めりませんからね（笑）。

ドラン：それは安心（笑）。

マルセル：くっ（笑）。いずれにせよ、のんびりはできんぞ。何か対たい策さくを立てねば。

ギィ：ちょっと宿を取れる状況じゃねぇ。野宿だな。

アキナ：おおっ!?　キャンプみたいですね♪

ドラン：……タフな女の子ナリ（笑）。でも、この似に顔がお絵えは似にてない。ワタシはもっと美しい。などと思わずぼやく（笑）。

ＧＭ：では、何かすごい凶きよう悪あく犯はんのような形相で描えがかれているということで（笑）。
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アキナ：それなら、バレずにすむ？（笑）

ＧＭ：無理です（笑）。今は夜なので大事にはなりませんが、日中は危き険けん度どが上昇します。

ギィ：この張り紙、どれくらい張はってあるんだろう？

ＧＭ：この街のあちこちに。この調子だと、他の街や村でも似にたようなものかもしれません。

マルセル：ともかく、街にいるのは危険そうだ。一旦外に出よう。

アキナ：そうしましょう。




　ということで、一同は街の郊外の森の中に移動。今後について相談することになった。

　しばらくの相談のあと、この国を脱出する案について検討することになった。




マルセル：いくつか考えたが、まあこんなところか。




・馬を購こう入にゆうし、関所を強行突とつ破ぱする。

・グラスウェルズ、連合王国間にある山脈越えを行なう。

・ベルクシーレに戻もどり、アンソンの口くち添ぞえをもい指名手配を解除してもらう。
















ギィ：馬で行くなら、街道からやや外れたコースを取るのがよさそうだな。寝ねる時は野宿。

マルセル：だが、街道沿ぞいには関所があるぞ？　そこを強行突破するのは至難の業だ。

ギィ：派手にやると、軍隊を相手にすることになりかねんしな。

ドラン：なら、山やま越ごえで帰れば安全ナリか？

ＧＭ：いえ、山越えはできません。そう簡単に越えられるような山ではないんです。

ギィ：そりゃそうだ。グラスウェルズ、連合王国間の山は、簡単に越えられない。だからこそ、『ブレイク』では、ファントムレイダーズにファリストル城じようを盗む任にん務むが下されたのさ。

アキナ：じゃあ、アンソンさんに口添えを頼んでみませんか？

ドラン：アンソンは信用できる男ナリ！　違ちがうシリーズだが、自分のＰＣだし（笑）。

アキナ：アル兄様の親友でもあるし（笑）。それにどうして手配書が回ったのか知りたいから、ベルクシーレに戻もどるのはアリかも。

マルセル：今回に限かぎって言えば、アンソンはさほど信用できない。

ドラン：何ですと――っ!?（笑）

マルセル：人ひと柄がらはさておこう。我々が大事な書しよ状じようを託すに足る人物であり、ナヴァールたちと浅からぬ縁えんがあったりすることも事実だ。だが、アンソンはグラスウェルズの人間だ。

ドラン：……むう。

マルセル：今回指名手配をかけたのが誰か、ということがポイントになる。

ギィ：ＧＭシーンからすりゃ、シュヴァンクマイエルの怪しさは飛び抜けてるな。

ＧＭ：ただ、貴族と繫がりがあると言っても、彼は一介の錬金術師なんですよ。

マルセル：そういうこと。ならば、彼が口をきいて、ゴーダ伯はくやリシャール、レアノール王おう太たい后ごうといったクラスの大物を動かしたとしよう。その場合アンソンに何ができる？




　ゴーダ伯はメルトランド戦役以前のグラスウェルズの軍ぐん師し。リシャールはメルトランド戦役以前の幻げん竜りゆう騎き士し団だん団だん長ちようにして、大陸でも最強の将しよう軍ぐんとして名高い。

　レアノール王太后は国王の実母で、ゴーダ伯の後見人を務つとめるなど、宮きゆう廷ていで権けん勢せいを誇ほこっていた女じよ性せいだ。
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ドラン：……確たしかに、表だって異いは唱えにくいかも。

マルセル：それに、我々が「アンソンなら頼れる」と考えることを想定して、ＧＭがシナリオを組んでいる可か能のう性せいもある。最悪、アンソンの館に向かう過程で待ち伏せされるな。

ＧＭ：さてどうでしょう？（笑）しかし、スゴイとこまで読んできますねぇ。

ドラン：可能性はあるなぁ。新しい案としてどこかの港で船に乗るとか？

ギィ：それも、街道の強行突破とあまり変わらん。出港の際や臨検などで、警備隊とやり合う可能性もある。船の上だと逃げ場ナシってことで、より厳しい状況もありえるぜ。

アキナ：うーん。

ドラン：ちょっと決め手に欠けるナリね。

マルセル：もうひとつ、手があると言えば……ある。

アキナ：え？

ドラン：何やら、気が進まなそうな口ぶりナリ。

マルセル：ギィ。この土地の裏社会の人間に渡りをつけてもらえないか？

ギィ：そう来たか……。渋い顔になる。ようは、オーレリーと王蛇会を頼たよれってことだな。

アキナ：ギィさんの師し匠しようの？

ギィ：そう。

マルセル：マルセルはギィのオープニングの出来事は知らないので、オーレリーの存在は知らない。そのうえで、ギィが裏社会出身なのは知ってる。その力はきっと役に立つだろうと思っての提案だ。

アキナ：裏社会の力……。

ドラン：こういう、役人の目を誤魔化すような時には役に立つナリよ。

マルセル：犯はん罪ざい者しやを国外に逃にがすなんて、慣なれてるだろうしな。

アキナ：なるほど。

ギィ：まあ、やる価値はあるな。だが……オープニングでやった演出のせいで、その手段、死ぬほどとりたくねぇんだよなぁ――っ!!（爆笑）




　知らんがな。




アキナ：確かにオーレリーさん、すっごく怖いですからね（笑）

ギィ：ただし、それなりの見返りを求められるぜ。最さい低てい限げんこっちの事情の説明は必要だとして、手引きの見返りに金は求められるだろう。

アキナ：必要経けい費ひとして、ギルドのお金から出せばいいんじゃないですか？

ギィ：（ギルドの手持ちの金を確認して）……うーん。金額的には心許ないかな……。まあやってみるさ、まかせとけ、とみんなには答えよう。ＧＭ、ギィが王蛇会に渡わたりをつけにいく、でいいか？

ＧＭ：了解しました。では、次はギィが王蛇会に接せつ触しよくするシーンとしましょう。







◆Middle 06◆オーレリーのもとへ




　宿場街に夜が訪おとずれた。家々の扉とびらは固く閉とざされてしまったが、酒場や賭と博ばく場は明かりを煌こう々こうと照らし、客を呼よび寄よせている。

　裏うら路地にある酒場の扉をくぐったギィは、懐なつかしい顔と再さい会かいすることになった。




ＧＭ：では、王蛇会の渡りをつけるべく活動するギィのシーンを行ないます。

ギィ：賭博場みたいな場所を探さがす。表だって道を歩ける状じよう態たいじゃないし。

ＧＭ：……では、王蛇会と繫つながりのある裏路地の酒場を見つけました。入っていくと踊おどり子このステージが終わった直後らしく、男たちの歓かん声せいとそれに応こたえる女じよ性せいたちの声が、室内で反はん響きようしています。

ギィ：なんだぁ、場ば違ちがいなとこに来ちまったか？　ま、ごちゃついてるのは目立たなくていいが……。

ＧＭ：と、そこへ。「あら、ギィじゃなーい？」と露ろ出しゆつ度どの高いきらびやかな衣い装しようをつけた女性が声をかけてきます。

ギィ：……誰だれ？

ＧＭ：ナナミ・シルヴァリアという、楽芸団だんの踊り子です。一〇代後半の少女で、昔ギィが惚ほれていた相手、という設せつ定ていです。

アキナ：昔の恋こい人びとさんですかぁ!?　やりますね、ギィさんっ!!（笑）

ギィ：なにっ!?　ちょっと見せて……（投とう稿こう内ない容ようを確かく認にんして……）。うお、ギィのほうから惚れてるじゃんっ!?（笑）

ドラン：ギィも過去に色々あったナリね（笑）。

ギィ：しょうがないなぁ（笑）。ギィはナナミみたいなかわい子ちゃんに弱い、っていう設定が追加されたでごわす。

一同：しゃ、しゃちょ――っ!?（一同爆笑）




ナナミ・シルヴァリア（17歳／女／ヒューリン　投稿者：千葉県　まっきーさん）

　アルディオンを旅して回るシルヴァリア楽がく団だんの人気の踊り子。団だん長ちようの娘むすめでもある。さっぱりとした性せい格かくで、すぐに誰とも仲良くなれる。その気っぷの良さに惹ひかれたギィが彼かの女じよを口説いたということもあったようだが……。
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ＧＭ：グラスウェルズ国内でのギィの支し援えん者しやとして準じゆん備びしておきました。気に入っていただけたようなので、ナナミの設定は採用ということで（笑）。

ギィ：これはもう、ナナミちゃ～ん！　と言って飛びつくしかないな！（笑）

ＧＭ：では、「あら、オイタは駄だ目めよ？」とさっと身をかわします。

ギィ：壁かべに激げき突とつするオレ。そ、そりゃないぜー！

ドラン：ギィがただのルパン三世にしか見えないナリ（笑）。

ギィ：おっと、今回はシリアスなシーンだしな。ひ、久ひさしぶりだな。と平静を装よそおって言う。

ＧＭ：「フェリタニアへ行ったって聞いてたけど、ご活かつ躍やくみたいね」

ギィ：はっ！　オレとしちゃまだまだ暴あばれ足りないぐらいさ！

ＧＭ：「今度あなたの国に行こうかしら……」と笑いながらナナミはギィの耳元にそっと口を近づけます。「この店の右みぎ奥おくに兵士たちがいるわ。狙ねらわれてるわよ、ギィ」

ギィ：そうかい。そいつはやべぇなぁ。

ＧＭ：「いったい、何があったの？」

ギィ：オレの方が聞きてぇくらいだぜ。何もしちゃいねぇ。仕事でベルクシーレに行って、帰ろうとしてるだけだってのによ。昔はともかく、今は手配されることなんざしてねぇよ。

ＧＭ：「困こまってるなら、マムに連れん絡らく取ってあげようか？」とナナミは言います。王蛇会はナナミの楽芸団の支し援えん者で、ナナミはマムとコネクションがある、ということで。

ギィ：なるほど。じゃあ、サラサラっとメモを書いて、ナナミに託たくす。

ＧＭ：内容は？

ギィ：「国こつ境きようを越こえたい。ギィ」と書いてあるだけ。あの人ならこれで伝わるだろ。

ＧＭ：では、「分かったわ。届とどけてくるから、しばらく待ってて」と言って、ナナミはギィを店の安全な個こ室しつに匿かくまいました。

ギィ：んじゃ、おとなしく待っているか。




　通された酒場の個室は、上客用の個室で、椅子も机も上等なものがそろう。

　壁も厚く、外部からの音も漏れてこない。密談にはうってつけの部屋だった。

　ギィは部屋で、まんじりともせず待ち続けた。

　やがて、戸口に小さな足音が響ひびき、静せい謐ひつが破られる。

　扉を押おし開あけて入ってきたのは、少女にしか見えない王蛇会の頭目……オーレリーだ。




ＧＭ：魔ま法ほうを使った通信手しゆ段だんでナナミからの急を聞いたオーレリーは、転送石か《テレポート》でも使ったようです。半日と待たずに彼女はギィの元にやってきます。このあたりの神しん出しゆつ鬼き没ぼつさが、彼女の手が長いと言われるゆえんのひとつですね。

ギィ：マム本人のお出ましかよ！　あぁ、おっかねぇと、心の中でのけぞりつつ、驚おどろきと笑顔の入り交じった表ひよう情じようで迎むかえるぜ。

ＧＭ：えーと、オーレリーは底冷えのするような笑みと共に言います。「あんたは息子も同然。かわいい子こ供どものために骨ほねを折るのが、親ってモンさ」

ギィ：そうそう。マムは周囲を畏怖させるような雰囲気をまとっているのさ（笑）。母の愛は海よりも深いってヤツか、とニヤリと笑いかえそう。

ＧＭ：「そうだよ。アンタは薄はく情じようモンだがね」

ギィ：マムは情報通だし……あれだけばらまかれた手配書は見てるだろうしな……（少し考えて）単刀直入に言う。連合王国側へ、国境を越えたい。人数は四人。

ＧＭ：おお……直球で来ましたね。うーん、ここはマムも即答で返します。「今、関所は厳げん戒かい態たい勢せい、国こつ境きよう線せんは封ふう鎖さされてる。……山抜ぬけしかないね」

アキナ：え？　確たしか山は越えられないんでしょ。

ギィ：確かそうだったな。じゃ、マムに言おう。おいおい、オレたちに翼つばさはねぇぜ。グラスウェルズと連合王国の間の高こう峰ほうを越えるのはちと無理がある。

ＧＭ：「誰も山を〝越える〟なんて言ってない。山をくぐり抜ぬける地下道があるのさ」これはかつて王蛇会に属していたギィにも初耳の情報です。

ギィ：へぇ、オレも知らなかった情報か。てことは、普ふ通つうにゃ入れないんだろう？

ＧＭ：「そうさ。そこには、それと分からないように隠かくされている扉がある。……ま、アンタの腕うでなら、場所さえ分かってりゃ、開けて通とおり抜ぬけられるだろうさ」

ドラン：王蛇会が密みつ入にゆう国こくや密みつ出しゆつ国こくのために使ってる道？

ＧＭ：そうです。ただ、本当に緊急時用のもので、一〇年単位でしか利用されていないという秘ひ密みつの道です。「で、こいつは王蛇会にとって切り札のひとつなんだがねぇ。で、あんたはこれにいくら、値をつけてくれるんだい？」

ギィ：悪いな、出世払いにしてくれ。本国についたら、送金するから額を言ってくれ。……言い値になるが、しょうがねぇ。たいした金もねぇし（笑）。

ＧＭ：……（少し考えて）「……貸しにしとくよ」

ギィ：そっちのほうが怖ぇ――よっ!?（一同爆笑）

ドラン：タダより高いものはないってのを地で行ってるナリ。

マルセル：一筋縄ではいかんな。我々には王蛇会の力が必要な以上、ここはやむをえない。

ギィ：ありがてぇマム。これで借りひとつだな。
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ＧＭ：「いや、違うねぇ。あんたへの貸しはふたつめだ」

ギィ：ああ、そうだった。ふたつめだ。…………ちぇっ、オープニングのヤツを誤魔化させちゃあくれねぇか（笑）。
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ＧＭ：呆れたように苦笑いをするオーレリー。「あんた、相変わらずだねぇ。そのクソ度胸は嫌いじゃないよ？　……ほら、地図だよ」とギィの要求を予想していたかのように、手回しよくブツを手て渡わたします。

アキナ：ギィさん、やったぁ！

ギィ：じゃあもらったその地図を、この場で見て覚えて、すぐに焼やき払はらう。

ドラン：や、やることが渋いナリ。

ＧＭ：なるほど、プロっぽい演出だなぁ～。では、マムは「そうそう。情じよう報ほうが漏もれないためにも、覚えたらすぐに消す。分かってるじゃないか。いい子だ」

ギィ：ついでに聞いてくぜ。マム、オレたちを指名手配したヤツ、誰か知ってるかい？

マルセル：それは欲ほしい情報だ。

ＧＭ：「……何でも、王室に繫がりのある錬れん金きん術じゆつ師しが偉いさんに働きかけたって話だよ」

ドラン：やはりシュヴァンクマイエルが原因か～っ！（笑）

アキナ：ですよねぇ～（笑）。

ＧＭ：では、「さ、早く行きな。追われてる身なんだろ？」とオーレリーが促うながします。

ギィ：「ああ。ありがとよ、マム」と言って、アキナたちの元へ戻もどる。あんまり長居はしたくねぇ（笑）。

ＧＭ：では、シーンを終しゆう了りようしたいと思います。







◆Middle 07◆国境を越こえろ！




　国境を抜ぬけるため、アキナたちはグラスウェルズ南方の山岳手前にやってきた。

　山脈も近く、高原といってもいいこのあたりは、冷涼な風がそよいでいた。

　緑の木々が生い茂る森に向かい、ギィの案内に従って獣けもの道みちに入っていく。

　その狭い登りの道をただひたすらに歩き、やっとの思いで国境を突破する地下道の扉の前までやってきたのであった。




ＧＭ：このシーンはギィが王蛇会から仕入れた情報に基づいて、国境を突とつ破ぱする地下道へ入ることになります。

ドラン：さっさとこの国から脱出したいナリ。なので、どんどん進めよう（笑）。

マルセル：ちょっと待ってくれ。シーンに入る前に、ちょっと確認しておこうか。私わたしたちが襲おそわれ、指名手配される理由について、キャラクターとしては分かってないよな。

ドラン：そうナリ。敵てきの推すい測そくがついているだけ。

マルセル：シュヴァンクマイエルがドランに執しゆう着ちやくしているようだったから……。

ギィ：……ドランの中の〝石〟のために、バルムンクがグラスウェルズを動かしている。手を回しているってことは分かるんだけど。

アキナ：そうですね～。とりあえず、何とかしてフェリタニア・メルトランド連合王国へ戻もどらなきゃ。くわしいことはそのあと！　って感じですよね。

ギィ：ま、そういうことだ。

ＧＭ：では、シーンを進めましょう。みなさんはグラスウェルズ南方の山脈を目指して移動。さすがに街で宿泊はできませんでしたが、通常は国外へ出るルートではないので、比較的警戒の薄い中を進めました。

アキナ：なるほど。

ＧＭ：そして、山脈の近くまで来たところで、獣道に踏ふみ入り、ひたすら歩くことに。オーレリーの地図ではその先に、地下道の入り口があるようです。
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マルセル：獣道か……歩きづらそうだな。私は肉体派はではないのだが……（笑）。

アキナ：マルセルさん、がんばって。追っ手がくるかもしれないし。

ＧＭ：そんな感じで少々しんどい思いをしながら進むと、崖がけを前にした少し開けた場所に出ます。オーレリーが教えてくれた抜け道の扉の前まで来ました。

ギィ：どんな扉？

ＧＭ：石の巨きよ大だいな扉で、ぱっと見にはただの崖にしか見えないように偽ぎ装そうされています。人間五人分ほどの高さがありますね。

ドラン：開けること、できるナリか？

ＧＭ：少し岩をくり抜ぬいたくぼみがあり、そこが絡から繰くり仕じ掛かけの鍵かぎになっているようです。まずはそこをなんとかすれば。

ギィ：よし、じゃあ行くか！

ＧＭ：そうしますと、うしろの方がにわかに騒さわがしくなります。

アキナ：？

ギィ：もしかして、追っ手か!?

ＧＭ：はい。みなさんの進んできた道の後方から武ぶ装そうした集しゆう団だんが迫せまってきます。ここでフォーカス判はん定てい（以下、ＦＳ判定）となります。武装手段の妨ぼう害がいをやり過すごし、扉を開け内部に突とつ入にゆうして扉を閉しめ、追っ手を振ふり切きるという内容です。

アキナ：はい！

ギィ：扉開けること自体が大変そうだな。

ドラン：追ってきてるのはどんなヤツらナリ？

ＧＭ：かぎ爪づめや手しゆ榴りゆう弾だんを装そう備びしています。先ほどのボリボス軍ぐん団だんの仲間でしょう。

マルセル：またか……しつこいな。

ＧＭ：さらに目を引くのが角の生えた筋きん骨こつたくましいドゥアン。指し揮き官かんのようですね。

ギィ：そいつがボリボスってことか？

ＧＭ：そうです。「ぐはははは！　こんなルートで逃にげるとは、ご苦労なことだなぁ！　おとなしく投とう降こうして楽になりやがれ！」と、ふしゅーふしゅーと声を荒あらげながら叫さけびます。

アキナ：や、野や獣じゆうみたい！（笑）

ドラン：投降して楽になれるとは、とても思えないナリ!?（笑）

マルセル：ＧＭ、質しつ問もんなんだが、扉を開けずに敵を全力で迎むかえ撃うつのはなしなのか？

ＧＭ：事実上不ふ可か能のうですね。遠方に視し線せんを転じると、かなりの数の後続部隊が迫っているのがわかります。道が狭せまいために限げん定ていされた人数しか、今は参戦できません。しかし時間がたてばたつほどみなさんは不利になります。ぶっちゃけ、ＦＳ判定が始まると、毎ラウンド増ぞう援えんが参加します。

ギィ：人じん海かい戦せん術じゆつをとられるとつらいな。こっちも《トルネードブラスト》が無む限げんにあるわけじゃねぇし。

ドラン：部下がたくさんいるナリね（げんなり）。

マルセル：なるほど。それでは仕方ない。

ＧＭ：ＦＳ判定はこのようになっています。




　と、コラムにあるようなＦＳ判定のデータを解説するＧＭ。
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ＧＭ：なお、判定に使用する能のう力りよくは、進行によって変化します。最初が【器用】なのは、まずは扉の鍵開けが要求されるからです。

ギィ：罠わなもあるかもしれないし、注意してかからないとな。

ＧＭ：ＰＣ全員で１エンゲージ、ボリボスたち全員で１エンゲージ。両者の距きよ離りは40メートルです。では、戦せん闘とうラウンドに入りましょう。




●第一ラウンド

行動値

　ボリボス：　　　　　　　22

　ギィ：　　　　　　　　　18

　ドラン：　　　　　　　　15

　マルセル：　　　　　　　14

　アキナ：　　　　　　　　13

　ボリボス軍団ＡＢＣ：　　11
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ＧＭ：では、セットアッププロセス。まずはボリボスからですが、《集団統とう率そつ》を使います。

ギィ：そう来るか。これは防ふせげないな。

ＧＭ：ボリボスが「ぐはははは！　野や郎ろうども、かかれ～！」と号令を出すと、ボリボス軍団がスクラムを組んで突とつ撃げきしてきます。というわけで、ボリボス軍団ＡＢＣがみなさんの方へマイナーアクションとメジャーアクションを使って32メートル移い動どうして終了。

ドラン：さっき射しや撃げき攻こう撃げきしたから、ボリボス軍団に行動順が回ると、攻撃してきそうだな。

ギィ：下手に攻撃するよりも、全力で鍵開けのＦＳ判定に回る方がいいんじゃないか？

ドラン：エンゲージだけ別にしておいて、そうするか……マルセル、《ヘイスト》はいらないナリ。

マルセル：了りよう解かい。

ギィ：というわけで、オレのセットアッププロセスの宣せん言げんはなし。

ドラン：ワタシもナリ。《インクリーズデバイス》も使わないナリ。

マルセル：私はフェイトを１点使って《エンサイクロペディア》を解かい放ほう。ボリボスをエネミー識しき別べつしてみよう。

ＧＭ：識別値は24です。

マルセル：18＋２Ｄ６……（ダイスを振ふる）達成値26で成功。

ドラン：さぁ、データを教えるナリ！

ＧＭ：〝曲射砲ハウイツツアー〟のボリボス。レベル30。分類は人間、属ぞく性せいはなし……。




　と、ボリボスの能力を開示するＧＭ。詳細はコラムを参照していただきたい。
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ギィ：うわ、爆撃棍を持ってるのか！　こいつの能力で装備を破壊されるとヤバイ。【防御力】を削られたところで、ダメージを喰らうのは勘弁だぜ。

ドラン：ギィの得意技に似てるけど、やられるとイヤなもんナリ！（笑）

ＧＭ：目玉は《人間砲ほう台だい》です。このスキルは、このエネミーとエンゲージしている配下のモブ１体を、シーン内の任にん意いの場所に移動させることができます。

ギィ：転送？　どうやって？

ＧＭ：……ボリボス軍団Ａを摑んでぶん投げる。

一同：…………。

ギィ：モブを投げつけてくるのかよ！（一同爆ばく笑しよう）。

マルセル：曲射砲ハウイツツアーってそういうことか!?（笑）

ドラン：恐きよう怖ふ、バルムンク人間砲ほう弾だん!?（爆笑）

アキナ：まともに戦っちゃいけない気がしてきた！　……あ、あたしのセットアッププロセスは特になしで。

ＧＭ：ボリボス軍団もないので、イニシアチブプロセス。スキルなどで割わり込こんで行動する宣言がなければ、ボリボスのメインプロセスから。

マルセル：どうぞ。

ＧＭ：マイナーアクションで《ランニングセット》、《エンハンスブレス：火》、《フェイドアウェイ》。みなさんの方へ32メートル移動。

アキナ：近づいてきた！

ＧＭ：では早速、メジャーアクションで《人間砲台》を使用。「ぐははははははっ！　我わが軍団の神髄は破壊活動。自らを肉弾とし、あらゆるものを粉砕する我らの攻撃を見よっ!!」

ドラン：見たくないナリ――っ!?




　ボリボスの叫さけびと共に軍団たちは、ダンゴムシのように体を丸める。

「ぐははははははは――っ!!」ボリボスの筋きん肉にくが隆りゆう起きし、丸太のように太い腕がその装そう甲こうで覆おおわれた球体を摑つかみ、次々と投とう擲てきしていく。

　軍団兵たちは弧こを描えがいて飛来。着ちやく弾だんと同時に巧たくみに転がり、その衝しよう撃げきを逃にがす。

　無む駄だに息のあった、流れるようなコンビネーションだった。

　血のにじむような訓練を繰くり返かえしたに違ちがいない。

　アキナたちがあっけに取られている間に、ボリボス軍団は肉にく薄はくしてきたのであった。
















アキナ：す、すごーい!?（←驚きのあまり感心するしかない模も様よう）

ドラン：感心してる場合じゃないナリ！（笑）こいつら……《妨害》を持ってるナリ。

ＧＭ：そう。ボリボス軍団Ａがエンゲージ内に入ったので、《妨害》が発動します。あらゆる判定のダイスにマイナス１個のペナルティが入りますよ。




　ボリボスの配下たちがギィに近づく。

　俊敏な彼らは、時に攻撃をするかに見せかけ、時に威嚇の叫びを上げるなど、様々な幻惑の動きを見せる。その狙いはギィの集中力を乱すことだった……。




ギィ：ち、鍵開けの邪じや魔まだぜ！

アキナ：イヤらしい攻撃です!?（笑）

ＧＭ：それは、ＧＭにとっては褒ほめ言こと葉ばーっ！（笑）次はギィのメインプロセスです。

ギィ：《妨害》されようとＦＳ判定に挑ちよう戦せんするぜ。……ところで質問なんだが、鍵開けが終わったあと、メインプロセスを使って「移動」しないと、内部に入れないのか？

ＧＭ：はい。現げん在ざいは「鍵を開ける」判定扱あつかいになりますが、「鍵を閉しめる」判定に移うつるまでの間に、移動していただくことになります。

ギィ：つまり、ＦＳ判定中に全員一度は移動しなきゃいけないんだな。一気に進みすぎるのも問題っぽいな、難むずかしい。
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アキナ：でも、鍵開けして、ボリボスたちが踏ふみ込こんでくる前に扉を閉しめないといけないんですよね？

ギィ：分かった。【器用】判定で難なん易度12か。フェイトを１点使っておくか？

ドラン：使った方が安全ナリ。

ギィ：じゃあ、フェイトを１点使ってダイスを１個こ増ふやす。これで、《妨害》で減へらされた分が帳消しになった感じ。（ダイスを振る）うん、20で判定成功。

ドラン：＋６以上なので、素す晴ばらしい成功を収おさめたらしい。進行度が４点上じよう昇しようしたナリ。

ＧＭ：では、イベント発生です。巨大扉の解かい錠じように成功。扉が自動的に開き始めますが……。




　ゴゴゴゴゴ……。ギィの解錠により、重い音を響かせて開き始めた扉は……しかしわずかに動いたのみで停止してしまう。




ＧＭ：どうやら故こ障しようのようです。

ドラン：止まってしまったナリ～！

ギィ：くそ、ずっと使ってなかったって、マムも言ってたなぁ。

ＧＭ：あとは自力でこじ開ける必要があります。以い降こうの判定が【筋きん力りよく】に変へん更こうになります。

アキナ：重たい扉なんだね。（ぐっと拳こぶしを握って）力仕事は任まかせて！

ドラン：確かにこんなでかい扉は手に余あまるナリ。ＦＳ判定はアキナに任せて……ワタシはボリボス軍団Ａをなぎ払はらっておくナリ。

ギィ：その方がＦＳ判定しやすくなるか。




　ＰＣとしては扉の周囲に存在するボリボス軍団を排除したいところであった。

　扉を開けるＦＳ判定にダイスペナルティを及ぼす《妨害》が邪魔だからだ。




ドラン：サファイアを１個使用して《マテリアルコンポーネント》。マイナーアクションは《ウィルパワー》、メジャーアクションは《コキュートス》。エンゲージ内にいるボリボス軍団Ａが対象ナリ。（ダイスを振る）命中は23ナリ。

ＧＭ：（ダイスを振る）11で回かい避ひ失敗です。ダメージをください。

ドラン：前の戦闘では一撃では倒しきれなかったから、マルセル、《チェックメイト》をお願いするナリ。

マルセル：了解。ドランの攻撃に《チェックメイト》を使用。

ドラン：（ダイスを振る）84点＋《チェックメイト》ナリ。

マルセル：《チェックメイト》の分は……（ダイスを振る）30点、追加だ。

ドラン：ばびゅーっと飛んでく冷凍光線！　合計で[image: 114]点、〈水〉属性の魔法ダメージ。

ＧＭ：【魔法防御力】は５点なので、[image: 109]点ダメージを喰くらいました。ボリボス軍団Ａは戦闘不ふ能のうです。ドランの魔法で、ボリボス軍団Ａは一いつ瞬しゆんにして氷ひよう像ぞうに……。

ドラン：（渋しぶく腕うで組ぐみしながら）馬ば鹿かめ。ワタシの前に立つからナリ（笑）。

ＧＭ：ボリボスは歯がみします。「ドラム缶かん風ふ情ぜいがいい気になりおって」……次はマルセルのメインプロセスです。

マルセル：アキナへ《ブレッシング》……発動成功で、判定のダイスを＋１個こだ。

アキナ：ありがとう、マルセルさん！　あたしの番で……ＦＳ判定に挑戦します！




　アキナが巨大な扉にその両手をあてがう。

　扉を押し開けるべく、全身の力を注ぎ込む。

　その小柄な体軀には信じられないような力が秘められているのだ……。




アキナ：おりゃっ!?　10＋３Ｄ６……達成値は22です！
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マルセル：差分が６以上だから、進行値がさらに４点上昇。現在の進行値は８まで来た。

アキナ：こんなもんかな（笑）。

ＧＭ：またイベントが発生します。アキナの力で、どうにか人ひとりが通れる隙すき間まができました。以降の判定は、扉の反対側に移動しなければ行なえず、難易度が15に変わります。反対側への移動は、５メートル移動すればＯＫです。

ギィ：よし！　みんなとっとと洞どう窟くつの中に入ろうぜ！

ＧＭ：ここで、第一ラウンドが終了となります。




●第二ラウンド

行動値

　ボリボス：　　　　　　　22

　ギィ：　　　　　　　　　18

　ドラン：　　　　　　　　15

　マルセル：　　　　　　　14

　アキナ：　　　　　　　　13

　ボリボス軍団ＢＣＤＥＦ：11
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ＧＭ：ボリボスが「くそっ！　逃にげ道みちが開いちまったじゃねぇか！」と地じ団だん駄だを踏ふんでいます。第二ラウンドのセットアッププロセスで登場したボリボス軍団の増援、ＤＥＦに「てめえらも突つっ込こめ！」と促します。

アキナ：うわ、三体も来た！

マルセル：確かに、敵を全ぜん滅めつさせるという選択は厳きびしいな。

ＧＭ：まずはボリボスが《集団統率》でボリボス軍団を動かします。ボリボス軍団Ｂはマイナーアクションで移動してみなさんとエンゲージ。メジャーアクションは《ハンドグレネード》。

ギィ：……あれ？《ダイレクトグレネード》を乗せないってことは……。

ＧＭ：自分にもダメージが来ます（きっぱり）。マイナーアクションで移動しましたので（対象を「範囲」から「範囲（選択）」に変更する《ダイレクトグレネード》はマイナーアクションで用いるスキル）。後方でボリボスが「みずからが傷きずつこうとも、目の前の敵を攻撃しないものは死し罪ざい！　死ぬのがイヤなら、殺って、殺って、殺りまくれ～っ！」

アキナ：ええ～っ!?（笑）

ドラン：ひ、非ひ道どすぎるナリ（笑）。
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ＧＭ：「死なばもろともーっ！」必死な顔のボリボス軍団Ｂの命中判定の達成値は18です。




　ボリボスの狂気に満ちた指示を受け、味方の損害もいとわず、ボリボスの部下は至近距離で手榴弾を炸裂させる。その顔を恐怖に歪ませながら。

　そして、生み出された激しい閃光と爆音がエンジェルファイヤーを包み込んだ……。




ギィ：（少し考えて）《インターフィアレンス》は……ボリボスの攻撃対たい策さくに残しておくか。

ドラン：エンゲージされたから《妨害》の効こう果かで１Ｄしか振ふれないナリ!?　一応、振るナリ。（ダイスを振る）７で回避失敗ナリ。

ギィ：こっちはペナルティがあっても２Ｄ６振ふれる。（ダイスを振る）でも、15で回避失敗。

マルセル：（ダイスを振る）６で回避失敗。

アキナ：（ダイスを振る）10で回避失敗。（少し考えて）ここは……ドランさんを《カバーリング》します！

ドラン：アキナ、ありがとうナリ！

ＧＭ：……なお、ボリボス軍団Ｂも回避失敗してます（笑）。で……（ダイスを振る）36点の物理ダメージです。

アキナ：【物理防御力】が21点。《カバーリング》の分があるから、15点ダメージを二回。合計で30点ダメージを受けて、残りのＨＰが[image: 105]点になりました。

マルセル：私は19点ダメージだ。《プロテクション》をギィへ。（ダイスを振る）44点軽けい減げん。

ギィ：ダメージ０ってことか！「さすがはマルセル！　全然痛くねぇぜ！」（笑）

ＧＭ：ボリボス軍団Ｂは31点ダメージを受けました（笑）。次はボリボス軍団Ｃが、マイナーアクションで《ダイレクトグレネード》、メジャーアクションで《ハンドグレネード》。対象はＰＣ全員です。（ダイスを振る）命中は17です。




　連続して炸さく裂れつする手榴弾。ギィのみ回避し難を逃のがれる。マルセルは《プロテクション》でダメージ０。ドランを《カバーリング》したアキナが計30点ダメージ。




アキナ：少しずつ消しよう耗もうしてきましたね。

ＧＭ：さらに、後方に出しゆつ現げんしたボリボス軍団ＤＥＦは、みなさんの方へ32メートル移動して終了です。次はギィのセットアッププロセス。

ギィ：ようやくか（笑）……《ランナップ》で移動。扉の内へダッシュして、終了。

ドラン：ワタシの番だけど、特になしナリ。

マルセル：《アンパッサン》でアキナを向こう側へ移動させるか？

ドラン：そして、そのまま扉を閉しめられるナリね？（笑）

ギィ：しねぇよ！（笑）マルセルとドラン、攻撃に耐たえられるか？

マルセル：たぶん大だい丈じよう夫ぶ。では、《アンパッサン》でアキナを扉の向こうへ移動させた。

アキナ：あたしはセットアッププロセスは特になし！

ＧＭ：では、イニシアチブプロセス。特に割わり込こみがなければ、ボリボスのメインプロセスから。

ギィ：この攻撃に耐たえきれば、このラウンドで決着がつけられるはず。

ドラン：さて、どんな行動をしてくるナリか？

ＧＭ：マイナーアクションで《ランニングセット》で、《フェイドアウェイ》と《フェイタルブロウ》。メジャーアクションは《ブランディッシュ》。マルセルたちにエンゲージして、ふたりに範囲攻撃をしかけます。１点でもダメージを与えると［放心］が付与されます。

アキナ：これは、ふたりには厳しいんじゃ!?

ＧＭ：ふふふ、命中は10＋４Ｄ６……（ダイスを振る）19 !?　出目が酷ひどすぎる！

ドラン：でも、《妨害》の効果で我われ々われは避さけられそうにないナリ。

ギィ：ここは、《インターフィアレンス》の使いどころだな。

ＧＭ：は、どうぞ。

ギィ：17＋３Ｄ６なんで、ファンブル振ふらない限かぎり成功。（ダイスを振る）25で成功。ボリボスの攻撃を失敗させた。




　満を持して巨大なハンマーを振ふり回まわし、マルセルとドランに襲いかかるボリボス。

　しかしその丸太のような腕に、ギィが放った矢が腕に突つき刺ささる。

　その激痛にボリボスは思わずみずからの得物を取り落としてしまった。




ＧＭ：ボリボスの攻撃は失敗となりました。

アキナ：よかったぁ～。

ＧＭ：次はギィのメインプロセスです。

ギィ：オレは待機。マルセルとドランがこっち側に来るのを待つ。

ドラン：次はワタシの番ナリ。メジャーアクションでエンゲージ離り脱だつ。明日……じゃない、扉の向こう側へダッシュ！

ＧＭ：了解しました。次はマルセルです。

マルセル：同じく、メジャーアクションで離脱、扉の向こう側へ移動。

ギィ：よし！　あとは、アキナが扉を閉めてくれれば、戦闘が終わるぜ！

ドラン：失敗すると、ボリボスたちがなだれ込こんでくるナリ。「がんばれ！」と書いた旗を頭からつきだして、しゃかしゃか振ふって応おう援えんするナリ！

ギィ：また変な機き能のうを（笑）。

アキナ：責せき任にん重大ですね。がんばります！

ＧＭ：では、みなさんが移動し終えたところで、扉を閉めることになるわけですが……判定は【筋力】で難易度は15です。

ギィ：ＧＭ、支援判定していいか？

ＧＭ：はい、支援判定は【器用】で、目もく標ひよう値ちは15でお願いします。

ギィ：（ダイスを振る）成功。アキナの達成値に＋２のボーナスだ。扉のガタツキを直して、滑すべりをよくしておく感じか。

アキナ：ありがとう、ギィさん。全力で扉を閉めます……（ダイスを振る）23で成功！

ドラン：進行値がまた４点上昇ナリ。

ＧＭ：進行値が12に到とう達たつしましたので、ＦＳ判定が終了します。




　アキナが力を振ふり絞しぼり――扉を閉しめ切きる。

「ええい、逃がすか！　扉を開けやがれ――っ!!」

　扉の向こうから聞こえてくるボリボスの怒ど声せいを無む視しし、しっかりと閂かんぬきを下ろした。

「ついでだから、その辺にある岩も積んじゃおう！」

　万が一扉が突破されてもすぐには追いつかないよう、全員で力を合わせて岩を運び、高く積み上げ塞ふさいだのであった。




アキナ：……ふぅ。……緊きん張ちようしたぁ！

ＧＭ：これで、完全に扉を閉とじることに成功しました。一方、扉の向こうからは、ボリボスの「早くなんとかしろっ！」という悪あく態たいと共にズズ――ン！　と爆ばく発はつ音おんが響ひびきます。

ドラン：そういえば、向こうは爆ばく発はつ物ぶつ持ってたナリ。そのうち、扉が爆ばく破はされそうナリ。

ＧＭ：ですが、この扉は相当頑がん丈じような扉なので、しばらくは大だい丈じよう夫ぶそうです。

マルセル：なら、ＧＭ。【ＭＰ】と【ＨＰ】の回かい復ふくをしてもいいか？

ＧＭ：メジャーアクション一回分なら問題ありません。

マルセル：【ＭＰ】がだいぶ減へってきたが、それ以上にアキナの【ＨＰ】をどうにかした方がよさそうだ。アキナに《ヒール》。（ダイスを振る）67点回復だ。

アキナ：全ぜん快かい！　マルセルさん、ありがとう！

ドラン：上級クラスになると、回復量もひと味違うナリ。ワタシはハイＭＰポーションを飲むナリ。（ダイスを振る）14点回復ナリ。

ギィ：オレもハイＭＰポーション使っとく。（ダイスを振る）15点回復。




　……という感じでポーションや回復魔法を用いる一同。




ＧＭ：では、回復は終わりましたね。あきらめの悪いボリボスたちの気配をうしろに感じながらも、みなさんは危あぶなげなく地下道を突破して山を越えました。

アキナ：やった！　フェリタニア・メルトランド連合王国領りよう内ないに戻もどって来れたんだね！

マルセル：ふう……ここまで来れば、もう追っ手は来るまい。

ギィ：……マルセル、何でお前はそこで余よ計けいなことを言うんだっ!?（笑）

ドラン：絶ぜつ対たい、敵に襲われるナリ――っ!?

アキナ：これは、来ますねっ！（笑）

ＧＭ：ＧＭとしてはむしろお約束な発言でありがたいです。

マルセル：む、むう。

ＧＭ：というわけで、地下道を出たところで、クライマックスの戦闘に突入します！

ドラン：ですよね～！（一同爆笑）











ＣＬＩＭＡＸ　ＰＨＡＳＥ









◆Climax 01◆秘ひ宝ほうの在あり処か




　暗く長い地下道を抜ぬけ、地上へとたどり着いた一行。

　たまたま日の出の時間と重なったらしい。

　一同は、思わず清せい涼りような空気を思いっきり吸すい込こみ、開放感を満喫する。

　フェリタニア・メルトランド連合王国領りようへ帰き還かんを果たしたのだ――との実感もつかの間。

　一度聞いたら忘わすれられない笑い声が、アキナたちの頭上から響ひびいた。




ＧＭ：では、クライマックスフェイズです。みなさんは地下道をとおり抜け、連合王国領りよう内ないに出てました。周囲は明るく、朝焼けの時間帯です。

一同：やった――っ！

アキナ：ほっと深呼吸ですね～。

ＧＭ：と、ほっとしたところで頭上から「あひゃひゃひゃ～！」と声が聞こえてきます。

一同：きた～っ！（笑）

アキナ：シュヴァンクマイエル！　……ですよね。でも、上からって？

ＧＭ：朝焼けに輝く山の上から、ふよふよと飛んでくる影かげがひとつ。それこそが……。

ギィ：シュヴァンクマイエルかっ!?　しかも飛んでるしっ!?（笑）

ＧＭ：実は飛行能のう力りよくがありまして。すいっーと降おり立たちながら言います。「よくぞボリボスの追つい跡せきを振ふり切きりましたねぇ。びっくりですよ？　あ……追っ手を放つよう、グラスウェルズの偉い人にお願いしたのはボクでーす♪　意外や意外、驚おどろきの真相ってヤツですねぇ!!」

一同：………。

ＧＭ：「………おや？」（首をかしげながら）

ギィ：「おや？」じゃねぇーっ!!（笑）

アキナ：意外でもなんでもないです――っ！（笑）

ドラン：むしろお前じゃないほうが驚おどろくわっ!?（一同爆ばく笑しよう）

マルセル：お前がシナリオボスだとは予想できたが、ボリボスと繫つながりがあったのか（笑）。

ドラン：ＧＭ、こいつはバルムンク一二人衆しゆうナリか？

ＧＭ：いえ、一二人衆ではないです。

ギィ：なーんだ一二人衆じゃねぇのか。たいしたことねぇなぁ（笑）。

マルセル：見かけに騙されるな。と、ひとつ聞きたい。何な故ぜ、国こつ境きようを越こえてまで追ってきた？　お前の縄張りはグラスウェルズではないのか？

ＧＭ：「ん～、いい質しつ問もんだねぇ。ボクの目的は、ドラン君だよぉ、うひゃひゃ！」

ドラン：モテる男は辛つらいナリ……（ふっ）。

ギィ：……まぁ、そういうことにしておいてやるよ（笑）。

マルセル：確認するが、シュヴァンクマイエルが欲ほしがっているのは、ドランの中にあるという〝石〟だろう？

ＧＭ：「ご明察～！　うふふふふ、まさかまさか、行方知れずになっていたゴルフォードの竜りゆう輝き石せきがこんなところで見つかるとはねぇ！」

一同：…………はいっ!?

ギィ：マジでかっ!?

ドラン：ゴルフォードの……。

アキナ：……竜輝石。

ＧＭ：はい、そういうことなんです！
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一同：なんっ……だってぇ――っ!?

マルセル：もしや……とは思ったが。

ギィ：王威の竜輝石とは……こいつは大ネタを振ふってきたなぁ。

アキナ：王おう威いの竜輝石ってあの……。

ＧＭ：そう……簡かん単たんに言うと、王様になるために必要な、不思議な魔ま法ほうの石です。アルディオン大陸に七つ存そん在ざいするもののひとつです。

ギィ：しかも今まで所しよ在ざい不明とされてきたゴルフォード王国の竜輝石かっ!?

マルセル：「ゴルフォード王国の国王が、王威の竜輝石を持ってないのではないか？」という噂うわさが流れてはいたが……。

アキナ：ゴルフォードは竜輝石をなくしてたってこと？

ギィ：そのことについての情報は『アリアンロッド・サガ』の小説で触れてるんだよな。




アリアンロッド・サガ

　アル・イーズデイルを主人公に据すえた小説。執筆者はアルのプレイヤー矢野俊しゆん策さく。全三巻かん。アルとアルの師匠テオドールの相そう克こくが描えがかれている。この第一巻『ルーズ・ソードマスター』の中で、ゴルフォードの王威の竜輝石をテオドールが持っているはず……との記述がある。
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ドラン：そのゴルフォードの王威の竜輝石がなんでワタシの体内に!?

ギィ：それにそもそも、ドランのボディを作ったのはバルムンクだろ！　おい、シュヴァンクマイエル。何だってバルムンクはドランの体内に王威の竜輝石を入れたんだ？

ＧＭ：「ボクも知らな～い」（きっぱり）
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一同：おいっ！（笑）

ＧＭ：「きみらにとって馴な染じみの剣けん士しアルの師し匠しよう、〝堕おちた剣けん聖せい〟テオドールが、ゴルフォード王から一時的に預あずかっていたという噂はボクも聞いていたよ」

アキナ：アル兄様の師匠……。あたしにとってのライオン天狗様みたいなものですね！（笑）

ドラン：確かにそうナリが……（笑）。

ギィ：それは今、どうでもいいだろ！

マルセル：ともあれ（笑）。小説の第三巻によればテオドールはバルムンクに討伐されて死んでたよな……。

ＧＭ：そうです。なので、バルムンクもこの竜輝石の所在を見失っていました。「どうしてこの石が、ドラン君の中に仕し込こまれたやら？　皆目見当がつかないねぇ？　でも経緯はさておき、ボクはとにかく竜輝石が手に入ればＯＫさ！」とうそぶくシュヴァンクマイエル。

ドラン：い、いい加減な!?（笑）……って、これはプレイヤー発言だが。よく考えたら、そのあたりの設せつ定ていは矢野君の小説『アリアンロッド・サガ』の守しゆ備び範はん囲いだろ!?　いいのか？

ＧＭ：ああ、その件けん、矢野君に了りよう承しようをもらっています。小説のほうで深く触ふれなかったので、ゴルフォードの竜輝石を『デスマーチ』に登場させる件、打ち合わせ済ずみです。あと、世界設定を統とう括かつする悠羅さんにも話を通してあります。

ドラン：だからってドランの中に入いれるかぁっ!?（笑）

ＧＭ：ま、そこは……。

ドラン：そこは？

ＧＭ：面白そうだからやりました――っ!!（笑）

一同：なんですと――っ!?（一同爆笑）

ドラン：いかん！　面白そうというのは否定できん！（笑）

アキナ：ってそのせいで、ドランさんすごいピンチになってませんか!?（笑）

ギィ：オレたち全員がピンチだって！（笑）というか、ギルドとしてかなりヤバイ状況だが（笑）。………（少し考えて）ま、矢野君がＯＫ出してるし。いいんじゃないかな。

ＧＭ：では、そういうことで（笑）。「ひとりの錬金術師としてボクは竜輝石が欲ほしくてたまらないんだよねぇ！　見み逃のがすなんてできなぁ～い。うひゃひゃひゃ」

ギィ：私し利り私し欲よく丸出しじゃねぇーか！（笑）

ドラン：とにかく竜輝石は渡わたせん！　渡したら、ワタシが死んじゃうナリ。

ギィ：ま、やるしかねぇってこった（笑）。

ＧＭ：「みなさんが強いってことは知ってるよぉ、ひょひょひょ。だから、ぼくもちょっと準じゆん備びをしてきたよ～！」と言うと、シュヴァンクマイエルはガキガキと変形を始めます。

一同：変形!?

ＧＭ：（イラストを見せつつ）右手にカニばさみ、左手は槍やりに変形。胸むねからはチェインガンが生えてきます。「改めましてぇ。ぼくは〝シザース〟のシュヴァンクマイエル」

アキナ：ああっ……ちょっと優やさ男おとこっぽかったのに、すっかり残念な外見に。

マルセル：アリアンロッドの世界にいていいのか、こんなの！（笑）

ギィ：まぁ、さっさと葬ほうむってやるのが本人のためだろ。

ＧＭ：「何を言ってるんだいぃ？　ぼくは今、人間を越こえたのだよ～！」

マルセル：これは……何を言っても駄だ目めなタイプだな（笑）。

ドラン：その方が遠えん慮りよなく倒たおせるから、ワタシとしてはありがたいナリ。

アキナ：そうだね、絶ぜつ対たい、ドランさんは殺させない！

ＧＭ：「錬れん金きん術じゆつの発はつ展てんのため、ここは退ひけない。さぁ竜輝石をよこしたまえ！」では、戦せん闘とうラウンドに突とつ入にゆうします！
















●第一ラウンド

行動値

　シュヴァンクマイエル：　31

　ギィ：　　　　　　　　　18

　ドラン：　　　　　　　　15

　マルセル：　　　　　　　14

　アキナ：　　　　　　　　13
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ＧＭ：みなさんは１エンゲージとなります。そこから10メートル離はなれた場所にシュヴァンクマイエルが立っています。

アキナ：はい。

ＧＭ：では、セットアッププロセス。まずはシュヴァンクマイエルが《二回行動》を宣せん言げんします。メインプロセスを行なうことができ、かつ行動ずみにならないスキルです。

ドラン：このスキルを潰つぶしたい。持っている武ぶ器きからして、範はん囲い攻こう撃げきしてくるナリよ。

ギィ：じゃあ、《二回行動》を《インタラプト》で打ち消し。




　シュヴァンクマイエルの不穏な動きを察知したギィが、それを阻むべく、信じられない反応速度で矢を放つ……。

　だが、奇妙な笑いを発する男は、その矢を軽く打ち払う。




ＧＭ：ギィの《インタラプト》を《インタラプト》します。これで、シュヴァンクマイエルの《二回行動》は通るはず。「キミの《インタラプト》はお見とおしだよ～うひゃっ！」




　単身ＰＣに挑いどむシュヴァンクマイエルにとって、攻撃の手数を減らされてはたまらない。ＧＭ的に《二回行動》は死守なのであった――。




ギィ：ちっ、しかたねぇな。

ドラン：相手の切り札を一いち枚まい使わせたと思えば、それなりに収しゆう穫かくナリ。

ＧＭ：では、行きますよ？　マイナーアクションは《ファストセット》で《インヴィジブルアタック》と《フェイタルブロウ》。メジャーアクションは《チェインガン》。ちなみにシュヴァンクマイエルはこの《チェインガン》のように武器と肉体と一体化しているので、武器をスキルとして扱っています。

ドラン：（しみじみ）なるほど。つくづく奇妙なヤツ。

一同：………。

ドラン：ん？

ギィ：あんたがいうなぁ――っ!?（一同爆笑）

アキナ：こ……これは突っ込まれてもしょうがないです！（笑）

ＧＭ：みなさんに範囲（選せん択たく）の射しや撃げき攻撃です。ダメージが行くと［放心］です。




　エンジェルファイヤーに降ふり注そそぐ無数の弾だん丸がん！




ＧＭ：命中判はん定ていは20＋５Ｄ６。（ダイスを振ふる）出目が悪い……34です。

マルセル：これは……みんなクリティカル出さないと避よけられなさそうだな？

アキナ：ですね～。

ギィ：仕方ねぇ！　ここは《インターフィアレンス》、やるだけやってみよう。

ドラン：ラウンド１回のスキルを、こんなに早く使っちゃって平気ナリか？

ギィ：イニシアチブプロセスでシュヴァンクマイエルより先に動ける可か能のう性せいがあるのは、《ヘイスト》支し援えんが入ったＰＣだけ。そうなると、もう一度くらいはこの攻撃に晒さらされるだろ。だから、ここは避さけておきたいところだ。

ドラン：む、確かにそうナリ。

ギィ：というわけで、《インターフィアレンス》！　フェイトを３点使用して、（ダイスを振る）うん、40で成功。矢を放って、チェインガンの銃じゆう口こうを塞ふさぐ。

ＧＭ：（うーんフェイト３点もつぎ込こまれちゃしょうがない）では、チェインガンが動作不良を起こして暴ぼう発はつしました。「あひゃぁっ!?」と頭を抱かかえるシュヴァンクマイエル。しかしめげません。胴どう部ぶから、新しいチェインガンがポップアップします。

アキナ：たすかったぁ！　やったね、ギィさん！

ギィ：おうよっ！（笑）次はオレのセットアッププロセスだな。ギルドスキルの《限げん界かい突とつ破ぱ》と《陣じん形けい》使っちゃおうぜ？

アキナ：なるほど！　では、《限界突破》と《陣形》を使います！

マルセル：《限界突破》で我われ々われすべての判定とダメージが＋７。《陣形》で、アキナがシュヴァンクマイエルとエンゲージ。我々後こう衛えいは全員エンゲージを独どく立りつさせる、だな。

ＧＭ：む、範囲攻撃が無意味化したか……。

ギィ：そして、オレ自身は《コンバットセンス》。【行動値】と【移い動どう力】を上じよう昇しようさせた。

ドラン：ワタシは《インクリーズデバイス》。また自立型浮ふ遊ゆう魔ま導どう砲ほう台だいを展てん開かいするナリ！

ＧＭ：では、次はマルセルのセットアッププロセスですね。

マルセル：《ヘイスト》をギィかドランにかけようと思う。どちらがいい？

ドラン：ワタシの攻撃が当たると、《マリッド・ストリーム》の効こう果かで回かい避ひ判定のダイスにマイナス１個のペナルティを付ふ与よできるナリ。

マルセル：なるほど。当てやすさを優ゆう先せんしよう。ドランに《ヘイスト》。フェイトを１点使って、確かく実じつに行動値を上げよう。（ダイスを振る）ドランの【行動値】が19点上昇。

ドラン：【行動値】が34になったナリ！

アキナ：あたしはセットアッププロセスは特にないです。

ＧＭ：では、イニシアチブプロセスに移うつります。行動値順になるので、ドランからです。

ドラン：対象はシュヴァンクマイエル。マイナーアクションで《ウィルパワー》、メジャーアクションで《コキュートス》。《マテリアルコンポーネント》として高級サファイアを１個こ使って魔ま術じゆつのダメージを上げる。さらに、フェイトを１点使って命中判定のダイスを増ふやすナリ。（ダイスを振る）命中は37……氷結魔法を喰くらうナリ――ッ！
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ＧＭ：気合いを入れてきましたね……にしても高い。

ドラン：《インクリーズデバイス》の効果で、シュヴァンクマイエルの回避判定のダイスにマイナス１個のペナルティが入っているナリ。

ＧＭ：くっ……《見切り》を１レベル持っているから３Ｄ振れたのにっ（ダイスを振る）。……（ダイスを振る）達成値20で回避失敗です。

マルセル：いいぞ、ドラン！

ドラン：全開ナリ――っ！《マジックフォージ》でダメージを10Ｄ６点上昇！　……（ダイスを振る）[image: 121]点、〈水〉属ぞく性せいの魔法ダメージ。回避のダイスがマイナス１個と、［放心］つき！

ＧＭ：ふっ、そのダメージ、甘あまんじて受けましょう。

ドラン：さすがにまだ余よ裕ゆうがありそうナリ。

ＧＭ：それはもう。さて、《バッドステータス無む効こう》があるので、［放心］は受けません。ドランの攻撃により凍こおり付つきかけたシュヴァンクマイエル――しかし、「あひゃっ!?」と叫さけんだと思うと、張はり付つきかけた氷を粉ふん砕さいします。

アキナ：い……意外と丈じよう夫ぶなんですね。

ＧＭ：しかし、回避判定のダイスにマイナス１個のペナルティが入りました。

ドラン：よし！

ＧＭ：次はシュヴァンクマイエル。正面のアキナを攻撃。マイナーアクションは《ファストセット》で《インヴィジブルアタック》《スマッシュ》、メジャーアクションは《双そう条じよう鞭べん》。これは二回攻撃となります。……（ダイスを振る）一いち撃げき目の命中は30です。




　シュヴァンクマイエルの体から生えてる双条鞭が生き物のように蠢うごめき、アキナへ迫せまる。




アキナ：（ダイスを振る）15で回避失敗です。

ＧＭ：ビシイッ!!　鞭がアキナの体に巻まき付ついて締しめ上あげます。（ダイスを振る）85点の物理ダメージ。「あひゃひゃひゃ――っ!?」と歓かん喜きの叫さけびが漏もれます。

アキナ：なっ！　なんか、この人コワイです!?（笑）

マルセル：アキナへ《プロテクション》を。（ダイスを振る）ダメージを43点軽けい減げんした。

アキナ：あたしも《ウェポンガード》でダメージを減へらします。【物理防ぼう御ぎよ力りよく】も引いて、12点ダメージを受けました。剣でガシっと攻撃を受け止めます！
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ＧＭ：では、二撃目。次は剣で受けられまい――っ!?（ダイスを振る）……命中は35です。

アキナ：（ダイスを振る）14で回避失敗です。

ＧＭ：（ダイスを振る）84点の物理ダメージです。

アキナ：63点ダメージを受けました。マルセルさんの《プロテクション》がないと、けっこうダメージが来るなぁ。

ギィ：でも、次は……。

ＧＭ：ここで、シュヴァンクマイエルはオリジナルエネミー特とく殊しゆ能力の《アクセラレート限げん定てい版ばん》を使います。




《アクセラレート限定版》

　オリジナルエネミー特殊能力。イニシアチブプロセスに使用する。即そく座ざにメインプロセスを行なうことができる。これを使用しても行動済みにならない。１シナリオ二回、１ラウンド一回。




ギィ：前の巻でユウナ・スカイアーが使っていたスキルに似にたスキルか。

ＧＭ：はい。アキナをシザーハンドで攻撃。巨きよ大だいなハサミが繰くり出だされます。

アキナ：さっきは縛しばって、今度は挟はさむつもり――っ!?（笑）

ＧＭ：みなさんがバラけてしまったので、直ちよく接せつ対たい峙じするアキナを攻撃するのが彼かれのもっとも有ゆう効こうな戦せん術じゆつなのでぇ～す（笑）。オリジナルエネミー特殊能力《シザーカット》を使用。




《シザーカット》

　シザーハンドを使用した攻撃の判定の直前に使用する。対象の【物理防御力】を０としてダメージを算出する。１シナリオ三回。




ＧＭ：「ぼくのハサミの前では、装そう甲こうなど紙に等しいよ～、あひゃひゃ！」

アキナ：いや～ん！　トレードマークなんだから、ポニーテールをカットしちゃ駄目！

マルセル：髪かみじゃなくて紙だと思うんだが（笑）。

ＧＭ：（ダイスを振る）ははは、６が三つもある！　クリティカルが出たぞ！

アキナ：うそぉ――っ!?（笑）

ギィ：ほんとお前、ＧＭの時、クリティカル出すなぁ!?（笑）

アキナ：（ダイスを振る）クリティカルしなかった……出目は９、達成値19で回避失敗。

ＧＭ：《ボルテクスアタック》。ハサミが怪あやしく光ってぇ――っ！（ダイスを振る）……96点の物理ダメージ。防御力無む視しです。




　巨大なハサミによる、防御力無視の攻撃――これがシュヴァンクマイエルの攻撃の基き本ほんパターンだ。それが幸運にもクリティカルで決まった！

　理想的な展開に《ボルテクスアタック》で大ダメージ化を図るＧＭだったが……。




ギィ：アキナへ《ガーディアン》。ヤツのハサミの付け根を射貫いてハサミの動きを封じる。

ＧＭ：……う。

ギィ：これでダメージは０だ。

ＧＭ：（ぬう……、残念）アキナの細い首へと迫せまる巨大なハサミ。脳のう裏りに楽しかった思い出が走そう馬ま燈とうのように過すぎるが……。

アキナ：走馬燈？　……じゃあ、次々と浮かぶ大切な人の顔。エルゼリエお母様、エルザ姉様、エンジェルファイヤーのみんな。そして最後に浮うかぶのは……ライオン天てん狗ぐ様！

一同：…………。

ドラン：なんでだよっ!?（笑）

ギィ：どんな走馬燈だよっ！（笑）

ＧＭ：このボケは想定外（笑）。

アキナ：（だが突っ込みを気にせず）あれ？　ライオン天狗様のうしろにアル兄様の笑顔が見える……。と呟つぶやいたところで、ギィさんが攻撃を防ふせいだんですね！




[image: ]




ギィ：じゃ、そういうことで（笑）。（渋くカッコイイ声で）「お帰り……アキナ」（一同笑）

ドラン：せっかく真実にたどり着けそうだったのに……気づけなかったナリね（笑）。




　かなりどーでもいい真実ではあるが。




ＧＭ：「えひゃっ！　忌いま々いましい」と、腕うでに刺ささったギィの矢を抜ぬき捨すてるシュヴァンクマイエル。その攻撃は終しゆう了りようです。お待たせしました、ギィのメインプロセスになります。

マルセル：ひとりでふたり分は動いたな（笑）。

ギィ：マイナーアクションは《アーマーブレイク》＋《トゥルーブレイク》、メジャーアクションで《ダブルショット》。リンメルの矢も使用。（ダイスを振る）お、６がひとつ出たから、《ファースストライク》発動。命中判定はクリティカルだ！
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ＧＭ：（ダイスを振る）出目が８でクリティカルせず。回避失敗です。

ギィ：フェイトを１点使い《ブルズアイ》の封ふう印いんを解かい放ほうし、そのまま使用……（ダイスを振る）83点の物理ダメージ。シーン中、【物理防御力】は０だ。

ＧＭ：分かりました。さらに83点ダメージ喰らいます。では、二撃目をどうぞ。

ギィ：乾けん坤こん一いつ擲てきの効果を使用する。命中判定のダイスを＋１個、ダメージが10点上昇だ。（ダイスを振る）命中は34……。




　回避に失敗したシュヴァンクマイエルは、さらにギィから48点のダメージを喰らう。




ＧＭ：しかし、まだまだですよ～。次はマルセルです。

マルセル：アキナへ《ブレッシング》。（ダイスを振る）発動成功。このラウンドが終わるまで、アキナは判定のダイスに＋１個こだ。

アキナ：ありがとう！　じゃああたしの番ですね。全力で攻撃しますよ！　マイナーアクションで《スマッシュ》、メジャーアクションは《ストラグルクラッシュ》で、二回攻撃！　判定は22＋５Ｄ６……（ダイスを振る）命中は37です！

ＧＭ：（ダイスを振る）惜おしい！　出目は11なので、達成値23で回避失敗です。

マルセル：《チェックメイト》でダメージを上昇させる。

アキナ：《ボルテクスアタック》も使います。（ダイスを振る）[image: 121]点の物理ダメージ。

ＧＭ：彼、【物理防御力】が０でして……[image: 121]点が素どおし。でも、まだ生きてます。

アキナ：二撃目いきまーす！（ダイスを振る）命中は43。

ＧＭ：……無理、回避失敗。

アキナ：やあ――っ!!　……53点の物理ダメージです。




「あひゃ――っ!?」シュヴァンクマイエルの体はアキナの一撃目で宙ちゆうに浮うき……。

「あひゃっ!?」上じよう段だんからの二撃目で地にたたきつけられた。




ＧＭ：「あ……あひゃ。や、やるもんだねぇ～」なんとか立ち上がったものの、アキナの二回攻撃でかなりダメージが来たなぁ。で、クリンナッププロセスです。

ドラン：《マリッド・ストリーム》の効果が終了したナリ。

ＧＭ：では第一ラウンド終了です。




●第二ラウンド

行動値

　シュヴァンクマイエル：　31

　ギィ：　　　　　　　　　18

　ドラン：　　　　　　　　15

　マルセル：　　　　　　　14

　アキナ：　　　　　　　　13
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ＧＭ：ではセットアッププロセスに入ります。まずはシュヴァンクマイエルから。また《二回行動》で、今度はドランに対して攻撃をしてみましょう。アキナ相手じゃ埒らちがあかない。

ドラン：ほほう、来るがいいナリ！

ＧＭ：マイナーアクションは《ファストセット》で《インヴィジブルアタック》《フェイタルブロウ》。メジャーアクションが《チェインガン》。（ダイスを振る）命中は37です。




　胴からつきだした機関銃で、シュヴァンクマイエルはドランに集中砲火を浴びせる。




ドラン：（ダイスを振る）出目が２ゾロ。６で回避失敗ナリ。

アキナ：《カバーリング》した方がいい？

ドラン：今回は自分で受け止めるナリ。まだ生命の呪符があるから、何とかなるはず（笑）。

ＧＭ：では、ダメージを。（ダイスを振る）76点の物理ダメージ、［放心］のオマケつきです。

マルセル：ドランへ《プロテクション》。（ダイスを振る）45点軽減。

ドラン：24点ダメージを受けたナリ。【ＨＰ】の残りは35点で、［放心］を食らったナリ。

ＧＭ：「まだ死なないかぁ。あひゃひゃ、さすがは竜輝石を収おさめる箱だ～」

ドラン：一度は死んだ身、二度も死ぬ趣味はないナリ！

ギィ：格好いいじゃねぇか！（笑）オレのセットアッププロセスは特にすることはない。

ドラン：ワタシはまた《インクリーズデバイス》を使うナリ！

マルセル：私わたしは《ヘイスト》を使うか。対象は……ギィ。（ダイスを振る）18点上昇。

ギィ：【行動値】が36になった。シュヴァンクマイエルを追おい抜ぬいたな。

アキナ：あたしはセットアッププロセスは、特になし！

ＧＭ：では、イニシアチブプロセス。《ヘイスト》の効果で、ギィから行動ですね。

ギィ：今回はマイナーアクションはなし。メジャーアクションで《ダブルショット》。リンメルの矢を使って、シュヴァンクマイエルを攻撃。

ＧＭ：は、どうぞ。

ギィ：（ダイスを振る）命中は30。

ＧＭ：（ダイスを振る）くっ、出目が12。達成値24で回避失敗。

ギィ：マルセル、せっかくのチャンスなんで《チェックメイト》くれないか？

マルセル：分かった、ギィへ《チェックメイト》。




　ギィから放たれる二条の銀光。マルセルの協力を得て強化されたそれは、シュヴァンクマイエルに65点と39点のダメージを与えた。




ＧＭ：まだ生きてますよ～、ふふふ。では、シュヴァンクマイエルの番。

ドラン：誰だれを狙ねらうナリ？

ＧＭ：アキナに。マイナーアクションは《ファストセット》で《インヴィジブルアタック》《スマッシュ》、メジャーアクションは《双条鞭》。……一撃目の命中は38です。

アキナ：（ダイスを振る）出目が５。回避失敗。

ＧＭ：（ダイスを振る）84点の物理ダメージです。

マルセル：アキナへ《プロテクション》。（ダイスを振る）ダメージを44点軽減。

アキナ：19点ダメージを受けました。【ＨＰ】残りは39点です。

ギィ：もう一発くらいダメージ喰らっても大だい丈じよう夫ぶかも？

ＧＭ：こ……これはマズい、《レイジ》のためにほどよく【ＨＰ】を削けずってる気がする。




《レイジ》は使用者のその時受けているダメージを攻こう撃げき力りよくに付加するスキルだ。アキナの必ひつ殺さつ技わざのひとつである。




アキナ：そうかもしれませんね♪　二撃目、どうぞ。

ＧＭ：くっ、だがこれで倒しきってしまえば！　……よし、命中でクリティカルが出た！

アキナ：ああぁっ!?

ドラン：う、相変わらずヤなとこでクリティカルを出すナリ。

アキナ：うそぉ～。（ダイスを振る）出目が８……回避失敗。

ＧＭ：（ダイスを振る）87点の物理ダメージです。さぁ、これに耐たえられますか？

アキナ：《ウェポンガード》は使う。でも、このままじゃ耐えられない……。

ギィ：ギルドスキルの《蘇そ生せい》を使おう。

アキナ：はい《蘇生》を使います。【ＨＰ】が[image: 134]点まで回かい復ふくしたあと、色々差し引いて57点ダメージ受けました。

ＧＭ：「もう、全力投球かつ徹てつ底てい的てきにキミを攻せめ落おとすよぉ～、ひゃひゃひゃ！」

アキナ：そう簡単に落とせると思わないでねっ！

ＧＭ：《アクセラレート限定版》を使用。「ここで負けたら、王威の竜輝石が手に入らない～」マイナーアクションは《ファストセット》で《インヴィジブルアタック》《スマッシュ》、メジャーアクションは《双条鞭》。（ダイスを振る）一撃目の命中、クリティカル！
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ギィ：またかよ――っ!?（笑）

ドラン：この戦闘で三回目ナリ。

マルセル：とにかく、回避するにはクリティカルを出さないと。

アキナ：やってみます！（ダイスを振る）……う、出目７で回避失敗。
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ＧＭ：（ダイスを振る）91点の物理ダメージです。

アキナ：《ウェポンガード》。【物理防御力】と合わせて30点軽減なので、61点ダメージを受けました。

ギィ：【ＨＰ】の残りが27点か。《レイジ》をするにはいい感じ（笑）。

マルセル：次の攻撃は、《プロテクション》を飛ばして、受けるダメージを調整しよう（笑）。

ＧＭ：嫌いやだなぁ、だが……（ざっと計算して）クリティカルを出せば、倒しきれる！

ドラン：お前が言うと冗談に聞こえん！（笑）

アキナ：（切実な様子で）本当ですよ！（笑）

ＧＭ：《双条鞭》二回目の攻撃はとまらない～！（ダイスを振る）……惜しい、６が一個あったんだが……二撃目の命中は37です。

ギィ：あぶねぇ（笑）。

アキナ：（ダイスを振る）……出目が７なので、回避失敗です。

ＧＭ：（ダイスを振る）……78点、物理ダメージです。

マルセル：アキナへ《プロテクション》。（ダイスを振る）40点軽減。

アキナ：じゃあ、17点ダメージを受けました。【ＨＰ】の残りが10点！

ＧＭ：ぐわっ、残ったかぁ～！　うう、クリティカルしてれば。

ドラン：けっこうどきどきだったナリ。




　ともかく、こうなるとＰＣ側のターンである。




ギィ：ま、《レイジ》するにはいい具合だ。

ドラン：アキナのために花道を作るナリ。メジャーアクションで《コキュートス》♪

マルセル：では私はアキナへ《フェイス：アーケンラーヴ》といこうか。




　お膳ぜん立だてが整って……。




アキナ：今こそ、天狗仮面改めライオン天狗様との修しゆ行ぎようで手に入れた《レイジ》を見せる時！　マイナーアクションで《レイジ》、メジャーアクションで《ストラグルクラッシュ》。（ダイスを振る）……命中は30――っ!!




[image: ]




マルセル：《フェイス：アーケンラーヴ》がかかってるからよけられんぞ。

ＧＭ：ぐお。

ギィ：お前の【物理防御力】は０だぜ。

ＧＭ：ぐおお。

アキナ：今、[image: 125]点ダメージを受けてるから……色々足してダメージは[image: 151]＋３Ｄ６点スタート。フェイトを３点つぎ込こんで、（ダイスを振る）[image: 175]点の物理ダメージ。

ＧＭ：ぐおお――っ!!（笑）丸々喰くらってぇ～「あっ……ひゃ――～っ!!」ま、まだ倒れないですよ！「竜輝石、竜輝石、竜輝石――っ!?」

アキナ：じゃあ、二撃目行きます（あっさり）。フェイトを１点使用。（ダイスを振る）クリティカルしなかった～。命中は31です。

ＧＭ：（ダイスを振る）出目は、６……と（一いつ瞬しゆん６が出そうになるが）……３。21で回避失敗です。惜しい！

ドラン：片かた方ほうが６だった時点で冷ひや汗あせをかいたナリ。

アキナ：じゃあ、ダメージ行きます。残りのフェイトをつぎ込んじゃいますよ。（ダイスを振る）[image: 173]点の物理ダメージです。

ＧＭ：とてもじゃないが耐えられない。シュヴァンクマイエルは戦闘不ふ能のうになります。




　アキナが繰くり出だした閃光のような連撃で、異形の錬金術師は紙切れのように吹ふっ飛とんだ。




ＧＭ：「噓うそだ……ボクが負けるなんて……」

アキナ：言ったでしょ？　ドランさんは守るって！　さぁ、おとなしくお縄なわに……。

ＧＭ：（遮さえぎって）ですが、その台詞せりふを言い終える前に、異い変へんが起きます。「あ、あ……あひゃあああ――っ!?」




　断だん末まつ魔まの悲鳴と共に、シュヴァンクマイエルはグズグズと崩くずれ去さっていった。




マルセル：これは……錬金術で強化し過すぎた結果か？

ＧＭ：そうです。シュヴァンクマイエルは、完全に死し亡ぼうします。

ギィ：……尋じん問もんをして情じよう報ほうを聞き出せなかったか。残念だな。

ドラン：でも、ワタシの生命の危き機きは去ったナリ。

ギィ：だが、ボリボスとの決着がないし、色々と尾おを引きそうな問題があったりするぜ。

マルセル：まぁ、国に戻ってきたんだ。しばらくの間は大丈夫だろう。

ドラン：だぁ～か～らぁーっ!!　マルセルは余計なことは言わなくていいナリ！　裏目軍師がそんなこと言うと、ワタシの生命の危機が訪おとずれることになるナリ！（一同笑）

アキナ：あははははぁ――っ！

マルセル：ふ、不本意だ（笑）。

ＧＭ：ともあれ、みなさんはシュヴァンクマイエルを倒し、国へ戻ってきました。クライマックスフェイズを終了します。











ＥＮＤＩＮＧ　ＰＨＡＳＥ









◆Ending 01◆アルディオンの雲行き




　ドランの体内に収おさまっていたのは、

　行方不明とされていたゴルフォードの王威の竜りゆう輝き石せきだった。

　衝しよう撃げきの事実を胸むねに、アキナたちはナヴァールたちの待つノルウィッチ城じようへと戻もどった。




ＧＭ：では、エンディングフェイズに入ります。みなさんはノルウィッチに戻ってきました。そして、執しつ務む室しつにて、ナヴァールへ報ほう告こくをしています。

マルセル：ちょっと不機嫌に報告するぞ。グラスウェルズで、指名手配されてしまい、命からがら帰ってきた。

ＧＭ：ナヴァールもある程度の事情を把握しているようです。「どうやらそのようだな。無事に帰ってきてくれて良かった」

ギィ：バルムンクによって、濡ぬれ衣ぎぬを着せられたことが原因だったぜ。

ＧＭ：「分かった。その件けんについて誤ご解かいを解とくよう、グラスウェルズに申し入れておこう」

アキナ：お願いします！　と、ピョコンと頭を下げるます。

マルセル：だが、それよりも大きな問題がある。

ＧＭ：「何かな？」

アキナ：ドランさんの中に、ゴルフォードの王威の竜輝石が入っていたんですよ。

ドラン：動どう力りよく源げんになっているらしいナリ。はっはっは。

ＧＭ：ナヴァールは驚いて目を見張ります。「なんと……！」

ギィ：そりゃ驚くって！　三さん種しゆの神じん器ぎの一個がドランの中に入ってたようなもんだ。

マルセル：この石を巡めぐって血なまぐさい争いがあっことも一度や二度じゃないだろう。

アキナ：そ……そう言われてみると、大変なことだって気がしてきました。

ギィ：何しろ、王様を名乗るために必要アイテムだからな。

ドラン：本当に、なんでこんなことになったのか知りたいナリ！

一同：…………。




　真剣な顔で思考にふける一同。そこでナヴァールが口を開く。




ギィ：（ナヴァールになって）「ふむ……なるほど。これは吉きつ報ぽうと取るべきか、それとも、災わざわいの始まりなのか……」

アキナ：え？　吉報？　そうとも言えるの？

ＧＭ：連合王国の女王ピアニィは、竜輝石を集める決意をしてるんですよ。

アキナ：…………あ、えーと。『無印』のどこかで、スリスちゃんがそういうことを言ってたような……？

ギィ：そう。メルトランド女王スリスの予言によれば、「ピアニィの元に竜輝石を持つ者たちがやがて集結する」そうだ。その予言を信じたピアニィは、大陸から争いを無くすため、竜輝石を集めようと考えているんだ。

ドラン：………あ！　予言のとおり、竜輝石を持つ者が、新たにひとりピアニィ様のもとに集ったナリ…………ってワタシだぁ――っ!?（一同爆笑）

ギィ：はっ……そうか!?　ドランの中に竜輝石が入っていたのは、アルディオンの歴史の必然だったんだよっ!!
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一同：なんだって――――っ!?（一同超爆笑）

　みなさん、ノリが良すぎです。




マルセル：やるな、ＧＭ。

ＧＭ：そ……そうです。もちろんですよ？（笑）

ドラン：で、ワタシは身を隠かくした方が安全ナリか？　いつバルムンクに襲おそわれるやら。

ＧＭ：ナヴァールは落おち着つき払はらった声で言います。「いや、逆ぎやくだ。ドランはこの国にいるしか生いき延のびるすべはなくなった。そう考えるべきだろう」

アキナ：だよね。もしゴルフォードに行ったら、分ぶん解かいされて竜輝石持ってかれちゃうかも。

ドラン：知られたら、そっちにも狙ねらわれるナリ……。は、もしかしてピアニィ様に竜輝石を取り出してささげる必要があるのか!?　そしたら死んじゃうナリ！

ギィ：その必要はねぇだろ。王威の竜輝石を持った者が側にいればそれで十分。だいたいピアニィ様も、スリスの竜輝石を取り上げてねぇだろ。

ドラン：なるほど。まあ、一安心ナリ。

マルセル：まあ、バルムンク相手だと保証の限りじゃないがな。

ドラン：ぐ……。とにかく亡なきティナ様のために立ち上がったワタシとしては、ピアニィ様のお役に立てるなら本望ナリ（きりり）。

ＧＭ：「それにしても、グラスウェルズには、相当根深くバルムンクが浸しん透とうしているな。今回の件で、それが明らかになった」とナヴァールは呟つぶやきます。

マルセル：シュヴァンクマイエルの情報で、あっさりと指名手配を国中に回せるほどだ。相当な要人が籠絡されていると見ていい。

ドラン：はっはっはっは。

ギィ：まぁ、その辺のくわしい話は『ブレイク』シリーズで！（笑）

ＧＭ：「この先、連合王国の先行きに苦く難なんが待っていると覚かく悟ごしておいたほうがいい。……君たちにもそれぞれ思うところはあるかもしれないが、今は疲つかれた体を休めることだけを考えてくれ」

アキナ：はい。……何か、アル兄様に会いたいなぁ。いろんな人にあったし、いろんなことがありました。それを話したい気分なんです。

ＧＭ：では、アキナがアルのもとへ帰き還かん報告をしに行くところで、シーンを終しゆう了りようしたいと思います。




　かくして、エンジェルファイヤーは、死ととなり合わせの旅路から無事帰還した。

　仲間の驚くべき真実を知ったアキナは、自分たちが将来直面するであろう、苦難を予感するのであった……。







◆Ending 02◆策さく謀ぼうの始まり




　グラスウェルズの王都ベルクシーレの一角に店を構かまえるとある酒場。

　騒そう々ぞうしい喧けん噪そうから隔かく絶ぜつされた個こ室しつで、ふたりの男女が向き合っていた。ひとりは、エンジェルファイヤーを途と中ちゆうまで追いつめたボリボス。もうひとりは……。




ＧＭ：エンディングのひとつはＧＭシーンとなります。

ギィ：ほう。

ＧＭ：多少、次回への引きみたいなものをやっておきたくて。

アキナ：今回のお話が、絡からんでくるんですね。

ＧＭ：そういうことです。で、場所は、ベルクシーレのとある酒場の一室。そこを照らすのはわずかな灯りだけ。密みつ談だんのために貸かし切きられたその部屋で、ひとりの女じよ性せいの声がします。「わざわざ連合王国の使者たちを手配までして進めたあの件、首しゆ尾びはどうだったの？」

ドラン：この女が今回の黒くろ幕まくナリね。

ＧＭ：彼かの女じよの前に立つボリボスが憮ぶ然ぜんとして答えます。「シュヴァンクマイエルがしくじった。作戦は失敗に終わった。申しわけない……アザゼル様」

ギィ：ぶっ！　アザゼルが関わってたのか!?　でもまあ、それもそうか。

アキナ：アザゼルってさっき言ってたバルムンクの幹部ですか？

マルセル：そう。バルムンクの女幹かん部ぶで、始祖の四人Four Deadly Swordsと言われる最強クラスの存そん在ざいだ。

ギィ：まあ、確たしかにこの時のアザゼルはグラスウェルズの軍ぐん師しブランドル女伯はくだから、手配書の発行なぞ、苦もなくやってのけるわな。

ＧＭ：アザゼルは苦笑しながら言います。「失敗したものはしょうがないわねぇ。それはともかく、シュヴァンクマイエルが狙ねらってた重大なアイテムってのは何だったのかしら？　あの男……面白いものを献上します、としか言わなかったし……」

マルセル：アザゼルはそこを知らずにシュヴァンクマイエルに助力してたのか？

ＧＭ：それだけ、錬金術師としてシュヴァンクマイエルを買っていたということです。で、回答を渋るボリボスに凍てつくような視線を向け、言います。「事と次第によっては、あなたのその太い首をねじ切ってもいいのよ」

ドラン：む、じゃあ身震いしながらボリボスは答えるぞ！「ゴ、ゴ……ゴルフォードの竜輝石……だ」

ＧＭ：じゃあ、彼は引きつりつつそう報告したということで（笑）。あまりに大きな獲え物ものを逃のがしたため、処罰を覚悟したのでしょう。

アキナ：あのボリボスが怖こわがるなんて、よっぽど強いんですね、アザゼルは。

ギィ：ま、計り知れないほど、と考えてくれ。

ＧＭ：ボリボスの報告を聞きいたアザゼル。さすがに驚きよう愕がくを隠しきれません。ですが――しばらく沈ちん黙もくしたあと、心底愉ゆ快かいそうに笑い声をあげます。

マルセル：……ん？　まあ、笑うしかないという反はん応のうか？

ＧＭ：さて？　とにかくアザゼルは楽しそうに言います。「よくやったわねボリボス。この情じよう報ほうは私わたしにとって千金の価か値ちがある。連合王国でも、ちょっと楽しい遊びができそうじゃない？　――フフフ」

アキナ：うぅ、これはやっかいな人に目をつけられたのかも……。

ドラン：先行き不安ナリ～。




　その薄うす暗ぐらい部屋の中、魔ま族ぞくの笑い声はいつまでも響ひびいていた。





『アリアンロッド・サガ・リプレイ・デスマーチ』

第五話「秘ひ宝ほうの守しゆ護ご者しや」

―ＦＩＮ―













早わかり『アリアンロッド・サガ』






　ここから先は『アリアンロッド・サガ』のグランドストーリーを解かい説せつするコーナーです。『アリアンロッド・サガ・リプレイ』と『アリアンロッド・サガ・リプレイ・ブレイク』の最新の展てん開かいを踏ふまえた内ない容ようとなっています。それらの内容を把は握あくしている方は読み飛ばしていただいてかまいません。またそれらのネタバレに当たる内容も含ふくみますので、ご注意ください。

『デスマーチ』シリーズの既き刊かんでは、巻かん頭とうに配置されていた本コーナーですが、物語の展開に合わせるため、五話と六話の間に配置しました。




●メルトランド戦役とフェリタニア・メルトランド連合王国の成立

　帝てい紀き八一二年一〇月に勃ぼつ発ぱつしたメルトランド戦役は、メルトランド、グラスウェルズ、レイウォール、フェリタニアの四カ国を巻まき込こむ大きな戦せん乱らんとなった。

　グラスウェルズとレイウォールの二大強国に睨にらまれ、フェリタニアは存そん亡ぼうの危き機きに陥おちいる。しかし、メルトランドとフェリタニアの共同戦線を、ピアニィ女王はみずからが先せん頭とうにたって実じつ現げんさせる。これにより、状じよう況きようは一変。補ほ給きゆう線せんを脅おびやかされた両大国は、主力軍を撤てつ兵ぺいせざるをえない状況に追おい込こまれた。




　そして同年一二月。エストネル王国で招しよう集しゆうされた停戦会議において、エル・ウォーデン王は、フェリタニア・メルトランド連合王国の成立を承しよう認にん。ここにレイウォール、グラスウェルズに匹ひつ敵てきする大国が大陸中央部に出しゆ現つげんしたのであった。
















▼キーワード

フェリタニア王国：古代の統とう一いつ帝てい国こくの名を冠かんした新しん興こう国家。

レイウォール王国：アルディオン大陸二大強国のひとつ。赤せき竜りゆう王国の異い名みようを持つ。

グラスウェルズ王国：アルディオン大陸二大強国のひとつ。白はく竜りゆう王国の異名を持つ。

メルトランド王国：レイウォールとグラスウェルズに占せん領りようされた国家。

ピアニィ：フェリタニア王国を建国した若わかき女王。もともとはレイウォール王国の第二王女。兄の第一王子ヒューバードに無実の罪つみを着せられ、捕とらえられかけたことがある。

エストネル王国：神竜王から統一帝の任にん命めい権けんを授さずけられた国。アルディオン大陸での国家間の争いを調停する役を務める。

エル・ウォーデン：エストネル国王。齢よわい八〇〇を越こえるエルダナーンの王。




●グラスウェルズ王国内ない乱らん

　八一三年九月。グラスウェルズ領りようの北部地方で自じ治ち権けんを求める反はん乱らんが続いていた。

　その鎮ちん定ていのため、エダム公アンリを司令官としたグラスウェルズ軍が編へん成せいされる。だが、王の叔お父じであるアンリはその軍を支配下におき、王位を簒さん奪だつせんと突とつ如じよ反乱を起こした。

　王都ベルクシーレを制せい圧あつしようと行動を開始するアンリ軍。その中で、長年グラスウェルズを支ささえてきた軍ぐん師しのゴーダ伯はくが死し亡ぼうするなど、大きな犠ぎ牲せいが生じた。激はげしい攻こう防ぼうのすえ、辛かろうじてフィリップ王の身み柄がらが護まもられたことにより、このクーデターは失敗に終わる。

　それを受けて、アンリはベルクシーレから撤てつ退たい。首都の北方に陣じんを構かまえた。そして、増ぞう援えんとして、レイウォール王国の将しよう軍ぐん、第二王子のベルフトの軍を国内に引き入れる。

　対して新たにフィリップの軍師となったアンソン伯は、グラスウェルズの王位の竜りゆう輝き石せきの譲じよう渡とを代だい償しように、連合王国の女王ピアニィに援えん軍ぐんを要よう請せいしたのであった。
















▼キーワード

フィリップ：グラスウェルズ王国の少年王。

アンリ：エダム公。王の叔父で新しん任にんの幻げん竜りゆう騎き士し団だん長。

ベルフト：レイウォール王国の第二王子。大陸最強の武ぶ人じん。

アンソン伯：グラスウェルズの騎き士し、アンソン・マンソン。アンリのクーデターのあと、グラスウェルズの軍師を務め、フィリップ王を支える。

王おう威いの竜輝石：所有者の王おう権けんを保ほ証しようする神しん秘ぴの石。大陸に七つ存そん在ざいする。




●竜輝石戦争勃発

　八一三年九月。グラスウェルズ王国軍師アンソン伯からの援軍依い頼らいを、ピアニィ女王が受諾。

　ただし、彼かの女じよは軍をグラスウェルズに差し向けることはせず、レイウォールの首都ノルドグラムを突つくという作戦を立案する。病で倒たおれるオーギュスト王を説得し、グラスウェルズ国内に入はいり込こんだベルフト軍の撤兵の決けつ断だんを促うながすためである。それが、ピアニィたちにできるフィリップたちへのもっとも効こう果か的てきな支し援えん、との判はん断だんからだ。

　フェリタニアの主力軍は西方の国こつ境きよう地帯の山さん岳がく地帯を踏とう破はし、レイウォール領りよう内ないへ突とつ入にゆうしていく。後に〝竜輝石戦争〟と呼ばれる大戦争が始まったのであった。
















▼キーワード

ナヴァール：フェリタニアの軍師。〝臥竜〟のふたつ名を持つ切れ者。

オーギュスト：レイウォール王。現げん在ざいは病により、一線を退しりぞいている。
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◆Preplay 01◆無む茶ちや振ぶり行進曲




　みな様お待たせいたしました。

　本書冒ぼう頭とうで約束したとおり、無茶振りのコーナーがやって参りました。

　それは、本書掲けい載さいの第五話がプレイされる以前。『アリアンロッド・サガ・リプレイ・ブレイク③　キングダム・フォールズ』（『ブレイク』第三巻かん）の発売よりも前。『アリアンロッド・サガ・リプレイ⑤　激げき闘とうのピースメーカー』（『無印』第五巻）の収しゆう録ろくが終わってから数日後のことでした……。




　　　　＊　　　＊　　　＊




　西せい暦れき二〇一〇年の夏。東京秋葉原にあるＦ[image: ]Ｅ[image: ]Ａ[image: ]Ｒ[image: ]の会議室。

　そこには三人の男たちが集まっていた。

　メンバーは次のとおり。




菊きく池ちたけし（きくたけ）

　このときは、ＧＭとして『無印』第五巻の収録を終えたばかり。




鈴すず吹ふき太た郎ろう（鈴吹）

　このときは、ナヴァールのプレイヤーとして『無印』第五巻の収録で活躍した後。




田中信二（かわたな）

『無印』第五巻の収録が終わった数日後、打ち合わせのために会議室へ呼よばれた状じよう態たい。




かわたな：私わたしは今、教きよう師しに職しよく員いん室しつへと呼よび出だしを受けた生徒の気分です（笑）。

きくたけ：なんだよいきなり（笑）。

かわたな：いやあ。会社の社長と副社長を前にして緊きん張ちようしているんですよ。

鈴吹：でも教師と生徒なら一対一になるんじゃないか？

かわたな：それもそうですね……。では、刑けい事じに取り調べを受ける犯はん罪ざい者しやの気分です。

きくたけ：カツ丼どんでも食うか？（笑）

鈴吹：実じつ際さいには警けい察さつでカツ丼をおごってくれることはないらしいけどな。

かわたな：……すみません。私から脱だつ線せんしておいてなんですが、早く本題に入りましょう。




　　　　＊　　　＊　　　＊




鈴吹：順番に説明するぞ。まず、『ブレイク』第三巻の内ない容ようは把は握あくしているか？　かわたなよ。

かわたな：はい。グラスウェルズで国王フィリップの叔お父じであるエダム公アンリによるクーデターが発生。ＰＣたちの活かつ躍やくもあって王位の簒さん奪だつは防ふせいだものの、国を二分する内戦へと発はつ展てんした。なお、首しゆ謀ぼう者しやはバルムンクの〝始祖の四人Four Deadly Swords〟のひとり、〝報復者フラガラツハ〟アザゼル。




[image: ]




鈴吹：よくできました（笑）。ほぼ満点の解かい答とうだな。

かわたな：はっはっは。これでも『ブレイク』のプロジェクトリーダーですから。

鈴吹：その結果『無印』第五巻へと物語が引ひき継つがれたわけだ。

かわたな：アザゼルの陰いん謀ぼうによりレイウォールがアンリを援えん護ごするために参戦。ブレイクのＰＣであるアンソンが対たい抗こう策さくとしてフェリタニア・メルトランド連合王国に援えん軍ぐんを頼たのんだという流れですね。
















きくたけ：そのとおり。

鈴吹：そして、先日『無印』第五巻の収録が行われたわけだ。

かわたな：はっ。厳きびしいスケジュールでどうなるかと思いましたが……。

きくたけ：まあ無事に終わってよかったよかった。




　　　　＊　　　＊　　　＊




きくたけ：でまあ、『無印』第五巻がどういう展てん開かいになったのかを説明しよう。

かわたな：はっ！　お願いします。

きくたけ：まず、ブレイク三巻からの流れで、軍ぐん師しアンソンからの援軍要よう請せいの手紙を持って、ナーシアがフェリタニア・メルトランド連合王国の王都、ノルウィッチにやって来た。

かわたな：その辺、『無印』第五巻の収録前に私と菊池さんのふたりで打ち合わせたとおりですね。

きくたけ：そして、援軍要請を受じゆ諾だくしたピアニィたちは軍をレイウォールへと向けた。

かわたな：それも、事前の打ち合わせで予よ測そくした範はん囲いですな。

鈴吹：へー。事前にそんなことを打ち合わせで話してたのか？

きくたけ：そうなんですよ。かわたなとふたりで打ち合わせているときに、「あ、これはグラスウェルズじゃなくてレイウォールを攻せめた方がいいのでは？」とほぼ同時にふたりで思いついたので、レイウォールを攻こう撃げきするシナリオを準じゆん備びしたんです。
















鈴吹：なるほどね。

きくたけ：色々あったけど、経けい過かをぶっ飛ばして結果を言うと、ピアニィたちはレイウォールの王都ノルドグラムの攻こう略りやくに成功した。

かわたな：大おお雑ざつ把ぱなところはプレイが終わったあとに聞いているので知っていますが、連合王国が負けて終わらなくてよかったですよ（笑）。

きくたけ：まあ、負けたら負けたで面白い展開になっただろうけどな（笑）。

かわたな：それはそのとおりですが、国がなくなると『デスマーチ』の方への影えい響きようも大きいですからね。

鈴吹：それだ。

かわたな：どれです？

鈴吹：連合王国が戦争をしたからには、当然エンジェルファイヤーにも影響があったわけだ。

かわたな：そりゃそうでしょうね。

鈴吹：これからその話をしよう。




　　　　＊　　　＊　　　＊




鈴吹：連合王国が動員できる兵力は約一万二千。このうち、一万をレイウォールとの国こつ境きように送って陽動とし、残った兵の中から千人を船でノルドグラムまで送おくり込こみ、奇き襲しゆうによってノルドグラムを攻略した。
















かわたな：ははぁ、なるほどなるほど。

きくたけ：それで、だ。当然グラスウェルズ方面はどうするか、という話になるわな。

かわたな：そりゃなるでしょうな。アンリ派はの軍がいつ攻せめてくるかわからないし。

きくたけ：オマケに、援軍要請を受けているからそっち方面に大軍を送ったように見せかける必要もある。

かわたな：なるほど。

きくたけ：そこで、グラスウェルズ方面の対処について話あったわけだよ。具体的には……。




アル：それはそれとして、この連合王国のグラスウェルズ側への防ぼう御ぎよはどうするんだ？　主力がレイウォールに攻せめ込こむとなると、グラスウェルズ側が手て薄うすにならないか？

ナヴァール：ふむ……それについては策さくがある。マルセルたち、エンジェルファイヤーに任まかせよう！　その様子を、かわたなに『デスマーチ』で書いてもらうのだ！

一同：ひでえっ!?


ＧＭ：あっちにも無茶振りかよっ!?（笑）


『アリアンロッド・サガ・リプレイ⑤　激闘のピースメイカー』より抜粋






きくたけ：……とまあ、こんな会話があったとさ。

かわたな：なん、だと……。要するに千人でグラスウェルズ方面を支ささえろと！

きくたけ：そういうことだ。

かわたな：それで、グラスウェルズにいる敵てきの数は？

きくたけ：アンリ軍六万に加えてベルフト率ひきいるレイウォール軍が三万。
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かわたな：約一〇〇倍じゃないか！　勝てるわけねー!!（笑）

鈴吹：まあ、落ち着け。その人数全員を相手にしなければならないわけではないし、グラスウェルズ領りよう内ないには、フィリップ王の味方もいるしな。
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きくたけ：とはいえ圧あつ倒とう的てきに敵が多いのは間ま違ちがいないし、主力をレイウォール方面に送ったと知れたらグラスウェルズ側から攻めてきても不思議ではない。

かわたな：ですよねー（笑）。

鈴吹：そこで、敵の大軍をいかに少人数の味方で防ふせぐか……。

かわたな：なるほど。映えい画がのスリーハンドレッドや、関ヶ原合戦の前ぜん哨しよう戦せんとなった第二次上田合戦のような感じですね！　そういうシナリオをやれと？

鈴吹：いや、単たん純じゆんにそういうシナリオをやってはいかんのだ。




　……はい？




かわたな：そ、それはなぜですか!?　そんなオイシイシチュエーションをなぜ封ふうじられないといかんのですか!!

きくたけ：まあ落ち着け。

鈴吹：あくまで「単純に」やってはいかんと言ったろう？　なにがマズいのか説明するから話を聴ききなさい。

かわたな：……は、失礼しました。それでは説明をお願いできますか？

鈴吹：第一に、そのシナリオはストレートすぎる。

かわたな：ストレートすぎる……？

鈴吹：『無印』で千人で国境を守れと言われた。だから国境を千人で守りました。な、ひねりもなにもないだろう？

かわたな：なるほど……。そういう視し点てんで見れば確たしかに。

鈴吹：これが身内で遊ぶのなら、ＧＭにそういう要求をするのはマナー違い反はんだろう。しかし、これはリプレイになることが前ぜん提ていだからな。読者のみなさんのことを考えたら、あまりにもひねりが足りない。

かわたな：……確かに。

きくたけ：それにさ、これはかわたなには責せき任にんがない話なんだが。

かわたな：なんでしょう？

きくたけ：『デスマーチ』のパーティ、つまりエンジェルファイヤーが『無印』の結果を受けて国境を守りに行くとして、その状じよう況きようを作ったのは、俺おれと社長だろ？

かわたな：……あ。

鈴吹：果てしなく自作自じ演えん感があるよな（笑）。

きくたけ：そうなんですよね。これが自業自得感なら悪くないんですが。




　微び妙みような違ちがいだが、確かにその差は果てしなく大きい。




鈴吹：納なつ得とくしたか？

かわたな：納得……、したくはなかったけど納得しました。確かにひねりが必要ですよね。

鈴吹：そうだ。単純に国境を守るという話ではなく、もっとサプライズが必要なんだ。

かわたな：サプライズ……。

鈴吹：そして、こじんまりと国境を守るのではなく、もっとダイナミックな話にした方がいいんだよ。

かわたな：ダイナミック……。

きくたけ：だからと言って、逆ぎやくにひねりすぎて分かりにくいシナリオというのもよくないけどな。シンプル・イズ・ベストというのはこの場合も当てはまる。

かわたな：シンプル……。

鈴吹：……と、いうわけだ。分かったか？

かわたな：つまり、サプライズがあって、ダイナミックで、それでいてシンプルなシナリオが望ましいわけですね？

鈴吹：そうそう、そういう話だ。

きくたけ：そういうこと。

かわたな：ハードル……高いなあ（笑）。

鈴吹：まあ逆にこれで国境を守るだけのシナリオもありになった、そう考えてくれ。

かわたな：はあ？　さすがに今の話はよくわかりません。

きくたけ：ちょっと難むずかしい考え方だけど、「シナリオをひねれよ」って言われて、それでもあえてストレートにいくなら、それはそれで予想を裏うら切ぎることになるだろ？

かわたな：そうか。言われてみれば……そういう手もあるのか。

きくたけ：そういうことだから、シナリオ作りに制せい限げんはないと考えてくれていいよ。

かわたな：了りよう解かいしました。サプライズでダイナミックでシンプルなシナリオ、よーく考えてみます……。




　　　　＊　　　＊　　　＊




　以上が今回の無茶振りである（笑）。

　確かに無茶振りは無茶振りであり、それ以外の何ものでもないが、理り屈くつとしてはまったく間ま違ちがってはいない。

　この本を読んでくださる読者のためにも可か能のうな限かぎりサプライズでダイナミックでシンプルなシナリオにした方がよいに決まっているのである。

　しかし、要よう求きゆうのハードルが限かぎり無なく高いのも事実（笑）。

　まさに、「ザ・無茶振り」と言って差さし支つかえないだろう。

　だからといって愚ぐ痴ちを言っていても仕方がない。

　こういうときは、原点回帰。

　ネタになりそうなイベントがないか、私はサガ・シリーズを頭から読み返すことにした。

『無印』、『アクロス』、『ブレイク』……。

　そしてコミックの『コンチェルト』……。

　ボイスドラマの付いた『ファンブック』……。

　そして、新作『エチュード』（この時点では第一話のみ完成状態）。

　よくぞこれだけ展開できたものだと思いつつ、『アリアンロッド・サガ』の小説を読み進めるうちに、ふと、とあるネタが宙ちゆうに浮ういていることに気がついた。

　そう。小説の中で扱あつかう予定だった、ゴルフォード王国の竜りゆう輝き石せきが結局どうなったのかが描えがかれていなかったのだ。

　そこで小説担たん当とうの矢野俊しゆん策さく、それから設せつ定てい担当の久く保ぼ田た悠ゆう羅らの二名に了解を取り付け（さすがに菊池、鈴吹の両名には相談できなかった。シナリオのネタバレになるので）。

　どうにかこうにかシナリオを組み上げることができた。

　それがすでに読んでいただいたはずの第五話と、これから始まる第六話なのである。

　第五話には第六話のストーリーを活かすために様々な伏ふく線せんを仕し込こんである。

　伏線がどう炸さく裂れつするか。

　その辺を楽しみに、この先を読み進めていただきたい。







◆Preplay 02◆戦雲の秋とき




　第五話収録からしばらく――。

　ここＦ[image: ]Ｅ[image: ]Ａ[image: ]Ｒ[image: ]の会議室に、酒井香奈子、菊池たけし、たのあきら、鈴吹太郎、そしてＧＭを務める私かわたな――前回と替かわらぬメンバーが顔をそろえていた。




ＧＭ：では、第六話の収録を開始します。

酒さか井い：よろしくお願いします。

ＧＭ：さて、今回はアルディオン大陸の歴史の転てん換かん点てんにあたる時期の話です。

きくたけ：これが激はげしい展開なんですよ、酒井さん。

酒井：転換点？

ＧＭ：というわけで、今回予告と共に、連合王国の現げん在ざいの状じよう況きようを解かい説せつしたいと思います。

酒井：了解です。そこで、どんな展開があったのかがわかるんですね。

鈴吹：第五話と第六話の間に、『ブレイク』第三巻と『無印』第五巻の話が入るんだよな。

ＧＭ：正せい確かくに言うと、『無印』第五巻は併へい走そうする形になります。まずは今回予告を読み上げますね。




●今回予告とハンドアウト




▼今回予告

　帝てい紀き八一三年秋。

　アルディオン大陸に、新たな動どう乱らんの幕まくが開く。

　バルムンクの陰謀により、王おう座ざを巡ってふたつの勢せい力りよくが激げき突とつ。グラスウェルズ王国は内ない戦せん状じよう態たいと化した。

　追い打ちをかけるようにレイウォール王国が軍を派は遣けん、戦せん乱らんは拡かく大だいを続けていく。

　この事じ態たいに、フェリタニア女王ピアニィのもとに、グラスウェルズ王国軍師アンソンからの救きゆう援えん要よう請せいが届とどく。




酒井：グラスウェルズで内戦!?　内戦って戦争ってことですよね？

ＧＭ：そうです。国と国の戦争ではありませんが、同じ国の中でふたつの勢力が武力衝しよう突とつをしている状態です。……今回予告の続きを読みます。




　使者となったナーシアは、アンソンからの約定を携たずさえてきた。

　救援の対価として、グラスウェルズの王威の竜輝石を差し出すという。

　ピアニィは熟じゆく慮りよのすえに救援要請を受諾。連合王国軍の主力は西方にあるレイウォール王国へ進軍を開始する。

　結果として、連合王国国内の守備兵力は脆ぜい弱じやくなものとなっていた。

　そんな中、君たちエンジェルファイヤーに任せられた任にん務むは、東方グラスウェルズ王国の国こつ境きように赴おもむき、その心ここ許ろもとない戦力で連合王国を守り抜ぬくこと。

　だが、意外な敵の存そん在ざいが連合王国に危き機きをもたらす。




『アリアンロッド・サガ・リプレイ・デスマーチ』

　第六話「今、ここにある危機」




　すべては竜の石の導みちびきのもとに――。




酒井：……うひゃぁぁぁ！（笑）

ＧＭ：という今回予告でございます、はい。

酒井：つまり、もう内戦ですらなくて、国同士の戦争の段階までことが大きくなっちゃったんですね？

鈴吹：まったくそのとおりです（笑）。

たのあきら：そして、その結果我々がグラスウェルズ方面の防衛を担当するわけか。

きくたけ：それも心許ない戦力でなー（笑）。

ＧＭ：（前述の地図を見せながら）では、改めて情じよう勢せいをご説明しましょう。……まず『ブレイク』第三巻におきまして、グラスウェルズ王国で内戦が起こりました。その内戦はバルムンクが裏から操っています。

酒井：それは酷いことになってますね。

きくたけ：ちなみに、そのときのＧＭは社長ね（笑）。

ＧＭ：さらに追い打ちとして、反乱軍はレイウォール王国に援軍を要請。大陸最強と言われる将しよう軍ぐんベルフトの部隊がやってきたわけです。

酒井：なるほど……それはグラスウェルズは相当マズいんですね。

きくたけ：とてもマズい状態です。このままフィリップ派――アンソンが味方する王様側の軍隊が負けると。世界の二大国が乗っ取られ、連合王国に敵対することになるでしょう。

酒井：うちの国も大変じゃないですか!!

ＧＭ：そんな中、アンソンが連合王国に味方になって欲しいと依頼をしてくるわけです。

きくたけ：ピアニィさん、助けてくださ～い！　ってね。

ＧＭ：で、援えん助じよを約束したピアニィは、ひとつの決けつ断だんをします。それは、レイウォールの首都ノルドグラムを攻撃するということでした。

酒井：……えっ？　グラスウェルズじゃなくて？

ＧＭ：ええ。その狙ねらいは、反乱軍に協力するベルフト軍と直接戦わずにその兵を退かせることにあります。

酒井：あ、本国がピンチだからベルフトさんはレイウォールに帰らないといけないんですね。

鈴吹：そのとおり。酒井さんは察しがよいので説明が楽でいい（笑）。

酒井：ありがとうございます（笑）。

ＧＭ：そこでひとつ問題が起きまして。

酒井：問題？

ＧＭ：軍隊の主力をレイウォールのある西せい部ぶ方面に振り向けたので、グラスウェルズ側の東部方面が手薄になってしまうんです。

きくたけ：具体的に言うと、敵が約一〇万人、味方が千人。

酒井：え？　……それはとても危険な状態なのでは？

鈴吹：そこで「グラスウェルズ国境の護りが薄うすくなるんじゃないの？」という意見が出たんだけど。「そっちは『デスマーチ』にやらせりゃいいじゃん」という意見が出まして。

きくたけ：ちなみに言ったのナヴァール――つまり社長（一同爆ばく笑しよう）。




『無印』第五巻Ｐ[image: 154]参照である。




酒井：社長――っ!?（笑）

たのあきら：（首を横に振りながら）社長も菊池さんも……。どうしてそこまでしてお互いに無茶振りをし合うんですか？

ＧＭ：そうですよ。しかも、そのしわ寄よせは私にくるんですから（笑）。

鈴吹・きくたけ：だってその方が面白いんだもん！（笑）

たのあきら：駄目だこの会社（笑）。

ＧＭ：もう手遅れですな（笑）。

酒井：ともかく、あたしたちエンジェルファイヤーが、グラスウェルズ方面をなんとかしないといけない、というわけですね。

ＧＭ：まったくそのとおりです。

たのあきら：それに加えて〝意外な敵〟が出てくるんだろ？　どうなることやら（嘆息）。

ＧＭ：では、ひととおり説明が終わったところで、各自のハンドアウトを読み上げます。まずはアキナさんから。




▼アキナ・ブルックス用ハンドアウト

コネクション：ジョージ　　　関係：好こう奇き心しん

　ナヴァールの命令により東方に向かうことになったエンジェルファイヤー。

　その途と上じようで、兵士に絡まれているジョージという青年を、キミは助けてあげた。

　そのことを大げさに感かん謝しやしてみせるジョージ。

　彼かれはキミに興きよう味み津しん々しんといった風ふ情ぜいだ。

　任務のさなかにも関わらず、彼の芝しば居いがかった笑顔が、どこかキミの心に残った。




鈴吹：ジョージ？

ＧＭ：ジョージです。

きくたけ：誰だれ？

酒井（以下、アキナ）：ジョージが気になって夜も眠れません♪

一同：…………。

きくたけ：いや、気になりすぎですから（爆笑）。

アキナ：いや、関係が好奇心だから、つい（笑）。

鈴吹：にしてもジョージだよジョージ！　なにこの、偽名くさい名前は。

ＧＭ：なんてことを！　世界中のジョージさんに謝っていただきたい（笑）。

きくたけ：それにしても芝居がかかった笑顔とか、やっぱり、めっちゃ怪あやしいだろ!?（笑）

アキナ：とにかく、怪しいけど気になる感じの人なんですね。

ＧＭ：そーいうことです。次はマルセル・ベルトラン。




▼マルセル・ベルトラン用ハンドアウト

コネクション：ナヴァール　　　関係：宿しゆく敵てき

　今回の戦乱においてナヴァールより、あなたたちエンジェルファイヤーに東方守備の任務が課せられた。

　重要かつ困こん難なんな任務だ。

　一方、ナヴァールはステラと共に西方に進軍している。

　その点、腑ふに落ちない気分もあるが、与あたえられた職しよく責せきを果たしみずからの実力を示しめすのだ。

　キミは、そう決意した。




たのあきら（以下、マルセル）：コネクションがナヴァールで宿敵か。

ＧＭ：気分的に、しっくりきませんか？（笑）

マルセル：いや、合ってるぞ！（笑）　おのれナヴァール！

アキナ：でも仕事はがんばっちゃうんですよね！（笑）

きくたけ：マルセルが貧びん乏ぼうくじを引いてしまうのは、その真ま面じ目めさが理由ナリね（笑）。

鈴吹：貧乏くじが基き本ほんの『デスマーチ』の中でもマルセルは飛とび抜ぬけてるもんな。

マルセル：言ってろ（笑）。

ＧＭ：はっはっは。じゃあドランのハンドアウトを。




▼ドラン・ベレレン用ハンドアウト

コネクション：ドワリム　　　関係：秘ひ密みつ

　任務地に向かうキミの目の前に突とつ如じよ、キラキラ光る謎なぞのネヴァーフが登場した。

　彼はみずからを〝英えい雄ゆう〟ドワリムと名乗り、キミのことがどうしても欲ほしいと言う。

　だが、多くの部下に居い丈たけ高だかに怒ど鳴なり散ちらすその姿すがたは、とても英雄には思えない。

　確かなことは、またひとり、キミのことを狙う存在が現あらわれた、ということだった。




きくたけ（以下、ドラン）：……キラキラ光るってなんだよっ!?（爆笑）

ＧＭ：いや、このドワリムは美しいんですよ。なんか髪かみをさらっとやると、キラキラ。

鈴吹：ネヴァーフなんだから、おりゃーとかどすこいとかじゃないのかよ。

ＧＭ：（どすこい？）……いやまあこれが美形なんですよ。

マルセル：またドランのオープニングが出オチシーンになりそうだな（笑）。

ドラン：まあ存在自体が出オチですからね（笑）。

アキナ：自分で言わないでください！（笑）

ＧＭ：まあ、そのあたりがドランが読者さんに愛されてるところじゃないですか？

ドラン：愛されすぎで、この前も今回も狙われるナリ。

マルセル：それはドランが愛されてるからじゃないだろう……。




▼ギィ用ハンドアウト

コネクション：オーレリー・カルマン　　　関係：師し匠しよう

　シャールズベリの街で、キミは師匠のオーレリー・カルマンと再さい会かいする。

　神しん出しゆつ鬼き没ぼつのその行動力に、いつもキミは驚かされていたことを思い出だす。

　彼かの女じよは言う……思いもよらない敵が、連合王国に攻せめ込こもうとしている、と。




鈴吹（以下、ギィ）：いやだぁ～っ!?

アキナ：え？

ギィ：やめてくれぇ～っ！

マルセル：どうしたんです？

ギィ：オレ、師匠苦手なんだよー。ほら、母ちゃんって苦手じゃん。

ドラン：ジャイアンかい!?（笑）

マルセル：むしろ前回のシナリオでは、そういうレベルを飛とび越こえた恐おそろしさを感じたぞ。

アキナ：あ～、確かに怖こわい人でした。直接はお会いしなかったけど……。

ＧＭ：まあ、オーレリーとギィの関係は、そうそう断たち切きれませんよ？

ギィ：これも因いん縁ねんってやつだわな。







◆Preplay 03◆兄からの贈おくり物もの




▼アキナ・ブルックス（12レベル）の場合

ＧＭ：では、いつもどおりアキナさんから、成長報ほう告こくをお願いします。

アキナ：はーい。スキルは命中判はん定ていを振ふり直せる《バトルコンプリート》を取りました。これで、ファンブルしても大だい丈じよう夫ぶです！

マルセル：さらに安定した強さを発はつ揮きできるな。

ドラン：アキナはこのパーティで一番ダメージを出すから、それはありがたい。

アキナ：もうひとつはクリティカルすると防ぼう御ぎよ力りよくを０にしてダメージを与える《バーストスラッシュ》を取りました。あとは、装そう備びを色々買かい換かえました。

マルセル：（アキナのキャラクターシートを見て）鎧よろいをプレートメイルに替えたのか。

アキナ：あと、ＧＭにお願いなんですけど。前回、上級クラスになったので、そのお祝いとしてアル兄様に鎧を買ってもらったということでいいですか？

ドラン：なるほど（笑）。

ＧＭ：面白そうですね。了りよう解かいです。

アキナ：なので、あたしはこの鎧のように、もっと硬かたく、強くなろうと思ってます。

ギィ：アルはどっちかというと軽戦士みたいなイメージがあるから、対たい比ひができていいんじゃないかな。

アキナ：はい！




▼マルセル・ベルトラン（12レベル）の場合

マルセル：私は《ハイプロテクション》のレベルを上げた。さらに《パリペイティア》を取得した。

ギィ：きた、《パリペイティア》。

アキナ：《パリペイティア》？

ＧＭ：ダイスを振り直させる魔ま術じゆつですね。レベル１ですから、シナリオ中、１回しか使えませんが。

ギィ：ＧＭが回かい避ひでクリティカル出した時とかに使うといいだろうな。

マルセル：このリプレイはＧＭのダイス目が脅きよう威いですから……。

ドラン：あ、そうだね……（遠い目）。

ＧＭ：どうもすみません（笑）。といいつつ今日もいい目が出そうな予感がしますよ？

アキナ：やっぱり『デスマーチ』なんですね！（笑）

マルセル：やれやれ……。装そう備び品ひんの変へん更こうはないので、私は以上だ。




▼ドラン・ベレレン（12レベル）の場合

ＧＭ：続いて、ドランのレベルアップをどうぞ。

ドラン：ほいほい。ドランはまず《コキュートス》のレベルを上げた。

ＧＭ：冷凍光線攻撃の破壊力があがった!?

ドラン：元騎士として主砲の破壊力を上げるのは重要だと思ってな。

ギィ：おいっ、その発言、突っ込みどころ多すぎて困るぞ！（笑）

ドラン：そして、《スウィフトウェポン》を取得したナリ。

マルセル：《セットアップ》に《エンチャントウェポン》を使えるスキルだな。

ドラン：ええ。《ブーストエンチャント》もあるので、これでアキナのダメージを徐じよ々じよに増ぞう強きようしていこうかと。

アキナ：ありがとうございます！




▼ギィ（12レベル）の場合

ギィ：最後はオレか。《マークスマン》のレベルを上げた。

ドラン：ギィも射撃のダメージを上げてきたナリ。

ギィ：さらにイニシアチブでメインプロセスを行なう《アデンダム》を取った。

アキナ：……え、と。いざというとき、動けるスキルなんですよね。

ギィ：そういうこと。あとは、頭をグリーンベレーからブラッディベレーに変更したくらい。

ドラン：命中＋２、ダメージ＋４されるんですよね。強いなー。

ギィ：シーフだと外せない防ぼう具ぐだからね。ギィはこんくらいか。

ＧＭ：わかりました。




　　　　＊　　　＊　　　＊




ＧＭ：では、ギルドレベルは今回上がらないので、新しいギルドスキルはなし。今回持っていくギルドスキルを選んでください。

アキナ：えっと、全部持っていけるんですよね。《蘇そ生せい》《陣じん形けい》《祝福》《目め利きき》《限界突破》《高機動部隊》《値ね引びき》《突とつ撃げき部隊》です。

ギィ：あ、あと今回も遠征だから、アニマルメッセンジャーを買っておこうぜ。

マルセル：なるほど。名案だ。前回も購入しておけば、緊急連絡をノルウィッチに出せたかもしれないしな。三つほど購入しておく。

ＧＭ：では、プリプレイはこれで終了。オープニングに移うつります。





























ＯＰＥＮＩＮＧ　ＰＨＡＳＥ









◆Opening 01◆東方の国こつ境きようを護まもれ！




　いつになくノルウィッチ城じようが騒さわがしい。

　連合王国はグラスウェルズの内ない乱らんに介かい入にゆうし軍を出動させる――ピアニィ女王がそう決けつ断だんしたという情じよう報ほうが城じよう内ないを駆かけ巡めぐっているのだから無理もない。

　そんな中、マルセルはナヴァールの部屋に入りながら、みずからに課される任にん務むについて思いを馳はせていた。




ＧＭ：最初のオープニングはマルセルのシーンになります。全員登場で、エンジェルファイヤーにナヴァールから任務が下されるというものです。

マルセル：最近、私わたしのシーンでナヴァールからの任務が下されることが続いているな。

ドラン：軍ぐん師しの懐ふところ刀がたななんだから、仕方ないナリ～♪

マルセル：誰だれが懐刀だっ！（笑）不本意な周囲の評価にもめげず任務を受けるぞ。ナヴァールの部屋に行けばいいのか？

ＧＭ：はい。連合王国の首都ノルウィッチ、ナヴァールの執しつ務む室しつがシーンの舞台です。

ギィ：時間としては、『無印』第五巻かんのレイウォールに出兵する会議のあと？

ＧＭ：はい。そういうことになりますね。

ドラン：その会議の直後のシーンということなら、城内は騒そう然ぜんとしてるだろうなぁ。

ＧＭ：ええ、そりゃもう。兵士たちも文官たちも戦支じ度たくで大おお忙いそがしです。そんな中、ナヴァールはみなさんを別室に呼よび出だします。

ギィ：（突とつ如じよナヴァールになって）「おっほっほ。よく来てくれた、エンジェルファイヤーのしょくーんっ♪」

マルセル：待て！　社長みずからキャラ崩くずしてませんか!?（笑）

ギィ：いや、もうふっきれてきた（笑）。

ＧＭ：いつもの演出にご協力ありがとうございます！

ギィ：ＧＭに礼を言われると、なんか腑に落ちねぇぞ！（笑）

アキナ：（笑）。では、エンジェルファイヤー到とう着ちやくです！　アル兄様と一いつ緒しよに戦うぞぉーっ！ってアキナ的には盛り上がってます。でもそれはできなさそうなんですよね。

ギィ：今回予告からすると、そうらしいな。

ドラン：……あっと、本題に入る前に、ワタシの問題について聞きたいナリ……。竜りゆう輝き石せきが体内の中にあったっていう……。




　第五話でゴルフォードの竜輝石がドランの動どう力りよく源げんとして埋うめ込こまれていることが発覚した件である。




マルセル：竜輝石のせいで、ドラン自身が狙ねらわれる立場だからな。任務を普通に受けていいのか……という疑問はもっともだ。

アキナ：前回のエンディングで報ほう告こくしてるから、ナヴァールさんは知ってますよね？

ＧＭ：はい。その件けんについてナヴァールは承しよう知ちしています。そのうえで任務に行くなとは、言いません。基き本ほん的てきに戦力になる者は、誰でも使わないと回らないという状じよう況きようなんで。

マルセル：……まあ、それには同意する。

ギィ：だいたい、女王のピアニィからして、竜輝石を身につけたまま、前線に立って魔ま法ほうぶっ放すような人だしな。まあ、細かいことは気にしない方針なんだろ（笑）。

ドラン：考えてみれば、スゴイ国家ナリ（笑）。

ＧＭ：さて、ナヴァールは本題に入ります。「先ほどの会議で決まったことについて、まず説明しよう」ということで、連合王国の今回の作戦について説明がなされます。

アキナ：うんうん。

ＧＭ：で、ナヴァールは言います。「マルセル、この作戦の問題点が何かわかるか？」

マルセル：ん……問題点だらけですね。
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ドラン：ぶっちゃけたぁ――っ!?

アキナ：マ……マルセルさん（笑）。

マルセル：ま、中でも東の護りは心許ないですね。

ＧＭ：ニヤリと笑ってナヴァールは続けます。「そうだな。グラスウェルズ王国は内乱状じよう態たいにある。南側は、フィリップ王の勢せい力りよく圏けんと考えていい。だが、シャールズベリ方面からアンリ軍やレイウォール軍が侵しん攻こうしてくる可か能のう性せいは否ひ定ていできない。そこで諸しよ君くんらには、その地の守しゆ備びを担たん当とうしてもらいたい」

ギィ：……ほう。

ドラン：シャールズベリっていうと、メルトランドとグラスウェルズの国境ナリね。

マルセル：目的は防ぼう衛えいだけでいいか？

ギィ：そう来たか。……では。「（ナヴァールになって）いや、それだけではすまない。実は、レイウォールに軍を進めるという決定は、もうひとつ大きな問題を抱えている。それは、グラスウェルズにいるフィリップ軍に対しては援えん軍ぐんを送らないということだ」

ＧＭ：さ……さすが本人ですね。言いたいことを言われてしまいました（笑）。

マルセル：ふむ。我々の主力軍を援軍としてグラスウェルズに送らない作戦は、フィリップ側にとってメリットもあるのだがな……。自国での戦闘の拡大による被害の軽減、これまで敵だった連合王国軍を国内に招き入れる事態を回避、などが考えられる。

ドラン：それも連合王国のレイウォール攻撃作戦の成功が前提ナリ。

ギィ：そうだな。「（ナヴァールになって）アンリ側にはすでにレイウォールのベルフト軍が向かっている。合流すれば、戦力比ひは少なく見積もっても、フィリップ軍の三倍以上だ」

アキナ：かなり危あぶない状況なんですね……。

ＧＭ：ええ。で、改めてナヴァールが言います。「そんな状況でフィリップ軍への援軍がないとアンリ側に伝われば、アンソンたちがさらに苦く境きように追おい込こまれてしまう」

マルセル：つまり、我われ々われにはフィリップ軍への援軍のふりをしろと。

ＧＭ：「そのとおりだ。兵を千名つけるので、彼かれらを使い、大だい規き模ぼな軍ぐん団だんが援軍として派は兵へいされたかのように偽ぎ装そうしてほしい」

アキナ：はい。 わかりました！

ＧＭ：「マルセル。君の策さくで、アキナたちをサポートしてくれ」

マルセル：やれやれ。

ＧＭ：「さて、アキナ君にも重要な任務がある」

アキナ：はい。

ＧＭ：「我わが国くにはメルトランドとフェリタニア、ふたつの国が合体して作られた連合王国だ。それゆえ、派は遣けんされる軍団も両国の混こん成せい部隊となる。その指し揮きを執とるのはオトガルという、メルトランドの将しよう軍ぐんだ」
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ギィ：『無印』と『ブレイク』に出てきたアイツだな。

ＧＭ：ええ。「しかし、彼はフェリタニア側の人間との繫がりまだ薄い。そこで、アキナには、フェリタニア側の将兵のまとめ役をやってほしい」

アキナ：え!?　あたしがですか？

マルセル：アキナは第一の騎き士しアルの妹で、実績もどんどん積んでいるしな。

アキナ：…………。

ＧＭ：「それに……メルトランド戦せん役えき時、戸と惑まどう勇者たちに対するキミの演えん説ぜつは、今でも彼らの心に残っている。キミにはリーダーとしての資し質しつがある……と私は見ているのだ」

ドラン：さすが、ワタシを踏ふみ台だいにして演説をしただけはあるナリ。

ギィ：意味わかんねーよ！（笑）

マルセル：アキナが将しよう来らい、将軍と呼よばれる最初の第一歩になるかもな（笑）。

アキナ：冷やかさないでくださいマルセルさん！　でもなんか、テンション上がる！（←意外とノリノリである）

ＧＭ：「やってくれるか？」

アキナ：それじゃ、最初はちょっと戸惑ったんだけど（笑）。「あたしに任まかせてください！」

ＧＭ：「では、よろしく頼たのむ。キミたちと共に戦う人材には、以前一緒に戦った仲間たちを配はい属ぞくした。彼らは優ゆう秀しゆうだ。何かあれば、相談するとよいだろう」

アキナ：はい。

ＧＭ：「この編へん成せいなら、困こん難なんな任務も無事やりとげることができる……気がする」

ドラン：気がするだけかよ！（笑）

アキナ：はい。あたしたちに課せられた任務、無事に果たしてきます。

ＧＭ：「心強い言葉だ。任せたぞ、アキナ。そしてエンジェルファイヤーの諸君」

アキナ：じゃあここで。レイウォールに向かうアルお兄様に想おもいを馳せます。

ＧＭ：では、タイミングよく、ここでギィっと扉を開け「おーい。アキナいるかぁー！」との声と共にアルが部屋に入ってきます。

アキナ：アル兄様!?　……大きな荷物って？

ＧＭ：「シャ、シャールズベリに行くんだってな。あつらえてもらってたお前用の鎧よろいができたから届けにきたぞ」と、アルが部屋に入って来てぶっきらぼうに言うわけです。

アキナ：プリプレイの鎧のことですね！　ありがとうございます！　お兄様にもらったこの鎧に恥はじないようにがんばります！

ＧＭ：「怪我しない程度に、がんばればいいからっ！」真っ赤になって答え、速そつ攻こうで部屋から出て行きます。

アキナ：あ……アル兄様ぁ～っ!?

ドラン：ひどいツンデレを見た気分ナリ（笑）。

ギィ：フェリタニア第一の騎士も優やさしいものだ（笑）。

アキナ：よぉーし！　アル兄様たちが離はなれている間、フェリタニアを守らなくちゃ！
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ＧＭ：で、そういう打ち合わせをしてるとステラが入ってきます。「ナヴァール、まだ会議は終わらないのか？」とナヴァールに話かけます。

一同：…………（マルセルを見る）。

マルセル：何な故ぜこっちを見る？

ギィ：いや、ここはキミの見せ場だし……（笑）。

ＧＭ：ステラが「お、マルセル。いたのか」みたいなことを言います。

マルセル：……名前、憶おぼえてもらっていたのか（しみじみと）。

一同：ええー!?（爆笑）

マルセル：てっきり、忘わすれられてるかと。

ギィ：さすがにそれはないだろ！（笑）

アキナ：裏うら目めを越こえて自じ虐ぎやくになってますよ？（笑）

ＧＭ：「お前はグラスウェルズ方面に行くのだろう？　お前がいれば安心だな」

マルセル：ははっ！　やはりステラに声をかけられると嬉うれしい。

ギィ：んで、ステラはそこでナヴァールに向き直り、「何か必要なものはあるか？」とか「そういえば何々を縫ぬったんだが、これを着ていかないか？」とか言い始める。

マルセル：…………ナヴァールめ。

アキナ：くぅ！（笑）

ドラン：その光景を見て呟きます。マルセルを見ていると人生とはなんぞや……とよく考えるナリ（一同笑）。

アキナ：じゃあ、あたしはマルセルを切なそーな顔で見てます。

ギィ：ピアニィと仲良くしているアルを見ている自分を思い出だしてるのか。

アキナ：自分を投とう影えいして悲しくなっちゃった。マルセルさん、がんばりましょう！（笑）

ドラン：それは追い打ちナリよ（笑）。

マルセル：……とりあえず、そっちはそっちでがんばってくれ（笑）。……私の方は放っておいていいから！（笑）

ＧＭ：というような感じで。このシーンは終わります。







◆Opening 02◆奇き妙みような商人




　シャールズベリへ向けて、連合王国の軍は進む。

　普段は商人が往来する賑やかな街道に、兵たちの足音とその鎧から出る金属音が響ひびく。

　延えん々えんと続く人との流れの中、アキナはとある騒ぎを目の当たりにする。




ＧＭ：では続いてのシーン。シーンプレイヤーはアキナになります。

アキナ：はい、私ですね。

ＧＭ：先ほどのシーンを受けて、エンジェルファイヤーは、シャールズベリへ向かう軍団に参加することになります。兵数は千。同行するメンバーには見知った顔もいます。たとえば、第一話で登場したギンブリーと彼が率ひきいる髑髏どくろ騎き士し団だん。
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アキナ：あ、石になってた人だ。

ドラン：よく覚えているナリね。

ギィ：こいつは、忘れられねぇだろ。インパクトあるし。

ＧＭ：それとピアニィのコスプレをさせられたスコットもいます。
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マルセル：……やはり、第一話だったか……石になりかけのところで助けた人物だな。

ＧＭ：他にも、ドラゴネットの武ぶ道どう家か、拳けん豪ごうラルゴ。『無印』第三巻で出たキャラですね。
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ドラン：いたなあ、そういえば（←『無印』のＧＭ）。

ＧＭ：彼は「アキナ隊長、噂うわさはかねがね。一度、訓練でお手合わせ願いたい」と、言います。

アキナ：はい、この戦いが終わったら必ず！

ＧＭ：さらに伝令のイムイム。そして、初登場のグリューネ・ヴァルトというネヴァーフのおばさんも来ます。
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グリューネ・ヴァルト

（女／40歳さい／ネヴァーフ　投とう稿こう者しや：神か奈な川がわ県けん　weaponさん）

　フェリタニアの宮きゆう廷ていの料理人ナンバー２で、優すぐれた料理人。食材の管理も得意で今回の作戦において兵へい站たんの管理をまかされている。こう見えてモンクとして修しゆ行ぎようを積んでおり腕うでっ節ぷしも立つ。
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マルセル：兵糧輸送の責せき任にん者しやだな。

アキナ：そしてオイシイご飯を作れる人なんですね！

ＧＭ：「そっちもまかせてくださいね。ピアニィ様もわたしの料理を褒ほめてくれますから」それと、ブルックス娘じよう子し軍ぐんの護ご衛えい役たちがアウロラに率いられて合流しますね。
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アキナ：アウロラー♪

ギィ：ブルックス娘子軍までかり出してるのか。連合王国もいきなり総そう力りよく戦だな。




ブルックス娘子軍

　アキナの養母のエルゼリエが援助する、困こん窮きゆうする戦せん災さい遺い族ぞくの女性たちを救済する組織。各地に乳母や女おんな手でを派遣するといった活動をする。護衛のため武装している者もいる。




アキナ：じゃあアウロラたちはお母様に言われて来てるんだよね。感かん謝しやしなきゃ。

ＧＭ：さらにマルセルの補ほ佐さの軍師カーティスという青年もいます。




カーティス・アヴァロン（男／20歳／ヒューリン　投稿者：東京都　仁科二郎さん）

　蒼あおの瞳ひとみと灰はい色いろの髪かみ。髪はボサボサで、体型は瘦やせていて運動が苦手。「戦わずして戦いに勝利する方法」という矛む盾じゆんした命題を追い求める軍師。派は手でな勝利より、まず敗北をしないような堅けん実じつな作戦を立案することを好む。
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ＧＭ：「まあ、こちら側に大きな戦せん闘とうが起きないでくれるのが一番ですよ」と、カーティスはひょうひょうと言い放っています。

ドラン：なかなか、軽い感じナリ。マルセルと合うのかな？

ギィ：まあ、お互たがい持ち味が違ちがうほうがキャラかぶりしなくていいだろ？

ＧＭ：という、フェリタニア勢ぜいとオトガルの率いるメルトランド軍が合わせて、シャールズベリへ向けて出発するわけです。

マルセル：任務から考えて、極力派手な出しゆつ陣じんに見せかけねばならんな。

ギィ：じゃあちょっとブルックス家に頼んで、アキナの衣い装しようとか整えてもらえないか？　騎士っぽい出いで立たちに、アキナの鎧と合わせた橙だいだい色いろのバーディングをつけた軍馬とか。

ドラン：それはいい！　ワタシは頭部からラッパを出しファンファーレを流すナリ（笑）。

アキナ：やりすぎなくらい、堂々と派手に行くわけですね！

マルセル：そうだな。そうすればレイウォール方面に向けられる目が少なくなる。

アキナ：それじゃ、いざシャールズベリへ！

マルセル：で……だ。ＧＭ、進軍中ひとつやりたいことがあるんだが。

ＧＭ：やりたいこと？　いったいどのような？

マルセル：適てき当とうな人間……スコットあたりに命じて、進軍中の本隊より先行し、適当な街でシャールズベリ方面の街かい道どうを封ふう鎖さしてもらう。理由は、スパイの捜そう索さくなどでいい。

アキナ：街道の封鎖？

ＧＭ：ふむ、それはやれるでしょうが、どんな意図なんです？

マルセル：まず街道を封鎖する。次に我々が封鎖した場所に到着する。最後に街道を開放して、我々は留とどまっていた人々と一緒に進軍する。そうすると、軍が大規模に見えるだろう？

ＧＭ：……ほほう……なるほど。よくそんなことを思いつきますね。

マルセル：元ネタがあるんですよ。徳とく川がわ家康の家臣榊さかき原ばら康やす政まさという人が瀬せ田たの関という場所で自軍を多く見せるために街道を封鎖したという。

アキナ：へぇ～！　じゃあ、本当にあった出来事なんですか？

マルセル：新あら井い白はく石せきという人の残した藩はん翰かん譜ふという本に載っています。本当にあったかどうかはまた別の話ですが、一応フィクションではなく歴史の範はん疇ちゆうです（笑）。

ギィ：あぁ、そのネタは知ってる。じゃあレスノールの東にあるセーターって街でやろうぜ。そのセーターって街は、川かわ沿ぞいにノルウィッチから下って、レスノール経けい由ゆしてそこから東に向かう街道の途中あたりだろう。

ドラン：服みたいな名前の街ナリ（笑）。

ＧＭ：了解です。じゃ、二日ほどかけて仕し込こんだあと……。セーターの街で足止めをされていた旅行者たちと共に、みなさんは進軍を開始します。すると……。

ドラン：なんということでしょう！　事じ情じようを知らない者が見れば万単位の集しゆう団だんが移い動どうしているかのように見えるのです！（笑）
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ＧＭ：マルセル軍師、匠たくみの技ですね！（笑）

ギィ：これで街道中で、連合王国の主力は東へ向かったという噂が広がるな！（笑）

アキナ：マルセルさん、大成功ですね！

マルセル：所詮は小こ細ざい工くだがな。しないよりはマシだろう。

ドラン：と言いつつ照てれてるナリね（笑）。




　こうして、威風堂々（と見せかけた）アキナたちの部隊の進軍が数日間続いていく。

　順調に進むかに見えた作戦であったが、ある日の日中、ふとアキナは異い変へんに気づいた。




ＧＭ：そんな連合王国軍の様子を観察していたアキナは数人のメルトランド系けいの兵士たちが、旅の商人風のエクスマキナふたり組に絡からんでいる様子が目に入ります。

アキナ：え!?　何が起きてるんですか？

ＧＭ：諍いさかいの声が聞こえてきます。「エクスマキナがオレたちの歩く道を邪じや魔まするな！」

ギィ：ようは、ロボは端はしっこ歩きやがれーってことだな？

ＧＭ：そうです。『アルディオン大陸ガイド』にメルトランドではエクスマキナの立場はきわめて低いという設定がありまして。

マルセル：連合王国になって、改かい善ぜんされていくと思うが。

ドラン：人の意い識しきは急に変わらないということナリね。

アキナ：そんなことしてる場合じゃないのに……。

ＧＭ：彼らのうちひとりは長身の男だん性せい型で「兵隊さん、乱らん暴ぼうはやめてくださいよ～」と情なさけない声を出しています。しかし彼は、相あい棒ぼうの小こ柄がらな女性型をかばおうとしてもいますね。

アキナ：メルトランドの騎士が何をしているんですかっ!?　と割って入ります。進軍の責任者のひとりとして、見過ごせません！
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ドラン：おお、アキナさんが張り切ってるナリ！

ＧＭ：「なんだとぉ、この小こ娘むすめが」とか兵士のひとりが定番の悪あく態たいをつきます。

ギィ：で、別のヤツが「おい、ちょっと待てよ。あの鎧……フェリタニア第一の騎士、アルの妹。アキナ・ブルックスじゃないか!?」と驚おどろくんだな。

アキナ：確たしかにあたしはアキナ・ブルックスです。

ＧＭ：どよめく兵士たち。今のアキナが指導的な立場にあるのは周知の事実ですから。

ギィ：で、こう言うんだろ？「（メルトランド兵になって）こいつら生意気なんすよ、エクスマキナのくせにぃって」

アキナ：それはちょっと頭にきます。ドランさんやアウロラを馬ば鹿かにされたみたいだし。

ドラン：アキナさん……（じーん）。

アキナ：エクスマキナだって心はちゃんとあります。物なんかじゃありません！　とドンと踏ふみ込こみながら強く言います。

ＧＭ：そう言われると、兵士たちはすごすごと尻尾しつぽを巻まいて退たい散さん。隊列に戻もどっていきます。

アキナ：ふぅ……。あ、大丈夫でしたか？　と、商人風のおふたりに聞きます。

ＧＭ：では、男性型のエキスマキナが大おお仰ぎようなポーズでお辞じ儀ぎをしながら言います。（死ぬほどうさんくさい口調で）「いや～、どうもありがとうございました～」

ドラン：うさんくさっ！

ＧＭ：「ははは。わたくしは旅の商人でジョージと申します」（とイラストを取り出すＧＭ）
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アキナ：ジョージさんですね。

ＧＭ：「ええ。あなたがかの有名なアキナ・ブルックスさん。こんなレディだったとは！」

アキナ：レ……レディなんて（笑）。……兵たちが失礼しました。大だい丈じよう夫ぶでしたか？

ＧＭ：「ええ、おかげさまで。無事に旅を続けられそうです。今回はビジネスの途と中ちゆうで、たまたま関所で足止めされて、軍隊さんと一緒に動くことになってしまいましてねぇ」

ドラン：うちらのせいだったナリ（笑）。

アキナ：あああっ、ますます申もうしわけない気持ちに……。

ＧＭ：「さすが人の上に立たれる御お方かた。兵士数一〇人を一いつ喝かつで追おい払はらうなど……」

ドラン：そんなにいたナリか!?（一同笑）

ＧＭ：ジョージは、オーバーに表現してます（笑）。「時に、メルトランドの方はエクスマキナをよく思わない人たちが多いのですが、あなたは違うようで」

アキナ：ええ。ブルックス家には家族のよう接せつしたエクスマキナもたくさんいます。幼おさない頃ころから身近にいる仲間ですから。みながそう思ってくれるといいのですが。

ＧＭ：「なるほど」笑顔で頷くジョージ。

アキナ：で、ジョージさんはどちらまで行かれるんですか？

ＧＭ：「シャールズベリの方へしばらく進んだところで、南に転じようかと思っています」

アキナ：なら安全を考えて、あたしたちフェリタニア勢と一緒にいきませんか？

ＧＭ：「……なるほど。ご親切にどうも」と、にこにこしながら言います。

ドラン：そうだ。連れの女のエクスマキナってどんな人？

ＧＭ：物静かで真ま面じ目めそうな女性です。ジョージたちはアキナと一緒に進み、しばらくして隊列から離れ、分かれ道を南へ向かいます。「またいずれお会いしたい」と言い残して。

アキナ：はい、気をつけてくださいねー。ばいばーい。

ＧＭ：にこやかに手を振ふって、ジョージたちは去っていくわけです。

アキナ：なんだか面おも白しろい方でしたね。

ドラン：どっちかというと、すごく怪あやしいと思うナリ（笑）。

アキナ：そうかも（笑）。けどいい人だと思いますよ。（少し考えて）……でも難むずかしくて、すぐに解かい決けつできない問題があるんですね。ちょっと心に止めました。せっかく新しい国なんだから、差別がなくなるようにしたいなぁ……と。

ＧＭ：はい。では、こんなところでシーン終しゆう了りようです。







◆Opening 03◆狙われたドラン




　その奇妙なネヴァーフは、突如ドランの前に現あらわれた。

　街道の真ん中で、リシャールのライバルを自じ称しようし、ドランに決けつ闘とうを申もうし込こむ。

　多数の部下を従したがえているところから、単なる滑こつ稽けいな男、というわけではなさそうだが。




ＧＭ：次のシーン。ドランのオープニングです。

ドラン：ハンドアウトにあった、キラキラしたヤツがやってくるのか。

ＧＭ：ええ、そんな生き物が出てきます。連合王国軍がシャールズベリへ進軍していく途中で、ドランがひとりになると言う状況です。

ドラン：ふ～む。では、関かん節せつの錆さびが気になったということで。油を差してから行くから、先に行ってて欲ほしいナリ～と、少々集団から遅おくれた状態で始めよう。

ＧＭ：では、それで。急なメンテナンスに迫られたドランがふと見ると、道の傍かたわらに少し大きな岩があります。そこにずんぐりした影かげ……ネヴァーフの男性がよいしょよいしょと登っているのが見えます。

ドラン：……なんだ？

ＧＭ：そのネヴァーフは岩を登り切るとすっくと立ち上がり、キラキラと輝きながら、あなたの方に指を突きつけて「ふっ、我われこそはドワリム！」と告げます。
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ドラン：ああー、腰こしが痛いたいナリ、と言って通とおり過すぎる。

ＧＭ：通り過ぎるなよっ！（笑）　「待て待てーいっ！　そなた、ドラン・ベレレンだな？」

ドラン：何か用ナリか？

ＧＭ：で、ドワリムと名乗ったネヴァーフはキラリと、髪をかきあげながら言います。「そなたの中にある物に用がある。そこに直れ」

ドラン：中にあるのは昨さく晩ばん作ったおばさんのシチューだ。ほしいナリか？

ＧＭ：「シ……シチューだと？」

ドラン：そうシチュー。昨晩グリューネさんが作ったやつ。

アキナ：一ひと晩ばん寝ねかした方がおいしいですからね（笑）。

ギィ：入れっぱなしで腐らすなよ？（笑）

ドラン：三日は保ほ存ぞんが利きく仕様だから大丈夫。

マルセル：ドラン、寸ずん胴どう鍋なべにもなるのか？

ＧＭ：「な、なんと……っ！　我は鍋と会話しているとでもいうのか!?　いや……そもそもお前はどうやって動いてるんだ？」

ドラン：それはエクスマキナの神しん秘ぴナリ。

ＧＭ：「は……そうだ。神秘だ。お前の中に神秘の力、竜輝石があることは知っているぞ！」

ドラン：隠かくし味あじは竜輝石。シチューに入れれば隠し味、水にいれれば美味しい水になる。

アキナ：一回入れるだけなんて、……とっても簡かん単たんなんですね（笑）。

ギィ：竜輝石つきドラン鍋。さて、驚きのお値段ですが……。

マルセル：待て待て、通販番組じゃないんだぞ（笑）。……それよりも何で竜輝石のことを知ってるのか驚け！（笑）

ドラン：おお、そうだ!!　……ワタシの秘ひ密みつを知っている貴き様さまは何者ナリ!?

ＧＭ：「我わが名はドワリム！　名高いグラスウェルズの名めい将しようリシャールのライバルこそが我。美しさでも武ぶ力りよくでも……」

ドラン：ああー、腰が痛い、ぼやきながら先に進みます。

ＧＭ：「……我の競争相手は彼ぐらいのものよ……って聞けー!!」

ドラン：世よ迷まよいごとを聞くほど暇じゃない。

マルセル：確かにリシャールのライバルを自称するあたりイタいキャラだな（笑）。

ＧＭ：ドワリムは言います。「まあいい、我と決闘せよ！」

ドラン：決闘？　しょうがないナリね。……こっちに来て、ワタシの目を見るナリ。

ＧＭ：「ほう、決闘を承諾したか？」岩からおりてドランの方へのしのし歩くドワリム。

ドラン：見たナリね？

ＧＭ：「お？　おお」（←頷く）

ドラン：目からび～む。
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ＧＭ：「……ぎああああああっ!?」（一同爆笑）

一同：なんだその機き能のうはっ!?（笑）

ギィ：ひ、ひでぇ！（笑）

ドラン：目から強きよう烈れつな光線を発射。目くらましナリ。

アキナ：また、変な機能がついちゃった（笑）。

ＧＭ：もろに喰らったドワリムは「ぎゃあっー!?　目がぁっ目がぁっ！」と七転八倒。

ドラン：というわけで、先に進むなり。

ＧＭ：「貴様！　この我が銃じゆうと……」

ドラン：銃？　ああ、装備からしてアルケミストか。

ＧＭ：「我が配下たちが黙だまってはいないぞ！」ずらっと部下が現われます。

アキナ：ず、ずるい――っ!?（笑）

ドラン：しょうがないなーもう。《マジックブラスト》《コキュートス》を喰らえ（笑）。

ＧＭ：所しよ詮せん、彼らはエキストラでしかないので「うわーっ!?」と言って吹ふっ飛とびます。「お、おのれー。神しん聖せいな決闘を……」と呻うめくドワリム。

ドラン：大人数でひとりを襲おそうのが神聖な決闘!?　どこがリシャールのライバルナリか！

ＧＭ：「戯ざれ言ごとを！」

一同：いやいやいや。

ドラン：戯言を言ってるのはお前の方ナリ。

ＧＭ：「仕方あるまい、我がさらなる配下たちが相手になろう」

ドラン：まだ部下がいんのかよっ!?　といいつつ……そろそろ、逃にげたいナリ（笑）。

ＧＭ：相手はエキストラ。オープニングですし。宣せん言げんすれば逃げられますよ。

ドラン：了解。「そろそろつき合ってられないナリ」といって、手足を体に引ひっ込こめて……。

ギィ：それじゃ、ただのドラム缶（笑）。

ドラン：で、脚あしがあったところからしゅどどーと炎を吹ふき出だして、空を飛んでいく。

アキナ：ドランさんが飛んだ――っ!?（笑）

マルセル：どこのマグマ大使だ、お前は（笑）。

ＧＭ：まあ《フライト》の演えん出しゆつということで許可します（笑）。ドワリムは銃を撃うちまくりながら「おのれドラン・ベレレン。必ず我が物にしてくれる！」と叫さけぶ。

ドラン：く、なんという出オチキャラ（笑）。……にしても何のシーンだこれは!?

ギィ：第五話のシュヴァンクマイエルを思い出せ！（笑）こういうヤツが終盤重要な役割で出てくるかもしれないぞ（笑）。

ＧＭ：どうでしょね（笑）。てな感じで謎なぞのネヴァーフ、ドワリムの襲撃のシーンでした。







◆Opening 04◆マムのもたらした報しらせ




　誰しも過か去こからは逃のがれられない。

　ギィにとってのそれは、少女の姿すがたをした怪かい物ぶつだった。

　道中の街で出会った〝過去〟は、不ふ吉きつに微笑ほほえみ、ろくでもない凶きよう報ほうをもたらしたのだった。




ＧＭ：次はギィのオープニングです。シャールズベリまであと数日という街で、オーレリーと出くわして会話することになります。

ギィ：じゃあ、こうしてくれ。目的地までもうすぐだなぁ～と、通りをふらふら歩いてると、風船を売ってる女の子がいるんだよ。で、オレに買ってくれってまとわりつくんだ。

ＧＭ：で、では。「風船買ってよぉ～、お兄さん」

ギィ：そうそう。で、オレが、いらねえよ、んなもん、って返すと、妙に迫力ある声で……。

ＧＭ：（ドスのきいた声で）「アタシの風船が買えねえってのかい？」
















ギィ：そう、それだ！（←やけに嬉しそう）そこで改めて女の子の顔を見て、眉まゆを軽く寄よせる。で、小こ銭ぜにを渡わたすんだよ。

アキナ：え？　……え!?（←ついていけてない）

ＧＭ：すると、女の子はにっこりと笑って、あなたの手を引いて裏うら通どおりに入っていきます。そして、怪しげな酒場に躊ちゆう躇ちよなく入り、酒を注文する。

ギィ：まあ、普ふ通つうに出てくるんだよな、酒。

アキナ：女の子が酒場に？

ＧＭ：はい。親父は平然と彼女とギィに酒を用意します。

ギィ：じゃあ困こん惑わくした感じで、こんなところで何してるんだ、マム？　と、尋たずねる。

アキナ：ああっ、女の子がオーレリーだったんですか！

マルセル：そりゃ四〇歳の大人なら酒も飲めるか。確か……外見はヒューリンの少女にしか見えないフィルボルだと、第五話で言われてたな。変装してやってきたんだろう。

ＧＭ：オーレリーは今やその威い厳げんを露あらわに話しかけます。「まあ、アンタが泣いて喜びそうなネタを仕入れたんでね。いてもたってもいられずに、会いに来てしまったのさ」

ドラン：意外とフットワーク軽いナリね。

ＧＭ：前のシナリオあったとおり、神しん出しゆつ鬼き没ぼつが売りな人でして。何かそういうマジックアイテムなどを持っているのかもしれません。

ギィ：超ちようしょっぱい顔で言うぜ。シマは今戦争で大変だろ？　オレより組織を大事にしなよ。

ＧＭ：「いや、それがね。そのネタってのが、アンタの国絡みなのさ。アタシらの手の出ないところだしね。……アンタの手て柄がらにして出世してくんな」

ギィ：で、ますますオレの顔がしょっぱくなる。出世、ねえ……。

ＧＭ：「おやおや、あんなに出世したがっていたのにねぇ……。さて、ゴルフォードって国があるだろ」

ギィ：ああ連合王国の東南にあるな。

ＧＭ：「その国境沿ぞいに軍隊が集結してるらしいぞ？」

ギィ：ぷーっ！　と吹き出す。ゴルフォードだって!?　だが驚いたことを相手に悟さとられないよう必死で取とり繕つくろう。へ、へえ、それで？

ＧＭ：「ほら、今度の戦争で、連合王国も兵を出してるようじゃないか」

ギィ：まあな。

ＧＭ：「で、手て薄うすになった連合王国に乗のり込こんでいこうって、動きがあるようなのさ」

ギィ：……そう来たか。そう来たのかぁ……（笑）。まあいい。で、具体的にどこだ？

ＧＭ：（地図を出して）「あー、この辺り。連合王国との国境の街ナドレスをうかがうように、近くの森辺りに潜ひそんでるそうだ。まだ準じゆん備びが整っていないのか、すぐに攻撃する様子はない」
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ギィ：じゃあ冷静な顔をして。「へえー、その話は確かなのか？」

ＧＭ：「アタシの持ってきた情報だよ。信しん頼らい度どはアンタもご存じのとおりさ」

ドラン：なるほど……意外な敵ってやつナリね

ギィ：プレイヤー的には予想できるけどな、前のシナリオから考えて。でも、ギィは軍師でもないからそれは無理だ。だから、ちょっと焦あせりながら。「さすが王蛇会だ。ゴルフォードの情報もばっちりってわけかい」

ＧＭ：教え諭すような口調で言います。「こんなことは初歩の初歩だよ。自う国ちが揉もめてる時は、隣よ国そでも動きがあるもんさ。そこを見み据すえなきゃ、思わぬところで寝ね首くびをかかれちまうよ」

ギィ：マムがどのくらい情報を知ってるのか、探さぐりを入れる。「なんでまたゴルフォードは連合王国を狙うんだ？　防衛体制に多少スキがあるからって急すぎるぜ」

マルセル：ドランのことをマムが知ってるか、カマをかけるわけだな。

ＧＭ：「さあねえ。ただ、何かお宝たからでも狙ってるんじゃないのかい。そんな噂も聞こえてくるんだが……まあそのあたりの裏はとれてないねぇ」

ギィ：これだけだとドランを狙ってくるかどうかはなんとも言えないよな。

ＧＭ：ま、まだオープニングですし。

ギィ：だよな。じゃあ次はこれだ。「なんであんたはオレにそれを教える？　フェリタニアがその情報を摑つかまず、騒ぎが起こった方が都合がいいだろう？」

ＧＭ：「くっくっ。アタシはアンタのことを愛しているっていうことさ……」

ドラン：そう聞いても素直に信じられないナリ（笑）。

ギィ：（考え込んで）……むう。このタイミングでこの情報かぁ。……マムを信じるには、ひとつ重大なことを確認しなきゃならねぇ……。緊張で吹き出る汗をさりげなくぬぐうぜ。

アキナ：ん、それは？

ギィ：あぁ、周囲をささっと見回して、声の届く範囲に人がいないことを確認して、言おう。「マム、率そつ直ちよくに聞くぜ。バルムンクを……どう思ってる？」

ＧＭ：「あの組織のことを聞くのかい？　度ど胸きようがあるねぇ」

ギィ：こいつは、マジだぜマム。オレがバルムンクの連中とことを構えようとした時に、ぶっ殺してもあんたは怒おこらないのか、それとも喜ぶのか。そいつを確かめてぇ。
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アキナ：前回、あたしたちはオーレリーに助けられたよね。

ドラン：王蛇会とバルムンクは関係ないんじゃ？

ギィ：あんときゃ、こっちから頼んだことだし、選べる中じゃ一番マシな作戦だった（笑）。

マルセル：……ふむ。当時はそうでも、今は宗しゆう旨し替がえしている可能性もあるしな。

ギィ：また、シュヴァンクマイエルとは別べつ派は閥ばつだったって可能性もある。少なくとも、このタイミングで向こうから接触してきたんだ。警戒しないほうがマヌケってやつだ。

アキナ：なるほど～。

ＧＭ：マムは静かに言います。「……そんな連中は減へってくれた方が、アタシは嬉しいねぇ」

ドラン：共通の敵として認にん識しきして良さそうナリ。

ギィ：ありがとよ。これで借りひとつだって言うオレにマムは答えるのさ。「（オーレリーになって）違うね。貸しは三つだ」

ＧＭ：うおーっ！（笑）　それ言っちゃうんだもんなぁ（笑）。

ドラン：ＧＭ、お約束台詞を取られたナリ（笑）。

ギィ：んで、オレはマムには、分かった分かった借りは三つだ。と、渋しぶい顔をして答える。

マルセル：高くつきそうな借りだな（笑）。

ギィ：ここは奢おごるぜ。オレは親指金貨を一いち枚まい弾はじき、自分のコップの中身を飲のみ干ほしたあと、酒を再ふたたび注いで、マムのハッピーな未来に、と言いつつマムのコップに軽くぶつける。

ＧＭ：「ありがとうよ。あんたにゃ貸しが多くなった。くれぐれもくたばるんじゃないよ？」

ギィ：優しい言葉をありがとよ！　で、一気にグラスをかーっと開けて出て行く。

ＧＭ：「慌あわてる男は出世しないよ？」という背せ中なかからの声と共に、シーンを終えましょう。

ギィ：まっ、これは隠かくさずすぐに報告しよう。誰から聞いたかは言わないがな。

ＧＭ：分かりました。

ギィ：にしても、ゴルフォードか……面白い仕掛けだな。

ＧＭ：はっ、ありがとうございます。

ギィ：まさか、『無印』第五巻の時点では、こういうことするとは思わなかった。

ドラン：だよなぁ～。連合王国はレイウォールやグラスウェルズを相手にすればいいと思ったら、今度はゴルフォードかよって話だし。

マルセル：これで、連合王国は三カ国を同時に相手にする可能性が出た、ということだ。

ＧＭ：まあ、ピンチを演出してなんぼの『デスマーチ』ですし。社長からの無茶振りで、プレイヤーが驚くような仕掛けを用意しろって無茶振りをいただきましたからね。

アキナ：ちょっと、みなさん。ただでさえ大変なのに、みなさんが無茶振りし合うたびに、危険なお話になる一方じゃないですかっ!?（笑）

ドラン：アキナさん……それは仕方ないことナリ。

アキナ：はい？

ドラン：なぜなら、このリプレイは『デスマーチ』シリーズだから。

アキナ：そ……そっかぁ――っ!?（一同爆笑）

ＧＭ：てなところで、オープニングは終了です（笑）。











ＭＩＤＤＬＥ　ＰＨＡＳＥ









◆Middle 01◆エンジェルファイヤー、南へ




　連合王国の国境をうかがうゴルフォード軍の存在。その驚愕の情じよう報ほうがもたらされた。

　シャールズベリ方面軍の指揮官オトガルとアキナたちは、急遽対策を協議することに。




ＧＭ：ミドルの最初のシーンです。全員登場。場所はシャールズベリの手前二日ほどの街。メルトランド貴き族ぞくの屋や敷しきを借りて設せつ置ちされたオトガルの宿しゆく舎しや兼けん連合王国軍の司令部です。

マルセル：そこで、さっきのギィの情報について話し合うわけか。

ＧＭ：そうです。大きなテーブルにみなさんとオトガルがぐるっと顔をそろえます。

アキナ：オトガルさんは、シャールズベリへ向かう軍の指し揮き官かんですもんね。

ギィ：かくかくしかじか「……って、わけさ」と、マムから教えてもらった、ゴルフォードが連合王国を攻めようとしてるって情報を明かそう。ソースは秘ひ匿とくしたままな。

ＧＭ：このゴルフォードによる軍事行動の可能性にどう対処するか？　これがこの会議の議題なわけです。オトガルは思案顔で「それは信しん頼らいできる情報か？」とまず訪たずねます。

ギィ：ああ。裏うら社会経由の情報だが信頼度は折り紙つきだ。グラスウェルズで活動してた、オトガルさんなら察しがつくだろう？　おっと、口に出すのはやめときな（笑）。

ＧＭ：オトガルは重く頷きます。「ゴルフォード軍が連合王国を狙ねらっているなら放置はできん。だが、そちらに兵を回す余よ裕ゆうはない。シャールズベリの守しゆ備び兵へいでさえ、本来もっと必要なところを誤ご魔ま化かしてそろえているのだぞ」

ギィ：でもさ、ゴルフォードの国こつ境きよう沿ぞいにも普ふ通つうの警けい備び兵へいはいるんだろ？

ＧＭ：はい、そちらの国境地帯には通商の玄げん関かん口ぐちになっているナドレスという街があります。そこに国境警けい備びの常じよう備び兵が存そん在ざいしています。

マルセル：なら、仮かりに攻せめられても、援えん軍ぐんが来るまでしばらく保もたせられないか？

ＧＭ：それは相手次し第だいとしか言えませんね。たとえばゴルフォードの主力、錬金騎き士し団だんが出てくれば、一日と保たずに壊滅もありえます。

アキナ：そんなに強いんですか？　錬金騎士団って。

ギィ：ああ、聞いたことがあるぜ。得とく意い技わざは錬れん金きん術じゆつを駆く使しした重火器と、機動力を活いかした奇き襲しゆうだ。ただの国境警備兵じゃあ荷が重い。

マルセル：なるほどな。……そうだ、ドランはオープニングで襲おそわれたんじゃないのか？

ドラン：もちろん報ほう告こくする。この間、ドワリムと名乗ったネヴァーフに襲われたナリ。

マルセル：その名前に心当たりがあるか？

ＧＭ：じゃあ【知力】の難なん易い度ど10で判定をお願いします。

マルセル：（ダイスを振ふる）……13で成功だ。

ＧＭ：ドワリムはゴルフォードのドワーディン王の弟です。王位継けい承しよう権けん第五位。

ドラン：あれが、王族？

ＧＭ：実は読者投稿キャラでして……。




ドワリム（男／40歳／ネヴァーフ　投稿者：埼玉県　砲民具さん）

　ドワーディンの歳の離れた弟で、苦労知らずに育った無能な王族。ただ射撃の腕はそれなりのものを持っている。みずから英雄でありたいと考えているが、周囲の取り巻きに持ち上げられた結果であることに本人は気づいていない。




ＧＭ：このように一応射しや撃げきは得意なようです。あと、自分のことを王にふさわしいと公言するなど、軽けい率そつな言動が多いそうで。投稿者の方もろくな死に方をしない、と言ってます（笑）。

ドラン：アンリ並なみに駄目なヤツじゃないか。




　グラスウェルズで反乱を起こしたエダム公アンリも、残念な性格の持ち主として有名だ。




ギィ：いや、駄目度ならアンリより上だろ（笑）。思いっきり、取り巻きにたぶらかされてるし（笑）。ま、ＧＭから見ると、こういうキャラはありがたいけどな（笑）。

ＧＭ：ゴルフォードは国王のドワーディンからしてちょっと残念な人なんですが。なかでも、ドワリムは飛とび抜ぬけて奇き矯きような人です。

アキナ：そういえば、ひとつ確かく認にんしたいんですけど。

ＧＭ：なんですか？

アキナ：オトガルさんって、ドランさんの竜輝石のことを知ってるんですか？

ＧＭ：知りません。それを知っていると判明しているのはナヴァールだけです。彼が主君のピアニィに説明している可能性もありますが、それはみなさんの知らない情報です。

アキナ：なるほど。そうすると、オトガルさんにドランさんが襲われた理由を説明しづらいですね。ドワリムは竜輝石を狙ってましたし。

ギィ：全部終わったらナヴァールに説明してもらう、って言うのはどうだ？

ドラン：了りよう解かい。じゃあ、そのあたりはぼかしてドワリムに襲われたことを話すナリ。

マルセル：ああ、そうしてくれ。

ＧＭ：なら、オトガルは頭を抱える。「ゴルフォードの王族がドラン殿を襲撃!?　なんとむちゃくちゃな話だ……!?　むう、ゴルフォードの狙いはいったい……？」

マルセル：王族が他国に侵しん入にゆうしてその国の軍人を暗殺しようとしたわけだからな（笑）。

アキナ：英雄という言葉にこだわってましたし、功こう績せきをあげたかったのかも（笑）。

ＧＭ：「まあ、ドワリムのことはさておいても。ナドレスをうかがう位置に軍が集結しているという情報の真しん偽ぎを早さつ急きゆうに確認せねば」

ドラン：誰かが調べる必要があると？

マルセル：そうだな。そのうえでグラスウェルズ方面の警けい戒かいも続ける必要がある。ゴルフォードに兵力を割わり振ふったところで、そちらから攻せめ込こんでこないとは言い切れん。

ＧＭ：「そうだな。そこが状じよう況きようを難むずかしくしているところだ。もしその報告が事実なら、連合王国は三方向に敵を抱えることになる」（と地図に敵勢力を描き込むＧＭ。次の図参照）
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アキナ：うわ、回り中敵だらけですね（笑）。

ドラン：こ……これは、連合王国は孤立無援の大ピンチナリ！　……なるほどなあ。このために五話でゴルフォードの竜輝石を出したのか。

ギィ：確かにイイ感じだ。だがＧＭ、ダイナミックなシナリオにしろとは言ったが……これはヤバすぎだろ？（笑）

ＧＭ：いまさら言うなぁ――っ!?（爆笑）

マルセル：仮にピアニィ側が勝っても、南側は防御が薄すぎる。国境を突破されたら、ゴルフォード軍はその気になれば、ノルウィッチでもシャールズベリでも自由に攻撃できるな。

アキナ：あたしたちが、そうならないようがんばるシナリオってことですよね！

ドラン：アキナさんは前向きナリ（笑）。

ギィ：当面、グラスウェルズ方面はフィリップ派はとの連れん絡らくを密みつに取ることで対応できるだろう。現状、アンリ軍とフィリップ軍は睨み合になるはず。

ＧＭ：ぶっちゃけ、グラスウェルズのアンリ軍がシャールズベリを本ほん格かく的てきに攻めるにはフィリップ軍を破やぶる必要があるので。こちら側の国境はしばらく大きな動きがないはず。

マルセル：その間に、とにかくゴルフォード方面に信頼できる部隊を派は遣けんして調ちよう査さするのが一番だろうな。

ギィ：あとは『ブレイク』でアンソンが、がんばるだろう。

ドラン：どうかなぁ（笑）。

ＧＭ：さて、「この任にん務む、エンジェルファイヤーに任まかせたい。単たん独どく行動で数々の実じつ績せきについては聞きき及およんでいる」とオトガルは考えたすえ言います。「火急の事じ態たいだ。これを使ってくれ」とナドレスへの人数分の転送石が用意されます。

ギィ：エンジェルファイヤーだけでナドレス近辺の状況を把は握あくしろってことか。

マルセル：ゴルフォードの動きが真実であるとわからぬうちに、シャールズベリの軍を動かせまい。兵数も不足している現げん状じよう、妥だ当とうな提てい案あんだろう。

アキナ：わかりました。この任務やってみます！

ＧＭ：「やってくれるか！」

ギィ：決まりだな。あ、そのうえで大だい規き模ぼ戦せん闘とうとなった場合に備そなえてある程てい度ど……最低、一〇〇人くらいは兵力がほしいなあ。ゲームシステム的に。

ＧＭ：……なるほど。

マルセル：それならこういうのはどうだ、ＧＭ？　私わたしがナヴァールから「困こまった時は中を見るように」と言われていた袋ふくろをもらっていたことにする。
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アキナ：何が入っているんですか？

マルセル：「エンジェルファイヤーをゴルフォード方面へ派遣するように」という指し示じと、ナドレスの警けい備び隊たいに対する「アキナの指し揮き下へはいるように」と書かれた連合王国軍ぐん師しと女王のサイン入り命令書。

アキナ：ええ――っ!?（笑）

マルセル：（しれっと）ゴルフォードが動いてもおかしくないからな。あの男ならこういうケースは想定済ずみだろう。

ギィ：ナヴァール、すごすぎる！　いや、軍師っぽいけどさ（笑）。

アキナ：自分たちの弱点を知っていて、対たい策さくを考えてたわけですね。

ＧＭ：では、そのように。大規模戦闘時には、警備隊の兵を一〇〇名動員できます。

ギィ：とは言え、焼け石に水レベルだが（笑）。あと、伝令役としてイムイムを連れて行きたい。転送石の数次第だが……。

ＧＭ：はい。オトガルはもっともだ、ということでそれを了りよう承しようします。

マルセル：では、ナドレスへ向かおう。それと、買っておいたアニマルメッセンジャーでゴルフォードの件けんをノルウィッチのイザベラ、ナイジェルたちに知らせておく。

ドラン：そこからナヴァールたちに報告するかはノルウィッチの人々が判断するナリね。

ギィ：そうそう、千名の兵たちの指揮は引き続きオトガルにまかせるとして……残していくフェリタニア勢ぜいの指揮はスコットにやらせよう。

アキナ：了解です。じゃあ、エンジェルファイヤー、ナドレスの街に向かいます！

ＧＭ：分かりました。では、このシーンは終しゆう了りようです







◆Middle 02◆八つ当たりのドワリム




　自分の失敗を棚たな上あげし激げき高こうするネヴァーフの王弟ドワリム。

　その醜しゆう態たいを見つめるふたりのエクスマキナは複ふく雑ざつな心しん情じようを押おし殺ころす。

　それでも、彼らは任務のために、命をかけねばならない立場であった。




ＧＭ：次のシーンはマスターシーンです。場所はいずことも知れぬ宿屋の一室。薄うす暗ぐらい灯あかりの中で三つの人ひと影かげが話しています。ドワリムと、ジョージ、そして彼と一いつ緒しよにいたエクスマキナの女じよ性せい……イルゼと言うのですが、その三人です。
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アキナ：ジョージっ!?

ギィ：やっぱり悪いヤツだったんだな。

ＧＭ：ドワリムは髪をキラキラさせつつ、ジョージに向かって「ゲオルグ、せっかくドランを捕つかまえられそうだったのに、お前は何をしていた!?」と苦く情じようを言います。

アキナ：ゲオルグ？
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マルセル：ジョージをドイツ語風に読むとゲオルグになるが……。

ドラン：（『アリアンロッド・サガ・タクティクスガイド』をめくりながら）ゴルフォードで……ゲオルグって名前の、王弟と顔を合わせられそうな人物……。

ギィ：錬金騎士団の団だん長ちようか！

アキナ：（『タクティクスガイド』の該当部を確認して）……てことは、ジョージさんは変へん装そうしたゴルフォードの騎士!?

ＧＭ：そのとおり。ゴルフォードの銀ぎん獅じ子しと呼よばれる錬金騎士団団長のゲオルグ・ゲルリッツです。

ドラン：で、ゴルフォードの王族のドワリムと繫つながっていたナリね。

ＧＭ：はい。で、苦情を言われたゲオルグは「急に体調が崩くずれてしまいまして、お助けできずに申もうしわけありませんでした～」と、のらりくらり適てき当とうに誤魔化します。




　涼すずしい顔のゲオルグにドワリムは逆ぎやく上じようして詰きつ問もんを続ける。

「昨年のカムロートとの戦では、エイリン殿が戦死されたことによってお前は出世したようだがな。このあり様ではそもそもその死もそなたが原げん因いんだったのではないか？」




アキナ：……エイリンさんって、誰ですか？

ギィ：確か、ゲオルグの先代の錬金騎士団団長だったかな……。（『タクティクスガイド』を確認して）八一二年の戦争で死んだことになってるな。

ドラン：にしてもドワリムは見事なほど下げ衆すっぽいキャラナリ。

ＧＭ：で、責せめられるゲオルグを見かねて、副官のイルゼが反はん論ろんします。「何をおっしゃるのですか！　殿でん下かこそ日ひ頃ごろから手て柄がらは横取りするなとおっしゃっていたではありませんか!?連合王国の出自も知れぬドラム缶かんひとり、殿下ならばひとひねりのはずだったのでは？」

ギィ：うわ、日常的に駄目な発言をしてるヤツだな!?（笑）

ドラン：（ドワリムになって）「ドラム缶が目からビームを放つなんて情報は知らなかったぞ。事前の情報収集が足りなかったせいだ！」（笑）

ＧＭ：イルゼは「殿下がわからぬことをわたくしがわかるはずがありましょうか」と言い、ドワリムはそれに反論できず「む、むぅ……減へらず口ぐちを。もうよいわ！」と捨すて台詞ぜりふを残して部屋から出て行きます。

マルセル：なんというか、ゴルフォードも大変そうだな（笑）。

ＧＭ：バタンとドアを閉しめて出て行くドワリム。残されたゲオルグは肩かたをすくめて、イルゼに向かって思わず苦笑いを漏もらします。「ま、あんなのでも一いち応おう王族だし（笑）」

アキナ：ゴルフォード陣じん営えいも内部で揉もめているってことですね！

ＧＭ：ま、そういことです。これでこのシーンは終了です。







◆Middle 03◆国境の向こう側




　火急の事態を受け、転送石を使用して、ナドレスの街へ急行したエンジェルファイヤー。

　まず重要なのは、国境の向こうに、ゴルフォード軍が本当に布陣しているのかどうか。

　ギィはひとり斥候となり、エル川を越えゴルフォード領りよう内ないに入った。




ＧＭ：ということで、転送石を用いて、みなさんはゴルフォードとの国境の街ナドレスへやってきました。国こつ境きよう線せんとなっているエル川のほとりにナドレスは存在してます。

アキナ：あっという間につきました！（笑）

ＧＭ：基本的にナドレスでは、国境警備隊の施設に泊まることができます。

マルセル：ナヴァールの命令書もあるからな。問題もないだろう。

ドラン：で、対岸のゴルフォード側はどうなっているナリ？

ＧＭ：木々も散見される、山がちな地ち域いきとなっています。見える範はん囲いに、ゴルフォードの都市はありません。遠くにハント大森林も見えます。

アキナ：で、その森林に敵てきが隠かくれてるかもしれないんですね。

ギィ：ここはオレが斥せつ候こうに出るところかな。偵てい察さつには何日ぐらいかかる？

ＧＭ：ギィひとりなら、調査の時間を含ふくめて二日ほど、複数人で行くと二日半かかります。

アキナ：（キャラクターシートを見て）なるほど。ギィさんは【移動力】が高いんですね。

マルセル：戦闘になるなら、みんなで動いたほうがいいが……（少し迷って）……見つからないということを重視しても、ギィ単独だな。

ドラン：なるほど。あ、単独行動ならアニマルメッセンジャーを持って行ったらどうナリ。

ギィ：じゃあ、ゴルフォード側にはオレひとりで行くぜ。確かに何かあった時のためを考えると、アニマルメッセンジャーは便利だな。ありがたく持って行く。

アキナ：気をつけてください。

ギィ：ああ。……マージンを取って三日。それだけ時間が経たってもオレが帰ってこなかったら、軍が待機してるつもりで動きな。

アキナ：それって……？

ギィ：つまり、オレがゴルフォード軍に捕まったり、殺されたりする、ってことさ。

アキナ：そんな、ダメだよ！　絶ぜつ対たい帰ってきて！

ギィ：わかってるって。万が一の話さ。

マルセル：そうだ、アキナ。ギィがこの程度の偵察で死ぬことなどあるまい。

ドラン：ま、マルセル、アンタがそんなこと言っちゃダメ――っ！（笑）

ギィ：〝裏目〟でオレを殺す気か――!?（一同爆ばく笑しよう）

マルセル：裏目って言うな！　む。キャラ作成時の想定以上にキャラが立ってしまった（笑）。

アキナ：そんな（笑）。ともかく、ギィは絶対に帰ってきてね！

ギィ：おう。……って、わけでひとりで偵察に出るぜ。

ＧＭ：では、エル川を渡り、ゴルフォードへと渡ったギィは通商のためにきちんと整せい備びされた街道を進んでいきます。すると、前方にハント大森林が見えてきます。

ギィ：早さつ速そく、偵察を開始するぜ。とりあえず、森を上から見下ろせるような丘おかはないか？

ＧＭ：んじゃ、ちょうどよさそうな丘を発見したあなたはそこから偵察を開始します。【感知】の判はん定ていをどうぞ。難易度は10です。

ギィ：10ならそのまま振ろう……（ダイスを振る）。よし、14で成功だ。

ＧＭ：なら、上う手まく隠してはいますが森の出口近く、街道から少し離はなれたあたりから煙けむりが細く立ち上っているのを発見します。

ギィ：なら、双そう眼がん鏡きようを取り出し、太陽の光を反はん射しやしないよう気をつけてそのあたりを見る。

ＧＭ：どうやらそのあたりで野や営えいしている人間がいるようですね。木々の影かげから複ふく数すうの人間が見えます。どうやら騎士のようで、所しよ属ぞくを示しめす紋もん章しようは錬金騎士団のものです。

ギィ：見つけた。そのほか詳しよう細さいは分かるか？

ＧＭ：遠目なのでよく分かりませんが、ネヴァーフやエクスマキナが目立ちますね。あと、大きな大たい砲ほうのような影や機械化された車両のようなものも。

マルセル：錬金騎士団の名は伊だ達てじゃないな。装そう備びがファンタジーじゃないみたいだ（笑）。重要なのは数がどれぐらいか、だが。

ＧＭ：少なく見積もって五千。万単位の軍団の可能性もあります。うまく森を使って姿を隠しているので正確なところはわかりません。

ギィ：マズいぜ、こいつらに国境を突とつ破ぱされたら防ふせぎようがねぇ。大規模戦闘ルール的に見ても勝ち目がない。とりあえずここは一端離れる。そしてこの情報を、二個こ目めのアニマルメッセンジャーでアキナに送っておこう。
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ドラン：一段落ナリね。

ギィ：で、ここでギィはふうと息をつく。んで、自分も帰ろうとすると……がしゃんと物音が後方から！「（突然敵兵になり）まさかここを見つけるとはな……」とか言われて……。

ＧＭ：なりませんから！（笑）

ギィ：あれ、そうなの？　てっきりオレが捕まる展開かと思ってた（笑）。

ＧＭ：そんなに見つかりたいなら……。

ギィ：はいはい、すみません（笑）。さっさとトンズラするよ。

ＧＭ：というわけで、偵察は終わったのでシーンを終了します！（笑）







◆Middle 04◆裏うら目め軍師の本ほん領りよう発はつ揮き




　ゴルフォードと連合王国の境にある街ナドレス。

　本来は両国の産物と、それを運ぶ商人たちが行き来する活気に満ちた街だ。

　そこで、アキナたちはジョージたちと再さい開かいすることになるのだが……。




ＧＭ：では、次のシーンです。場所はナドレス。ギィが偵察に行っている間あいだ、残ったみなさんはどうしてますか？

マルセル：さっきでた国こつ境きよう警けい備び隊たいの詰つめ所しよみたいなところで待機しているだろうな。

ドラン：ギィの帰りを待ってるわけだし。ついでに兵たちに警けい戒かい強化を指示しておこう。

ＧＭ：兵士たちは素す直なおに命令に従います。……そのようにしてみなさんが詰め所でギィの帰りを待っていると、警備隊の隊員がみなさんのところへ手紙を持ってやってきます。

マルセル：手紙……。誰からだ？

ＧＭ：兵士に尋ねると、「旅の商人から預かりました」と答えます。

ドラン：とりあえず手紙を読むナリ。

ＧＭ：手紙には「国境を越えてゴルフォードへ潜せん入にゆうした者について話があるので、夕刻、街の外にある丘へ来てください」とあります。その丘までの地図も同どう封ふうされていました。

アキナ：……「ゴルフォードへ潜入した者」って、ギィさんのことですよね？

マルセル：他には考えられんな……。ギィが出発してからどれくらい時間が経ってる？

ＧＭ：今は、ギィが出かけた当日の、午後三時頃ですね。およそ半日経過してます。

ギィ：なんだと？　なら、オレは錬金騎士団を発見してもいないタイミングだな。

マルセル：……偵察に出たギィを捕とらえた、にしてはリアクションが早すぎるかな？

ドラン：まあ、いずれにせよ、この手紙の主には、ギィが潜入したことはバレているナリ。

アキナ：……ともかく、指定された場所へ行ってみませんか？

マルセル・ドラン：了解。

ＧＭ：では、みなさんは手紙で呼び出された場所へ向かいます。




　　　　＊　　　＊　　　＊




　ナドレスの街からしばらく歩き、指定された丘の上にたどり着く。

　丘全体が夕陽に照らされて紅く染まっている。その頂上付近のひときわ高い木の傍らに立っていたのは、旅の途中でアキナと知り合ったふたりの商人だった。




ＧＭ：では、場面は変わって街の郊外にある丘。街全体を見下ろせるこの場所は、街道から離れていて、急で狭い登り道を通らないとたどり着けません。そしてそこには旅の商人ジョージと名乗ったエクスマキナの男と、エクスマキナの女性、イルゼが待っています。ジョージはにこやかにアキナに話しかけます。「お久ひさしぶりです。またお会いしましたね」

アキナ：ジョージさん？　……え、なんでこんなところに？

ＧＭ：「ええ、ジョージです。しかし、その名前は偽ぎ名めいでして……。正しくは、ゲオルグ・ゲルリッツと申します」と大おお仰ぎようなポーズでお辞じ儀ぎしながら言います。

アキナ：さっきのシーンで、およそのことは分かってますから……。「お名前は聞いたことがあります。ジョージさんはゴルフォードの錬金騎士団の団長さんだったんですね」

ＧＭ：「恐おそれ入いります。……さてアキナさん。今回は特別なお願いがあります」

アキナ：お願い？

ＧＭ：「単たん刀とう直ちょく入にゅうに言います。そちらのドラン・ベレレンさんをお引ひき渡わたしいただきたい」

ドラン：ワタシなりか!?　何な故ぜ？

ＧＭ：「正せい確かくにはドランさんの内に眠ねむる我わが国くにの竜輝石を――です」

アキナ：（にこやかに）あはは、そんなー。ドランさんの中に王威の竜輝石なんてあるわけないじゃないですか！　ねぇ～♪（笑）

ドラン：（にこやかに）ねぇ～♪（笑）

ＧＭ：「フフ、そうおっしゃるのならば、なおさら我わが国に来てください。優ゆう秀しゆうな錬れん金きん術じゆつ師しにドランさんの身体を検けん分ぶんさせましょう。そうすれば誤解は解けます」




　物もの腰ごし柔やわらかに応おう対たいするゲオルグ。

　だが、その瞳ひとみには剣けん呑のんな雰囲気が見て取れた。




アキナ：（小声になって）う～。やっぱり、誤魔化せませんでしたね！

ドラン：（同じく小声で）むう、こいつしつこいナリ。

ＧＭ：「我が国の竜輝石です。そう簡単には引き下がれませんよ」

ドラン：しかしワタシは国家の命運をかけた任務の途と中ちゆう。それを投げ出して、そちらの国の事じ情じようにつき合うわけにはいかないナリ。

ＧＭ：「国家の命運と言うなら、私の用事もご同様でしてね。ドランさんが我が国に来ていただければ戦争を回かい避ひできます」

アキナ：……戦争？




　ゲオルグは、朝食のメニューについて話すように、穏やかな口調で言った。

「我がゴルフォードとあなた方の連合王国との間に起こる戦争です。もうご存ぞんじなのでしょう？　我が錬金騎士団がこの国境地帯の向こう側に布ふ陣じんしていることを」




マルセル：（少し考えて）……なるほどな。つまり、ギィについてはブラフか。もし捕まえているなら、ここでギィの身み柄がらも材料に使うはずだからな。

ＧＭ：うへっ。脅すつもりが、こっちの手の内を読まれてしまった（笑）。

ギィ：じゃあ、ここで移い動どう中のギィにカメラが切り替わる（笑）。そして……はっくしょい！　……って誰かオレの噂うわさをしてやがるな、と言う（一同爆笑）。

ＧＭ：ゲオルグはマルセルを見つめて言います。「そうか、聞いたことがある。ナヴァールの懐ふところ刀がたなと呼ばれる切れ者……裏目軍師の噂を」

マルセル：裏目って言うな！（笑）

ＧＭ：「今なら、連合王国はドランさんひとりの犠ぎ牲せいで我が国との開戦を回避できますよ」

マルセル：……ん？

ドラン：ちょっと聞きたい。あなた方はその竜輝石の情報をどこで聞きつけたナリか？

ＧＭ：「ああ、それは秘密です」

ドラン：ぬう。はぐらかされたナリ。

ＧＭ：「さあ、ドランさん。我われ々われと同行していただけますか？」

ドラン：……拒きよ否ひすると言ったら？

ＧＭ：「我が国と貴国との戦争は避さけられないでしょう。大きな被ひ害がいが出るでしょうなぁ」……ゲオルグそう言うと同時に、ひゅ～と夕暮れの丘に風が吹ふき渡わたります。
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アキナ：うーん……。




　考かんがえ込こむアキナ。やがて顔をあげ、ゲオルグを見据え、決然と話し始めた。




アキナ：……ドランさんはあたしたちの大切な仲間です。だから、渡すなんてできません！
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ＧＭ：「……ふふ、アキナさんは面おも白しろい方ですね」とゲオルグは微笑ほほえみます。

アキナ：え……と真ま面じ目めに言ったつもりなんですけど？

ＧＭ：「気分を害したならお詫びします。ですがメルトランド人ながらエクスマキナに偏へん見けんを持たず、あまつさえ仲間と呼ぶ。そんな方はやはり珍しい。実はわたくしの両親はメルトランド出身でして。なおさらそう思うわけです」

ギィ：ああ、こいつそういう設せつ定ていだったなぁ。両親がメルトランドから逃にげて、ゴルフォードで苦労しったっていう。




『アリアンロッド・サガ　タクティクスガイド』参照のこと。




アキナ：そうだったんですか……。

ＧＭ：「まあ、そのことはさておき、肝心のドランさんの身柄ですが……。

ドラン：どきっ！

ＧＭ：「……友人を差し出す決けつ断だんを下すのは難しいでしょう。だから時間を差し上げます」

アキナ：時間……ですか？

ＧＭ：「ええ、二日待ちましょう。それまでに回答してください。ドランさんを私たちに引ひき渡わたすか否いなかを」と言うと、ふたりはくるりと振り向いて、その場を去ろうとします。

マルセル：ふむ……〝時間〟をくれるのか。

ＧＭ：え？　ええ、そう言いましたよ？

マルセル：ここでゲオルグを呼よび止とめる。「待て、こちらからひとつ提案がある」

ＧＭ：ゲオルグは足を止め「……お互たがいに利り益えきのある提案なら大歓迎ですよ」

マルセル：提案の内ない容ようはこうだ。あなたが望む結果を導みちびき出だすために我々が協力しよう。

ＧＭ：「では、ドランさんを差し出してくれると？」

ドラン：う、裏うら切ぎり者ものーっ!?

マルセル：違う。あなたの本当の目的の手助けをしようという話だ。

アキナ：え？　マルセルなにを言ってるの？

ＧＭ：いったい何の話を……。

マルセル：ゲオルグが正体を探っている、この事件の黒くろ幕まく。それをあぶり出すための協力しよう、と言っているのだ。
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ＧＭ：え？　………………………………………………………………………………。え？




　プレイが終わったあと、録音データを聴いて確認したところ、ＧＭは約三〇秒ほど沈黙を続けていた。同時にプレイの様子を録画していた画像を見ると、ＧＭである私は、引きつった笑顔を浮かべ、目をきょろきょろさせるだけで、ろくに反応ができないでいた。

　ＧＭとして恥ずかしい失態だが、この時は頭が真っ白になって反応できなかったのである。

　果たして何に驚いたのか？　なぜ反応できなかったのか？

　その理由は、このあと順に説明していく。




アキナ：……ＧＭが固まってしまいました。

ギィ：なにかショックを受けたようだな。

ドラン：マルセルの台詞の中にショッキングな要素があったナリな。

アキナ：すみません。あたしはそもそもマルセルがなにを言っているのか、よく分かりませんでした。

ギィ：あ、オレもオレも。

マルセル：ああ、すみません。じゃあ順番に説明しますね。

ドラン：よろしく頼むナリ。

マルセル：まず結論を言うと、ゲオルグの目的はドランの中の竜輝石を持ち帰ることではなく、おそらくゴルフォード内部で謀略を企む黒幕をあぶり出すことだろう、と。

一同：……え？

ギィ：うーん。そもそもその謀略っていうのがなにを指しているのかが分からねぇ（笑）。

マルセル：その結論を導くためには、まずひとつ大前提がある。ゲオルグは竜輝石を入手することを最優先の目的にしていない。

ドラン：というと？

マルセル：もし、竜輝石をどうしても手に入れたいなら、我々に時間的猶予を与えたりはしないだろう。すぐ錬金騎士団に攻め込ませて、有う無むをいわさずドランを破は壊かいするなり連れて行くなりするはずだ。

ドラン：それはそうナリね。今、ゴルフォードに攻め込まれたら防ぎようがないし。

ギィ：そもそも、この場でゲオルグ相手に戦ったら、オレたち勝てないだろうしな（苦笑）。

マルセル：そして次の前提。ドランの体内にゴルフォードの竜輝石があるという情報をゲオルグはどうやって知ったのか？

ギィ：普通に考えれば情報源はバルムンクだろうな。

アキナ：直接バルムンクから聞いたんじゃなくて、ドワリムさんから聞いた可能性は？

マルセル：ではドワリムにその情報を教えたのは？

一同：…………。

ギィ：そうか！　情報のソースを辿たどれば最終的にはバルムンクになるんだ！　ドランの竜輝石の件を知っているのは、フェリタニアの要人とバルムンクくらいだからな。

ＧＭ：…………。

アキナ：つまり、今回の事じ件けんの影にはバルムンクがいるってことですか？

マルセル：そこに限ればほぼ間違いない、と思う。

ギィ：でもさあ、ゲオルグ自身がバルムンクな可能性もあるんじゃない？

マルセル：その可能性は考えた。だがそれだとやはりおかしな点が残る。ゲオルグがバルムンクの場合、我々に時間的猶ゆう予よを与あたえるメリットはないだろう？

ドラン：確かに。向こうはこの場で腕ずくで来てもいいナリ。今ならギィもいないし、より楽に竜輝石を手に入れられるナリ。




　ＧＭは相変わらず固まったままマルセルの話を聴いていた。




アキナ：それと、黒幕がどうこうという話はどう関係するんですか？

マルセル：まずドワリムがバルムンクだったとする。……実は違うという確かく証しようはないけど。

一同：ないのか（笑）。

マルセル：ただ、ドワリムがバルムンクだと仮定すると、その行動に無駄が多すぎる。矛盾しているといっても差し支えないくらい。

ギィ：……そう言われるとそうだな。もし錬金騎士団を使って確実に竜輝石を手に入れるのが目的なら連合王国内でドランに手出しはしないだろうし、手段を問わず竜輝石が欲しいならゲオルグを無視してバルムンクのメンバーで襲撃すればいいんだしな。

ドラン：確かに。わざわざゲオルグを巻き込んで目的をばらす理由がないナリ。

マルセル：実はドワリムが超無能なバルムンクの可能性は残っているんですが（笑）。まあ、その場合でもゲオルグとは共闘できるだろうから、考えから除外した。

アキナ：…………もしかしてマルセルのいう黒幕の目的ってゴルフォードと連合王国の間に戦争を起こすこと!?

ドラン：あ！




　プレイヤーたちは、今回シナリオで用意した仕掛けにかなり正確に迫せまってきていた。

　そしてそれは、ＧＭとしては少々想定外の早さなのだった。




マルセル：バルムンクの本当の目的については、ちょっと絞りきれない。戦争も竜輝石の奪取も目的だとは思う。……ただそれ以外に別の目的がないとは言い切れない。

ギィ：なるほど、それもそうか。

アキナ：バルムンクの本当の目的は分からないけれど、黒幕として陰謀を企んでいることは間違いないってことですね？

マルセル：そういうことだ。ドワリムとゲオルグ以外に黒幕のバルムンクがいて、なにか陰謀を企んでいると考えた方が自然だろう。

ドラン：そして、そのバルムンクはドワリムに「連合王国のドランがゴルフォードの王威の竜輝石を持っている」と囁ささやいたナリね。

ギィ：それを聞いた英雄志し向こうのドワリムは一いつ刻こくも早く竜輝石を手に入れようと、ゲオルグと錬金騎士団を動かしてここまでやってきた――ってことか。

マルセル：そう考えると、ゲオルグが我々に時間を与えようとしている理由も推定できる。

ギィ：ゲオルグはオレたちに猶予を与えるふりをして時間を稼ぎ、その間に黒幕を捜さがし出だそうとしている……って、わけだな？

ドラン：なるほど！　時間がほしいのは実はゲオルグの方だったナリね。




　……はい、大正解。

　ただ、実はここまでマルセルが推理した情報は、ほぼ既出の内容を繫いだものだし、ゲオルグが時間を稼ごうとしていることも、次のシーンで明らかにするつもりだった。

　ＧＭが困ったのにはまた別に理由があるのだが……。

　それについては、後に語ることにして、この場は話を進めよう。




　　　　＊　　　＊　　　＊




ＧＭ：……えー。ゲオルグは感心したようにマルセルに拍はく手しゆをしつつ、惜しみない賞しよう賛さんを送ります。「面白い意見ですね。さすがは元レイウォール三二将しよう」

ドラン：おお、ＧＭが復活した（笑）。

ＧＭ：すみませんでした。いつまでも黙っているわけにはいきませんからね。

マルセル：とにかく、こちらからの条じよう件けんをゲオルグに言うぞ。最終的にゴルフォードにドランの身柄を渡すことになった場合でも、その生命の安全に関しては保ほ障しようしてほしい。ぶっちゃけると、竜輝石を取り出したらドランが死ぬんでな。

ＧＭ：「上がどう言うかな？　私はそれでもいいと思うが（笑）。歌って踊おどれる竜輝石か……国民に愛されるだろうなぁ」とゲオルグが言うと、すかさずイルゼが突っ込みます。「閣かつ下か、お戯たわむれはおよしください！」（笑）

マルセル：それから、無む理り矢や理り我々に言うこと聞かせるのは止めた方がいい。ドランが自じ爆ばくして竜輝石が手に入らなくなるぞ。

ドラン：なぬっ!?（一同爆笑）

アキナ：ド、ドランさんっ!?

ギィ：なんとドランの自爆装置《ブロウアツプ》が役に立ったー!!（笑）

マルセル：さらに我が国の性格が悪い軍師が「ゴルフォードの王威の竜輝石が爆散した」と世界中に宣せん伝でんするぞ！

ＧＭ：ほほーう。

ギィ：と、ナヴァールのくれたふたつ目の袋に入っていた紙に書いてある（笑）。

ドラン：人の犠牲を前ぜん提ていにした作戦は絶対反対ナリ！（笑）

マルセル：（ドランの抗こう議ぎを無む視しして）王威の竜輝石がないなんて大スキャンダルだなー♪もしかするとエストネルが王おう権けん剝はく奪だつを言い出すかもしれんなー♪

ＧＭ：「そーんなことになったら、我が国はオシマイだ。どーすればいいんだぁ――!!」と、手を拡げて嘆なげき悲かなしむポーズのゲオルグ。ただ、その口元はニヤリと笑ってます。
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ドラン：……ひどい猿芝居ナリ！（笑）

アキナ：ふたりともノリがいいですね！（笑）

マルセル：む、私としたことが（笑）。（真剣な口調で）そちらが探さぐっている黒幕であろう結社について、我々は情報を持っている。

ＧＭ：「ふむ。我が国に竜輝石がないことを言いふらされてはかなわないぞ！　ここはマルセル君の提案にのるとするか、なあイルゼ」傍かたわらのイルゼの表情は真っ青です。

アキナ：イルゼさん、真面目な人なんですね（笑）。

ＧＭ：「ならば錬金騎士団長ゲオルグの名めい誉よにかけてお約束しよう」というと、イルゼが「お待ちください！」と止めに入ります。

マルセル：「ならば、お互いにとって敵である黒幕を排はい除じよしたあとに、改めてドランの身柄について話し合おう」とゲオルグに言う。

ドラン：やれやれ……とりあえず、今のところそれが最善ナリね。

ギィ：命は保障してくれるらしいから、最悪の事態にはならないだろ。

ＧＭ：「アキナさんはどうですか？」

アキナ：ここはマルセルに一いち任にんします。……駄だ目め？

ドラン：いや、よろしいかと。

ＧＭ：「わかりました。アキナさんのような指揮官に、マルセル君のような油ゆ断だんならぬ男がついているとは。いやいや連合王国は恐おそろしい。できることなら戦いたくないものです」

アキナ：わたしも、ゲオルグさんとはあまり戦いたくありません。

ＧＭ：「ふふ……実に有ゆう意い義ぎな時間を過すごせました。期き限げんは三日後の夕ゆう刻こく、この場所にしよう。周りに人どおりもなく密みつ談だんするには適した場所だ」

アキナ：分かりました。では、また三日後に。

ＧＭ：意い気き揚よう々ようと立ち去るゲオルグとよろよろと歩くイルゼ。これにてこのシーンは終了……ですが……さて、困ったぞ。

ギィ：どうしたんだ？

ＧＭ：いくつか予想外のことがありまして。……ちょっとシナリオの展開を修しゆう正せいしますので、一〇分ほど時間を取らせてください。

アキナ：わかりました！







◆Middle 05◆ゴルフォードの騎き士し




　エンジェルファイヤーと馴なれ合あった交渉をしたゲオルグに、イルゼは食ってかかる。

　だが、百ひやく戦せん錬れん磨まのゲオルグには思うところがあるようだった……。




ＧＭ：お待たせしました。次はマスターシーン。ゲオルグとエンジェルファイヤーの会談が終わった直後。街かい道どうをふたりきりで歩くゲオルグとイルゼが会話しているところです。

ギィ：ああ。さっきの交渉について話すのか？　イルゼはかなり怒おこってそうだが（笑）。

アキナ：真ま面じ目めそうな人ですし（笑）。

ドラン：「（突とつ然ぜんイルゼになって）何な故ぜヤツらのことを信用して取引などするのですか!?」

ＧＭ：じゃ、それで行きましょう（笑）。イルゼに責せめられたゲオルグは彼かの女じよをまじまじと見つめ言います。「イルゼ、何年私わたしの副官をやっている。別に彼かれらを信用などしていない」

ドラン：「ならば何故？」

ＧＭ：「彼らの提てい案あんは私の目的に合がつ致ちしているからだ。彼らの言うとおり、今回の錬金騎士団の出兵には我われらを操あやつろうとする者の影かげが見みえ隠かくれする。あのドワリム殿でん下かがどうやって竜りゆう輝き石せきの件けんを知ったのか……おかしいとは思わないのか？」

ギィ：バルムンクが暗あん躍やくしてるんだろうからなぁ。

ドラン：「（イルゼになって）それは……確かに」

ＧＭ：で、ゲオルグは冗じよう談だんめかして言います。「それに王おう威いの竜輝石が我わが王の手にないとして、我が国はその状じよう態たいでやってきたわけだ……。我が国に竜輝石は不必要かもしれんぞ」

ドラン：「御お戯たわむれを！」ってさすがに血相変えてイルゼが突つっ込こむところだな。

ギィ：イルゼってすっかりそういうキャラだよね（笑）。なにかあると「何故なんです!?」っ突っ込む。で、実は……とゲオルグがちゃんと解かい説せつしてくれるみたいな役。

アキナ：読者の視し点てんになって言ってくれるんですね。

ＧＭ：「竜輝石がないことで、我が国が少々困こまっているのは事実だ。だが先に、より危き険けんな問題を排はい除じよする必要があるだろう？　誰かに操られて連合王国と開戦し、無む駄だに部下を死なせることが許ゆるされるか!?」とここは、黒幕に対する怒りを露わにして、ゲオルグは言います。

ドラン：ゲオルグさんが？

ＧＭ：「私たちは昨年の戦争で、エイリン団だん長ちようを失った。それは目先の利に目がくらんだ上じよう層そう部ぶの責せき任にんが大きい。だが、ドワーディン様はそれを反省し、戦争に慎しん重ちような姿し勢せいだ。ここは我われ々われも同じ間ま違ちがいを繰くり返かえさぬように動くところではないか？」

アキナ：……ゴルフォードにも色々あるんですね。

マルセル：なるほど、ゲオルグの動機はそういうことだったんだな。

ＧＭ：で、イルゼは不承不承口をつぐみます。と、ここでシーン終了です。







◆Middle 06◆陰いん謀ぼうの影




　ギィがナドレスに帰き還かん、エンジェルファイヤー全員が顔をそろえた。

　ゴルフォードの王弟ドワリムをそそのかす黒くろ幕まくのバルムンクがいるはずだ。

　その痕こん跡せきを探さがすため、おのおの活動を開始した。




ＧＭ：次はギィが戻もどってきて、全員で顔を突つき合あわせて情報を確かく認にんするシーンとなります。

ギィ：それじゃ、オレが出発した翌よく日じつかな？　偵察に二日かかるってことだし。

ＧＭ：そうですね。アニマルメッセンジャーがギィが出発した翌日の早朝に、ギィがその夕刻に帰ってきたことにしましょう。

ドラン：それじゃ、ギィが帰ってきたら、「かくかくしかじか」とゲオルグの件を話すナリ。

ギィ：……で、そのゲオルグってヤツは本当にバルムンクじゃねえのか？

マルセル：おそらくバルムンクではない。仮かりに彼がバルムンクだとしても時間は稼かせいだ。

ギィ：焦あせってたからな、ＧＭが（笑）。

ＧＭ：は、上手く反はん応のうできず申しわけありません。

マルセル：ＧＭがどうこうではなく、もしゲオルグがバルムンクなら、とっくに錬金騎き士し団だんは連合王国に侵しん攻こうしていないとおかしい。

アキナ：バルムンクがあたしたちに手て加か減げんする理由はないですしね。

ギィ：で、軍マ師ルさセんルよ。これからどう動くんだ？

マルセル：ゲオルグのバルムンクあぶり出しに協力する。

アキナ：ドランさんの命がかかってるしね！

マルセル：このまま逃にげてもゲオルグは必ず、竜輝石を奪いに来るだろうからな。

アキナ：じゃあこの二日間で何ができるんでしょう？

ＧＭ：この件に関する情報を調ちよう査さができます。バルムンクの情報が手に入るかもしれません。能のう力りよく値ち判はん定ていは項こう目もくはこんな感じ。それぞれ担たん当とうできるのはひとりです。




・ドワリムについて　　　　【知力】難易度15

・ドワーディンについて　　【精せい神しん】難易度14

・ゲオルグについてが　　　【感知】難易度13

・エクストラ　　　　　　　【幸運】で８




ギィ：エクストラ？

ＧＭ：はっはっは。ちょっとしたサプライズ情報です。

マルセル：ふーむ。ではそれぞれの担当を決めようか……。

　一同は相談の結果、【精神】の判定をマルセル、【知力】をドラン、【感知】をギィ、【幸運】をアキナという分担にすることに決めた。




ＧＭ：各担当が決まりましたね。ではドワリムについて。難なん易い度ど15の【知力】判定です。

ドラン：担当はワタシナリ……。てろっ（ダイスを振ふる）。８、18で成功ナリ。

ＧＭ：王弟ドワリムは、さっき言ったとおり射しや撃げきの腕うで前まえは確たしか、英えい雄ゆう願望が強く軽けい率そつな人物だそうで。さらに最近ドワリムは仮か面めんをつけた女占うらない師しを気に入り、信頼しているようです。

ドラン：ほう。しかし、なんでそんなことがわかったナリ？

ＧＭ：ここはゴルフォードとの国こつ境きよう地ち域いきで、あちらの国の商人もいます。たまたま王家の出入り商人と懇こん意いにしている人物がいて、そんな噂うわさ話ばなしを拾うことができました。

アキナ：なるほど。それにしてもその占い師らしい人って、まだ出てきてませんよね？

ギィ：そうだな。そんなあからさまに怪しい外見のキャラはまだ出てないな（笑）。




　　　　＊　　　＊　　　＊




ＧＭ：さてどうでしょう（笑）。次はドワーディンについて。【精神】の14です。

マルセル：はい（ダイスを振る）。成功、20。

ＧＭ：ドワーディンは、無む能のうな王で臆おく病びよう者ものとして有名ですね。昨年のカムロートとの戦争で大敗しており、それにこりてしばらく戦争など聞くのも嫌きらってぐらいやる気ない。

ギィ：そうそう、アイツはやる気ないんだよなあ。

アキナ：ＧＭシーンのゲオルグさんの発言に繫つながりますね。

ＧＭ：しかし、一部の勢せい力りよくが軍隊を動かそうと王に働きかけたという噂うわさがあります。

マルセル：ものが竜輝石なだけにその勢力とやらにつきあげを食くらって、ドワーディン王もゲオルグと錬金騎士団を動かさざるをえなかったんだろうな。

ギィ：確かにな。錬金騎士団の連中は竜輝石奪だつ回かいという目的について知っているのかね？

ＧＭ：そこまでは分かりませんね。

マルセル：全員が知ってるとは考えにくい。そんなことをしたら、国中に王が竜輝石持ってないって宣せん伝でんするようなものだ。ドワリムとゲオルグ。彼の副官イルゼまでは確かく定ていだろうが。

ドラン：あとは、せいぜい騎士団の幹かん部ぶクラスが知っているくらいナリか。

ギィ：竜輝石じゃなくて、別の物が目的だと教えられているかもな？

マルセル：かもしれん。今の情勢なら国境警けい備びの増ぞう強きようという理由で軍を動かせる。しかし、内乱の起きたグラスウェルズ側ではなくフェリタニア側なのは、訝いぶかしがられるかもな。




　　　　＊　　　＊　　　＊




ＧＭ：次は、ゲオルグについて。【感知】で13です。

ギィ：13だから６が出ればＯＫ。フェイト１点使って、ダイスを増ふやそう（ダイスを振る）。……７。14か。うん、フェイト使ってよかったぜ。

ＧＭ：ゲオルグはもともとは傭よう兵へいでしたが、帝紀八一二年に起きた戦争の武ぶ勲くんで錬金騎士団の団長になった人です。最高の軍人という者も、幸運なだけという者もいます。両親はメルトランド出身でエクスマキナが生き辛づらいメルトランドを離はなれ、ゴルフォードに移い住じゆうしたそうです。人望が篤あつく副官のイルゼを始めとした多くの部下に慕したわれているようですね。

ギィ：イルゼは傭兵時代からの副官だったりするの？

ＧＭ：そうですね。傭兵時代からの子こ飼がいの部下です。

ギィ：いつでもイルゼ。昔っからイルゼ（笑）。
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アキナ：だ、だじゃれですか!?（笑）




　　　　＊　　　＊　　　＊




ＧＭ：はーい、ではアキナさん、エクストラの判定を。難易度８の【幸運】です。

アキナ：はい、いきまーす（ダイスを振る）……７。ああ～～～～！

ギィ：それは、振り直した方がいいだろ。

アキナ：ですね～。二回目は出るっしょ（ダイスを振る）。よし、11。

ＧＭ：アキナはナドレスの酒場のあたりで「ふしゅーふしゅー」という荒あらい息づかいと、「ぐははははー」という笑い声を聞きます。

アキナ：アキナ、「ぐははははー」と言う声を聞きました！　ん？　これって？

ＧＭ：そうですね、第五話に登場したボリボスの声に酷こく似じしています。

アキナ：そう言えばそんな人に追いかけられましたね。それじゃ、酒場を覗いてみます！

ＧＭ：中ではボリボスが酒を飲んでいます。なんかいい気分で酔よっちゃってるらしくて、そこらにあるタルを摑つかんでは投げたり、外に出て馬車をかついでは投げたりしてます。
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ギィ：……馬車投げるのか（笑）。

アキナ：目立ちすぎでしょう、ボリボスさん（笑）。

ギィ：バルムンクやめてさ、曲芸で食えるんじゃないかな。

ＧＭ：ボリボスはひとしきり酒場で暴あばれたあと、のしのしと街の外に帰っていきます。

アキナ：じゃあ跡あとをつけちゃいます。

ＧＭ：了解です。すると……。




　国境の川を越こえ、しばらく進んだ場所に、元はゴルフォードの砦とりでだった廃はい墟きよがあった。

　アキナが跡をつけているとも知らず、ボリボスはその中へ入っていく。




ＧＭ：その廃墟は、城じよう壁へきや建物の跡が存そん在ざいするのでもとは城しろ、砦の類たぐいだったとわかりますが、あちこち崩くずれていて、もはや使っていないものだということも明白です。

アキナ：窓まどとかからちょっと中を覗のぞけたりできますか？

ＧＭ：ある程てい度どは見とおせますが、残っている残ざん骸がいのせいで中まで完全に見とおせるわけではありません。経けい験けんを積んだアキナの戦士としての勘かんは、一いつ旦たん戻って仲間を連れてきたほうがいいだろうと告げていますよ。

ギィ：さすがにそれ以上はシーフでもないと、敵てきに見つかるだろうってこったな。

アキナ：なんかボリボスの他にも敵が中にいそうな感じってことですね。それじゃ、街に戻りましょう。みんなに伝えなくちゃー。

ＧＭ：このシーンで手に入る情報は以上になりますね。では、シーンを終しゆう了りようします。







◆Middle 07◆とるべき道




　ゴルフォードの中に入はいり込こみ、今回の一件を扇せん動どうしていると思われる黒幕。

　そのもとへ到とう達たつする道みち筋すじをエンジェルファイヤーは探さぐりあてた。




ＧＭ：次のシーンですね。シーンプレイヤーはアキナで、全員登場。バルムンクのボリボスの所しよ在ざいが摑めましたので、さっきの古こ城じよう跡に乗のり込こむことができるようになっています。

ギィ：わかった。

ＧＭ：じゃあ、みなさんが情報収しゆう集しゆうから戻ってきたところからスタートです。とりあえず場所は先ほどの詰め所としましょうか。

アキナ：じゃあ、みんなが集まってる部屋に帰ってきます。バン！（←扉とびらを開けた音）ボリボスの居い場ば所しよを見つけたよ――！

ドラン：なるほど、古城跡にバルムンクのボリボスが潜ひそんでいたナリね。

マルセル：……むう、あからさますぎる。罠わなではないか？

ギィ：ま、とにかく情報が多いんで少し整理しよう。




　と一同はこれまでの状況を確認、まとめ直した。その内容は次の図を参照されたい。
















アキナ：（できあがった図を見て）うーん……。とにかく、黒幕がバルムンクとすると、その手がかりはボリボスが入っていった古城跡を探ることかな。まず、ここに行くしかないんじゃないでしょうか？

マルセル：そう、ゲオルグとの契約を考えると行くしかない……んだけど。かなりの確率で罠があるはず。

ギィ：このタイミングだとなぁ～！（笑）

アキナ：「偶ぐう然ぜんにもバルムンクを発見っ!!」「ここがアジトでーす！」って感じですもんね。

マルセル：問題はなぜこんなに良すぎるタイミングで、罠が仕し掛かけられるかなんだが。

ギィ：それは、オレたちが黒幕と想定しているバルムンクがいて、そいつがドランを確保しようと躍やつ起きになってるとかじゃないか？

アキナ：ゲオルグ自体が尾行されていたとか？

ギィ：ありえるね。ゲオルグにドランを奪わせようとしたら、交渉で協力態たい勢せいが築きずかれてしまったんで、罠にかけてドランを奪おうとしてるわけだな。

マルセル：ただ、我々とゲオルグの交渉のことを知らないとそれができないな。

ドラン：ゲオルグが漏らすとは思えないナリ。盗とう聴ちようでもされてたら別だが。

マルセル：ふーむ。ちょっと待ってくれ。




　突とつ如じよ、考かんがえ込こむマルセル。しばらくして、思い定めたように口を開く。




マルセル：そうか。ゲオルグの安全のことを考えると、罠にかからない選せん択たくはないな。

アキナ：えっ!?

ドラン：どういうことナリ。

ギィ：……ふむ。罠を避けると、ゲオルグの身に危険が及およぶってことか？

マルセル：そうだ。あの交渉の場で、我々が協力体たい制せいを築いたと確かく信しんされる可能性がある。

アキナ：……（少し考えて）ああ、「あいつらが罠にかからないのは、ゲオルグが裏うら切ぎったからに違いない」と思われるんですね。

ドラン：ありそうな話ナリ。んで「まずゲオルグを殺るか」って黒幕が考える可能性もある……。交渉の窓まど口ぐちがなくなると、こっちとしては困るナリ。

アキナ：向こうの唯ゆい一いつの良心かもしれませんからね。

マルセル：もしこれでゲオルグがいなくなったら、ドワリムが軍の指し揮きを執とって、連合王国に攻め入る可能性が高まる。黒幕のバルムンクの存在を仮定しての話だが。バルムンクは連合王国を疲弊させたいし、ドワリムは英雄になりたいわけだ。

ドラン：アイツの場合、竜輝石を差し出しても、手柄欲しさに攻めてきかねない（笑）。

マルセル：ゲオルグは、ドランの生き死にはこだわりはないが、竜輝石にもそれほど執しゆう着ちやくしていない。むしろ、誰かに操られて国に被ひ害がいが出そうなことを恐おそれている。

ドラン：（何かに気づいたように）はっ!?　うおおおっ！　よく考えたらゲオルグはワタシの命を保証してくれるお人だった！　ゲオルグのためにも、ここはあえて罠に引っかかりに行くナリ――――っ!!
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マルセル：それには黒幕を見つけ出すという条件が必要なんだが。まあ、間違ってはいないな（笑）。

アキナ：ここは、四人で行きましょう。

ギィ：そうだな。見つかること前提の作戦なんだから、最初から四人で固まって行動したほうがフォローしやすいしな。

マルセル：それがいいだろうな。

ＧＭ：では、そういう方向で。出発する前に何か準備などありますか？




　と、ここでギィのプレイヤーがしばし考えたあと、ある提案をする。




ギィ：……おっと、行く前にアニマルメッセンジャーでオトガルに今までの経けい緯いと、これからの行動を伝えた方がいいかもな。

マルセル：国境に錬金騎士団がいる件までは報ほう告こくしよう。ただ、こっちに兵力を回すどうかの判はん断だんは保ほ留りゆうしてもらおう。で、あとは彼にドランの竜輝石の件を知らせるか？　だな。

ドラン：そのことを漏もらすと、何かマズいことあるナリか？

ギィ：ふたつほどあるな。ひとつはオトガルからドランを引ひき渡わたそうって話が出てもおかしくない。もうひとつはアニマルメッセンジャーが途と中ちゆうで何者かに捕ほ獲かくされる可か能のう性せいがある。

アキナ：竜輝石のことは、敵だけじゃなく一いつ般ぱん人じんに漏もれてもマズい情報ですもんね。

ギィ：……ではこうだ。まずアニマルメッセンジャーでオトガルに以下のように報告を送る。




・国境の向こう側に錬金騎士団が布ふ陣じんしているという事実。

・彼らを率いているのは王弟ドワリム。錬金騎士団団長ゲオルグ。

・現状ゲオルグと接せつ触しよくし、交渉中なので、まだ軍を動かさないで欲ほしいが、逆ぎやくに必要とあればすぐに軍を動かせるように準じゆん備びしてほしい。




マルセル：ドランの竜輝石に関しては秘ひ密みつという方針だな。

ギィ：さらにイムイムに別便を持たせる。内容は以下のとおり。




・ドランの中にゴルフォードの竜輝石が入っていたこと。

・ドワリムを操る黒幕のバルムンクがおそらく存在すること。

・彼らの最大の狙ねらいがゴルフォードの竜輝石の奪だつ取しゆであったこと。

・そのうえで戦線拡かく大だいの可能性があり、以い降こうは可能な限かぎりナヴァールの指し示じを仰あおぐこと。




ギィ：イムイムには我々が帰ってこなかったらこれをオトガルに渡せ、もし誰か別の人間に奪われそうになったら燃もやせと言っておく。

マルセル：なるほど、その二に段だん構がまえか。実際オトガルのシャールズベリの兵力を回しても、錬金騎士団の相手は難むずかしいからな。我々が失敗したら、ナヴァールの判断を仰ぐほうがいい。

ギィ：我々が捕まるような事態なら、むしろオトガルに事情を伝えたほうがいいからな。

アキナ：伝達のプロですし、イムイムさんなら信用できますね！

ＧＭ：では、イムイムは真しん剣けんな顔をして任にん務むを了解します。アニマルメッセンジャーもオトガルの元へ向かいました。

アキナ：では、準備完了ですね。

ＧＭ：次のシーンはみなさん、城跡の方に行くということで。

アキナ：御ご用よう改めである～（笑）。

ドラン：キャラが違うナリ～（笑）。







◆Middle 08◆闇やみの顎あぎと




　その夜。一同はボリボスが姿すがたを消した古こ城じよう跡あとを目指す。

　不自然に静まりかえった城しろの周囲が、逆ぎやくに明らかな罠わなの存そん在ざいを思わせる。

　だが、エンジェルファイヤーには、あえて虎口に乗のり込こんでいった。




ＧＭ：舞台はボリボスの消えた古城跡です。もう深夜と言っていい時間です（笑）。月明かりの元、川を渡わたり、みなさんはゴルフォード領りよう内ないの古城跡へ向かうのでした。

アキナ：古城跡はどんな感じですか？

ＧＭ：アキナが先ほど来た時と同様に、あちこちの城じよう壁へきが崩くずれています。その崩れた一部の穴あなからうっすらと灯あかりが漏もれているようです。近づいて見ますか？

ギィ：じゃあ、オレが密ひそかに近づいて調べようかと思うが判はん定ていは？

ＧＭ：【感知】の判定で。ちなみに、運命歪わい曲きよくというトラップがシーン全体にかかっていますので、フェイトは使用できません。

ドラン：フェイトが使えないナリか!?

ギィ：……ＧＭ、ちょっと待ってくれ。

ＧＭ：了りよう解かい。

アキナ：どうかしたんですか？

ギィ：ああ、オレ単たん独どくで近づいて、ファンブルしてもフェイトの振ふり直しでフォローできないんで、ちと考えどころだって話さ。

ドラン：これは、予想どおり罠のにおいがぷんぷんするナリ。

マルセル：そのことは承しよう知ちのうえだったからな。途と中ちゆうでギィと我われ々われが分ぶん断だんされるようなことは避さけたい。いっそ、連中に発見されるのは覚かく悟ごで、全員で固まって近づくか？

アキナ：戦いは覚悟の上ということですね。

ギィ：まあ、スマートじゃないがそうするか。

ＧＭ：ではみなさんがまとまってもう少し、灯りの方へ近づいたところで。ドワリムの声が聞こえます。「ゲオルグを捕つかまえる作戦は進んでおるのかー！」

ギィ：て、ゲオルグを捕まえるとか言ってんの？

マルセル：我々との接せつ触しよくしたゲオルグを怪あやしんでいるのか、もともとゲオルグを害して錬金騎き士し団だんを掌しよう握あくするつもりだったのか……。

ＧＭ：どうでしょうか？　で、声をする方を覗いてみると、そこにはドワリムの他ほかにもボリボス。そして……イルゼがいます。

ギィ：イルゼもいるぜーっ!?（笑）って、シャレじゃなくイルゼもいるぜっ!!（笑）
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一同：…………。

ドラン：いや、やっぱりダジャレですからナリ（笑）。

ＧＭ：比ひ較かく的てき現げん実じつにある名前なんですよぅ～。イルゼって（笑）。

マルセル：まあいい。イルゼは初めからドワリムの仲間だったか。

ＧＭ：とそこでイルゼが……。

ドラン：「（突然イルゼになって）お客さんがきたようです」てなことをお約束的に言うんだろ？

ＧＭ：そうです（笑）「ドワリム様、我々の本来の獲え物ものが近づいてきたようです」と感かん情じようのない冷たい瞳ひとみで、みなさんの方を見み据すえます。

ギィ：やべ、目が合っちまった!?（笑）

一同：うわぁ～～～!!

ギィ：バレたぜー。

アキナ：イルゼ怖こわいー！

ＧＭ：イルゼが手を挙げると、ぱっと篝かがり火びが上がって、みなさんが照らし出されます。ボリボスの配下を潜ひそませていたようで。

ギィ：ま、発見されるのは覚悟のうえだったがよ。

ＧＭ：はい、みなさんは待まち伏ぶせされておりました。

マルセル：あからさまに罠だったからなあ。

ギィ：ま、ボリボスもいるし、これでドワリムとバルムンクが繫つながってることは確かく定ていだな。

ＧＭ：そこうしてると、イルゼは一歩下がり、ボリボスが前面に出てきてみなさんに話しかけます。「ぐわははは！　まんまと罠にかかったなーっ！」

ドラン：（棒ぼう読よみで）うわあー罠だったナリかあー。

ギィ：罠ってのは折りこみ済みだっつーの。こっちにも事じ情じようってもんがあるんだ。

ＧＭ：「ではその罠をかわせるかな？」ボリボスは笑いながら大きなレバーをガンと引きます。するとみなさんの足下がバカッと陥かん没ぼつします。




　突如古城跡の床ゆかが抜ぬける。かつては侵しん入にゆう者しやを捕とらえるために作られたであろう罠。

　それが、エンジェルファイヤーに向かってその顎あぎとを開いたのだ。
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一同：なにぃ――っ!?（笑）

ドラン：そいつは気づかなかったナリ。……ってプレイヤーは予想してたがなぁっ!?

ＧＭ：では、みなさん難なん易い度ど12の【幸運】判定をどうぞ。運命歪曲があるのでフェイトが使えないことをお忘わすれなく。

ギィ：んじゃオレから……（ダイスを振る）。あっぶね、ギリギリ成功。落ちかけたんだけど、とっさに穴の縁ふちに手を引っかける（笑）。

マルセル：（ダイスを振る）……むっ、失敗した。うお――っ!?（←落下）

ドラン：では、ワタシ……（ダイスを振る）……おっ、成功したナリ。

アキナ：あたしは……（ダイスを振る）……失敗。わぁ～～～………。（←落下）

ドラン：って、これはどうなるナリ？

マルセル：パーティが分断されるのか？

ＧＭ：はい。うまく分かれてくれました（ニヤリ）。地下に落ちたマルセルとアキナ。特にダメージはないのですが、落下した先は出口の知れない地下道。上から振ってくるボリボスの声。「はっ、伝説によればこの砦とりでの地ち下か牢ろうから抜ぬけ出でたヤツはいねぇってさ。お前ら、もう終わりだなぁ！　ぐはははは――」

マルセル：色々仕し掛かけの多い古城だったと……いうこと……か。

アキナ：あたしたちだけ、落ちちゃいましたね（笑）。

マルセル：（苦しげな声で）そ……そうだ…な。

アキナ：え？

マルセル：あ、ここは私がアキナの下敷きになってるという演出で（笑）。

アキナ：なるほど、了解です（笑）。じゃあ気づいて、ご……ごめん、マルセルさんっ!?　あたし鎧着てるから重いよね……って慌あわてて飛び起きます（笑）。

マルセル：確かに痛かった……（笑）。と、腰をさすりながら。立ち上がろう。

ドラン：このふたり……せっかくのいい雰囲気を盛り上げる気はないナリか？（笑）

アキナ・マルセル：ないよっ！（笑）

ＧＭ：さて、一方地上のドランとギィにはボリボスの配下が捕ほ獲かくしようと迫せまってきます。

ドラン：これはマズいナリ。

ギィ：ま、仕方ねぇ。現げん状じよう竜りゆう輝き石せきは絶対渡せねぇ。オレはドランをがしっと小こ脇わきに抱かかえると、逃にげるぞ！　とりあえず走り始める。

ＧＭ：と、いうわけで。次のシーンは地上組アキナとマルセル、地下組ドランとギィがそれぞれ平行してＦＳ判定がするという、変へん則そく的てきなことをやります。

ドラン：アキナさ～ん、マルセル～。無事でいるナリよ～。

アキナ：うん、あとでなんとか合流しましょうっ!!

ＧＭ：以上で、このシーンは終しゆう了りようです。







◆Middle 09◆地下道を駆かけ抜ぬけろ！




　二手に分断されてしまったエンジェルファイヤー。

　救援も期待できない深夜の古城を舞台に、地上と地下に別れてのサバイバルが始まる。




ＧＭ：では、続いて古城跡から脱出するシーンになります。ＦＳ判定のシーンですね。

アキナ：どういう状じよう況きようですか？

ＧＭ：地上に残されたギィとドランは崩れかけた古城を様々な障しよう害がい物ぶつを乗のり越こえたり逆に利用したりして追っ手を振ふり切きる必要があります。

ドラン：城跡で障害物競走ナリか。

ＧＭ：追ってくるのは、ボリボスの部下たち。毎ラウンドセットアップでＰＣから10メートルの位置に二体ずつ、別エンゲージで登場します。移い動どうでは振り切れず、ＦＳ判定に成功することでしか逃にげ切きれません。

ギィ：なるほど、大おお勢ぜいに追われて普ふ通つうにやってちゃ捕まっちまうイメージだな。

ＧＭ：で、落っこちたアキナとマルセルは、閉とざされた地下道から脱だつ出しゆつするＦＳ判定が待っております。これは地上のＦＳ判定と同時進行で行なわれます。

マルセル：了解した。

アキナ：同時に行なうことに何か意味があるんですね？

ＧＭ：はい。実は途中で起きるイベントには、地上と地下双そう方ほうに影えい響きようするものがあるのです。

アキナ：わかりました！

ＧＭ：地上組のＦＳ判定は〝古城からの逃走〟。地下組は〝地下牢からの脱出〟。詳細はこちらを（とＦＳ判定のシートを用意するＧＭ。次のふたつの図版参照）。
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ドラン：あ、確認。運命歪曲は継けい続ぞく中ナリか？

ＧＭ：いえ、このシーンはその影響の外です。フェイトを使ってＯＫです。では、ラウンド進行に参りしょう。




●第一ラウンド

　ギィ：　　　　　　　　　18

　ドラン：　　　　　　　　15

　マルセル：　　　　　　　15

　アキナ：　　　　　　　　13

　ボリボス軍ぐん団だんＡＢ：　　　11
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ＧＭ：では、セットアッププロセス。最初はギィ。




　だがこのセットアッププロセスではＰＣもＮＰＣともに誰もスキルの宣言をしなかった。




ＧＭ：ではイニシアチブプロセスへ。たまたま行動値順の関係で、地上組ふたりが行動、次に地下組が行動、さらに地上のボリボス軍団……という進行ですね。

ギィ：わかりやすくてけっこうなことだ。じゃあ、オレの行動からだな。




▼第一ラウンド：地上組ＰＣの行動

ＧＭ：では、ドランを小脇に抱えたギィ、ボリボス軍団をどうかわす？　ってな感じで進行判定は難易度10の【敏捷】判定です。

ギィ：とりあえず進行判定をしよう。地上は敵は増え続けるのがヤバイ！　……ここはフェイト１点使用。確かく実じつに進行値＋４を取る……よし、クリティカルっ!!　どうよ!?（笑）

一同：おお――――っ！

ＧＭ：むぅ……もう１Ｄ６どうぞ。それに＋２した値だけ、進行値が上がります。

ギィ：よし（ダイスを振る）……４で合計＋６だ！

ＧＭ：うお、イベントがひとつ飛ばされた！　古城の庭を駆け抜けたギィは、目の前に現あらわれたボロボロの城壁かべ跡を一気に乗り越えました。




　通つう常じようの人間ではありえないような挙動で地を蹴けり、壁を走り乗り越えるギィ。

　ボリボス軍団からも思わず驚きよう愕がくの声が上がる。




ギィ：うりゃーっと、ドランを抱えて一気に壁を突とつ破ぱー！（笑）

ドラン：楽ちんナリー♪

ＧＭ：見事に追っ手を引ひき離はなしました。ですが、そんなふたりの前に立ちふさがったのは水の涸かれた堀ほりの跡。ここを飛とび越こえるために、判定が難易度12の【敏捷】判定に変わります。

ドラン：次はワタシナリね。げげーっ!?　また【敏捷】かいっ!?　……フェイトを大量に突つっ込こまないと、ここでＦＳ判定を成功させるのは難むずかしいナリ。

マルセル：なら、敵てきを削けずっておくのがいいのではないか？

ドラン：確かに。ＦＳ判定が期待薄なら、せめて敵を潰すナリ!!　では、私から行くナリ。マイナーアクション《ウィルパワー》、メジャーアクションで《コキュートス》。さらにサファイアを使ってボリボス軍団Ａを攻こう撃げき！　命中の達成値は23！　ギィに抱えられながらも照準、砲台を出して冷凍光線、発射――っ!?（笑）

アキナ：ドランさん器用すぎです！（笑）

ＧＭ：（ダイスを振る）……達成値は14。回避失敗。

ドラン：ダメージは（ダイスを振る）……92点〈水〉の魔ま法ほうダメージと［放心］、どかーん。

ＧＭ：い、生きてはいる……が、［放心］しました。

ドラン：ぬ……ぬお！　けっこう【ＨＰ】あるナリね。殺しきれなかったのはいたいナリ。




▼第一ラウンド：地下組ＰＣの行動

マルセル：では、ドランと同じタイミングで私だ。進行判定を行なおう。こちらは最初、難易度10の【敏捷】だったな？

ＧＭ：そうです。落下したあとの不安定な地じ盤ばんから速やかに離はなれる必要があります。判定に失敗すると、その場でつまずくようなイメージで。

マルセル：フェイトを１点使い（ダイスを振る）。10……【敏捷】は７だから17。

ギィ：難易度が10だから＋７。進行値は４点上じよう昇しよう。いいぜ、最高だ！

マルセル：じゃあ地表に落ちた時に、ずれてしまった帽ぼう子しを整えつつ（笑）。アキナ、怪我はないか？　と言ってそばに寄よります。

アキナ：はい、大丈夫です。……さっきの声聞こえました？　落ちたヤツは二度と戻もどってはきていないと。

マルセル：ボリボスの台詞だな。脱出不可能の伝説がある地下牢とは、恐れ入る。

アキナ：燃えてきました……。

マルセル：は？

アキナ：だったら、ふたりで伝説を作りましょ？（笑）
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マルセル：ふっ、いい度胸だ。と思いつつ、アキナの足あし下もとが崩れそうなのに気づく。そして、ああ、私たちならできるさ、と彼女の手を引ひっ張ぱってその場を離れる。

アキナ：あらステキ！（笑）で、崩れる地面を見て、あれれ、その場に居いたら危あぶなかったんですね。と感心します。

ＧＭ：おおっ!?　フォーカスの〝不安定な地盤〟という演出を、綺麗に利用しましたね！

ドラン：確かに。さっき下敷きになってたマルセルとは思えんナリ！（笑）

マルセル：放っとけ！（笑）

ＧＭ：さて、進行値４になり、ここで新たなイベント発生。




　ふたりはその場から立ち去れそうな通路を見つける。

　が、そこは大量の瓦が礫れきによって通行できない状じよう態たいであった。




ＧＭ：崩ほう落らくした瓦礫が道を塞ふさいでいるので、進むならそれを取とり除のぞく必要があります。以い降こうの難易度が13、判定が【筋きん力りよく】になります。で、次はアキナの行動です。

アキナ：任せて！（ぐっと拳こぶしを握にぎって）では進行判定……（ダイスを振る）。３。

ギィ：３なら振り直したほうがいいぜ。

アキナ：はい、じゃあフェイト１点使います。（ダイスを振る）17になりました。おりゃりゃりゃりゃ――っ!!　と瓦礫を取り除きます！

ギィ：17は13だから＋４。進行値が２点上昇、順調順調。

ＧＭ：では、進行値が５を越こえたのでイベントが発生します。瓦礫をえいえいと取り除くとですね、瓦礫の下から「う、うう……」とイルゼが出てきます。

ギィ：お？

アキナ：あれ？　イルゼさん!?　なんでぇ!?

マルセル：さっきいたのは……もしやあれは偽にせ者ものか？

ギィ：あ……盛り上がってるとこすまん、言わせてくれ一言。

ＧＭ：…………どうぞ。

ギィ：ここにもいるぜ～。
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一同：…………。

ドラン：も……もう駄だ目めナリ（爆笑）。

マルセル：う、うう（笑）。……（気をとり直して）話を戻そう。怪け我がしてたりする？

ＧＭ：はい。怪我してたりします。一巻の少年のように演えん出しゆつヒールで治りますね。

マルセル：わかった、じゃあ演出ヒールをしよう（笑）。
















ギィ：定番となった演出ヒール。

ＧＭ：では、イルゼは息も絶たえ絶だえになりながら「お前ら何者だ？」と。

マルセル：むっ、我々を知らないのか？

ＧＭ：「まさか、バルムンク……わざわざトドメを刺さしに来たか。……だが、なぜわたしにヒールをかけた？」と訝いぶかしむイルゼ。

ギィ：どうやら、本物っぽいぜ。

ドラン：きっと、前に会ったイルゼはバルムンクの変へん装そうだったナリ。

アキナ：あたしに見覚えがないとすると……オープニングの時から、入いれ替かわってたの？

マルセル：だろうな。すると、だいたい一週間から一〇日以上は、ここにいたのだろう。

アキナ：ええっ、それって普通は死んでませんか!?

ＧＭ：彼女は軍人でサバイバルの訓練を受けていますから。

マルセル：……ではこう声をかけよう。我々は味方だ。ゲオルグとは、現げん在ざい同どう盟めい関係にある。

ＧＭ：「ゲオルグ様の味方だと？　証しよう拠こはあるのか？」

アキナ：証拠はないです。けど早く脱出しないと、ゲオルグさんも危ないかも知れません！

ギィ：うまい！　イルゼはそう聞くと揺ゆれるだろう（笑）。

ＧＭ：「ま、まさかバルムンクがゲオルグ様を狙ねらっているというのですか？」

ドラン：話の早いヤツ（笑）。

アキナ：はい、そうです！

ＧＭ：「わかりました。ここはあなたたちを信じましょう。わたしは〝仮面マスクの〟グリンダというバルムンクの魔ま女じよに姿を乗っ取られ、ここに閉とじ込こめられていたのです」

アキナ：グリンダ……ですか。

ＧＭ：これでゲオルグの傍にいた副官は偽者であり、バルムンクであると判明しました。ネタばらし的にいうと、マルセルの推すい理りはほぼＧＭの思おも惑わくどおりでした。

ドラン：だが、その場にいたイルゼがバルムンクの幹かん部ぶの変装だったナリね。

アキナ：なるほど！　やっぱりゲオルグさんは見み張はられていたんですね。

ギィ：そ、だからそのグリンダが罠を仕し掛かけてきたと。こっちがバルムンクの情じよう報ほうを集めることを知ってるんだから、ボリボスを派は手でに行動させて餌えさにしたってわけね。

ＧＭ：正しい手を打って、見事に裏うら目めを引くあたりが、実にマルセルらしかった（笑）。

ギィ：こんなことがあるんだぁ（笑）。

マルセル：……ぐ。そんなのわかるかぁ――――っ!?（笑）
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ドラン：（優やさしい目で）まあ、マルセルがなまじ優ゆう秀しゆうだから起こったことナリ（笑）。

ギィ：（優しい目で）ま、気にすんな！（笑）

マルセル：そ、そんな目でみるなぁっ!?（一同爆ばく笑しよう）

アキナ：あのマスターシーンで、偽イルゼが「何な故ぜあのような取引を」と言ってたのは、本気だったんですね（笑）。

ギィ：バルムンクだから、想定外の展てん開かいにムカついてたんだろう（笑）。それ以上に、ＧＭが困こまってたようだが（笑）。

ＧＭ：まあ、オイシイ展開なのだったので、結果オーライでしたが（笑）。

マルセル：…………（←がっくりしている）。

ＧＭ：で、この判定の結果、進行判定は難易度13の【感知】判定に変へん更こうされております。

マルセル：まあ、それは次のラウンドでの行動だな。

ＧＭ：そうなります。また、もうひとつ分かることがあります。進行値６を越えたことで、ヒビが入った柱を見つけました。メジャーアクションを使い、難易度15の【筋力】判定を行なうと、これを壊こわすことができます。これは進行判定とは別です。

アキナ：【筋力】判定ならまかせてください！

ＧＭ：そして柱の直上の方から「あのドラム缶かんを捕まえろ～！」という声が聞こえます。

ドラン：名前で呼よんですらもらえないナリ――!?（涙）

アキナ：ふたりはまだ捕まってないみたいですね！

ＧＭ：そう、そしてもしかしたらこの柱を崩すと、ふたりを支し援えんできるかもしれませんね。

マルセル：さしずめ、この柱を壊すと、直上にいるボリボス軍団が巻まき込こまれるような崩ほう壊かい現げん象しようが起きる……といったところか？

アキナ：なるほど、地上と地下で関連するイベントなんですね。次に狙ってみます。




▼第一ラウンド：ＮＰＣの行動

ＧＭ：次は【行動値】11でボリボス軍団Ａの行動。マイナーアクションで《フェザータップ》を使用しながらエンゲージ。メジャーアクションは《トリプルブロウ》でドランを攻撃。

ギィ：《トリプルブロウ》か。これはがんばって避けてもらうしかないな。

ＧＭ：覚えておいでかもしれませんが、エンゲージされてると《妨ぼう害がい》が発動して、判定のダイスがマイナス１個こです。こっちも［放心］でダイスがマイナス１個ですが。

ドラン：これは、割わりとどうしようもないナリ……。

ＧＭ：シャキーンと爪つめがドランに迫る、それも三発（ダイスを振る）。一発目16。

ドラン：試ためしにまずフェイト使わずに回避。（ダイスを振る）。……喰らったナリ。

ＧＭ：シャキーンと命中しましたね。ダメージは基き本ほん20＋２Ｄ（ダイスを振る）……29点。

ドラン：それだと、23点ダメージ。ワタシの美しボディに傷がぁ――っ！

ＧＭ：では次、シャキキーンと二発目いきます（ダイスを振る）。低い!?　11です。

ドラン：これは避けられるナリ！　フェイトを使って……（ダイスを振る）クリティカル！　ジェット噴ふん射しやで華か麗れいに飛んでぇ～回避成功！

ＧＭ：ドラム缶が飛んだー!?　だが逃がさん！　シャキキキーンと三発目……17。

ドラン：だからダイスが減ってるし（ダイスを振り）……うぼわっ、喰くらったナリ～。

ＧＭ：ダメージ（ダイスを振る）。22点。

ドラン：６を引いて16点ダメージ。全然平気ナリ。でも【ＨＰ】が24ナリ。

ＧＭ：では、ボリボス軍団Ｂがエンゲージしてドランに《トリプルブロウ》。

ドラン：待って――っ！　それはヤバすぎるナリぃ――っ!?（笑）

ギィ：確かにマズい《トリプルブロウ》を《インタラプト》だぜ。

ＧＭ：う……うお。ここで《インタラプト》を切るんですか!?（……チャンスだったのに）

ギィ：いや、ここはそれしかないぜ。

ＧＭ：じゃあ、攻撃がなくなりました。ギィの巧みな援護射撃がボリボス軍団Ｂに攻撃を躊躇させたのです。そしてこのラウンドは終了です。




●第二ラウンド

　ギィ：　　　　　　　　　　　　　18

　マルセル：　　　　　　　　　　　15

　ドラン：　　　　　　　　　　　　15

　アキナ：　　　　　　　　　　　　13

　ボリボス軍団ＡＢＣＤ：　　　　　11
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ＧＭ：ＦＳ判定の２ラウンド目。セットアッププロセスでボリボス軍団Ｃ、Ｄが登場。

一同：うげ――っ!?（笑）。

ＧＭ：では、セットアップ、ギィから。

ギィ：《ランナップ》でエンゲージを離り脱だつ。これで、《インターフィアレンス》が使える。




▼第二ラウンド：地上組ＰＣの行動

ドラン：まず、ワタシが支援判定をするなり。フェイトを１点使って……15、成功。

ギィ：これで＋２。で【敏捷】７だから９。17以上出だせば一発で終了だから、９スタートで17を出すためには８以上。じゃあフェイト１点使って、駆け抜けるよ。

ドラン：失敗したら振り直しするナリね。

ギィ：そうだな。いくぞ！（ダイスを振る）11で、20。でたぜ！　こっちだ、ドラン！　と言って駆け抜ける。

ドラン：「分かったナリ！」とジェット噴射で飛びながら、ギィの方へ。

ギィ：じゃあ、それに捕まって堀を飛び越える。
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ＧＭ：涸れた堀をふわり――飛び越えたドランとギィを啞あ然ぜんと見送るボリボス軍団。入り組んだ道の分かれ道に隠かくれ、追っ手を引き離しました。地下組の進行値が10以上になったら新たな展開がありますので、しばらくお待ちください。

ギィ：了解。




▼第二ラウンド：地下組ＰＣの行動

ＧＭ：では、マルセルさんですね。

マルセル：私は進行判定をやろう。柱はアキナに任まかせる。（ダイスを振る）。４＋13で17。

ギィ：うん、惜おしい。４だと進行値はプラス２だ。

マルセル：うーむ……それはフェイトを使って振り直しておこう。（ダイスを振る）おっ、６がふたつでクリティカルだ。

ＧＭ：うっそ!?　１Ｄ６を……。

マルセル：（ダイスを振る）……１。

ギィ：ああ、やるな。さすがだよマルセル（笑）。＋３で進行値９だよ。

ドラン：あと１点なのに、クリティカルの意味ない（笑）。

マルセル：う～ん、今日はあまりついてない気がする。

アキナ：大丈夫ですよ！　マルセルさん！

ＧＭ：さて、進行値が９に届とどいたのでイベント。マルセルはわずかな空気の流れを感じます。この流れを辿たどれば、外に出られそうです。以降難易度が10に下がります。

ギィ：で、選せん択たく肢し。アキナがここの柱を崩すか、その空気の流れに従したがって出口を探さがすか。

ＧＭ：まあぶっちゃけて言いますと、柱を壊せば地上のボリボス軍団を一いつ掃そうできます。

マルセル：ここはボリボス軍団を無力化しておくか。何があるか分からんし。

アキナ：はい、じゃあ【筋力】で柱を壊します！　いきまーす（ダイスを振る）。６、16。

ＧＭ：ではアキナがゴイ～～～ンと柱をぶっ叩たたくと、バキバキっと柱が崩れます。




　地上でドランたちを見失ったボリボス軍団。その周囲の地面が突如陥没する。

　ぽっかりとあいた坑あなに次々と吸すい込こまれていくかぎ爪づめの男たち。圧あつ倒とう的てきな優ゆう位いを覆くつがえされた驚愕に、今や彼らの戦意の喪そう失しつは明らかだった。




●第三ラウンド

　ギィ：　　　　　18

　マルセル：　　　15

　ドラン：　　　　15

　アキナ：　　　　13




ＧＭ：では第三ラウンド。……みなさん、セットアップはなしですね。以後は地上と地下が合流するまでを描えがくので、双方まとめて進めますね。では、ギィから。

ギィ：オレは待機。

ＧＭ：では、マルセルとドラン。

マルセル：私から行こう。（ダイスを振る）。13＋５ですから18。

ギィ：＋６以上なので、進行値が４に上昇。

ＧＭ：進行値が13まできました、あと４つ。そして進行値12で、錆さびついた扉とびらを発見しますが、地下側からは開きません。以降、地下組のＰＣは進行判定を行なえなくなります。

マルセル：……むっ、これは？

アキナ：扉をがんがんがんと叩いても開かないんですね。開かないよ、マルセル？

ＧＭ：では、お待たせしました地上組のおふたり。難易度12の【感知】判定をどうぞ。

ギィ：（ダイスを振る）。14で成功だ。

ＧＭ：では、近くにあった錆びついた扉の向こう側から、アキナとマルセルの声が聞こえます。ついでにアキナのがんがんと扉を叩く音も（笑）。

ギィ：じゃあ、こっちからも扉を叩く、かんかんかん。

ドラン：入ってるナリ――！

アキナ：ドランさん!?　ドランさん、いるの？

ドラン：いるナリよ～。

アキナ：やっと合流できそう！（笑）この扉、内側からは開かなくて。そっちから開けて！

ＧＭ：ここで地上組も地下組のＦＳ判定に合流します。進行判定は地上組なら、行えますよ。

ギィ：なるほどな、こうやって合流するわけだ。

ドラン：進行判定は何の判定ナリ？

ＧＭ：命中判定か、魔術判定。難易度は24となります。攻撃してぶっ壊せってことですね。

ドラン：なるほど。じゃあ、ワタシからナリね。ふっ、こんな扉一いち撃げきナリよ。び～～～むっ！（ダイスを振る）。７、23。あら失敗。かーん、跳はね返かえされたぁっ!?（爆笑）




[image: ]




ギィ：おいーっ!?　何やってるんだよっ!!（笑）

ドラン：目がぁーっ！　目がぁーっ！　目からビームを撃うちすぎたナリ――!!（一同爆笑）
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　自分に目つぶしとは器用なことを。




マルセル：フェイトを使って振り直しを要求する（笑）。

ドラン：そうします。うおーフェイトがめっさ減ったナリ。（ダイスを振る）……23で失敗。かーん！　目がぁ――――っ!?（一同爆笑）

一同：何やってんだぁ――――っ!?（爆笑）




　ひ……ひどすぎる。




ギィ：ラスト決めるだけのとこで、オチをつけんな！（笑）

ドラン：す、すまんナリ（笑）。

ギィ：じゃあ、待機していたオレか。ドランを見ているのでフェイト１点使うよ（笑）。うりゃ～～～（ダイスを振る）。35。いった、進行値＋４だな。

ＧＭ：おお～、完了値までいきましたね。これでＦＳ判定成功です。

ギィ：おっ、じゃあオレの弓が扉をぶっ飛ばして、扉が開いて合流か。

ＧＭ：ですね、アキナとマルセルはイルゼ（本物）と一いつ緒しよに、地上へ帰き還かん。

アキナ：やった――――っ!?　やっと合流だね！

マルセル：お互い無事だったようだな。

ギィ：で、隣となりのお姉ちゃんは？

マルセル：紹しよう介かいする。ゲオルグ殿どのの副官、イルゼ殿だ。

アキナ：どうやらバルムンクがイルゼさんと入れ替わってたみたいなんです。

ギィ：なるほどな。

ドラン：ともかく、一端街に戻らないか？

アキナ：そうですね。ホント疲れたし……一旦そうしましょう！（笑）

ＧＭ：では、みなさんが街に戻ったところでシーンは終了です。







◆Middle 10◆決戦へ……




　死地から帰還した一同は兵へい舎しやで治ち癒ゆ魔法やポーションなどを使い、傷きずついた体を癒いやす。

　そして来るべき戦いのための善ぜん後ご策さくを協議することになった。




ＧＭ：……はい、回復処理はおわりましたね。ではこのシーンはナドレスの国こつ境きよう警けい備び隊たいの詰つめ所しよで、今後どうするかを確認するシーンということで。

ギィ：何はともあれよく無事だったなー、絶対に帰ってこられない地下に落とされて。

マルセル：ふん、私の策さくが裏目るのはよくあることだ。だが、この程てい度どの逆ぎやつ境きようでエンジェルファイヤーが行動不ふ能のうになるわけがない。

ギィ：開き直りやがった（笑）。

ドラン：とにかくイルゼさんの本物を救い出したのは大きいナリ。

ＧＭ：なお、みなさんが帰還しているので、イムイムはオトガルの元へは出発していません。「無事でなによりです！」と喜んでいます。

ギィ：ま、事前の打ち合わせどおりだな。

ＧＭ：さて、最終的にどうするか方ほう針しんを決めていただきたいわけですが。

ギィ：ちなみに、ゲオルグと約束したのはあとどのぐらい？

ＧＭ：もうそろそろ……あと数時間というところです。

ドラン：それまでにやれることは、あまりなさそうナリね。

ギィ：何かできないか確かく認にんはしておこう。「事前にゲオルグと連れん絡らくをとる方法はない？」と、とりあえず副官のイルゼに聞いてみる。……けど、あったら地下からやってるよなぁ。

ＧＭ：そうですね。彼女はゲオルグたちのこの街での潜せん伏ぷく場所は聞いていないそうです。

マルセル：とりあえず、ゲオルグと再さい開かいを約束した場所に行くしかないな。

アキナ：ゲオルグさんと最初に会った街の外の丘おかですね。でも、バルムンクより先にゲオルグさんに会えればいいんだけど……。

ドラン：下手すれば捕まってる可か能のう性せいもあるナリ。

マルセル：ゲオルグの実力からしてそう簡かん単たんには捕まらないとも思うがな……。

ギィ：そうだ。イルゼさん、あんたは顔を隠していてくれ。頃合いで正体をバラしてもらう。

ＧＭ：「分かりました。そのあたりの合図は、お任せします」

マルセル：さて、なら約束の場所へ移動しよう。

ギィ：先さきほどと同様、オレたちが戻らない時のオトガルへの伝令をイムイムに頼たのんでおく。

マルセル：情報には〝仮面マスクの〟グリンダの情報も付加しておこう。

アキナ：じゃあ、気合い入れていきましょーっ！
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ＣＬＩＭＡＸ　ＰＨＡＳＥ









◆Climax 01◆たった四人の南方戦線




　約束の時間、一同はナドレス郊こう外がいの丘おかへたどり着いた。

　頭上高くに輝く太陽……その光が降り注ぐ中、人当たりのよい笑え顔がおでゲオルグがたたずんでいた。

　傍かたわらにはイルゼに身をやつしたバルムンクが控ひかえる。そして、ドワリムの姿すがたも。

　役者はそろい、連合王国の命運を左右する対決が始まろうとしていた。




ＧＭ：では、クライマックスフェイズに入ります。みなさんは約束の場所の近くまでやってきました。イルゼも顔を隠かくした状じよう態たいで同行しています。

ギィ：ゲオルグたちは？　遠目から眺ながめてみよう。

ＧＭ：相手は先に来て待っていました。ゲオルグと偽イルゼ、ドワリムの姿が見えます。

アキナ：偽者と一緒……ゲオルグさん、危き険けんな状態ですね。

ＧＭ：ええ、バルムンクに踊らされていることに気づいてませんしね。なお、彼らはみなさんがやって来たことにまだ気づいてません。まず難易度15の【感知】判はん定ていをお願いします。

マルセル：まず私わたしがやろう……ファンブルしなければ……（ダイスを振ふる）……19で成功だ。

ＧＭ：では、「ゲオルグ様、彼かれらはまだ来ません。これは罠わなではないかと推測します。早めにこの場を去った方が――」と、偽イルゼがゲオルグに訴うつたえかけているとわかります。

ギィ：どんだけ耳がいいんだ、マルセル（笑）。

マルセル：ど、読唇術ということで。

ドラン：ふむ、ともかく……偽イルマの台詞からすると、ワタシたちをゲオルグに会わせたくないナリね。

ギィ：会ったら自分が偽にせ物ものだってばらされちまうからな。古城跡でオレらを取り逃がしたのは、バルムンクにとって手痛いミスってわけだ。

マルセル：ふむ、しかしこの状じよう況きようはマズいな。急いでしかけたほうがいい。ヤツらに対たい応おうする時間を与えないほうが良さそうだ。

ドラン：まだゲオルグが無事なうちにやるナリ。

アキナ：それじゃ、ゲオルグさんに近づいていきましょう！

ＧＭ：では、そこで彼らもみなさんに気づきました。「……ようこそ、おいでくださいました」と、まずはゲオルグが芝しば居いがかった声で出で迎むかえ……彼はふとアキナのすぐ背後に立つフードの人物に視線を向けて、怪訝な表情で問います。「おや、そちらの方は？」

ギィ：偽イルゼは？

ＧＭ：もちろん、表ひよう情じようを強こわばらせており……。

アキナ：イルゼさん、今ですっ！




　アキナの合図の言葉と共に、彼女の背後に立っていた人物がフードを外す。

　現われたのは、エクスマキナの女じよ性せいの顔。

　ゲオルグの隣となりに立つ、忠ちゆう実じつな副官のそれとうりふたつの顔であった。




ＧＭ：「何っ、イルゼ……!?」と、驚おどろくゲオルグ。……ここでみなさん、難なん易い度ど14の【感知】判定をどうぞ！

アキナ：じゃ、あたしから～（ダイスを振る）……クリティカルです！

ＧＭ：おおっ！　では、偽イルゼが、懐ふところから漆しつ黒こくの短たん剣けんを抜き去ったことに気づきます。

ギィ：刀身が黒い……毒か!?

アキナ：とっさに、ゲオルグさん、伏ふせて！　と叫さけびます！

ＧＭ：「!?」アキナの声に、ゲオルグは反射的にその場から場を飛びすさり……直前まで彼が立っていた空間に、黒い短剣が突き立てられます。「ち……！」

ギィ：そして避さけたところにドランのビームがぴきーん。

ドラン：ビ―――ムっ！
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ＧＭ：ドランビーム万ばん能のうすぎでしょ!?（一同爆笑）……ま、まあ面おも白しろいからその演えん出しゆつ、採さい用ようで（笑）。「ぐっ！」ドランのビームが短剣に命中、偽イルゼはそれを取り落とします。

マルセル：とりあえず暗殺は防ふせげたか。

ＧＭ：ええ。間かん一いつ髪ぱつで難なんを逃のがれたゲオルグは、偽イルゼの方を向いて―――「……貴き様さま、イルゼじゃない!?　何者だ！」と声を上げま……。

ギィ：……うお―――っ、だ、駄だ目めだっ。い、言いたい。そこで言いたいっ！




　突とつ然ぜん、ほとばしる思いを抑えきれなくなった鈴吹太郎。




マルセル：し、社長が言いたことがあるようだぞ……（笑）。

アキナ：なんか、オチが見えた気がします……（笑）。

ＧＭ：……では、社ちょ……いや、ギィ。どうぞ。

ギィ：ありがてぇ。じゃ言うぜ……？（ニヤリと笑む）

アキナ：わくわく（笑）。

ギィ：（死ぬほど渋しぶい声で）ゲオルグさんよ――本当のイルゼは…………こっちにイルゼ？
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一同：やっぱりそれか――――っ!?（一同爆ばく笑しよう）

ドラン：（←げらげら笑っている）

ギィ：は～、すっきりした……っ！（笑）

アキナ：よっぽど言いたかったんですね……（笑）。

ＧＭ：く……クライマックスなのにカッコつかないぃ～！（笑）こっからはシリアスで。

マルセル：では、本物のイルゼが「ゲオルグ様、自分はここにおります！」と言うぞ（笑）。

ＧＭ：ゲオルグは、それですべてを察したようです。「イルゼがふたり……なるほどな、貴様がバルムンクか」

ギィ：察し良すぎだ（笑）。

マルセル：……まあ、それくらいは。悠ゆう長ちように説明している暇ひまもないから助かる。

ＧＭ：彼は切れ者なんですよ。偽イルゼはニヤリと笑って呟きます。「……エンジェルファイヤー――この〝仮か面めんの〟グリンダの謀たばかりごとを破やぶった手て際ぎわ、お見事でございます」　彼女は妖しく笑んで……。




　その言葉と共にそれまでイルゼの姿をしていた少女は軽かる業わざ師しのように、宙ちゆう返がえりをする。

　彼女が地に降おり立たつまでの刹せつ那な――その姿は仮面をつけた黒衣の魔ま女じよへと変へん貌ぼうしていた。

　そう、バルムンクがひとり……〝仮面の〟グリンダとしての姿に。
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ＧＭ：……と、真の姿を披ひ露ろうしたグリンダはゲオルグに対し戦せん闘とう態たい勢せいをとります。さらに、それに合わせて近くの岩いわ陰かげに姿を隠していたボリボスとその配下も姿を現あらわします。

マルセル：こいつが情報にあったグリンダか。黒幕登場、ってところだな。

ＧＭ：そうです。ゲオルグは「なるほどな、よくもこの私と錬金騎き士し団だんを愚ぐ弄ろうしてくれたものだ」と銃じゆうを構かまえて、グリンダと相対します。

ドラン：戦っちゃ駄目ナリー。死にフラグっぽい（笑）。

ＧＭ：「フフ、残念ですこと。みな様さまがいなければそこな銀獅じ子しを討うち取とれたものを……。やむをえません。ここまで露ろ見けんした以上、みな殺ごろししかございません」と、グリンダはその、不気味な笑えみが彫り込まれた仮面の下より宣せん言げんします。なお、このグリンダも読者投稿です。




〝仮面マスクの〟グリンダ（女／？歳／不詳　投稿者：ＹａｓＭさん）

　バルムンクの幹部のひとり。フェイスレスと呼ぶ者もいる。変装と得意とし、潜入工作や情報収集・霍かく乱らんを得意とする。人を騙だますことを好み、心理的なかけひきに秀でている。任務の性質上その経歴は謎に包まれている。
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ギィ：ふむ。もともと、ゲオルグを殺すつもりだったのか。

マルセル：毒の短剣を持ち歩いていたようだからな。スキを見て……あるいは竜りゆう輝き石せきの確保が見えたあたりで始末するつもりだったんだろう。

アキナ：ああ、なるほど。

ＧＭ：そんなとこです。傍らのドワリムは不愉快そうに言います。「えーいグリンダ！『言うことを聞かないゲオルグを暗殺して、錬れん金きん騎き士し団を掌しよう握あくしよう――さすればノルウィッチは簡かん単たんに陥とせる』というお前の策さくに乗ってみたがこのていたらく。始末をつけーい！」

アキナ：とても説明的な台詞せりふ、ありがとうございます！（笑）　事情はわかりました。

ＧＭ：てなわけでここから戦闘に入るわけですが……その前に。「ようやく、俺様の出番か……くっくっく」近くの岩陰から、のそりと姿を現わしたのは―――。

ギィ：……ボリボス。

ＧＭ：はい。これから皆さんはボリボスと戦闘することになります。それと併へい走そうする形で、ゲオルグとグリンダの対決を演出しましょう。この高レベルキャラ二名の戦闘には、介かい入にゆうできないという処しよ理りです。また、イルゼは捕まっていた時の消耗のため戦闘に参加できません。

アキナ：ゲオルグさんってそんなに強いんだ？

ギィ：強いと思うぜ。『タクティクスガイド』のデータから想そう像ぞうして20レベルぐらいあってもおかしくはない。ベルフトやリシャールには敵わないだろうが。

ＧＭ：で、みなさんがボリボスに負けた場合、ボリボスがグリンダに加か勢せいして、ゲオルグが死にます。それと、ドランが戦闘不ふ能のうになった場合、敵てきはドランにトドメを刺さします。

ドラン：なぬっ!?

ＧＭ：トドメを刺された場合、中身の竜輝石を抜ぬき取とられた、としますのでご注意を。

ドラン：問答無用だっ!?（笑）

アキナ：これはドランさんを守らなきゃ！

ＧＭ：……ボキボキと指を鳴らしながら、ボリボスがアキナたちを睨みつけて言います。「貴様らとの決着、ここでつけさせてもらうぜぇ！」あ、前に登場したボリボス軍団よりはるかに高い実力を持つ精せい鋭えい・ボリボス親しん衛えい隊たいも五グループ、彼の背後から現われますよ？

アキナ：精鋭！

ドラン：つまりボリボスの弾ナリね……（笑）。

ギィ：あ。ドワリムはどうなるんだ？　戦闘には参加しない？

ＧＭ：そのとおりです。他に質問がなければ……戦闘を開始しましょう！




　　　　＊　　　＊　　　＊




●第一ラウンド
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ＧＭ：（テーブルにコマを並べながら）……配置はＰＣたちが一エンゲージ。その20メートル先にボリボスとその親衛隊が一エンゲージで存そん在ざいしています。ちなみに親衛隊はモブです。

マルセル：行動値はボリボスがトップか。さあ、こい！

ＧＭ：では、セットアップに参ります。まずはボリボスが《二回行動》を宣言！

ギィ：《インタラプト》は使っちまったから、止められねえ。

ＧＭ：では、マイナーアクションで《ランニングセット》《エンハンスブレス：火》《グラスホップ》。メジャーアクションで……お待ちかねの《人間砲ほう台だいⅡ》！

一同：Ⅱっ!?

ＧＭ：「ぐはは！　ゆけいっ、貴様ら……！」と、ボリボスがそのぶっとい両腕で親衛隊Ａを軽々持ち上げて……ＰＣたちのエンゲージに向かって投げつけます！　命中判定は（ダイスを振る）……達成値20。

アキナ：やっぱり来たあ……っ！（笑）でも、Ⅱってなに？

ＧＭ：範はん囲い攻こう撃げきになってます。

ギィ：範囲攻撃かよ！　つまり……っ。

ドラン：筋骨隆々な親衛隊のみなさんが一〇人ほど……「うわ――――――っ!?」と、降り注いでくると（一同大爆笑）。

マルセル：い、嫌な攻撃だな……っ！（笑）




ＧＭ：ではみなさん、回かい避ひ判定をどうぞ！

ギィ：待て、その攻撃を《インターフィアレンス》！　……って、これ、《インターフィアレンス》で攻撃失敗させたら、親衛隊の移い動どうはどうなるの？

ＧＭ：あ、攻撃の成せい否ひに関わらず移動は行なわれます。

ギィ：なるほど。（少し考えて）……でも、攻撃を潰つぶさない手はないか。（ダイスを振る）……よし、達成値は25！

ＧＭ：ぬ……！




　巨きよ漢かんの将しよう・ボリボスに投げ飛ばされた一〇人ほどの親衛隊が、アキナたちに降り注ぐ。

　ギィは瞬しゆん時じにその軌き道どうを読み、神速の手て業わざから無数の矢を放った。

　その狙ねらいは着地の妨ぼう害がい。このギィの嫌がらせにより、思わぬ回避行動をしいられた親衛隊は、アキナたちへの攻撃をあきらめざるをえなかった。




ＧＭ：……ってな感じで、こっちの達成地は20なので親衛隊Ａの攻撃は失敗です。これで、ボリボスのセットアッププロセスがおしまい。次はギィ。

ギィ：まずは《コンバットセンス》！【行動値】が＋10されて28になり……ここでギルドスキルの《限げん界かい突とつ破ぱ》を使っていいよな？

アキナ：はい、《限界突破》しましょう！

ギィ：これで全員、このラウンドの判定とダメージに＋７だ。

ＧＭ：了りよう解かいです。次はドラン。

ドラン：（少し考えて）《インクリーズデバイス》を使用！　魔術判定に対する敵のリアクションにダイスペナルティ……ナリっ！

マルセル：ここで私のセットアップ。（しばらく考えて）《アンパッサン》で、アキナを移動させよう。そのあとに《陣じん形けい》で彼女をボリボスにエンゲージさせる……でどうだろう？

ＧＭ：あ、なるほど……！　それなら１ターン目からいきなりエンゲージして殴れるのか。

アキナ：ですね！　あたしの移動力だと一回じゃボリボスまで届とどかないです。

ギィ：《エンサイクロペディア》で親衛隊のデータを見るのもありかと思ったけど……たしかにアキナが突とつ貫かんした方がいいか、ここは。

マルセル：では、その方向で！

アキナ：じゃあ《陣形》でボリボスにエンゲージしますね！　たったったったった……（と、テーブル上のコマを動かす）。

ＧＭ：「怖こわい者知らずの小こ娘むすめだ。後こう悔かいさせてやる！　ぐはははは」とアキナと対たい峙じしたボリボスは豪ごう快かいに笑う。親衛隊はセットアップなし。【行動値】28のギィから行動です。

ギィ：《トルネードブラスト》を試ためしに撃うつか、いつもの範囲攻撃を撃うち込こむか……。

ドラン：範囲攻撃がいいと思うナリ。ワタシの範囲魔法と合わせればおそらく親衛隊は一いつ掃そうできるナリ。

ギィ：そうだな。おそらく、ＧＭは親衛隊を《トルネードブラスト》の通用しないレベルに調整しているだろうしな。

ＧＭ：…………（バレてた）。




　ベテランゲーマー恐るべし。




ギィ：それじゃでマイナーで《アーマーブレイク》＋《トゥルーブレイク》。メジャーで《アローシャワー》という定番の攻撃だ。命中判定の前に乾けん坤こん一いつ擲てきの効こう果かも使う！




[image: ]




ＧＭ：ふふふ、親衛隊も前に登場したボリボス軍団同様、《妨害》を持っています。命中判定のダイスをマイナス１個こしてください。

ギィ：くっ、ならここはフェイト２点使おう……たっ！（ダイスを振る）……くそ、低い！

アキナ：１が三つでダイス目の合計10……確かに微び妙みようかも？

ギィ：ここはフェイトで振り直す！　出ろ、クリティカル！（ダイスを振る）……出ね～、でもダイス目は少し上がった。合計13で、達成値は38……！




　このギィの攻撃に……ボリボス、親衛隊Ｂ、Ｃ、Ｄ、Ｅは回避に失敗する。




ギィ：よし！　じゃあ、ダメージロールの直前に《ダイレクトヒット》！　《カバーリング》を封ふうじる。

マルセル：そこで《チェックメイト》も乗せてダメージをあげよう。

ＧＭ：敵のすべての動きを読み切ったかのように、ギィの射しや撃げきがボリボスたちを打うち据すえる――って感じですか。では、ダメージをどうぞ。

ギィ：ダメージロールは３Ｄ＋24＋10で……えいっ（ダイスを振る）。45！

マルセル：こちらは（ダイスを振る）……35点！

ギィ：おお、合わせて80点。《限界突破》を加えて87点だ。

ＧＭ：それで防ぼう御ぎよ点無む視しか……ボリボスは平気だが……（計算して）……あっ、残った残った！「ぐかかか！　オレの鍛きたえた親衛隊がこの程てい度どで倒たおれるかよ！」彼の言葉のとおり、親衛隊の兵士たちは体に刺さった矢を抜ぬきつつ体たい勢せいを立て直します。

アキナ：ううっ、手て強ごわそう。

ＧＭ：ボリボスさんの番が来ましたよ？　では……。

ギィ：待て！　ここは、たたみかけるぜ？  このイニシアチブプロセスで《アデンダム》を宣言。オレがもう一回、攻撃……！

ＧＭ：それはマズい、ボリボスがそれを《インタラプト》！《アデンダム》を打ち消し！

マルセル：《インタラプト》を持っていたか……。

ＧＭ：ここでボリボスの行動！　マイナーアクションなし。メジャーで再び……《人間砲台Ⅱ》！　対象はドランのエンゲージかな。今度は親衛隊Ｂの一〇人を持ち上げて……っ。

ドラン：（いきなり親衛隊Ｂのひとりになって）「おおおおお、おい……っ、　俺たち、防具を無効化されてるんだぜ!?　このまま投げ飛ばされたら……！」（笑）

ＧＭ：「ああん？」ボリボスはその一〇人ばかりを持ち上げたまま……にやあ、と笑みます。「……親衛隊に臆おく病びよう者ものはいらねえ。死にたくなけりゃ敵を倒せ！　どぉりゃあ……っ！」（と、投げ飛ばすジェスチャー）

一同：ひでえっ!?（大爆笑）

アキナ：なんてことをするの!?　アナタの部下でしょ！（笑）

ＧＭ：「へっ、オレの部下をオレがどう扱あつかおうと勝手だ！　オラオラ、よけねえとぶつかるぞ……！」ちなみに、飛んできた親衛隊は、全員必死の形相です（一同大爆笑）。

マルセル：こ、これはひどい（笑）。

ＧＭ：さあ行け、くわっ！（ダイスを振る）……よっしゃ、６が三つでクリティカル！

ドラン：げ……っ！

マルセル：ほんとは敵の回避に使いたかったが……《パリペイティア》！　そのダイス振り直せ！　さすがにこのクリティカルは通せない。

ＧＭ：では振り直し……！（ダイスを振る）。達成値は21。

ギィ：フェイトがヤバイが（と、少し考えて）……やっぱり１点使う。（ダイスを振る）……出たっ。達成値27で回避成功！

ドラン：ワタシは……フェイト３点使うか？　使えば９＋４Ｄ。期き待たい値ちで回避できるが……ここぞという場面でフェイトを突っ込んで判定に成功したことがないんだよな……（笑）。

アキナ：だ、大丈夫ですっ！　ドランさんいけますよ！

ドラン：いけるナリか！

アキナ：いけます！

ドラン：じゃあ、フェイトを突っ込むっ！（ダイスを振る）……っ！

アキナ：うあ……っ。




　ダイス目―――１、１、２、４。
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ドラン：……ま、こういうオチだと思ってたんだ、うん。回避失敗。

アキナ：ごめんなさい……（笑）。

マルセル：私はフェイト２点使って……（ダイスを振る）。お、クリティカル。よけた。

ＧＭ：……結局、当たったのはドランだけか。ダメージ出だしま……。

アキナ：あっ、ドランをかばいます！《カバーリング》＋《カバームーヴ》です。

ＧＭ：了解。……（ダイスを振る）。出目は素晴らしい。65点です。

アキナ：ん～……物理防ぼう御ぎよ力りよくは23点なので、42点ダメージ！

マルセル：《プロテクション》をアキナに。（ダイスを振る）。……43点。

アキナ：お、ダメージ消えました！

ＧＭ：堅かたいな……ダメージがいかなかったのはショック。

ドラン：では、次はワタシがいくナリ。マイナーの前に《マジックブレス》。フェイトの消費は《ソウルコンバート》で【ＭＰ】を肩かた代がわり！　マイナーアクションは《ウィルパワー》、メジャーアクションで《コキュートス》だ！　対象は親衛隊でこっちとエンゲージしてるＡとＢナリ。念のために命中にフェイトを１点使って……（ダイスを振る）。14だから、合計37。

ＧＭ：ぬお、それは回避できない！　《インクリーズデバイス》ムカつく！

ドラン：シュバババババババ……！（←なんか冷気を放出してる音らしい）




　眼前で脅きよう威いとなっていた敵に向け、ドランは魔ま力りよくを高めた冷気を照しよう射しやする。間近で放たれた絶ぜつ対たい零れい度どの攻撃を交かわす力は親衛隊にはなかった。

　ただできるのは味方同士でかばい合い、被ひ害がいを最さい小しよう限げんに抑おさえることのみで―――。




ＧＭ：……では、親衛隊ＢがＡを《カバーリング》。

ドラン：じゃあダメージいくナリよ。（ダイスを振る）。全部合わせて97点！

ＧＭ：97点！　Ｂは死し亡ぼう。「くそ―――っ、オレたちはやっぱ無む駄だ死かよ―――っ！」と、親衛隊Ｂは悲ひ痛つうに死んでいきます（一同爆笑）。

アキナ：か、かわいそう……（笑）。

ドラン：と、言いつつＡを護まもりきったのがイヤらしい。親衛隊Ｂは漢ナリ。

ＧＭ：それが戦いってやつですね。親衛隊Ｂよ安らかに。……じゃあマルセルの番です。

マルセル：アキナに《ブレッシング》を。次の判定のダイスが＋１Ｄだ。

アキナ：ありがとうございます！　次はあたしですね！　じゃあ、ガッツリ攻撃します！　範囲攻撃すればいいんですよね？

ギィ：ああ、雑ざ魚こをなぎ払はらってくれ。

アキナ：分かりました！　じゃあ、マイナーで《スマッシュ》、メジャーで《バッシュ》。《リバウンドバッシュ》があるので、範囲に攻撃します！　命中判定は……24＋４Ｄだから……（ダイスを振る）達成値43！

ドラン：おお、いい数字ナリ！

ＧＭ：アキナのフルスイングがうなりをあげて襲おそいかかる！　ボリボス……（ダイスを振る）達成値21で回避失敗。ではＣ、Ｄ、Ｅで……（ダイスをひたすら振る）……全員失敗。Ｃがボリボスを、ＤがＥをそれぞれ《カバーリング》します。

アキナ：えっと、ダメージが……44＋10Ｄで（ダイスを振る）……77です。

ドラン：親衛隊Ｃ、Ｄ、Ｅは《トゥルーブレイク》を受けてるので【物理防御力】は０ナリ。

ＧＭ：つまり77ダメージ！《カバーリング》したＣとＤは二倍のダメージ……死亡です。

アキナ：やった！

ＧＭ：ではここで、【行動値】11でボリボス親衛隊の行動！　まずはボリボス親衛隊Ａ、マイナーアクションは《フェザータップ》で飛行状態になり、メジャーアクションで《トリプルブロウ》！　親衛隊の巨きよ大だいなかぎ爪づめが次々とドランに迫せまります！

ドラン：集中砲ほう火かが来たナリ。

ＧＭ：命中は４Ｄ＋７……一発目！（ダイスを振る）……達成値20。

ドラン：《トリプルブロウ》か……三発のうち、せめて一回は避けたい。フェイトを２点使用して……これで回避が９＋３Ｄ６。（ダイスを振る）……11っ！　達成値20で回避に成功したナリ！　でも残りフェイトが１っ！（笑）

ＧＭ：避けたか。じゃあ二回目（ダイスを振る）……８＋７で15。

ドラン：15？　……よし、フェイトを１点使用。２Ｄで６以上でれば回避ナリ……が……。

アキナ：大丈夫！　今度こそいけます！

ドラン：いけるナリか！

アキナ：はい！（力説っ）

ドラン：では、フェイト突っ込んで回避判定ナリ！（ダイスを振る）




　ダイス目―――１、３。
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アキナ：……。

一同：……。

ドラン：ま……こういうオチね……（一同爆笑）。

アキナ：（笑いをこらえつつ）ご、ごめんなさい……（笑）。

マルセル：む、むしろ尊敬する。

ギィ：ふうむ、ドランを狙うのはかなりうまい作戦だよな。なにせダイス目悪い（笑）。

ＧＭ：ともかく……ダメージいきます！（ダイスを振る）……26点の物理ダメージ！

マルセル：《プロテクション》！（ダイスを振る）……12＋23だから35点軽けい減げん。

アキナ：やったっ！　ダメージが消えたましたよ。

ＧＭ：じゃあ三発目いきまーす！（ダイスを振る）……９＋の７で命中は16。

ドラン：それはダイスを振っても避けられないナリ。ダメージこい……っ！

ＧＭ：ではダメージを……（ダイスを振る）……26点！

ドラン：防具で６点軽減、20点ダメージ。まあ、まだ平気ナリ。

ＧＭ：それでは、次は親衛隊Ｅ。マイナーアクション直前に《サマーソルト》使用して、《フェザータップ》を使います。飛行状態になりつつ、16メートル移動。さらに、マイナーアクションで移動して、ドランたちのエンゲージに入る。

ドラン：うわ、寄よってきたナリ！　こいつら異い常じように機動力があるナリっ!?




　実はボリボス親衛隊はこの機動力を活かして、《人間砲台（Ⅱ）》で投げられてはボリボスの元へと戻り、投げられては戻り……と、繰くり返かえし投とう擲てきされると言う戦せん術じゆつを使う予定だった。

　展てん開かい上、そのびっくり芸は披露できなかったのだが。




ＧＭ：メジャーは《トリプルブロウ》。もちろん対象はドランです。

ドラン：しつこいし!?　おいっ、竜輝石ごと自じ爆ばくするナリよ!?

ＧＭ：「その脅おどし、ハッタリであることはわかっておるわー」とボリボス。

ギィ：ルール的に、敵の行動に割わり込こんでは使えないからね。

アキナ：どっちにしても、自爆はダメです！（笑）

ＧＭ：（笑）。まず一回目のかぎ爪。（ダイスを振る）……!?　出目がひどい。７＋７で14。なんだよ４Ｄで７って！

ドラン：ふっふっふ、５以上出れば避けるナリ……！　今度こそ華か麗れいに回避っ！（ダイスを振る）…………１と…２で……合計３……。

一同：……。

アキナ：……（笑）。

ギィ：すごい低レベルの争いだ……（笑）。

ＧＭ：（ダイスを振る）そしてダメージは29ですが……。




　結果的に、親衛隊Ｅの攻撃はすべてドランに直撃。しかし最初の一発はマルセルの《プロテクション》でダメージは０、残り二回も《ガードオーラ》を駆く使しして堪たえ忍しのび―――攻撃が終わってみれば、ドランは残り【ＨＰ】８で立っていた。




ドラン：ともかく生いき延のびた！　あちこち傷きずついているけど、まだまだナリ。

ＧＭ：が……がんばりましたね。これで１ラウンド目が終了です終わりです！




●第二ラウンド

　ボリボス：　　　　　　　22

　ギィ：　　　　　　　　　18

　マルセル：　　　　　　　15

　ドラン：　　　　　　　　15

　アキナ：　　　　　　　　13

　ボリボス親衛隊Ａ、Ｅ：　11
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ＧＭ：さて、次のラウンドです。まずはボリボスから！　当然ここは《二回行動》です。マイナーで《ランニングセット》から、《スタンアタック》《フェイタルブロウ》を使用！　メジャーは《ペネトレイトブロウ》！

ギィ：げ。

ドラン：ダメージを受けると［マヒ］と［放心］か！　しかも、対象の防御力無効ときたもんだ。ヤな攻撃だな、おい。

ＧＭ：では、攻撃対象はアキナ！　ボリボスは巨大な棍こん棒ぼう――爆ばく撃げき棍を振りかぶり……アキナの頭めがげて打ちおろす……！

アキナ：むっ、こい。

ＧＭ：（ダイスを振る）……達成値は20！

アキナ：（ダイスを振る）ダイス目が６で達成値９！　うー、命中です！

ＧＭ：じゃ、ダメージを……（ダイスを振る）80点で防御力を無視！　ダメージが１点でも通れば［マヒ］と［放心］、それに加えて爆撃棍の効果で防具がひとつ破は壊かいされます。

アキナ：え？　防具が壊こわれる……？

ドラン：あっ!?　前回のエネミー識別の時、それらしいデータを見たような。忘わすれてたけど。

アキナ：ああああ……あった、ありました！　なんか殴られちゃダメだって！

ギィ：とりあえず、ここは《ガーディアン》でダメージを打ち消しておく！　次は《インターフィアレンス》で止めるしかない！

ＧＭ：では、爆撃棍がアキナに迫る……直前。アキナの眼がん前ぜんに張られた障壁が、棍を弾きます。弾かれた棍は障壁の上を滑って地面にぶちあたり……爆ばく音おん、そして噴き上あがる土つち煙けむり。

マルセル：な、なんだそのすごい威力は！（笑）

アキナ：ふぅ……驚いた！　ありがとう、ギィさん！

ＧＭ：さて、次はギィのセットアップです。

ギィ：では《ランナップ》で、エンゲージから離はなれよう。

ＧＭ：ドラン、マルセルは？

ドラン：（テーブル上のコマの配置を見ながら）ワタシかマルセルが《アンパッサン》＆《陣形》でボリボスとエンゲージ、アキナの壁かべになるのはどうナリ？　少なくとも、それで前衛のアキナが防具の破壊を免れる。

マルセル：（少し考えて）……ドランは火力だから倒れてもらっては困こまる。それに、倒れたらトドメを刺されるぞ。

ドラン：……あ。そこを忘れてたナリ。

ギィ：ちなみにさ、みんなの防具の中で高いのはいくらだ？　爆撃棍を喰らったらどんぐらい被害がくるのかを把は握あくしたい。

マルセル：一番高いのがクルセイダーガーブ。一〇一〇八Ｇだな。

ギィ：オレはブラッディベレーが壊れると二八二六〇Ｇになるな。

アキナ：太陽の腕うで輪わが高いのかな？　九七〇〇Ｇになります。

ドラン：ワタシはヴァニッシュローブの二一〇〇〇Ｇナリ。

一同：…………（←金銭的被害を考慮中）。

ギィ：防具の値段だけ考えたら、アキナが一番マシか、金きん額がく的てきに（笑）。オレがかばうのはない、ということはよくわかった（笑）。

アキナ：そうですね……どんとこーい！

ドラン：それはそうと、ワタシはアキナさんの側にいた方が、安全な気がしてきたナリよ。

ギィ：ああ、《カバーリング》か。

アキナ：まだ《カバームーブ》の使用回数が残ってますよ。多少離れていても、守れます！

マルセル：しかし、下手に範囲攻撃を喰らうのが怖いな。……まあ、とりあえず《アンパッサン》でエンゲージを離すだけにしておこう。ドランに《アンパッサン》。

ドラン：それじゃ適てき当とうに移動して終わりナリ。自分自身は《インクリーズデバイス》。……む、そろそろ【ＭＰ】がヤバくなってきたナリ。

ＧＭ：では、アキナと親衛隊はセットアップのスキルがないので飛ばして、ボリボスの行動へ。どうしようかな……よし、待機します。

ギィ：じゃ、次はオレだな。マイナーで《プレッシャー》、メジャーは《ダブルショット》対象はボリボスだ。リンメルの矢を使用、一発目……（ダイスを振る）……クリティカル！

ＧＭ：回避……！（ダイスを振る）惜おしい、命中です。では、ダメージを！

ギィ：じゃあ基本が24に……リンメルの矢で＋10。で、ここで最後のフェイトを使って《ブルズアイ》を解かい放ほう、こいつも使う。これで15Ｄ！

マルセル：さらに《チェックメイト》を使う。

ギィ：（ダイスを振る）……お！　６がけっこうでてる！　……出目が60で、97点！

マルセル：《チェックメイト》が34点。

ギィ：では、合わせて[image: 131]点だ！　物理攻撃だから防御力無む効こうだぞ。

ＧＭ：ぬ……ギィの矢がボリボスの急所を貫つらぬく！　常じよう人じんなら即そく死しを覚かく悟ごするところたが……。

ギィ：覚悟……するほどじゃねぇようだな……（笑）。

ＧＭ：その攻撃はもろにボリボスを捉えた―――んですが。彼は口から血の塊かたまりをごふっと吐はきながら……ニヤリと笑って言います。「……かゆいわ」

アキナ：「かゆい」ですんじゃうのっ!?（笑）

ギィ：じゃあ、もう一発いくぞー……！　リンメルの矢をもう一本使い……ていっ！（ダイスを振る）……ち、今度はクリティカルしない。25！

ＧＭ：（ダイスを振る）……駄目ぽ。８＋８で16。

ギィ：ダメージは……37＋３Ｄで（ダイスを振る）……49、物理無効！

ＧＭ：（計算して）……二発合わせて[image: 180]……！　けっこう、もらったな……。

ギィ：……ち、切り札を使い切った。これでオレはもうたいしたダメージを出せねぇ。

ドラン：では、次はワタシの行動ナリ。マイナーアクションで《ウィルパワー》、メジャーアクションで《コキュートス》！　コストの合計14点で残り【ＭＰ】１。対象はボリボスで、高級サファイアを使いつつ……（ダイスを振る）達成値26！

ＧＭ：回避しまーす！（ダイスを振る）……13＋８で21で、失敗。

ドラン：ダメージに《マジックフォージ》も乗っけちゃう。もろもろ合わせて、41＋24Ｄで……（ダイスを振る）……うお!?　６がいっぱいあるっ!?　……が…………。

アキナ：１もいっぱいありますね…………（笑）。

ドラン：……ダイス目の合計は86か。合計で[image: 127]点魔法ダメージナリ。くくく、絶対零度の魔法の前に震ふるえて眠ねむるナリ……！

ＧＭ：轟音と共に沸き立つ氷煙。それは吹く風に次第に晴れゆき……うっすらと浮かぶあがった人影は言う。「……はっ！　絶対零度ぐらいで、オレを凍らせると思うな？」一いつ瞬しゆん、その動きを止めはしたものの……ボリボスは、余裕すら感じさせる笑みを浮かべる。

ドラン：なにぃ――っ!?（笑）

ギィ：む、むちゃくちゃタフだな、こいつ。

アキナ：こ、これ倒せるの!?
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マルセル：大だい丈じよう夫ぶだ。確かく実じつにダメージは蓄ちく積せきしている。こっちが崩くずれなければいずれ……。なので、ここはドランを《ヒール》しておくか。魔ま術じゆつ判定（ダイスを振る）……成功。（ダイスを振る）……むっ、低い。54点回復だ。

ドラン：いや、ありがたいナリ！【ＨＰ】60ちょいまで回かい復ふくしたから、二発の《トリプルブロウ》は耐たえられる。

アキナ：次はあたしです！　マイナーで《スマッシュ》、メジャーで《ストラグルクラッシュ》！　二回攻撃いきます！（と、ダイスを握る）

ドラン：アル……じゃない、ライオン天狗様の教えを今、見せる時……！（笑）

アキナ：はい！（笑）命中判定いきます！　一発目……（ダイスを振る）。達成値32です！

ＧＭ：（ダイスを振る）……６、５、２！　クリティカルしかけたが、命中。惜しかった。

ギィ：あ、危ねー。

アキナ：それじゃあ《ボルテクスアタック》を乗っけて、フェイトも３点使用！　思い切り振りかぶって、全力で攻撃です！　いけっ！（ダイスを振る）……95点。どうだっ！

ＧＭ：（少し考えて）……《ソウルバスター》！　その95点はアキナにもプレゼントっ！　……って、さっきドランの攻撃を返しとくんだったか……？

ドラン：うひひ、らっきー。

アキナ：えっと、95点受けました。でも、まだまだ大丈夫です。じゃあ、二発目！（ダイスを振る）。……クリティカルしませんね。あと、ちょっと目が低いかも。

ギィ：なら、《バトルコンプリート》で振り直すといい。

アキナ：そうですね、《バトルコンプリート》で振り直し！（ダイスを振る）……えーっと、達成値31。

ＧＭ：（ダイスを振る）……むう、９＋８で17。命中です。

アキナ：じゃあ、基き本ほんの３Ｄに《ストラグルクラッシュ》の二回目なのでさらに３個。えーいっ（ダイスを振る）……うわ、低い！　46点……！

ＧＭ：アキナの大剣による二連撃を、ボリボスはガードを固めて耐える。だが、さすがバルムンク一二人衆しゆう。爆撃棍を掲かかげ、アキナの攻撃を凌しのぎきった。

アキナ：あ、あまり効いてない感じ……！

ＧＭ：「へっ、まだまだだぜ……」それなりにダメージは蓄積してるけど、ボリボスは生きてますね。次は親衛隊Ａ！《サマーソルト》＋《フェザータップ》、マイナーの移動でギィのエンゲージに入る！　で、メジャーアクションはスキルを使わず殴る。

ギィ：うお、ドランを狙わずにこっち来た！《妨害》する作戦か。

ＧＭ：（ダイスを振る）……クリティカルとかしない。12＋７で命中は19！

ギィ：（ダイスを振る）く、あと２足りない。《妨害》がなければ、避けられたのに！

ＧＭ：（ダイスを振る）ダメージは26点！

ギィ：それは……食らっておこう。物理防御９点で、17点ダメージか。

ＧＭ：よし、Ｅは同じく《サマーソルト》＋《フェザータップ》とマイナーの移動でアキナのところへ向かい、攻撃……！（ダイスを振る）




　が、この攻撃がアキナに与えたダメージはわずか１点であった。




アキナ：１点しかダメージがこない……？　ん、なんであたしにとこに来たんだろ。

マルセル：おそらく、ボリボスを《カバーリング》するためだろう。

アキナ：あ、なるほど。うーん……ほんとイヤらしい敵ですね（笑）。

ＧＭ：ま、それがバルムンクってやつでして。では最後に、待機していたボリボスの行動です。彼は受けた傷から流れる血をぬぐいながら―――「おお、痛てぇ、痛てぇ……くくく。でも待ってたぜ、この時をよ」

ドラン：な、なんか嬉しそうナリ。

アキナ：マゾ……？

ギィ：ダメージ受けて喜ぶとか……って！

ドラン：あ、《レイジ》か!?

ＧＭ：「くっくっく、そんなんじゃねえさ―――」ここで【ＨＰ】が一定以下の数すう値ちになった時に出せる必ひつ殺さつ技わざを用います。ゆらり、ボリボスは棍を振り上げ……「いくぜ、《絨じゆう毯たん爆撃棍》……っ！」

一同：絨毯爆撃棍っ!?




《絨毯爆撃棍》

　爆撃棍による攻撃をシーン（選せん択たく）に対して行なう。

　このスキルは１ラウンドに１回のみ使用ができる。

　命中したキャラクターの防具がそれぞれひとつ壊れる。




一同：なにい―――っ！（笑）

ドラン：爆撃棍の範囲攻撃！　単純だけど嫌すぎる！（笑）

ギィ：それこそ、《インターフィアレンス》の出番だぜ。けど、《妨害》のせいで、完全に出目勝負だぜ。

ＧＭ：「はっ、ここが勝負所ってやつよぉ!?」（ダイスを振る）。ほら、クリティカル！

一同：ええ――――っ!?（爆笑）

アキナ：や、やめて――っ!?（笑）

マルセル：これは……っ、き、金銭的ダメージがヤバイ！

ドラン：あえて言うが空気読めよっ！（笑）

ギィ：こいつ確か《ニゲイト》持ってたよな。クリティカルしても消される。一応判定……うりゃー！　……駄目。

ＧＭ：ふふふ、みなさん……回避判定をどうぞ。




　満面の笑顔で告げるＧＭの眼前、次々と振られていくダイス―――。

　しかし、そう都合よくクリティカルが出るわけもない。

　唯一、マルセルがクリティカルしたものの、ギィが懸念していたとおり、それはあっさりと《ニゲイト》で打ち消された。




ギィ：くっ、全員に命中か……。

アキナ：えっと《カバーリング》します。防具が二〇〇〇〇Ｇを越こえてる人を……（笑）。

ギィ：二〇〇〇〇Ｇ越えてるのはドランかオレだ。オレはブラッディベレーで二八二六〇Ｇ。ドランがヴァニッシュローブで二一六〇〇Ｇ。

アキナ：すると、ギィですね！

ギィ：いや、ここはドランじゃないか？　ドランが倒れるとヤバい。

アキナ：あ、そうか。防具の値段しか見てませんでした！（一同爆笑）それじゃあ、ドランを《カバームーヴ》＋《カバーリング》です。

ＧＭ：では、ダメージを（ダイスを振る）……86点。〈火〉の魔法ダメージです。ボリボスが、棍を大地めがけて打ち付け……！




　ボリボスの爆撃棍が強かに大地を叩く。

　爆ばく風ふうと共に膨ふくれあがる閃せん光こうが、あたり一面を包み込んだ。

　それは、エンジェルファイヤーの防具すら吹ふき飛とばす、破壊の嵐あらしであった！




マルセル：自分に《プロテクション》！（ダイスを振る）……42点。42点引いて32ダメージだから、残り【ＨＰ】が25点か。

アキナ：あたしは【ＨＰ】が０になるので生命の呪符が発動。（ダイスを振る）……５。一回倒れましたけど、よっと。なんとか立ち上がります。

ギィ：オレも戦闘不能になるんで呪符発動（ダイスを振る）２。【ＨＰ】２でございますよ。

ＧＭ：では、ダメージを受けた人は防具をひとつ破壊していきます。《カバーリング》したアキナはふたつ……プレートメイルと太陽の腕輪を破壊しましょうか。

アキナ：ああっ、アル兄様からプレゼントしてもらったプレートメイルがっ!?




[image: ]




マルセル：あ、そうだったな。

アキナ：こ、これはＨＰダメージより痛い気がします！（笑）も、もう許ゆるしません！

ＧＭ：くくく。では、マルセルはクルセイダーガーブを。ギィは……ブラッディベレーよりも、アーチャーベストで。その方が嫌がらせになる。

ギィ：確かにイヤらしい。【行動値】と命中が下がったぜ。

ＧＭ：以上で、このラウンドの処理は終しゆう了りようします！　では、次のラウンド！




●第三ラウンド

　ボリボス：　　　　　　　22

　ギィ：　　　　　　　　　15

　マルセル：　　　　　　　15

　ドラン：　　　　　　　　15

　アキナ：　　　　　　　　13

　ボリボス親衛隊Ｂ、Ｅ：　11




[image: ]




ＧＭ：では、第三ラウンドのセットアップ。ボリボスは当然、《二回行動》を宣言！

ギィ：ヤバい……これは……（笑）。

ＧＭ：ふふふ、そう！　先ほどと同じ《絨毯爆撃棍》でシーン全体を攻撃します！（ダイスを振る）。……うおっ、きた！　クリティカル。

一同：げぇっ!?

アキナ：う、うそでしょ――っ!?（笑）

ドラン：マジかっ!?　ちょっと、お前、ここぞという時のクリティカル率りつ、異常だぞ!?

ＧＭ：そんなこと言われましても。

ギィ：……やるな！　ていうか、やるなよ!?（笑）駄目元で《インターフィアレンス》！　クリティカル出ろ――っ！（ダイスを振る）……出ない！

アキナ：ダメかぁ――っ!!

ＧＭ：では、みなさん回避をしてください。クリティカル出せばよけられます。

一同：出るかぁ――っ!?（一同爆笑）




　と、そんな叫びどおり、全員に命中したのは言うまでもない。

　ダメージロールの結果は86点、〈火〉属性魔法ダメージだ。

　一同は最後の防御系切り札、ギルドスキル《蘇そ生せい》を使用するが―――。




ギィ：これで【ＨＰ】が全回復。オレはダメージが82点抜けてギリギリ生きて……あ!?

マルセル：……ん？

ギィ：やべ、アーチャーベストが壊されてるから、魔法防御力が変わってる！　だとすると……83点抜け。【ＨＰ】は83。……うわ駄目じゃんこれっ！　うっそ―――っ!?

マルセル：では、《プロテクション》をギィに！

ドラン：すると、マルセルが吹っ飛ぶナリ。

マルセル：いや、私は生命の呪符がある。行動済ずみになるが、影えい響きようはあまりないだろう。




　ご存じのとおり、マルセルは回復と支し援えんが担たん当とうである。

　今やボリボスのＨＰも残り少ないと推測し、自分よりアキナ、ギィ、ドランら攻こう撃げき力りよくのあるＰＣの行動を確保し、このラウンドで勝負を決することが重要――そう判断したのである。




アキナ：ドランさんは大丈夫……？

ドラン：ワタシはどうしようもないナリねえ……。行動済みになるけど、呪符で立ち上がるナリ。これは《プロテクション》もらっても無理！

マルセル：なら《プロテクション》はギィだな……44点軽減だ。

ギィ：それで39ダメージ。すげえ軽減してくれたな。これで生きてるぜ。

ドラン：では、ワタシが生命の呪符で立ち上がる（ダイスを振る）。【ＨＰ】が４点に。

マルセル：私も呪符で立ち上がるぞ。

アキナ：あたしは81点受けました～。

ＧＭ：では、壊れる防具を指定しましょう。ドランはヴァニッシュローブ、ギィはブラッディベレー！　マルセルは月光のサークレット。アキナは……闘とう士しのバンダナで。

アキナ：うう、そうするとポニーテイルがばさーってほどけちゃいます。

ドラン：う、おぉ……（笑）。ワタシたちの資産が大変なことに……っ。

ギィ：マズい……（笑）。もう一〇万以上は吹っ飛んでるな……ヤバすぎる（笑）。

アキナ：でも、今は目の前の敵を倒すだけだよ！

ギィ：うむ、違ちがいねぇ（笑）。ここでオレだ。《ランナップ》でドランのエンゲージに入る！

ドラン：ワタシはセットアップはなしナリ。

マルセル：私は《ヘイスト》をアキナへ！

ギィ：だな。《ヘイスト》で行動値を上げ、いの一番でアキナを動かし、勝負をつける！

マルセル：うむ、そういうこ（ダイスを振る）……うわっ！　１と……２っ！　あ、危あぶない――っ!?（笑）危うく魔術判定でファンブルするところっ！（笑）

アキナ：こ、こわ……（笑）。

ドラン：ここで、無駄に怖い思いさせなくていいナリ……。

ギィ：きっとマルセルの裏うら目め力がダイス目に影響したのさ（笑）。

マルセル：う、裏目力……!?　私にそんなものはない！（笑）　では、１Ｄ６＋13だから……お、６が出た、【行動値】が19上じよう昇しよう。




[image: ]




アキナ：おおっ!?　なんかすごいことになりましたよ！【行動値】32です！

ＧＭ：さて、アキナと親衛隊のセットアップはないので、イニシアチブプロセスに入りましょう。では、最初の行動は……一番早くなったアキナの行動です。

アキナ：はいっ。マイナーアクション《レイジ》で、メジャーアクションで《ストラグルクラッシュ》。対象はボリボスです！

ドラン：全力でいくナリ、全力で……！

ギィ：一発目避けられるとヤバイから、命中判定にフェイトを使った方がいいな。

アキナ：はい！　じゃあ、フェイトを３点使って……（ダイスを振る）。27＋16で43です！

ＧＭ：これはクリティカルのみ回避―――（ダイスを振る）……さすがに失敗です。

ギィ：ここでクリティカルされたら全ぜん滅めつが見えるっつーの。

ＧＭ：親衛隊Ｅが《カバーリング》します。

アキナ：ダメージいきます！（ダイスを振る）……[image: 112]点っ！

ＧＭ：むう、それはさすがに瞬殺。親衛隊Ｅは倒れました。




　決死の思いでアキナの剛剣の前に身を晒すボリボスの部下。

　それは当然のごとくなぎ払われ―――しかし、その献けん身しんがボリボスの勝利の可か能のう性せいを繫ぐ。

　その結果、アキナに与えられた勝利の可能性はこの一撃のみ。返す刃を振ふり上あげて……。
















アキナ：ぜぇぜぇと息を切らしながら……二発目ぇ！　最後のフェイト１点使って……（ダイスを振る）。低い……19！《バトルコンプリート》で振り直します！　あ、その前に……これ使わせてください（と、ギィ、ドラン、マルセルのダイスを指差す）。

ギィ：お？

ドラン：ワタシらのダイスが借りたいと？

アキナ：みんなの力を貸してください！　これは当てないといけないんです！　だって……。




　死闘の果て、少女は立ち返る。

　自分が何のために戦うのか……その理由に。




アキナ：アル兄様の帰る場所を護るんだから、絶対に……っ！（と、ダイスを握る）

マルセル：な、なんかかっこいいぞアキナ。

アキナ：いきます……！（ダイスを振る）……達成値は25ですっ！

ＧＭ：「ぬう、小娘があ！」ボリボスは、どこかアキナの気迫に押されぎみになり……（ダイスを振る）回避は13＋……８で21っ！　命中！　アキナの一撃が、ボリボスを……！




　―――アキナの最後の力を振ふり絞しぼった一いち撃げきが、ボリボスの体に打うち込こまれる。




アキナ：ダメージいきます！（ダイスを振る）……[image: 125]点！

マルセル：《チェックメイト》！（ダイスを振る）16＋13で……ダメージ＋29点だ。

アキナ：合わせて[image: 154]点……っ！　どうですか……！




　仲間に支ささえられ繰くり出だされた攻撃。

　それは何者をも打うち倒たおす意い志しを秘ひめた力。




ＧＭ：……。

一同：!?

アキナ：え、まさか……だめっ!?

ＧＭ：いや、さすがに耐えきれない。ズシ――ン……！　ボリボスは崩れ落ちました。

一同：よっしゃ――――――っ!!

ギィ：変な沈ちん黙もく作るなよ！　あ、焦あせらせやがって！（笑）

アキナ：やったっ!!　それにしても……どーして毎回こんなに大変なのぉ――っ!?（笑）

ドラン：ほ、ほんとナリ。

ＧＭ：ボリボスは最期に言います。「お、お前らとゲオルグを潰せば連合王国に乗のり込こめたのによ……。戦って戦って……ノルウィッチもシャールズベリも滅ぼして……ごふっ」

ドラン：根っからの戦争屋として一二人衆に加えられたナリね……。

ギィ：ま、確かに強かったしな……。

ＧＭ：「だが…………楽しかったぜ、アキナ・ブルックス」と、ボリボスは絶ぜつ命めいします。

アキナ：正直、こんな人の軍隊が連合王国に攻せめてこなくて助かりました。そうなったら、どれだけ被害が出るか……。

マルセル：で、残ってる親衛隊は？

ＧＭ：ボリボスがやられたので撤退します。これで、戦闘は終了です。

アキナ：あ、ゲオルグさんたちはどうなりました？

ＧＭ：そちらは、現状、膠こう着ちやく状態になっていますね。ゲオルグと対峙したままちらり、グリンダがみなさんの方に一瞥をくれます。「ボリボスまで倒れましたか…………作戦は失敗でございますね。アキナ・ブルックスにエンジェルファイヤー……その名は覚えましたよ」

アキナ：あ、逃げる……！

ＧＭ：そのとおりです。グリンダは……。

ギィ：赤く煌きらめく靴くつをカンカン！　と踏ふみ鳴ならすと、ひゅんと消える。そんな感じでぜひ。

ＧＭ：では、それで（笑）。そして―――。




　―――〝仮面の〟グリンダは姿を消した。

　そして残されたのは王弟ドワリム。彼の肥ひ大だいした自じ我がは現げん実じつを受け入れることを拒きよ絶ぜつし、それは彼を凶きよう行こうへと突つき動うごかす。




ドラン：いたなドワリム。そういえば……（笑）。忘れてたナリよ。

ＧＭ：「断じて我われは英えい雄ゆうとなるのだっ！」と言い、懐から銃を抜いてゲオルグに向けます。

アキナ：あ、ちょ……っ！

ＧＭ：ゲオルグは先ほどまでのグリンダとの戦闘で消しよう耗もうしきっています。ドワリムの動きに反応できません。「ならばゲオルグ。貴様だけでも殺し、錬金騎士団を我わが配下に！」

アキナ：《カバームーヴ》で《カバーリング》！　できますか!?

ＧＭ：お、それはＯＫです！　考えるよりも早く、弾けるようにアキナはドワリムとゲオルグの間に割り込みます。ゲオルグが懐から抜いたレールガンの前に身を晒し……。

キィ：レールガンかよっ!?

ドラン：レールガンを抜くなよっ!?

ＧＭ：銃口より放たれた弾丸が……ゲオルグをかばったアキナに向けて放たれる。（ダイスを振る）……あ、クリティカルした。

ドラン：最後まで余よ計けいなことを――っ!?　って、ダメージあるのかよっ!?

ＧＭ：（ダイスを振る）……おわっ、すごい出目だ！　‥……45ダメージ、魔法の〈風〉！

マルセル：《プロテクション》！（ダイスを振る）……32点軽減！

アキナ：（計算して）それなら、まだ生きてます！

ＧＭ：ゲオルグは、いきなり飛び込んできたアキナに驚きはしたものの、すぐになにが起こったかを把握。「ありがとう、アキナ殿どの」と、ウィンクして感かん謝しやします。

アキナ：い、いえ……！

ＧＭ：一方、激高したのはドワリムさん。「馬ば鹿かな、どこまで邪じや魔まをするのだ、貴様ら！」

ドラン：そんなこと言う前に、自分の立場を考えたほうがいいナリ。もう貴殿は国へは……。

ＧＭ：と、声をあげるドランを手で制せいし、ゲオルグはドワリムを見下して言います。「私を撃とうとするのはいいが、私の大切な友人を傷つけたのは許せないな」

アキナ：えっと、友人ってあたしのこと？

ギィ：だろうな。キザなヤツ。

ＧＭ：と、ギィが声をあげた刹那――ふいに銃声が轟とどろきます。

一同：……は？

ＧＭ：見れば、先ほどまで声を荒げていたドワリムが、すでにもの言わぬ物体に。そして、ゲオルグの手に握られていたのは、銃口から煙がたなびく拳銃です。

アキナ：え？　え！　殺しちゃったの……!?

ギィ：まあ……自じ業ごう自じ得とくだ。どうせ国に戻ったら反はん逆ぎやく罪ざいで秘ひ密みつ裏りに処しよ刑けいされる運命さ……。

マルセル：理由を公表したら、ゴルフォードに竜輝石がないこと明かすことになるからな。

ＧＭ：「……このことはご内密に。正直、こうなるとドワリム様が生きているだけで、我わが国くには爆ばく弾だんを抱かかえ込こむようなものでして」と、ゲオルグ。……これで、今回の事件は幕を下ろすことになります。では、エンディングに移うつりましょう。











ＥＮＤＩＮＧ　ＰＨＡＳＥ









◆Ending 01◆新たな戦いへ……




　バルムンクと、それに踊らされた者との戦いは終わった。

　だが、目の前にはゴルフォードの騎士がいる。

　むしろこれからの方が戦いの本番なのかもしれなかった。




ＧＭ：では、エンディングです。クライマックスの直後ゲオルグと会話するシーンです。

ドラン：おもにワタシの扱いについて話あうナリね。

ＧＭ：はい、そうなります。ゲオルグは言います。「協力感謝します……しかし、アキナさん、そしてドランさん。我われ々われにはまだ決めねばならぬことが残されているようですな」

ギィ：オレは一歩下がって、無言で弓を構える。

ＧＭ：ゲオルグはギィのことを鋭するどい視し線せんで見たあと、銃を手放し、両手を挙げて、ははははっと笑います。「ここであなたたちと戦う意味はなくなりました。約やく束そくどおり黒くろ幕まくの存在を教えてくれましたしね。私も、無む理り矢や理りドランさんから竜輝石を抜き取りたいとは思わない」

ドラン：それは何よりナリ。これで自爆せずにすんだー（笑）。

ＧＭ：「非ひ常じように情なさけない話ですが、我が国にはドワリムに匹ひつ敵てきする残念な王族が他にもいましてね。竜輝石を持ち帰れば争いの火種となります。これまで、我が国は竜輝石がなくとも上う手まくやっていました。しばらくの間ドランさんに預あずけていても、差さし支つかえないでしょう」

マルセル：……いいや、違うな。

ＧＭ：「違う……のですか？」

マルセル：ドランの中にゴルフォードの竜輝石があるなんて話は、真っ赤なでたらめだ。我々は、ゴルフォードが王威の竜輝石を持っていないことなど、知りもしない。

アキナ：マルセル？

ＧＭ：するとゲオルグは言う。「……ふふっ、なるほど。確かにそのとおりですね。ゴルフォードの竜輝石は我が国にあるし。ドランさんの中にゴルフォードの竜輝石などない」

ドラン：入ってるのはスープだけナリよ、ざざー（笑）。




　せっかくのシリアスムードが台なしである。




ギィ：オレは弓を降おろして言う。「やれやれ、くたびれたぜ～」

ＧＭ：ゲオルグはアキナに向かって、「あなたには二回に、いや三回、助けられたことになりますね。いずれ個こ人じん的てきにこの借りは返させていただきますよ」と言います。

アキナ：……ゴルフォードにゲオルグさんみたいな騎士がいてくれるのは本当にうれしいです。仲良くなれてよかった。いつか協力し合う日がくるといいな。

ＧＭ：じゃあ、ゲオルグはニヤリと微笑ほほえんで「あなたのような美しい人と、また共に戦えるのならば。騎士の誉ほまれですよ」というと、その隣でイルゼがむっとした顔をします。

ギィ：ああ、そうしたらこう言うよ。「勘かん違ちがいするな、色男。アキナに助けられた男はもう、両手の指じゃ数え切れねえぐらいいるさ」

ＧＭ：「それはまた残念……」と笑みを苦く笑しように変えて、イルゼとゲオルグはこの場から立ち去っていきます。ゲオルグは最後まで笑顔で手を振りながら。

アキナ：あたしも手を振って挨あい拶さつします。これでこの戦いは終わり？




[image: ]




ＧＭ：ええ。しばらくしてあなた方の元に、錬金騎士団がゴルフォードの国こつ境きようから撤てつ退たいしたという偵てい察さつの報ほう告こくがきます。一いつ旦たんはゴルフォード方面の危き機きは沈ちん静せい化かしました。

アキナ：と、とりあえず……終わったぁ（笑）。




　　　　＊　　　＊　　　＊




マルセル：確かにゴルフォードの竜輝石については一段落した。が、それは全体の中の一局面でしかない。もしレイウォールで連合王国軍が敗北したら、今回の件の意味は水泡に帰す。

アキナ：そうだった！

マルセル：この時点で、他のところはどうなってる？

ＧＭ：現在は、無印五巻のラストとほぼ同じタイミングだと思ってください。

ドラン：そろそろ、レイウォールの王都を連合王国軍が陥落させている頃ナリね。

ＧＭ：一方その頃グラスウェルズでは……。

ギィ：おっと！　その先は勘弁してくれ。来年発売の『ブレイク』第四巻に請うご期待、ってことで（笑）。

アキナ：……まだ戦争は続くってことですかね？

マルセル：ああ、むしろこれからが本番だろう。

ギィ：本番？

ドラン：グリンダにも逃げられてしまったし、これでバルムンクが引き下がるとは思えないナリ。次はどんな手で陰謀を企むか分からない。

アキナ：そっかー。そうですよね。

マルセル：それだけではない。歴史上これほどまでに激しく王威の竜輝石の争奪が行われたことはない。ひとつの国にこれほど王威の竜輝石が集中したこともな。

アキナ：そうなんだ……。

ギィ：へっ。スケールが大きくなってきやがったぜ！

マルセル：ことは戦争の勝ち負け、というレベルを超えているからな……。




[image: ]




　マルセルは言う。

「おそらく現在はこの大陸の歴史上、かつてないターニングポイントなのだろう。国も人々の価値観も変わらずにはいられないだろう……」

　そして、その先にどんな未来が待つのか？

　アルディオン大陸の行く先はいまだ見えない。





『アリアンロッド・サガ・リプレイ・デスマーチ』

第六話「今、ここにある危機」

―ＦＩＮ―













あとがき






　人生とは、重い荷物を背せ負おって坂道を登るようなもの。

　そんなようなことを昔の偉えらい人が言ったそうで。

　とっても含がん蓄ちくのある言葉だと思うのですが。時として――、




　――重すぎるだろ！　と思うこともあります（笑）。




　しかし、不思議なことにＴＲＰＧだと、背負った荷物が重いほど、振ふられた任にん務むが無理なほど、盛もり上あがることが往おう々おうにしてあります。

　というわけで、お読みになった方はご存ぞんじの通り、今回の『デスマーチ』でもＧＭとＰＣ、双そう方ほうに大変な無む茶ちや振ぶりが行なわれることになりました。

　それでも必死にミッションに挑いどむ姿すがたに、〝ゲーマー魂だましい〟を感じていただければ、筆者としてはこれに勝まさる喜びはありません（笑）。




　さて、早さつ速そく内ない容ようの解かい説せつに移うつりましょう。以い降こうはネタバレに類する内容となりますので、未読の方は、ご注意ください。




●第五話　秘ひ宝ほうの守しゆ護ご者しやについて

　本書第六話の冒ぼう頭とう部ぶをご覧らんになった方はご存じでしょう。

　ＧＭであるかわたなは、鈴すず吹ふき太た郎ろう氏より、サプライズのある、ダイナミックかつシンプルなシナリオを第三巻で実じつ現げんせよ、という無茶振りをされるわけです。

　話を聞けばもっともな内容ですが、それが簡かん単たんにできれば苦労はしません。

　特にダイナミック、ということを実現するためには、少々知ち恵えを絞しぼる必要がありました。

　色々考えた結果、連合王国が竜りゆう輝き石せき戦争で大おお騒さわぎの最中、ＰＣたちが支し援えんを受けられない状じよう態たいで、大きな事じ件けんをぶつけよう。それは第六話で行なうものとし、第五話はそれを効こう果か的てきに見せるための仕し込こみの回にしよう、という作戦を考えました。

　もちろんつまらないシナリオにするわけにはいきません（笑）。きちんと第五話でも難なん題だいを用意しました。ＰＣたちの悪あく戦せん苦く闘とうぶりはお読みになっていただければ、分かるとおり。

　しかし、第五話の危機感をより高めた要よう素そは、ギィのプレイヤー鈴吹太郎氏によるオーレリーの演えん出しゆつプランだったかと。考えてみればサイバーアクションＲＰＧ『トーキョーＮ◎ＶＡ』シリーズのデザイナーなわけで、社長のピカレスクなキャラの演出の切れ味が鋭するどいのは当然のこと。セッションがそれにつられて、緊きん迫ぱく感を増ましたのは嬉うれしい誤ご算さんでした。

　本シナリオではゴルフォードの王おう威いの竜輝石が登場します。これは、第五話のみならず第六話でも重要な役やく割わりを果たすキーアイテムです。

　そしてこれがなぜドランの中に入っていたのか？　この経けい緯いについては本書では明かされません。もったいぶるようで恐きよう縮しゆくですが、今後の展てん開かいをお待ちください。

　また、ゴルフォードの王威の竜輝石が王の元にないという情じよう報ほうは、小説『アリアンロッド・サガ』などで公開されています。一方『アリアンロッド・サガ・トラベルガイド』では秘ひ匿とく情報として扱あつかわれています。ゴルフォードの竜輝石をネタにシナリオを展開しているＧＭの方もいるかもしれません。その場合はこのリプレイにこだわらず、それぞれのＧＭさんの望むように物語を展開してください。




●第六話　今、ここにある危機

　戦いにおいてもっとも警けい戒かいすべきこと……。

　それは奇き襲しゆうではないでしょうか？

　特に、背はい後ごからの見えない攻こう撃げきを防ふせぐことは至し難なんの業わざです。

　今回の無茶振りで提てい示じされた〝サプライズ〟という言葉は、戦いという観点で考えればそういう意味で捉とらえることもできます。

　竜輝石戦争を戦っている連合王国にとって、思いもよらぬ攻撃となれば、レイウォールでもグラスウェルズでもなく、第三国の攻撃でしょう。ゴルフォードという国は地理的にも立ち位置的にもこの条じよう件けんにぴったり合がつ致ちしました。

　そこで、ゴルフォードが連合王国を攻せめるための理由付けを考えたわけです。第五話で王威の竜輝石がドランの中に入っていたことが明かされたのは、そのための仕し掛かけでした。

　そして。クライマックスでのボリボスの出目の良さは、我われながら正直驚おどろきました。

　とにかくＧＭ側のクリティカルは戦せん闘とうを盛り上げます。

　特にボリボスの攻撃は、ギルドの装そう備びを破は壊かいし、金きん銭せん的てきなダメージをもたらすものでした。

　ギルトのメインの防ぼう具ぐを根こそぎ吹ふっ飛とばした瞬しゆん間かんは、プレイヤーのみなさんの目がマジになり、正直怖こわかった記き憶おくがあります（笑）。

　とはいえ、この劇げき的てきなギルドへの損そん害がいはシーン全体攻撃をするオリジナルスキルに依存します。これでＰＣに過か剰じような金銭的ダメージを与あたえるのはさすがにアンフェアと考えました。そこで、このボリボスのドロップ品はかなり高めに設せつ定ていしています。その結果、完かん璧ぺきではありませんが、ＰＣたちはそれなりに装備を補ほ塡てんして次回のミッションに臨のぞめるでしょう。




●そのほか

　第三巻でも、投とう稿こう者しやのみなさんにはお世話になりました。今回はやや控ひかえめな採さい用よう数すうですが、投とう稿こうキャラは継けい続ぞくして募ぼ集しゆう中です。この竜輝石戦争になって『無印』や『ブレイク』など他シリーズでも続々と採さい用よう者しやが出ています。ふるってご応おう募ぼください。

　イラストの猫ねこ猫びよう猫ねこ先生には今回も無茶振り発注をしてしまいました。それを見事な作品で返していただき、感かん謝しやの言葉もございません。特にお気に入りというオーレリーの魅み力りよくは出色の出来でした。

　鈴吹太郎氏にはギィの里帰りにあたり新たな魅力を披ひ露ろうしていただきました。渋しぶいギィがマムに弱いあたりは意い外がい性せいを感じる人もいるのでは？　マルセルのたのあきら氏の鋭い読みと外さない裏うら目め力ちからにも感服です。マルセル的には不本意でしょうが（笑）。菊きく池ちたけし氏のドランには今回、体内に大問題を埋うめ込こんだわけですが、根本的な問題は解かい決けつしてません（笑）。強く生きてください！

　そして酒さか井い香か奈な子こさま。毎回大変な任務を背負わせてすみません。特にプレゼントの件けんは申もうし訳わけありません。しかしそれにもめげず、前向きに頑がん張ばるアキナはこのリプレイの希望の光でございます。

　最後に、読者の皆みな様さまへ限かぎりなき感謝を。激はげしさを増す〝サガ〟シリーズの戦いの記録を、これからもお楽しみいただければ、幸いです。





二〇一〇年一一月二二日
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